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令 和 ８ 年 厚 岸 町 議 会 第 １ 回 定 例会 会 議録

招 集 期 日 令和８年３月１１日

招 集 場 所 厚 岸 町 議 場

開 会 令和８年３月１１日 午前１０時００分

開 閉 日 時

延 会 令和８年３月１１日 午後 ４時３１分

 出 席 議 員 並 び に 欠 席 議 員

議 席 出席○ 議 席 出席○

氏 名 氏 名

番 号 欠席× 番 号 欠席×

×１ 竹 田 敏 夫 ○ ８ 石 澤 由紀子

２ 室 﨑 正 之 ○ ９ 桂 川 実 ○

３ 佐 藤 淳 一 ○ 10 堀 守 ○

４ 金 子 ○ 11 杉 田 尚 美 ○勇

金 橋 康 裕 ○５ 音喜多 政 東 ○ 12

６ 中 川 孝 之 ○ 13 大 野 利 春 ○

７ ○南 谷 健

以上の結果 出 席 議 員 １２名 欠 席 議 員 １名

 議 場 に 出 席 し た 事 務 局 職 員

事 務 局 長 議 事 係 長

神 奈 緒 美亀 井 泰
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 地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 三 浦 克 宏 教 育 長 滝 川 敦 善

諸 井 公副 町 長 早 川 知 記 教委管理課長

藏 光 貴 弘総 務 課 長 布 施 英 治 教委指導室長

総合政策課長 教 委 生 涯平 下 哲 也

車 塚 洋

危機対策室長 学 習 課 長四戸岸 毅

税 務 課 長 監 査 委 員 黒 田 庄 司本 間 直 人

渡 部 貴 志 一 寿町 民 課 長 監査事務局長 川 越

石 崎 辰 也保健福祉課長 鈴 木 康 史 農委事務局長

江 上 圭環境林務課長

石 崎 辰 也水産農政課長

田 﨑 清 克観光商工課長

建 設 課 長 堀 部 誠

病院事務長 星 川 雅 美

髙 瀬 順 一水 道 課 長

久保田 湖 子会計管理者

 会議録署名議員

番 音喜多 政 東５

６番 中 川 孝 之

 会 期

３月１１日から ３月１８日までの８日間（休会日２日）
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令和８年厚岸町議会第１回定例会議事日程

令和８年３月11日

午前10時 開 議

日程 議 案 番 号 件 名

１ 会議録署名議員の指名

２ 議会運営委員会報告

３ 会期の決定

４ 諸般報告

５ 例月出納検査報告

町政執行方針
６

教育行政執行方針

７ 報告第１号 専決処分事項の報告について

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について
８
諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について

議案第11号 令和８年度厚岸町一般会計予算

議案第12号 令和８年度厚岸町国民健康保険特別会計予算

議案第13号 令和８年度厚岸町介護保険特別会計予算

議案第14号 令和８年度厚岸町後期高齢者医療特別会計予算
９
議案第15号 令和８年度厚岸町介護老人保健施設事業特別会計予算

議案第16号 令和８年度厚岸町水道事業会計予算

議案第17号 令和８年度厚岸町下水道事業会計予算

議案第18号 令和８年度厚岸町病院事業会計予算

議案第19号 令和７年度厚岸町一般会計補正予算

議案第20号 令和７年度厚岸町国民健康保険特別会計補正予算

議案第21号 令和７年度厚岸町介護保険特別会計補正予算

議案第22号 令和７年度厚岸町後期高齢者医療特別会計補正予算
10
議案第23号 令和７年度厚岸町介護老人保健施設事業特別会計補正予算

議案第24号 令和７年度厚岸町水道事業会計補正予算

議案第25号 令和７年度厚岸町下水道事業会計補正予算

議案第26号 令和７年度厚岸町病院事業会計補正予算

11 一般質問
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厚岸町議会 第１回定例会

令和８年３月11日

午前10時00分開会

●議長（大野議員） ただいまから、令和８年厚岸町議会第１回定例会を開会いたしま

す。

●議長（大野議員） 直ちに、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

●議長（大野議員） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

本日の会議録署名議員は、厚岸町議会会議規則第118条の規定により、５番、音喜多

議員、６番、中川議員を指名いたします。

●議長（大野議員） 日程第２、議会運営委員会報告を議題といたします。

委員長の報告を求めます。

10番、堀委員長。

●堀委員長 おはようございます。

３月９日午前10時から第２回議会運営委員会を開催し、令和８年第１回定例会の議事

運営について協議いたしましたので、その内容について報告いたします。

議会側からの報告として、議会運営委員会報告、諸般報告、例月出納検査報告があり

ます。

議会からの提出案件は、会期の決定、３常任委員会及び議会運営委員会から閉会中の

継続調査申出書で、いずれも本会議で審議することに決定いたしました。

次に、町長提出の議案等についてであります。

町長から町政執行方針と教育長から教育行政執行方針があります。

報告第１号は、専決処分事項の報告で、本会議で審議することに決定いたしました。

諮問第１号及び諮問第２号は、人権擁護委員候補者の推薦２件で、いずれも本会議

で審議することに決定いたしました。

議案第11号から議案第18号は、令和８年度の各会計予算８件であります。審議方法

は、議長を除く12人の委員をもって構成する令和８年度各会計予算審査特別委員会を設

置し、これに付託し、会期中に審査を行うことに決定いたしました。

議案第19号から議案第26号は、令和７年度の各会計補正予算８件であります。審議方

法は、議長を除く12人の委員をもって構成する令和７年度各会計補正予算審査特別委員

会を設置し、これに付託し、会期中に審査を行うことに決定いたしました。

一般議案の議案第27号から議案第32号まで、一部改正条例の議案第33号から議案第39

号まで及び新規条例の議案第40号については、いずれも本会議で審議することに決定い
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たしました。

一般質問通告者は、４名であります。

本定例会の会期は、３月11日から18日までの８日間とし、14日と15日は休会といたし

ます。

以上、議会運営委員会報告といたします。

●議長（大野議員） 委員長に対する質疑を省略し、以上で報告を終わります。

●議長（大野議員） 日程第３、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。

本定例会の会期は、ただいまの議会運営委員会報告にありましたとおり、本日３月11

日から18日までの８日間とし、14日と15日は休会にしたいと思いますが、これにご異議

ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●議長（大野議員） 異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は、本日３月11日から18日までの８日間とし、14日と15日は

休会とすることに決定しました。

なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付の予定表のとおりでありま

す。

●議長（大野議員） 日程第４、諸般報告を行います。

まず、本定例会に提出され、受理されております議案等は、別紙付議事件書のとおり

であります。

次に、令和７年12月10日開会の第４回定例会から本日までの議会の動向は、おおむね

別紙報告書のとおりであります。

また、今般、釧路東部消防組合議会及び釧路広域連合議会の報告書が提出されており

ます。関係資料は、別途、議員控室に備えておりますので、閲覧の上、参考に供してく

ださい。

以上、諸般報告といたします。

●議長（大野議員） 日程第５、例月出納検査報告を行います。

今般、監査委員から、別紙のとおり例月出納検査報告がなされております。ご参考に

供していただきたいと思います。

以上で、例月出納検査報告を終わります。

●議長（大野議員） 日程第６、町政執行方針、教育行政執行方針、以上２件を一括議題

といたします。

はじめに、町長に町政執行方針の説明を求めます。
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町長。

●町長（三浦町長） おはようございます。

令和８年厚岸町議会第１回定例会の開会に当たり、町政執行に関する私の所信を申し

上げます。

本年２月、本町出身の佐藤綾乃さんが、ミラノ・コルティナ2026冬季オリンピックに

スピードスケート日本代表として３大会連続で出場し、女子団体追い抜きで見事に銅メ

ダルを獲得したほか、個人種目でも1,500メートルとマススタートで粘り強い走りを見

せ、私たちの心に大きな感動を与えてくれました。

私も、実際に現地に出向き、佐藤選手のその勇姿と歴史的な瞬間を目の当たりにいた

しましたが、この地、厚岸町に生まれ育ち、オリンピックという大舞台で挑戦を続ける

佐藤選手の姿は、町民一人一人が自らの可能性に挑み続けることの大切さを私たちに示

してくれました。私は、この誇りある姿を町政に重ね、厚岸町をだれもが夢と希望を持

って暮らすことができるまちにしたいという決意を新たにいたしました。

さて、私は、昨年７月13日、町民の皆さんの温かいご支援とご支持を得て、厚岸町長

に就任し、早くも７か月が経過いたしました。

これまで24年という長きにわたり、厚岸町のかじ取り役としてご尽力されてきた若狭

靖前町長から引き継いだこの職責は、町民の皆さんからの「まちの未来を託す」とい

う、非常に重いご負託であると認識しており、その負託に応えるため、私は、常に町民

の皆さんの声に耳を傾け、その思いに寄り添う町民目線を何より大切にしながら、日々

の職務に当たってまいりました。

本年度は、昨年11月末から進めている「町長が行く！みんなでスマイルトーク」をは

じめ、私が町長に就任して以来、最も力を注いできた町民の皆さんとの対話をさらに充

実させるとともに、いただいたご意見、ご要望を施策に確実に反映させることで、「町

民参加のまちづくり」を町民の皆さんの目にも見える形で進め、その成果を実感してい

ただけるよう、全身全霊で職務に邁進する所存であります。

次に、町政に臨む基本姿勢について申し上げます。

本年度は、さきに申し上げた「町長が行く！みんなでスマイルトーク」や自治会要望

などを踏まえ、町民目線はもとより、常に新しい発想で、よりよいものを追求する「挑

戦」の姿勢をもって、次の３点を重点施策として、町政を推進してまいります。

１点目は、「基幹産業である漁業と酪農業の振興」であります。

厚岸漁業協同組合や農業協同組合からの要望を踏まえ、道営事業による厚岸漁港湖北

地区道有地のかさ上げや農業用機械の整備をはじめ、ハードとソフトの両面において必

要な支援を行うことで、さらなる振興を図ってまいります。また、今後の町財政をはじ

め、まちの未来を左右する重要な施策である、ふるさと納税の拡大に向けた取組につい

ても、返礼品の魅力向上やＳＮＳを活用した効果的な情報発信の強化など、返礼品の協

力事業者はもとより、厚岸漁業協同組合や農業協同組合とも連携を図りながら推進して

まいります。

２点目は、「暮らし、過ごし、働きやすい環境整備」であります。

まず、身近な関わりとして、保健師や管理栄養士が各地域において地域訪問や健康相
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談を行うための体制をさらに強化してまいります。

さらに、町民サービスのさらなる利便性の向上を図るため、スマートフォンでの行政

手続を可能としていく町民向け行政アプリの導入を進めるとともに、近年の猛暑に伴う

熱中症対策として、町立小中学校や老人福祉施設、町立厚岸病院をはじめとする各公共

施設への空調設備等の導入を進めるほか、移住・定住の促進を図るため、新たな支援制

度の創設・拡充をしてまいります。

３点目は、「安全・安心に楽しく遊べる場所づくり」であります。

町内に点在する公園のうち、先行的な整備を実施する公園として、「梅香町児童公

園」を位置づけ、子どもが安全で安心して楽しく遊べる遊具等の設置を進めてまいりま

す。

以上、３点を柱とした町政運営を進めるとともに、喫緊に対応が必要な防災・減災対

策については、昨年度のカムチャツカ半島付近の地震や青森県東方沖地震及びその後全

国で初めて発表された北海道・三陸沖後発地震注意情報への対応などを踏まえ、浮き彫

りとなった課題の早期解決のため、地域への訪問、聞き取りを早急に進め、地域の皆さ

んとともに実効性のある体制を速やかに構築してまいります。

また、継続課題に対する施策として、道路の舗装補修や町立学校のトイレ改修など、

自治会要望をはじめ、町民の皆さんからのご意見やご要望を踏まえた施策についても、

可能な限り進めていくと同時に、将来を見据えた重要課題に対する施策として、老朽化

が進む心和園等の移転改築に向けて、施設整備を確実に実現させるための検討を進める

ほか、厚岸町の飛躍的な発展に大きな貢献が期待される北海道横断自動車道根室線「尾

幌糸魚沢道路」の早期完成と、昨年４月に新規事業化となった「別保尾幌道路」の早期

着工を引き続き国へ強く要請してまいります。

さらに、こうした取組の中、本年度は、私の町政運営の柱である「町民参加によるま

ちづくり」を一段と加速させながら、町民の皆さんとの約束を果たすため、全力を尽く

してまいります。

次に、令和８年度において、私が取り組む主要な施策の推進について、「第６期厚岸

町総合計画の五つの将来像に沿って申し上げます。

将来像の１点目は、「自然と調和し、だれもが安全・安心で快適に暮らせるまち」で

あります。

環境保全については、「第２期厚岸町豊かな環境を守り育てる基本計画」に基づき、

町民、事業者との協働による厚岸町クリーン作戦などの取組を引き続き実施するととも

に、海洋プラスチックごみ対策として、厚岸漁業協同組合と連携し、海岸漂着ごみや漁

業者が操業中に回収した漂流・海底ごみの適正な処理を引き続き進めてまいります。

地球温暖化対策については、再生可能エネルギーの適地誘導と豊かな自然環境の保全

を目的とした「厚岸町再生可能エネルギー促進区域等ゾーニングマップ」に基づき、本

町が定めた「促進区域」内へ、地域と共生した再生可能エネルギーの導入を促進してま

いります。

エネルギーの有効利用については、環境負荷低減に向け、役場庁舎及び斎場におい

て、液体燃料の完全燃焼を促す触媒を導入するとともに、各公共施設等において照明の

ＬＥＤ化を順次進めてまいります。
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また、環境意識の醸成を図り、環境への負荷の少ないまちづくりを推進するため、町

民、事業者を対象として、脱炭素や気候変動をテーマにする啓発事業を実施してまいり

ます。

水道事業及び簡易水道事業については、経営の健全化を図るため、適切な水道料金に

見直すとともに、将来にわたり安定的な事業経営を行うため、経営戦略の見直しを行い

ます。

また、水道施設の計画的な更新のため、宮園地区の耐震管整備、門静地区の尾幌糸魚

沢道路建設に伴う補償工事及び各施設につなぐ遠方監視装置などの設備更新を行うとと

もに、片無去地区における営農用水の安定供給を図るため、引き続き道営事業と併せ

て、水道管の更新整備を進めてまいります。

このほか、物価高騰対策として、水道料金のうち基本料金の減免を実施いたします。

下水道事業については、奔渡地区の汚水管更新を行うとともに、終末処理場における

老朽化した設備更新などを引き続き進めてまいります。

高速道路については、「尾幌糸魚沢道路」の早期完成と「別保尾幌道路」の早期着工

のため、引き続き関係市町村や関係団体と連携し、事業予算確保に向けた要請活動や機

運醸成活動を行ってまいります。

町道については、床潭末広間道路、太田２号道路、港町２条通り、太田地区防雪柵及

び実験所道路法面の整備や橋梁の長寿命化を継続して行うとともに、新たに奔渡５丁目

の道路改良舗装を行うほか、港町横通り、湾月町１号線の舗装補修を行ってまいりま

す。

地域公共交通については、ＪＲ花咲線の維持・存続のため、沿線自治体や関係機関と

連携を図り、利用促進策を実施するとともに、バス路線の維持・存続のため、必要な支

援を引き続き行ってまいります。

また、生活交通路線の利便性向上を図るため、デマンドバスの運行経路見直しを必要

に応じて検討するとともに、町内公共交通の担い手となる運転手の確保に向けた支援を

引き続き行ってまいります。

町営住宅については、有明団地１棟の解体を行います。

また、住宅の新築やリフォーム、省エネ・バリアフリー改修事業については、新たに

エアコン設置工事を助成対象とするほか、助成額の引上げを行うとともに、耐震改修、

解体に対する支援を引き続き行ってまいります。

空家等対策については、「厚岸町空家等対策計画」に基づき、民間住宅等の除却に対

する支援、「空き家バンク」制度のさらなる周知と運営、居住を前提とした空家等の購

入に伴う改修支援、空き家相談会を引き続き行ってまいります。

公園については、「厚岸町公園適正化計画」に基づき、施設機能の適正な維持管理に

努めるとともに、梅香町児童公園に新たな遊具等を設置してまいります。

交通安全については、関係機関と連携して、交通事故を防止するため、引き続き交通

ルールの遵守を求める活動に取り組むとともに、通学道路などの現地調査を行い、必要

に応じ、危険箇所への交通安全施設の整備を関係機関に要請してまいります。

また、高齢者の自動車運転免許証の自主返納に係る支援制度を継続するとともに、自

転車事故の防止と被害軽減を図るため、自転車安全運転講習会の開催とヘルメット購入
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及び自転車保険加入費用に対する助成制度を継続してまいります。

防犯については、犯罪のない明るく住みよいまちづくりを推進するため、厚岸警察署

や関係団体と連携し、防犯活動を行うとともに、ドライブレコーダーを活用したまちの

見守り活動を継続するほか、犯罪被害者等の支援に関する施策を総合的に推進してまい

ります。

消費生活については、消費者トラブルを未然に防ぐため、関係機関・団体と連携し、

きめ細かな情報提供と啓発活動の充実を図るとともに、特殊詐欺対策電話機等の設置に

対する補助制度を継続してまいります。

次に、消防・防災についてであります。

消防については、消火・救急活動を強化するため、厚岸消防署が行う消火栓整備や消

防団の安全装備品整備などを支援してまいります。

防災については、自助、共助に資するための防災士育成として、自主防災組織活動活

性化事業補助金の制度を拡充するとともに、防災士資格支援制度を新たに創設するほ

か、指定避難所の暑さ対策としての扇風機や毛布、携帯トイレ、備蓄飲食料等の計画的

な整備・更新を進めてまいります。

さらに、津波避難訓練では、宮園１丁目の道道から線路を横断して国道44号の高台へ

と続く新たな避難路を使用した訓練を行うほか、教育委員会や自治会・自主防災組織と

の連携による災害図上訓練、避難所運営演習など、昨年度のカムチャツカ半島付近の地

震などを踏まえ、浮き彫りとなった課題解決のため、地域防災力の一層の強化ととも

に、防災意識を高める取組を推進してまいります。

治山対策については、北海道が、梅香地区２か所、奔渡地区１か所、松葉地区１か所

及び宮園地区１か所、厚岸町が、奔渡地区１か所の治山工事を行います。

また、危険が予想される箇所や復旧を要する箇所についても、引き続き北海道に要請

してまいります。

治水対策については、国から委託を受けて行う矢臼別演習場内の河川における土砂流

出対策を継続してまいります。

土地保全については、桜通りの地滑り観測を継続してまいります。

廃棄物対策については、可燃ごみと不燃ごみの広域処理により生じるごみ量に応じた

負担金の削減を図るため、ごみの減量化と資源化の取組を推進するとともに、ごみ分別

出前講座による啓発活動と広報あっけしによるごみの分別方法及びその徹底の周知を継

続してまいります。

エゾシカ対策については、国や北海道、地方独立行政法人北海道立総合研究機構など

と連携し、個体数の適正管理のため、計画的な捕獲を引き続き実施してまいります。

ヒグマ対策については、地域住民の安全確保や財産を守るため、必要に応じたパトロ

ールの継続、監視カメラや箱わなの設置など、問題個体の的確な捕獲に引き続き努めて

まいります。

また、市街地にヒグマが出没した際の対応として、人身被害のおそれのある緊急時に

行うことができる「緊急銃猟」を安全かつ円滑に実施するため、地元猟友会や厚岸警察

署と想定訓練を行い、備えるとともに、緊急銃猟を要する事態が生じた際には、国のガ

イドラインや「厚岸町緊急銃猟対応マニュアル」に基づき、関係機関と連携し、地域住
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民の安全を最優先に対応してまいります。

野犬対策については、地域おこし協力隊を活用し、北海道及び関係団体などと連携を

図りながら、適切な捕獲・保護に努めてまいります。

デジタル化の推進については、町民サービスの向上や業務の効率化を図るため、生成

ＡＩの有効かつ安全な利用を進めるほか、公共施設の利用予約システム及び行政情報や

防災情報の発信などができる公式ＬＩＮＥ（ライン）を導入してまいります。

将来像の２点目は、「多彩な資源が輝き、活力と魅力にあふれるまち」であります。

はじめに、水産業についてであります。

漁業については、昨年、沖合漁業の主力であるサンマが、平成30年以来、７年ぶりに

5,000トンを超える水揚げ量となり、今後の復活と安定へ大きな期待を寄せているとこ

ろですが、水産関連産業においては、依然として燃料や資材等の価格高騰による影響を

大きく受ける経営状況に変わりはありません。

このような状況の中、今後も安定的な水産物の生産を維持するため、厚岸漁業協同組

合と連携し、カキ、アサリ、昆布等沿岸漁業の資源管理や増養殖への支援を継続してま

いります。

筑紫恋の釧路管内水産種苗生産センターで行われている「ウニの陸上養殖実証試験」

については、本町における将来の新たな漁業の創出に向け、関係機関との協議及び必要

な支援に努めてまいります。

漁港整備については、厚岸漁港における高潮対策として実施されている、湖北・湖内

地区の岸壁かさ上げ事業等の着実な推進、床潭漁港における泊地の静穏域確保に向けた

外防波堤の早期着工及び物揚場整備等を、引き続き国と北海道に要請してまいります。

また、国が推進する、漁村の人々が海や漁村に関する地域資源の価値や魅力を活用し

て所得機会の増大等を図る取組である「海業」については、厚岸地域における実施の可

能性について、関係機関と協議を行ってまいります。

海岸保全対策については、対策が必要とされる箇所の早期着工を引き続き北海道に要

請してまいります。

カキ種苗センターについては、種苗生産及び藻類培養の各設備を適切に運用し、カキ

種苗の質を高め、種苗生産拠点としての役割を引き続き担ってまいります。

また、カキ養殖業については、海洋環境の急激な変化に伴い、様々な問題に直面する

ことが予想されますが、生産者の役に立つ養殖技術や水質環境などの情報を収集して、

生産者が安心して生産活動に取り組める体制を構築できるよう支援してまいります。

次に、農業についてであります。

昨年は、北海道の生乳生産目標が8,000トン増で設定され、安定供給に向けた増産が

維持されていますが、消費は依然として低迷しており、個体販売価格は微増で推移して

いるものの、飼料など資材価格の高止まりが続いています。

本年も、北海道の生乳生産目標は2,000トン増で設定され、加工原料乳補給金も微増

と明るい要素もありますが、生産コストの増を補うまでには至っていないことから、北

海道酪農振興町村長会議等による中央要請のほか、農業協同組合をはじめ、関係機関と

の連携を強化し、必要な施策を講じてまいります。

農業生産基盤については、道営事業による太田・片無去地区営農用水施設更新事業の
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継続やＪＡ釧路太田、ＪＡ浜中町への各種農業機械の導入についても支援してまいりま

す。

飼料自給率の向上については、道営草地整備事業の継続により、良質な粗飼料の安定

供給に努めてまいります。

担い手対策については、新規就農希望者誘致に向けたイベントへの出展や定住促進に

向けた婚活支援の継続とともに、酪農実習生の受入れや町内小学校の酪農体験学習を通

じ、酪農の魅力を発信してまいります。

また、新規就農時の経営安定を図るため、就農準備金や奨励金の支援を実施してまい

ります。

家畜防疫については、厚岸町家畜自衛防疫協議会との連携による予防接種や各種検査

を支援するとともに、防疫対策の意識啓発を取り組んでまいります。

町営牧場については、より適正な預託牛の育成・管理を図るため、繁殖管理成績の向

上と円滑な入退牧などの利用者ニーズに対応してまいります。また、ふん尿処理体制の

充実に向け、処理施設の更新整備を継続してまいります。

次に、林業についてであります。

町有林の整備については、安定した事業量と林業就業者の雇用の確保を図るととも

に、持続可能な森林保全を推進するため、計画的な森林施業を進めてまいります。

私有林の整備については、厚岸町森林組合と連携し、民有林振興対策事業と森林環境

譲与税を活用した補助制度を継続してまいります。

担い手対策については、引き続き、森林整備担い手対策推進事業などを支援するほ

か、関係機関と連携し、林業就業者の育成・確保に努めてまいります。

町民の森植樹祭については、地域ぐるみの森づくり事業として、引き続き支援してま

いります。

森林資源の利用については、町有林施業による林地残材を堆肥センターの水分調整材

などに活用するほか、温水プールにおける木質バイオマスボイラーの燃料としてパルプ

材を活用してまいります。

路網の整備については、道営事業により別寒辺牛２号線の整備を継続してまいりま

す。

きのこ菌床センターについては、原油価格の上昇や資材価格の高騰により、厳しい経

営環境にある生産者を支援するため、菌床料の減額を継続し、上質な菌床の安定供給に

努めるとともに、種菌メーカーと連携し、生産者へ経営の安定化に向けた情報提供や製

造・培養技術の収集を行ってまいります。

新規生産者誘致については、地域との連携による研修体制支援や菌床の無償提供を継

続してまいります。

また、地域生産者間での意見交換の場を設け、地域一丸となり、きのこ産業での課題

整理に取り組んでまいります。

次に、商工業、観光、雇用についてであります。

商工業については、依然としてエネルギーや食料品価格等の高騰が続いていることか

ら、さきに発行した第７弾の「がんばろう厚岸応援券」により、商工業者の事業継続と

町民の生活支援を図ってまいります。
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中小企業の振興については、厚岸町商工会や金融機関と連携し、融資制度や設備投資

への支援制度の活用を促進するための周知を行うなど、「厚岸町中小企業振興計画」に

基づく各種取組を進めてまいります。

また、「特産品等開発支援制度」のさらなる利用促進を図り、ふるさと納税返礼品に

もつながる魅力ある特産品開発を支援するとともに、各種催事において特産品のＰＲを

強化してまいります。

観光については、「厚岸町観光振興計画」に基づき、厚岸観光協会や関係機関と連携

し、自然や食を中心とした魅力ある観光事業を展開するとともに、厚岸霧多布昆布森国

定公園などの地域資源を活用した魅力ある観光地づくりを進めてまいります。

また、道東自動車道の利用・誘客促進キャンペーンを、近隣市町村とともに実施して

まいります。

さらに本年は、アヤメを慈しむ自治体で構成する全国市町村あやめサミットが、６月

27日と６月28日の２日間、平成27年以来11年ぶりに本町で開催されることから、アヤメ

を生かしたまちづくりの効果的展開について討議する会議の成功に向けて取り組んでま

いります。

厚岸味覚ターミナル・コンキリエについては、総合観光雑誌「北海道じゃらん」の道

の駅ランキング・飲食部門において、全道128駅中、15年連続１位を獲得するなど、観

光中核拠点施設としての役割を果たしてきました。

来館者数や売上は伸びているものの、依然として物価高騰の影響は大きく、経営を圧

迫していることから、引き続きマスメディアによる情報発信を行うほか、地場産品を活

用した食の提供や厚岸の魅力発信に取り組んでまいります。

また、施設の適切な維持管理を図るため、展示販売冷蔵ショーケースやレストランの

エアコンなどを更新いたします。

このほか、観光施設については、訪れる皆さんにとって利用しやすい環境を整えるた

め、子野日公園内桜見本園の遊歩道整備を行うほか、原生花園あやめヶ原園内の整備を

進めてまいります。

雇用については、町内就業を促進するため、ホームページやＩＰ告知情報端末による

町内求人情報の公開とハローワークとの連携による求職・求人情報提供サービス、事業

者が雇用を維持するための各種制度の周知を引き続き行ってまいります。

また、厚岸町雇用対策連絡会議を通じ、町内の企業や団体、厚岸翔洋高等学校と新規

採用などの雇用対策に関する情報の共有を図るほか、町内事業者への就職を促進するた

め、企業説明会を開催いたします。

このほか、専門技術の習得や季節労働者の通年雇用を促進するため、釧路地方職業能

力開発協会などと連携し、各種研修機会の提供を行ってまいります。

労働環境の向上については、子育てや介護と仕事を両立し、安心して働くことができ

る職場づくりを促進するため、厚岸町商工会と連携し、働きやすい環境整備のための制

度の情報提供を事業者等に行ってまいります。

将来像の３点目は、「みんな笑顔で健やかに、つながり支え合うまち」であります。

子ども・子育て支援については、「第３期厚岸町子ども・子育て支援事業計画」の基

本理念に基づき、引き続き子どもを安心して産み育てることができるまちづくりを推進
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するとともに、支援の充実を進めてまいります。

幼児教育・保育については、感染症対策や熱中症防止など、児童の安全確保を図ると

ともに、保育所における全ての子どもの保育料と食材料費の無償化及び幼稚園に対する

副食費の助成を継続するほか、保護者の就労要件を問わず、保育所等に通っていないゼ

ロ歳６か月から満３歳未満の子どもを対象に、新たな通園給付である「こども誰でも通

電制度」をしんりゅう保育所において実施いたします。

また、妊娠前から子育て期にわたる包括的支援の取組については、相談体制の充実を

図るとともに、不妊治療費用の自己負担に対する助成制度や妊娠出産等の支援の継続の

ほか、子育て応援アプリによる情報提供、出産祝金10万円の支給、子育て世帯の外出支

援に対するハイヤー券の交付、ファミリーサポート利用料の助成、子育てお助けブック

の配付、妊婦健康審査通院費の助成など、本町の独自事業を継続してまいります。

さらに本年度から、こども家庭センターを設置し、子どもとその家庭及び妊娠産婦等

を対象とした切れ目のない相談支援を強化してまいります。

福祉医療制度については、子育て家庭の経済的支援として、高校生までの医療費無償

化を継続してまいります。

町民の健康推進については、「第３期みんなすこやか厚岸21」で掲げた「幼児のむし

歯が多い」、「成人の喫煙率が高い」、「塩分摂取率が多い」の３点の重点課題をはじ

め、各分野ごとに設定した目標値の達成とさらなる健康意識の向上のため、本計画に基

づく取組を推進してまいります。

また、身近な関わりとして、保健師や管理栄養士が各地域において健康相談や各種事

業の紹介などを積極的に実施してまいります。

食育の推進と自殺対策については、地域特性や地域事情に合わせ、関係機関・団体等

と連携した取組を引き続き推進してまいります。

保健予防については、町民一人一人の命と健康に関わる分野であり、生活習慣病の予

防と疾病の早期発見のため、がん検診や特定健康審査、後期高齢者の生活習慣病健診の

受診の必要性と制度の周知のほか、早期から健康意識を醸成するため、19歳から生活習

慣病健診及び保健指導を行い、町民の健康維持を推進するとともに、近年の環境や社会

情勢の変化に伴う新たな健康課題に対して、町民への情報提供や相談対応などに努めて

まいります。

また、日常生活に支障を来すおそれのある帯状疱疹や高齢者肺炎球菌については、定

期予防接種の対象年齢にかかわらず、リスクの高い高齢者へのワクチン接種費用に対す

る助成を進めてまいります。

感染症対策については、重症化リスクの高い子どもや高齢者への感染予防を進め、今

後も流行期における迅速かつ適切な情報提供や対応に努めるとともに、流行の拡大を防

ぐため、町内の医療機関や関係機関で構成する感染症情報共有連絡会議を通じ、各種感

染症に対する危機意識の高揚と予防接種の勧奨を行ってまいります。

次に、病院事業についてであります。

町立厚岸病院は、町民の命と健康を守り、だれもが安心して生活できる地域社会を支

える中核的な医療機関として、内科、外科及び小児科の基本診療に加え、整形外科及び

脳神経外科の定期診療並びに24時間救急及び人工透析の医療提供体制を維持し、この地
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域で必要とされる医療を推進してまいります。

診療体制については、常勤医師４名のほか支援医師を確保し、医療の安定提供を図る

とともに、高度医療や専門治療が必要とされる患者については、釧路市内の総合病院な

どへの適切かつ迅速な紹介を行ってまいります。

また、薬剤師や看護師の確保についても、医師確保と同様に非常に厳しい状況にあり

ますが、引き続き最重要課題として取り組んでまいります。

病院経営については、人口減少などにより患者数が減少し、医業収益が減少となる一

方、人件費や物価の高騰により費用が増加するなど、厳しい経営状況が続いていること

から、「町立厚岸病院経営強化プラン」に基づき、適切な病院運営を図ることを基本と

して、病院機能の最適化を検討してまいります。

小児救急やドクターヘリ運航などの広域救急医療については、管内市町村や関係機関

との連携により、その体制維持に努めるとともに、引き続き浜中町との救急医療体制の

協議を進め、連携して取り組んでまいります。

地域福祉については、「第５期厚岸町地域福祉計画」に基づき、複雑・複合化する地

域課題に対応するため、厚岸町社会福祉協議会をはじめ、地域福祉に関わる団体と連携

して、家族介護者であるケアラーや複数の課題を抱える家庭への支援を一体的に行う重

層的支援体制を整備するとともに、相談から支援までの切れ目のない包括的な相談・支

援体制の充実など、各種取組を推進してまいります。

高齢者福祉については、「第９期厚岸町高齢者保健福祉計画」に基づき、各種の事業

や取組を推進してまいります。

また、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、医療・介護・介護

予防・生活支援・住まいが一体となった地域包括ケアシステムの深化・推進に向け、生

活支援体制整備事業の推進や地域ケア会議の充実、関係機関とのネットワーク構築を通

じて、支援体制の構築を進めてまいります。

さらに、緊急通報システム事業やＳＯＳネットワークをはじめとする地域の見守りに

資する取組を推進するとともに、認知症サポーター養成、認知症や介護予防に関わる知

識の普及啓発を積極的に進めるほか、福祉交通回数券及び元気いきいき高齢者応援事業

を引き続き実施いたします。

特別養護老人ホーム心和園と在宅老人デイサービスセンターについては、指定管理者

との情報共有を図り、安定的な管理運営と利用者の安心に資するため、引き続き施設の

適切な維持管理を行うほか、感染症対策や熱中症対策、防災対策に努めるとともに、第

三者評価事業を実施してまいります。

また、老朽化した特別養護老人ホーム心和園等の整備は、基本構想を踏まえ、基本計

画の策定に向けた具体的検討を進めてまいります。

介護老人保健施設「ここみ」については、超高齢社会を支える重要な役割を担う施設

として、入所者自らの力で日常生活を送ることができるよう、リハビリテーションを中

心としたサービスの提供に努めるとともに、安定した施設運営に引き続き取り組んでま

いります。

障がい福祉については、「第６期厚岸町障がい者基本計画」と「第７期厚岸町障がい

福祉計画」に基づき、訪問入浴サービス事業や日中一時支援事業など、障がいのある人
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の地域での生活支援や自宅で常時介護する家庭への支援などを引き続き実施するほか、

経済的負担の軽減を図るため、身体障害者手帳の交付申請などの各種制度を利用する際

に必要となる診断書等の取得費用や身体障害者手帳の交付対象とならない難聴者の補聴

器購入費用に対する助成制度を継続してまいります。

また、障がいのある人などが安心して暮らしていけるよう、事業者や関係機関・団体

と連携し、ノーマライゼーションの普及・浸透を進めてまいります。

さらに、「第７期厚岸町障がい福祉計画」の計画期間が最終年度を迎えることから、

事業者や関係機関・団体等の意見を踏まえ、「第８期厚岸町障がい福祉計画」を策定い

たします。

国民健康保険については、被保険者の健康の保持増進を図るため、特定健康審査の受

診の必要性の周知と受診率向上に向けた受診勧奨の取組を継続するほか、医療機関と連

携した、みなし健診等による未受診者対策を実施し、疾病の予防と早期発見、特定保健

指導や早期治療による医療費の抑制を図るとともに、国民健康保険税の適正な課税と収

納率の向上に努め、安定した事業運営を行ってまいります。

介護保険については、制度の普及啓発を継続し、低所得者の保険料軽減措置の実施な

ど、適正な事業運営と円滑な制度運用に努めるほか、次期計画策定のため、事業の進捗

状況を検証し、翌年度以降３年間の介護保険事業費を的確に見込んでまいります。

保健福祉事業については、要介護度の高い高齢者の経済的負担を軽減するため、紙お

むつなどの介護用品購入給付券を交付する在宅介護用品給付事業や介護予防と筋力維持

を図る貯筋健診事業を引き続き実施してまいります。

介護人材の確保については、資格取得費用の助成制度や、町内で不足している介護支

援専門員確保のための奨励金制度を継続してまいります。

生活保障と自立支援については、個々の生活相談に丁寧に対応し、生活保護制度や生

活困窮者自立支援制度などの各種制度につなげるなど、生活実態に即した支援に努めて

まいります。

また、低所得の高齢者世帯などへの支援として、福祉灯油等購入助成事業を継続して

まいります。

将来像の４点目は、「未来を切り拓く力を育み、豊かな人間性にあふれるまち」であ

ります。

教育委員会と連携し、教育環境の充実を図ることは、私の重要な使命であります。

総合教育会議を通じ、教育委員会と十分な意思疎通を図り、地域の教育課題やあるべ

き姿を共有して、より一層民意を反映した教育行政を推進してまいります。

そこで、私に関する教育行政について申し上げます。

学校における教育環境の充実については、児童生徒の継続した学びを保障するため、

安全・安心な学校生活を送ることができるよう、健康的な教育環境の充実を図るため、

熱中症対策として、全小中学校の教室等への空調設備整備を進めてまいります。また、

真龍中学校のトイレ改修と厚岸中学校体育館のＬＥＤ照明改修、全小中学校の学習用情

報端末の更新を行ってまいります。

就学支援については、保護者負担を軽減するため、学校給食費の無償化や一部教材購

入費の全額公費負担、修学旅行経費の半額助成、経済的理由による就学困難な児童生徒
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の保護者への援助費の一部支給を引き続き実施してまいります。

厚岸翔洋高等学校については、通学バス定期券購入と若潮寮入寮者に対する寮費の一

部を助成するとともに、入学志願者確保のため、学校と連携して、町内外へ積極的に周

知してまいります。

生涯学習の推進については、児童生徒による姉妹都市のオーストラリア・クラレンス

市と友好都市の山形県村山市の交流事業を推進し、両市との友好の絆を深めるととも

に、厚岸町の未来を担うリーダーを育ててまいります。

文化財保護については、貴重な文化財や資料の保護・継承を図るため、アイヌ民具資

料の保存処理を実施してまいります。また、アッケシソウについては、町内栽培地での

人工栽培を継続するとともに、自生地の保護・増殖の研究や町民を対象とした学習会、

自生地でもある岡山県浅口市との情報交換や学校間交流を推進してまいります。

図書館活動の推進については、開館30周年を迎える情報館の記念事業を開催するな

ど、町民の読書活動の促進・充実を図ってまいります。

スポーツの推進については、健康や体力の保持、競技能力向上のため、多目的屋内ス

ポーツ施設等の利用促進を図るとともに、スポーツ合宿のさらなる誘致に努めてまいり

ます。また、部活動の地域移行については、中学校の一部部活動において、平日を含め

た完全移行を実施してまいります。

将来像の５点目は、「多様なつながりにより、共に生き、共に創り上げる持続可能な

まち」であります。

広報活動については、広報あっけしや町要覧、ホームページ、ＳＮＳなど、様々な年

代が取得しやすい方法により、町民の暮らしに役立つ情報や町内の話題などを発信する

とともに、広聴活動では、各自治会や各種団体等との意見交換を行い、町民の声を広く

聞き取り、町民参加による協働のまちづくりを推進してまいります。

庁舎の利用については、来庁者の利便性向上と職員の働きやすい環境づくりに努めて

まいります。

自治会活動については、自治会への各種補助制度と地域担当職員制度による支援を継

続してまいります。

また、コミュニティー活動の拠点施設である集会施設については、適切な維持管理に

努めるとともに、防災交流センターの利用促進を図ってまいります。

人権意識の啓発については、町民に人権への理解を深めてもらうため、人権擁護委員

や釧路地方法務局と連携して、啓発活動や人権教室を実施するとともに、特設人権相談

の実施を支援してまいります。

また、「性的マイノリティ」である方が「パートナーシップ宣誓制度」により、互い

の個性や多様な生き方が尊重され、町民だれもが公平に行政サービスを受けられる共生

社会の実現に向け、制度の周知等に努めてまいります。

交流活動については、友好都市の山形県村山市との様々な分野における交流を引き続

き実施するほか、姉妹都市のオーストラリア・クラレンス市との交流の促進を図ってま

いります。

移住・定住については、各種支援制度を継続するとともに、新たに創業する事業者等

に対し、創業費用の一部を補助する支援制度及び修学時に奨学金の対応を受けていた移
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住者に対し、奨学金返還の一部を補助する支援制度を創設いたします。

また、都市圏へのイベント出展など、効果的な情報発信を進めるとともに、町民の結

婚支援として、支援制度の継続と新たにライフデザインセミナー及び体験型婚活イベン

トを開催いたします。

地域おこし協力隊については、外部からの視点を取り入れることにより、まちの活性

化を図るため、募集人数と分野を拡大して取り組むとともに、定住を支援してまいりま

す。

次に、行政運営についてであります。

行政組織機構については、これまでもその時代に合わせた見直しを行ってきました

が、人口減少が進む中、社会情勢の変化による様々な行政需要が増加しており、また、

職員においては、退職者の増加や必要とする採用人数を確保できないなど、限られた人

員での効果的な配置や専門的かつ高度な職務遂行能力を身につけた職員の育成を継続し

て行っていく必要があります。

このため、「厚岸町職員定員管理計画」の確実な実行と「厚岸町職員人材育成基本方

針」に基づく職員研修の充実に努めるとともに、人事評価制度の継続運用のほか、再任

用職員の豊富な知識、経験等を最大限に生かすために活用を継続するほか、業務の効率

化やこれからの時代に合った行政運営のための行政組織機構の見直しの検討を進め、最

大の効果を発揮できる組織を構築してまいります。

また、職員の働き方改革を推進するため、事務事業の見直しや効率化に取り組んでま

いります。

次に、財政運営についてであります。

令和８年度予算編成に当たり、その基本となる国の地方財政計画では、物価高騰が続

くとともに、社会保障関係費や人件費の増加等が見込まれる中、経済・物価動向等を適

切に反映し、令和７年度地方財政計画の水準を下回らないよう、実質的に同水準を確保

する内容となっており、令和８年度の地方交付税の総額は20兆1,848億円で、前年度比

１兆2,274億円、6.5％の増となっています。

こうした状況を踏まえ、令和８年度の一般会計予算は約110億5,700万円で、前年度と

ほぼ同額の約500万円の増であります。

歳入予算について、町税は、主に個人町民税の増額を見込み、約12億4,100万円を計

上、ふるさと納税による寄付金は、前年度と同額の12億円を計上しています。

ふるさと納税については、町の貴重な自主財源として様々な施策の実施に有効活用し

ており、今後も寄付者の満足度向上を図り、関係人口の創出・拡大につなげるため、よ

り一層の返礼品の充実や積極的な町のＰＲ活動などを行う必要があることから、組織体

制の強化を図るとともに、企業版ふるさと納税の拡大にも取り組んでまいります。

普通交付税については、令和８年度の算定基礎に令和７年度の国勢調査人口が用いら

れることによる減額のほか、国が示した算定方法や公債費算入額を加えて試算し、前年

度に比較して約9,500万円増の約36億4,100万円を計上しています。

歳出予算については、投資的経費は、前年度に比較して約１億2,700万円減の約20億

8,800万円、人件費は、前年度に比較して約1,200万円増の約21億3,300万円、公債費

は、約6,400万円増の約11億1,700万円を計上しています。
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一般会計から特別会計と企業会計への繰出金等は、約10億4,300万円を計上し、一般

会計と四つの特別会計及び三つの企業会計を合わせた当初予算の合計は、約172億7,500

万円で、前年度に比較して1.8％、約３億8,000万円の増であります。

また、一般会計の収支不足額は、前年度に比較して約１億7,300万円増の約14億3,200

万円で、同額を基金から取り崩し、収支の均衡を図っています。

町財政については、多様化する町民ニーズや重点課題に対応するため、これまで可能

な限りの施策を講じてきた反面、今後は、人口減少が加速することに加え、近年の大型

事業実施に伴う多額の町債発行により、公債費の大幅な増加が避けられず、さらには、

物価の高騰、人件費の増加、金利の上昇など、避けがたい歳出の増加に直面し、難しい

財政運営が迫られており、このままでは新規事業の実施はもとより、既存の町民サービ

スを維持することさえも危惧されます。

このような状況の中、「第６期厚岸町総合計画」に掲げた「めざすまちの姿」を実現

するためには、将来を見据え、ふるさと納税や企業版ふるさと納税の推進など、新たな

財源確保を図ることはもとより、人件費や扶助費等を含めた経常的経費の抜本的見直

し、町有施設等の最適化など、長期的な視点を持って進めなければなりません。

未来への投資は、健全な財政運営があってこそ初めて可能となります。そのために

は、今後の地方財政対策に注視しつつ、財政健全化の取組を継続し、将来にわたって持

続可能で安定的な財政運営を推進してまいります。

以上、令和８年度の町政を執行するに当たっての基本姿勢と主要な施策の概要につい

て申し述べました。

「未来を切り拓く厚岸の力」、これは、昨年、私が町長選挙に出馬を決めた際、私な

りに厚岸町の未来を見据えて定めたスローガンであり、私の決意表明でもあります。

私は、町長に就任以来、町民の皆さんの声をできるだけ多くお聞きすることを町政運

営の柱として、これまでも多くの町民の皆さんと膝を交えながら意見交換をさせていた

だきました。また、実際に地域に足を運ぶことで、町民の皆さんの小さな声にも耳を傾

ける努力を進めていきます。

一方で、私と意思を共有し、共に町政を推進する職員一人一人が持つ多様な能力を最

大限に発揮できるよう、風通しがよく、働きやすい役場づくりにも努めてまいりまし

た。まちづくりに対する職員の思いや知恵、行動の一つ一つが、町民の皆さんに幸せを

実感いただける、そのようなやりがいと喜びを職員とともに分かち合える役場であるこ

とが、町政運営の拠点としてのあるべき姿と思っています。

自治体の創意工夫によるまちづくりが求められて久しい昨今、「自分たちのまちは、

自分たちの手で創り上げるもの」であります。

私は、町民の皆さんをはじめ、厚岸町を愛する全ての人々とともに、町長として、こ

のまちの未来を築くと決めた覚悟と、その揺るぎない信念の下、「第６期厚岸町総合計

画」に掲げた「めざすまちの姿」の実現のため、未来へ挑戦する姿勢をもって、全力で

取り組む決意であります。

町議会議員の皆さん、そして町民の皆さんの一層のご理解、ご協力を賜りますようお

願い申し上げ、令和８年度の町政執行に当たっての私の所信といたします。
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●議長（大野議員） 次に、教育長に教育行政施行方針の説明を求めます。

教育長。

●教育長（滝川教育長） 令和８年厚岸町議会第１回定例会の開会に当たり、教育委員会

が所管する行政の執行について、その方針を申し上げます。

国際情勢の不安定化や社会経済のグローバル化、高度情報化など、国際社会の情勢が

大きく変化する中、我が国では、人口減少・少子高齢化の進行に伴い、ライフスタイル

や価値観がより一層多様化する一方で、地方の過疎化や地域コミュニティーの希薄化な

どによる地域活力の低下が全国的な課題として挙げられています。

こうした状況を踏まえ、厚岸町では、令和７年１月、将来像に掲げる「みんなの“あ

っけし”新時代の創造に向かって」の実現に向け、第６期厚岸町総合計画後期行動計画

を策定しました。厚岸町の新時代を切り拓き、町民だれもが心から誇りを持てるまちを

目指すものです。

また、厚岸町総合計画の個別計画に位置づく厚岸町教育大綱では、「郷土を誇り、豊

かな未来を切り拓く人材の育成」を基本理念に、四つの基本方針を定めました。どのよ

うな社会情勢の変化にあっても、自らの未来をしなやかにたくましく切り拓くととも

に、ふるさとに誇りと愛着を持ち、魅力あるまちの創り手となる人づくりを目指すもの

です。

教育委員会といたしましては、本町が持つ豊かな資源を家庭教育・学校教育・社会教

育それぞれの場で効果的に活用し、生涯を通して学び続けることができる環境の下、持

続可能な社会づくり・地域づくりを担う人材の育成に向けて取り組んでまいります。

教育行政の執行に当たりましては、第６期厚岸町総合計画や厚岸町教育大綱を基に、

関係部局や関係機関との連携を深めながら、所管する施策を推進してまいります。

次に、本年度の主要な施策について申し上げます。

第１は、管理課・指導室所管事項についてであります。

学校教育におきましては、学習指導要領の理念及び趣旨を踏まえ、学校・家庭・地域

・関係機関の連携を基盤とした安全・安心な教育環境の下で、組織的かつ計画的に組み

立てられた教育課程を実施するために、次の五つの重点に取り組んでまいります。

重点の１は、「確かな学力の育成」についてです。

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身につけさせるとともに、これらを活用して

新たな課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等を育むことについて申し

上げます。

１点目は、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実です。

児童生徒一人一人が学習の主体となって学びを進め、全ての児童生徒が目標を達成す

ることができるよう、状況に合わせて少人数指導やチームティーチングを行いながら、

児童生徒一人一人に応じた効果的な指導・支援に努めてまいります。また、学びの過程

の中で、仲間とともに問題を解決したり、考えを深め合ったりする学習を通して、互い

の感性や考え方に触れ、個の学びが集団の中のよさとして生かされながら、多様なもの

の見方や考え方を育むとともに、互いに高め合う風土の醸成に努めてまいります。

２点目は、ＩＣＴを適切に活用した授業改善です。



- 20 -

タブレット端末は、情報収集や意見の共有、情報の蓄積、遠隔地と交流するための活

用など、様々な場面で学習用具として使用されております。授業におけるより有効な活

用法、特に児童生徒が探究的な学習の中で収集した情報を整理・分析し、そこから明ら

かになった自分の考えや意見をまとめ発信する場面での使用方法について研修を行いな

がら、教師の指導力の向上と効果的な活用方法の工夫を図ってまいります。これらの取

組を通して、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めてまいります。

重点の２は、「豊かな心の育成」についてです。

夢や目標に向かって、主体的に考え、判断し、行動するたくましい心と、人や社会と

協調して共に生きるしなやかな心を育むことについて申し上げます。

１点目は、道徳教育の充実です。

道徳的価値について問題意識を持ち、自分との関わりで考えたり、他者の多様な考え

に触れたりしながら、自己を見つめて道徳的価値を磨き、自尊心や規範意識を高め、物

事を広い視野から考えて主体的に判断し、生き方について深く考える機会としての道徳

科の授業改善を進めるとともに、日常的な指導を通して、道徳的実践力の向上を図って

まいります。また、保護者との連携を図り、児童生徒に基本的な生活習慣を身につけさ

せるとともに、自立心を育成し、知・徳・体の調和の取れた発達を育成するための情報

提供や啓発を行ってまいります。

２点目は、生徒指導の充実です。

いじめや不登校等、生徒指導上の諸課題に関して、学びの保障や安心して学べる環境

の整備、健全育成の観点から、教職員の共通認識の下、児童生徒自身とそれを取り巻く

環境の理解を基にした組織的な対応を行い、関係機関と連携しながら、未然防止と早期

発見、早期解決に努めてまいります。

３点目は、読書活動の充実です。

厚岸町学校図書館ガイドラインを基に推進している学校図書館の運営体制についての

検証及び改善を行うとともに、厚岸情報館と学校図書館との連携を強め、本町の図書環

境を生かした読書活動を推進してまいります。

４点目は、情報モラル教育の充実です。

日常的にインターネットでＳＮＳ等を使用する児童生徒が、モラルと節度を持って行

動し、トラブルに遭遇しないよう、個人情報の保護や人権侵害、著作権の理解など、ル

ールやマナーに対する理解を深め、相手を尊重した行動ができるよう、日常での指導や

外部講師を活用した指導を継続するとともに、児童生徒が学校や社会の問題について主

体的に考えられる場を設定してまいります。

重点の３は、「健康な体の育成」についてです。

生涯にわたって、豊かで充実した社会生活を送るための土台となる健康な体を育むこ

とについて申し上げます。

１点目は、健康の保持・体力の向上です。

近年、運動機会や部活動・少年団活動に参加する児童生徒の減少などから、児童生徒

の体力は低い状況にありましたが、各学校の体力向上計画に基づく取組などにより、改

善傾向にあります。しかし、新体力テストの結果から、依然として短距離走や持久走が

全国に比べて低い傾向にあるため、体育の指導の中で俊敏性や持久力を高める基礎運動



- 21 -

を継続的に取り入れるなど、授業改善を図ってまいります。また、体力に関する意欲の

向上を図るために、校内での環境整備や啓発を行うほか、運動週間の実施など運動機会

を確保し、体力の向上に努めるとともに、自分の健康や体の成長に目を向けるための保

健指導の充実を図ってまいります。

２点目は、食育の充実です。

栄養や食事についての正しい知識が身につくよう、給食指導や栄養教諭による学習

等、食に関する指導の充実を図るとともに、地元食材を使った「ふるさと給食」を通し

て、食生活を支える環境についての理解を深めてまいります。また、児童生徒の食物ア

レルギーについて、保護者及び学校と情報共有しながら対応し、安全・安心な給食の提

供を継続してまいります。

重点の４は、「ふるさと・キャリア教育の推進」についてです。

子どもたちが、地域への愛情や誇りを育み、自己認識を確立し、持続可能な社会の担

い手となる力を育成することについて申し上げます。

１点目は、ふるさと教育の推進です。

本町の豊かな自然や産業、歴史や文化、それらを受け継いできた人々や施設を教育資

源として活用し、「地域を思う心」や「地域を誇る心」を育みます。また、その中で、

自分がどの地域に根差しているのかを理解し、自己認識力を高め、自分の生き方を考え

る基盤を養います。学習を進める際には、身の回りの学校課題や地域課題から、環境問

題等の地球規模の課題までを自分事として捉え、解決のための情報を集めて整理・分析

し、まとめ・表現したり、実践して振り返ったりすることで、探究的に解決していく力

を育んでまいります。

２点目は、キャリア教育の推進です。

児童生徒が学習や活動の内容を記録し、自己の成長を振り返りながら将来への目標が

持てるよう、キャリア・パスポートの活用を継続してまいります。また、地元企業交流

会や職場体験を継続するとともに、企業による出前授業を活用しながら、児童生徒の社

会的・職業的な自立や持続可能なまちの創り手として必要な能力や態度を育んでまいり

ます。

重点の５は、「今日的教育課題への対応と教育環境の充実」についてです。

社会情勢や教育改革、地域の課題等に対応する教育の推進と、学びの機会を保障し、

質を高める教育環境の整備について申し上げます。

１点目は、不登校等の児童生徒への教育支援です。

不登校または不登校傾向の児童生徒の居場所づくりや学習支援として、町内教育支援

センターの取組の工夫・改善、オンライン授業による自宅での学習など、社会的自立に

向けて連続した学習ができるよう、一人一人に寄り添った教育環境の充実を図ってまい

ります。

２点目は、ＩＣＴを活用した教育支援です。

タブレット端末を家庭学習に活用するほか、臨時休業や欠席で児童生徒が長期にわた

って学校での授業を受けられない場合でも、自宅から授業に参加することなどができる

よう、学びが継続できる取組を進めてまいります。

３点目は、特別支援教育の充実です。
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特別な支援を要する全ての児童生徒に対して、よりよい教育支援ができるよう、道費

負担職員の基準配置に加え、学級支援員の配置を継続してまいります。また、教員の特

別支援教育についての理解が深まるよう、特別支援免許講習の受講促進や研修内容の情

報共有を進めてまいります。

４点目は、防災教育の充実です。

児童生徒を取り巻く環境に内在する危機に適切に対応するために、各校の危機管理マ

ニュアルの点検と見直しを行ってまいります。また、防災に関する理解を深めるととも

に、避難訓練等を通して、児童生徒や教職員の防災意識の向上を図ってまいります。

５点目は、教育環境の充実です。

児童生徒の継続した学びを保障するため、安全・安心な学校生活を送ることができる

よう、感染症対策などの健康的な学習環境の充実に努めるとともに、熱中症対策では、

全小中学校の教室等への冷房設備整備を進めてまいります。また、真龍中学校のトイレ

改修と厚岸中学校体育館のＬＥＤ照明改修、学習用情報端末を更新し、教育環境の充実

を図ってまいります。

６点目は、地元高校への支援です。

厚岸翔洋高等学校通学バス定期券購入費と若潮寮入寮者への寮費の一部助成を継続

し、保護者負担の軽減を図るとともに、入学志願者確保のため、厚岸翔洋高等学校と連

携して、学校の魅力を町内外へ積極的に周知してまいります。また、小学校・中学校・

高等学校の児童生徒間、教職員間の交流・連携を図り、厚岸翔洋高等学校の教育活動を

支援してまいります。

７点目は、教員の働き方改革です。

子どもの学びを支える教員は、教育の要です。学びの専門職として、働きやすさと働

きがいを両立する職場となるよう、教育委員会と学校が一体となり、働き方改革に取り

組んでまいります。

８点目は、厚岸町立学校適正配置計画の見直しです。

今後の児童生徒数の推移と望ましい教育環境の在り方について、保護者や地域と情報

を共有し、学校適正配置計画の更新を進めてまいります。

第２は、生涯学習課所管事業についてであります。

生涯教育においては、生涯を通じて学び続けることができる環境を整え、持続可能な

社会づくり・地域づくりを担う人材の育成に向け、次の五つの重点に取り組んでまいり

ます。

重点の１は、「生涯学習事業の充実」についてです。

青少年の健全育成をはじめ、子育て世代や高齢者の生きがいづくりを支援し、町民の

皆さんの個性と教養が発揮され、幸せや生きがいを感じられるための生涯学習機会の充

実について申し上げます。

１点目は、生涯学習事業の充実と情報の提供です。

関係機関や団体と連携して、各種講座を実施するとともに、生涯学習情報誌やＳＮＳ

等を活用して情報発信に努めてまいります。

２点目は、体験活動の充実と青少年の健全育成です。

地域の教育資源を活用した体験活動や世代間交流の充実を図るとともに、オーストラ
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リア・クラレンス市や山形県村山市との交流事業の実施により、文化などの違いを認め

合い、多様な考え方を尊重できる人材の育成に努めてまいります。

３点目は、芸術文化の振興です。

幅広い年齢層を対象とした芸術鑑賞の機会の提供に努めるとともに、町内文化団体等

の活動支援や指導者の育成・確保を推進してまいります。

４点目は、部活動の地域移行の推進です。

休日における部活動の地域移行を推進するとともに、一部の部活動において平日の地

域移行を実施してまいります。

重点の２は、「文化資源の保護と活用」についてです。

文化財、海事及び天文に関する文化資源の有効活用を図るとともに、その保存・普及

・伝承に努める海事記念館事業について申し上げます。

１点目は、アッケシソウについてです。

チカラコタン栽培地及び郷土館前栽培地での人工栽培を行うとともに、厚岸湖岸の自

生地の踏査を実施するほか、町民を対象とした学習会や学校の出前授業など、アッケシ

ソウに関する教育・研究活動を継続して取り組んでまいります。また、自生地でもある

岡山県浅口市との情報交換や学校間交流についても推進してまいります。

２点目は、博物館活動の推進です。

本町の海事や郷土に関わる貴重な歴史資料の蓄積に努め、常設展示の充実を図るとと

もに、企画展を開催するなど、本町の歴史についての理解を深め、郷土への愛情や誇り

が育まれるよう、事業展開に努めてまいります。また、プラネタリウムについては、魅

力ある番組の制作に努めるとともに、事業の充実や学校における学習投影の実施など、

施設の活用を推進してまいります。

３点目は、文化財活動の充実です。

国指定史跡「国泰寺跡」の説明板の作成やアイヌ民具資料の保存処理を行うなど、貴

重な文化財や資料の保護・継承を図ってまいります。

重点の３は、「図書・情報サービスの充実」についてです。

町民の皆さんが個性と教養を磨くとともに交流を深め、多様な情報を取得できる拠点

としての情報館事業について申し上げます。

１点目は、読書環境の充実です。

第４次厚岸町子ども読書推進計画に基づき、子どもの読書活動を積極的に推進するた

め、読み聞かせボランティア団体や学校司書などと連携し、幼児期からの読書習慣の確

立に向けた読書環境の整備に努めてまいります。また、乳幼児から高齢者までの幅広い

図書館サービスを実施するため、各種事業を推進し、町民の皆さんの生涯にわたる読書

環境の充実を図ってまいります。

２点目は、図書館活動の充実です。

施設の開館30周年を記念した事業を開催するなど、町民の皆さんに親しまれる図書館

を目指すとともに、幅広い年齢層を対象とした作品展等を開催し、事業の充実に努めて

まいります。

３点目は、各種サービスの充実です。

町民の皆さんから寄せられた調べものや問合せにお応えするレファレンスサービスの
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充実や、きめ細かなサービスとして町内を巡回する図書館バスの運行を継続してまいり

ます。

４点目は、電子図書館活用の推進です。

電子図書館の利用拡大を図るため、町内小中学校の児童生徒、教職員と連携した電子

書籍の利用促進や郷土・行政資料の蔵書の充実と周知に努め、「いつでも・どこでも・

だれでも」が利用できる図書館を目指してまいります。

重点の４は、「健康や体力の保持増進」についてです。

運動に関する正しい知識や技術の普及に努めるとともに、気軽に健康づくりや体力づ

くりに取り組める環境を整えることについて申し上げます。

１点目は、講習会や指導者研修の充実です。

幅広い世代の方が無理なく気軽に参加できるスポーツ種目を取り入れた事業を開催す

るとともに、町民の皆さんがスポーツを健康的に楽しむことができるよう、スポーツ障

害の防止や健康に役立つ講演会・研修会を開催し、競技者や保護者だけでなく、指導者

のスキルアップについても支援してまいります。

２点目は、温水プール事業の充実です。

施設が通年開館となったことから、幅広い年代や泳力に対応した水泳教室を開催する

など、水泳指導を充実させ、町民の皆さんが年間を通して、楽しく健康や体力の保持増

進、泳力の向上が図られるよう支援してまいります。

重点の５は、「スポーツの振興」についてです。

多くの町民の皆さんが、スポーツの価値や魅力を実感し、積極的にスポーツ活動に参

加できる環境を整えることについて申し上げます。

１点目は、スポーツ施設の活用とスポーツ合宿の誘致です。

町民の皆さんが安心して各施設を活用いただけるよう、適切な管理運営を推進すると

ともに、情報発信に努めてまいります。また、スポーツ合宿の誘致については、全天候

で利用可能な多目的屋内スポーツ施設をはじめ、各施設をＰＲし、町民の皆さんがより

高い競技レベルと接し、技術の向上が図られるよう、誘致に努めてまいります。

２点目は、スポーツ事業の推進です。

多くの町民の皆さんにスポーツに親しんでいただけるよう、各スポーツ施設を活用

し、魅力ある事業を開催してまいります。また、本町の恵まれた自然環境を活用した海

洋スポーツの普及に努めてまいります。

３点目は、スポーツ活動の支援です。

全国大会や全道大会などに出場する際の費用負担の軽減のため、スポーツ振興助成に

基づく支援を実施してまいります。また、スポーツバスを活用し、保護者負担の軽減の

ため、練習等に参加する少年団員の送迎についても継続して取り組んでまいります。

以上、令和８年度の教育行政執行方針について申し上げました。

第６期厚岸町総合計画が示す、まちの将来像の一つ「未来を切り拓く力を育み、豊か

な人間性にあふれるまち」は、主に教育の分野が担います。教育の役割は、人の育みで

す。恵み豊かな自然や多彩な産業、先人が紡いできた歴史や文化を有するここ厚岸町

で、多様な人たちと関わり、自分を磨き、学び、育った子どもたちが、将来、厚岸町を

担う人となり、また、どこにいても厚岸町を思う人となり、それぞれの地域で、豊かに



- 25 -

たくましく、自分らしく生きる人を育みます。

ふるさと厚岸に誇りと愛着を持ち、魅力あるまちの担い手、豊かな地域社会の創り手

となる人を育むために、「地域で子どもを育てる教育体制の構築と教育環境の整備充

実」を重点課題として取り組み、各課が一体となって持続可能な生涯学習社会の実現を

目指してまいります。また、これらを実現するために、世界共通の目標である持続可能

な開発目標（ＳＤＧｓ）と関連づけ、一体的な推進を図ってまいります。

教育委員会といたしましては、総合教育会議などで町長と相互の連携を図るととも

に、学校や関係機関と密接な連携を図り、本町の教育・文化・スポーツの振興に最善を

尽くしてまいります。

町民の皆様並びに町議会議員の皆様のなお一層のご理解、ご協力を心からお願い申し

上げます。

●議長（大野議員） 以上で、町政執行方針と教育行政執行方針の説明を終わります。

●議長（大野議員） 日程第７、報告第１号 専決処分事項の報告についてを議題といた

します。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

総合政策課長。

●総合政策課長（平下課長） ただいま上提いただきました報告第１号 専決処分事項の

報告について、その内容をご説明申し上げます。

議案書１ページをお開きください。

令和８年１月19日付、衆議院の解散に伴う総選挙の執行について。

総務省から北海道選挙管理委員会を通じて当町に通知があり、その後、１月23日の衆

議院の解散、１月27日の公示、２月８日に投開票が執行された衆議院議員総選挙及び最

高裁判所裁判官国民審査に係る経費について、緊急に措置を要する経費の予算が必要で

あり、緊急執行を要した令和７年度厚岸町一般会計補正予算を地方自治法第179条第１

項の規定により、別紙、専決処分書のとおり専決したので、同法同条第３項の規定によ

り報告し、議会の承認を求めるものであります。

２ページをご覧ください。

総総専第１号 専決処分書。

地方自治法第179条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。

令和８年１月19日付であります。

令和７年度厚岸町一般会計補正予算（６回目）。

令和７年度厚岸町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。

第１条第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ987万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ116億8,367万5,000円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。
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３ページから４ページまで、第１表、歳入歳出予算補正であります。

歳入では２款２項、歳出では１款１項にわたって、それぞれ987万円の増額補正であ

ります。

事項別により、ご説明いたします。

７ページをお開き願います。

歳入であります。

12款１項１目１節地方交付税３万5,000円の増。普通交付税、補正財源調整のための

計上であります。

17款道支出金３項委託金１目総務費委託金４節選挙費委託金983万5,000円の増。衆議

院議員選挙費委託金の計上であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

９ページをお開き願います。

歳出であります。

２款総務費４項選挙費４目衆議院議員選挙費987万円の皆増で、衆議院議員選挙等に

係る経費の計上であります。

なお、11ページから13ページまで給与費明細書を添付しておりますので、ご参照願い

ます。

以上で、報告第１号の提案説明とさせていただきます。

ご審議の上、ご承認いただきますようよろしくお願い申し上げます。

●議長（大野議員） これより、質疑を行います。

（「なし」の声あり）

●議長（大野議員） なければ、質疑を終わります。

お諮りいたします。

討論を省略し、本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●議長（大野議員） 異議なしと認めます。

よって、本案は、原案のとおり承認することに決しました。

●議長（大野議員） 日程第８、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について、諮問

第２号 人権擁護委員候補者の推薦について、以上２件を一括議題といたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

町長。

●町長（三浦町長） ただいま上程いただきました諮問第１号及び諮問第２号の人権擁護

委員候補者の推薦について、その提案理由をご説明いたします。
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現在、厚岸町では、人権擁護委員法第６条第１項の規定により、法務大臣から４名の

人権擁護委員が委嘱されておりますが、このうち中井勝之委員と遠田惠子委員が、令和

８年６月30日をもって任期を満了することになります。

このうち、遠田氏につきましては、同法同条第３項の規定により、厚岸町議会議員の

選挙権を有する住民で、人格識見高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について理解

のある同氏を地域の当該委員候補者として推薦いたしたく、議会の意見を求めるもので

あります。

また、中井委員につきましては、後任として、同法同条第３項の規定により、厚岸町

議会議員の選挙権を有する住民で、人格識見高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護に

ついて理解のある佐田靖彦氏を新たに当該委員候補者として推薦いたしたく、議会の意

見を求めるものであります。

意見を求める委員の候補者を申し上げます。

はじめに、議案書14ページ、諮問第１号をご覧ください。

住所、厚岸郡厚岸町宮園２丁目246番地。氏名、遠田惠子。生年月日、昭和34年１月

１日であります。遠田氏の学歴、職歴及び公職歴については、次のページに記載してお

りますので、参考に供してください。

次に、議案書16ページ、諮問第２号をご覧ください。

住所、厚岸郡厚岸町白浜１丁目130番地。氏名、佐田靖彦。生年月日、昭和32年11月

５日であります。佐田氏の学歴、職歴及び公職歴については、次のページに記載してお

りますので、参考に供してください。

なお、任期は、同法第９条の規定により、令和８年７月１日から令和11年６月30日ま

での３年間であります。

以上、簡単な説明でありますが、ご承認くださいますようお願いいたします。

●議長（大野議員） これより、諮問第１号について質疑を行います。

（「なし」の声あり）

●議長（大野議員） なければ、質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、人事案件であります。

したがって、厚岸町議会会議運用内規54にありますとおり、討論を省略し、本案は、

原案のとおり適任とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●議長（大野議員） 異議なしと認めます。

よって、本案は、原案のとおり適任とすることに決しました。

次に、諮問第２号について質疑を行います。
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（「なし」の声あり）

●議長（大野議員） なければ、質疑を終わります。

お諮りいたします。

本案は、人事案件であります。

したがって、厚岸町議会会議運用内規54にありますとおり、討論を省略し、本案は、

原案のとおり適任とすることにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●議長（大野議員） 異議なしと認めます。

よって、本案は、原案のとおり適任とすることに決しました。

●議長（大野議員） 日程第９、議案第11号 令和８年度厚岸町一般会計予算、議案第12

号 令和８年度厚岸町国民健康保険特別会計予算、議案第13号 令和８年度厚岸町介護

保険特別会計予算、議案第14号 令和８年度厚岸町後期高齢者医療特別会計予算、議案

第15号 令和８年度厚岸町介護老人保健施設事業特別会計予算、議案第16号 令和８年

度厚岸町水道事業会計予算、議案第17号 令和８年度厚岸町下水道事業会計予算、議案

第18号 令和８年度厚岸町病院事業会計予算、以上８件を一括議題といたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

総合政策課長。

●総合政策課長（平下課長） ただいま上程いただきました議案第11号 令和８年度厚岸

町一般会計予算から議案第15号 令和８年度厚岸町介護老人保健施設事業特別会計予算

について、お配りしております提案理由説明書のとおりでございますので、ご審議の

上、ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

●議長（大野議員） 水道課長。

●水道課長（髙瀬課長） 続きまして、議案第16号 令和８年度厚岸町水道事業会計予

算、議案第17号 令和８年度厚岸町下水道事業会計予算の内容について、お配りしてい

る提案理由説明書のとおりでございますので、ご審議いただき、ご承認いただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。

●議長（大野議員） 病院事務長。

●病院事務長（星川事務長） 続きまして、議案第18号 令和８年度厚岸町病院事業会計

予算について、お配りしております提案理由説明書のとおりでございますので、ご審議

の上、ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
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●議長（大野議員） 本８件の審議方法について、お諮りいたします。

本８件の審議については、議長を除く12人の委員をもって構成する令和８年度各会計

予算審査特別委員会を設置し、これに付託し、会期中に審査したいと思いますが、これ

にご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●議長（大野議員） 異議なしと認めます。

よって、本８件の審議については、議長を除く12人の委員をもって構成する令和８年

度各会計予算審査特別委員会を設置し、これに付託し、会期中に審査することに決定い

たしました。

本会議を休憩いたします。

午前11時47分休憩

午前11時51分再開

●議長（大野議員） 本会議を再開いたします。

日程第10、議案第19号 令和７年度厚岸町一般会計補正予算、議案第20号 令和７年

度厚岸町国民健康保険特別会計補正予算、議案第21号 令和７年度厚岸町介護保険特別

会計補正予算、議案第22号 令和７年度厚岸町後期高齢者医療特別会計補正予算、議案

第23号 令和７年度厚岸町介護老人保健施設事業特別会計補正予算、議案第24号 令和

７年度厚岸町水道事業会計補正予算、議案第25号 令和７年度厚岸町下水道事業会計補

正予算、議案第26号 令和７年度厚岸町病院事業会計補正予算、以上８件を一括議題と

いたします。

職員の朗読を省略し、提案理由の説明を求めます。

総合政策課長。

●総合政策課長（平下課長） ただいま上程いただきました議案第19号 令和７年度厚岸

町一般会計補正予算（７回目）から議案第23号 令和７年度厚岸町介護老人保健施設事

業特別会計補正予算（３回目）について、お配りしております提案理由説明書のとおり

でございますので、ご審議の上、ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げま

す。

●議長（大野議員） 水道課長。

●水道課長（髙瀬課長） 続きまして、議案第24号 令和７年度厚岸町水道事業会計補正

予算（４回目）、議案第25号 令和７年度厚岸町下水道事業会計補正予算（３回目）の

内容について、お配りしている提案理由説明書のとおりでございますので、ご審議いた

だき、ご承認くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。
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●議長（大野議員） 病院事務長。

●病院事務長（星川事務長） 続きまして、議案第26号 令和７年度厚岸町病院事業会計

補正予算（３回目）について、お配りしております提案理由説明書のとおりでございま

すので、ご審議の上、ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

●議長（大野議員） 本８件の審議方法について、お諮りいたします。

本８件の審議については、議長を除く12人の委員をもって構成する令和７年度各会計

補正予算審査特別委員会を設置し、これに付託し、会期中に審査したいと思いますが、

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

●議長（大野議員） 異議なしと認めます。

よって、本８件の審議については、議長を除く12人の委員をもって構成する令和７年

度各会計補正予算審査特別委員会を設置し、これに付託し、会期中に審査することに決

定いたしました。

本会議を休憩いたします

午前11時54分休憩

午後１時00分再開

●議長（大野議員） 本会議を再開いたします。

日程第11、これより、一般質問を行います。

質問は、通告順によって行っていただきます。

なお、厚岸町議会会議規則第61条第５項の規定により、一般質問の時間は、答弁を含

め60分以内となっております。５分前にはベルを鳴らし合図をいたします。

はじめに、７番、南谷議員の一般質問を行います。

７番、南谷議員。

●南谷議員 第１回定例会に当たり、４項目を一般質問いたします。

はじめに、北海道横断自動車道尾幌糸魚沢道路の進捗状況についてです。

（１）国道44号線を走行すると、尾幌の大曲と水鳥観察館周辺に構築物が見えます。

令和８年度の事業と今後の事業の推移や完成見通しについて説明をしてください。

２項目め、第１種床潭漁港整備について質問いたします。

（１）令和８年度の漁港整備、改修工事概要を説明してください。

特に、地元漁業者の長年の悲願、待望している大型低気圧による防波堤の越波や港口

からの侵入波対策の外防波堤着手と漁港中央の物揚場改修工事は、どのようになるのか
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お尋ねいたします。

３項目め、町立厚岸病院と介護老人保健施設ここみについてです。

（１）令和８年度の病院、医師の体制はどうなりますか。

（２）国は、６月から診療報酬を改定します。

ア、改定による患者の負担と、イ、病院の収支への影響はどのようになるのかお尋ね

いたします。

（３）病院とここみは、医療や介護人材が不足と思います。その実態の説明と対応は

どのようにされますか。安定した人材確保のため、外国人の採用を検討すべきではない

でしょうか。

４項目め、役場職員の体制について。

（１）現在、職員数は足りないと耳にしますが、職員数は十分でしょうか。採用状況

を含め、実態の説明をしてください。

（２）不足であれば、今後どのように対処されるのかお尋ねいたします。

以上、１回目の質問といたします。

●議長（大野議員） 町長。

●町長（三浦町長） ７番、南谷議員のご質問にお答えいたします。

１点目の「北海道横断自動車道尾幌糸魚沢道路の令和８年度の事業と今後の事業の推

移や完成見通し」についてでありますが、これまでに国が公表している事業計画では、

令和６年度末における用地取得率が約50％、事業進捗率が約12％となっており、令和７

年度につきましては43億7,500万円が当初予算に計上され、測量設計や用地買収、物件

補償のほか、改良工や尾幌橋等の下部工が進められております。

また、令和８年度事業につきましては、国会での新年度予算案の審議可決を経て、年

度初めに国土交通省において、事業ごとの予算の公表によって事業概要が示されるた

め、現段階で申し上げられないことをご理解願います。

まずは、令和７年度の国の補正予算において計上されている16億円を活用し、改良工

や別寒辺牛川橋下部工が進められる予定と伺っております。

完成見通しについては、示されておりませんので、早期完成に向けて関係団体と連携

し、要望活動の中で強く国に訴えていきたいと考えております。

続いて、２点目の「第１種床潭漁港整備について、令和８年度の漁港整備、改修概要

の内容と、そのうち外防波堤整備の着手と漁港中央の物揚場改修工事の詳細」について

でありますが、床潭漁港の整備については、北海道が事業主体となり、水産生産基盤整

備事業として漁港内の静穏確保のため、西外防波堤の整備に着手する計画のほか、水産

物供給基盤機能保全事業として経年劣化が著しい漁港中央のマイナス2.5メートル物揚

場の改修及び砂の堆積により埋没したマイナス2.5メートル泊地のしゅんせつを行う計

画であります。

そのほか、経年劣化が進んでいる漁港内の排水トラフや排水ますなどの補修について

も、地元漁業者の声を受け、北海道へ要望しているところであります。

床潭漁港南西の外防波堤の整備につきましては、西外防波堤総延長100メートルのう
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ち、30メートルを令和８年度に整備する計画であります。

また、漁港中央のマイナス2.5メートル物揚場につきましては、総延長93.7メートル

のうち、30メートルを令和８年度に整備する計画で、当該事業に係る負担金400万円を

令和８年度予算において計上しております。

町といたしましては、北海道に対し、引き続き施設の早期完成に向け要望してまいり

ます。

続いて、３点目の町立厚岸病院と介護老人保健施設ここみについてのうち、（１）の

「令和８年度の病院、医師の体制はどうなりますか」についてでありますが、現時点に

おいて、令和８年度４月からの医師体制に変更はなく、常勤医師４人体制のほか、支援

医師を確保し、維持できる見込みですが、佐々木院長にあっては、定年退職の特例の適

用により、令和８年度末をもって退職となります。

医師の確保については、以前から取り組んでおりますが、現在、外科の常勤医師も不

在であることから、１人の外科医師と交渉を続けております。途中経過ではございます

が、私も本年１月にその医師と面談しており、引き続き早期の入職に向け取り組んでま

いります。

次に、（２）アの「診療報酬改定による患者の負担」についてでありますが、令和８

年６月に予定されている診療報酬改定につきましては、現時点で把握している内容でご

説明いたします。

外来は、自己負担割合が３割負担の患者で、初診は57円、再診は21円の負担増となり

ます。次に入院は、同じく３割負担の患者では、1日当たり351円の負担増となる見込み

です。

なお、長期間入院となる場合は、高額療養費制度の自己負担限度額により、実質的な

負担増は生じないものと考えております。

また、入院時の食費につきましても、１食当たり40円増の引上げが示されております

が、今後示される算定基準により負担増分が変動となります。

次に、イの「病院の収支への影響」についてでありますが、現時点では、入院基本料

が増額されることから、入院収益の増加が見込まれます。

令和７年度３月補正後の予算ベースで試算すると約1,000万円程度が増収となる見込

みです。実際の影響につきましては、今後示される詳細な算定基準などの把握に努め、

適切に対応してまいります。

次に、（３）の「病院とここみは、医療や介護人材が不足と思います。その実態と対

応はどのようにされますか。安定した人材確保のため、外国人の採用を検討すべきでは

ないですか」についてでありますが、薬剤師、看護師、看護補助員及び介護員につきま

しては、町ホームページやハローワークへの求人広告掲載のほか、医療人材紹介会社へ

の紹介依頼などを行っておりますが、依然として確保が難しい状況が続いております。

特に看護師につきましては、新規採用はあるものの、退職補充に至っておらず、診療

報酬上の看護配置基準に満たす安定した体制を整えるため、人材紹介会社からの看護師

派遣を受け、人員を確保している状況にあります。

外国人の採用につきましては、言語面や住環境などの課題もあることから、現時点で

は慎重な対応が必要と考えておりますが、今後さらに人材確保が困難となることが見込
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まれることから、将来的な検討課題として認識しているところであります。

続いて、４点目の役場職員の体制についてのうち、（１）の「職員数は十分でしょう

か、採用状況を含め実態を説明してください」についてでありますが、職員の採用につ

きましては、基本的には年度末での退職者に対する補充として必要数を採用しますが、

令和６年度、７年度の状況についてご説明いたします。

令和６年度中の退職者数は、一般事務職で９人、その他の職では14人で、対して令和

７年度の採用者数は、一般事務職は５人、その他の職では４人となっており、その一般

事務職の４人の不足につきましては、担当業務の見直しによる人員の削減や係の再編に

よる人員の削減などを行い、３課、１室で対応したところであります。

また、今年度中の退職見込み者数は、一般事務職が12人、その他の職では７人となっ

ており、現時点での令和８年度の採用予定者数が一般事務職では８人、その他の職では

２人の予定となっております。令和７年度と同じ職員配置をするには、一般事務職で４

人の不足となりますが、その対応としましては、担当業務での必要人数を確認し、４月

以降も随時募集を進めることや業務の見直し、会計年度任用職員の採用などにより対応

する考えであります。

次に、（２）の「不足であれば、今後どのように対処されますか」についてでありま

すが、これまで一般事務職の採用につきましては、釧路町村会が主催する試験と厚岸町

が独自で実施する試験を行ってまいりましたが、それぞれの試験で実施回数を増やし、

町独自の試験では社会人も対象とするため、年齢要件を引き上げて実施したほか、募集

の周知では、町内と釧路市内の高校を回り、直接担当教諭に募集案内を行うとともに、

企業説明会へ参加し、周知に努めてまいりました。

その結果、社会人の年度途中での採用や学校側からの問合せによる応募があるなど、

一定の成果は得られておりますので、今後もこの取組を続けていきますが、あわせて、

業務の効率化や、これからの時代に合った行政運営のための行政組織機構の見直しを進

める中で、限られた人員で最大の効果が発揮できる組織の構築を目指してまいります。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 尾幌糸魚沢道路で、再質問いたします。

国の予算成立に伴い、年度ごとに示されるため、現段階では発表前なので答えられな

いとの答弁でございますが、工事は予算が順調につき、進展しているということは、よ

く理解できました。ですけれども、冒頭、述べました尾幌の直線から白い構築物が見え

るけれども、町民は何だろうと、分からないのですよ。そういうことで、改めてお尋ね

をさせていただきます。

確認いたしますけれども、先ほど改良工という答弁がございました。改良工というの

はどういうことなのでしょうか。地盤固めを改良するというふうに取れるのですけれど

も、今の答弁の中で、改良工と略して言ってくれたのですけれども、その改良工の意味

について答弁をいただきたい。

それから、令和８年度は、この改良工と尾幌橋の下部工事、それともう一つは、同じ

く改良工と別寒辺牛川の橋下部工事の２か所について、昨年に引き続いて進んでいくと
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いう理解をしたのですがよろしいでしょうか。

●議長（大野議員） 総合政策課長。

●総合政策課長（平下課長） お答えいたします。

まず、ご質問があった改良工の関係です。

ご質問者おっしゃられるとおり、今進められている工事は、主に地盤を安定させるた

めの土木工事を行っていると。土を入れて地盤を安定させるといった工事をしていると

いうことを伺っております。

それから、その工事自体はどういったところでやっているかといいますと、44号線か

ら斎場に向かう道路の左側がルートになっているのですが、そこの左側の改良工の工事

をやっている状況があるというふうに伺っております。

それから、これからの令和８年度以降の工事につきましては、ご質問者おっしゃられ

るとおり、先ほど申し上げた、今行っている改良工、それから、橋脚のそれぞれの工事

が進んでいくだろうというふうに伺っております。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 町民は、工事の進捗状況に非常に関心を持っております。どこを通るのか、

どのような形状なのか、非常に期待しているのですけれども、全く分かりません。そこ

で、４点質問させていただきます。

まず１点目、国道44号線と尾幌のどこで合流するのですか。

２点目、門静の市街のどこで交差するのか。恐らく橋脚ができて国道44号線と交差す

ると思うのですが、交差するのはどの辺なのか。また、橋の高さはどのくらいになりま

すか。

３点目、太田のインターなのですけれども、両方向に乗り降り可能なのかどうなの

か。ということは、釧路に向かうにしても根室にしても、釧路のインターを見ると、片

側だけのインターもあります。尾幌にできるインターは、両方に乗れると望ましいので

すけれども、そういうインターだと私は思うのですけれども、この辺についてはどうな

のか。それから、太田のインターの形状といいいますか、どのようなものなのか。分か

る範囲で説明をしていただきたい。

４点目、太田から湿原を抜け、糸魚沢までの間です。どの辺を通り、どのような形状

なのか。まさか、湿原の中をべたっと走るということでなく、橋脚だとは思うのですけ

れども、恐らく橋脚であれば、何基くらい建って、何メートルくらいのところに、どう

いう形状になるのか。今の時点で分かる範囲で説明をしてください。

●議長（大野議員） 総合政策課長。

●総合政策課長（平下課長） お答えいたします。

まず、１点目の尾幌の合流点の関係です。
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尾幌の合流点は、どこで合流するのかというところでございますが、厚岸から釧路の

方向に向かって、先ほど出ておりました、通称、大曲と呼ばれるところのカーブを曲が

って、尾幌ふれあい館との間で合流する予定となってございます。

それから、２点目の門静の市街地のどの辺で交差するのかというところについては、

門静のところで言いますと、厚岸から釧路に向かう方向で考えますと、正念寺がある手

前のところで交差するというふうに伺っております。その交差するところは、門静の第

２分団の車庫があるところ、厚岸から釧路に向かって右側に第２分団の車庫があると思

うのですが、そこを通るというふうに伺っております。その車庫を通った後、浄水場の

裏手を通るということを今のところ聞いているところです。

それから、橋梁の高さについて、こちらのほうはまだ示されておりませんので、高さ

という部分では、はっきり何メートルということがちょっと言えない状況であります。

通常ですと、電柱の高さ以上にはなるだろうとは思われますが、まだ正確な数字は示さ

れておりませんので、その高さは、ちょっと今の状況ではまだ分からないと見ていたと

いうことです。

それから、３点目の太田インターの位置がどの位置になって、どのような形状になる

のかというところですが、一番分かりやすいのは、阿寒インターを想像していただける

と、行ったことがある方は分かるかもしれませんが、あのインターを想像していただけ

ればと思います。釧路から阿寒に向かう途中に左側にインターがございますけれども、

まず高速道路の手前に、あの場合ですと、札幌のほうに向かう道路があります。それと

同じように、厚岸から太田に向かう道路の手前に、尾幌の方向に向かう道路、上る道路

ができると。それから、高速道路をくぐって、右側のほうに糸魚沢方向に向かう道路、

上る道路ができるというふうに伺っております。ですから、下りるほうは、厚岸から太

田のほうに向かって、橋をくぐって、左側のほうから下りてくる道路、尾幌のほうから

下りてくる道路と。糸魚沢から厚岸のほうに来る道路としては、橋の手前の右側のほう

に下りてくるところができるということですので、阿寒インターと同じような形状にな

るというふうに伺っております。

それから４点目、糸魚沢方向に行く道路はどの辺をということなのですが、こちらに

ついては、太田から糸魚沢方向に向かっては、先ほど斎場のお話をさせていただきまし

たが、斎場の前を通って、水鳥観察館のほうに向かって、そして水鳥観察館の裏側を通

ります。通った後に、今ちょうど、先ほどご質問者の発言にあったとおり、白い橋脚が

見えるという、構築物が見えます。あそこがカヌー乗り場の中間点のところまで続く形

になるだろうというふうに聞いております。

これは、去年、説明会があって、そのときに聞いているのですが、そのときは21基の

橋脚と、始まりと終わりは橋台というようなのですが、橋台が２基。要するに、橋の橋

台が23基できるというふうに聞いております。

最後に、44号線上で最後に交差する地点としては、糸魚沢の町を抜けて、茶内方向に

行った先のところに終点といいますか、交差する地点ができるというふうに伺っており

ます。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。
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●南谷議員 内容については、ある程度分かりました。現時点で、計画でございますか

ら、このような方向で進んでいくということで、内容については分かりました。

その上でお尋ねをさせていただくのですが、最近、マスコミのニュースで、別保尾幌

道路の予算が令和７年からついていると。既にもう別保から尾幌のほうの道路について

予算がついているということなのですけれども、この内容について分かる範囲で説明を

してください。

●議長（大野議員） 総合政策課長。

●総合政策課長（平下課長） お答えいたします。

別保尾幌道路に関してのご質問でございます。

昨年４月に新規事業化されまして、今の別保インターから、先ほどの尾幌の交点まで

の間、21.2キロの事業規模というふうに伺っております。総事業費は1,250億円という

形で、令和７年度は１億円の予算がついておりまして、現在は測量設計の調査が行われ

ているという状況です。まだ調査段階ですので、事業進捗率も現在はゼロ％という状況

となってございます。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 町として、早期完成に向け、関係機関としっかり連携を取っていただきたい

と思います。

ただ、私は、町民に対して、もう少し分かる範囲で周知をしていくべきだと思うので

す。変に誤解を招いてもまずいし、開発なり、道のこともあって、予算が見えないか

ら、なかなかはっきりしたことは言えないのでしょうけれども、分かる範囲で、やはり

町民は興味を持っているわけでございますから、ある程度は定時的に、確定したものは

速やかに町民にもきちんと周知することでないとまずいと思うのですが、いかがでしょ

うか。

●議長（大野議員） 総合政策課長。

●総合政策課長（平下課長） お答えいたします。

町民の周知という点でございますが、昨年は11月に親子説明会という形ではございま

すが、建設中の別寒辺牛湿原近くの橋脚周辺で見学会も実施されております。ただ、そ

れは親子説明会という形でしたから、全員の方が出席できるという状況ではありません

でしたので、今後、釧路開発建設部とも協議して、どのような形でそういった説明会が

できるのか、どうなのかということも協議してまいりたいと思います。

もし難しい場合であっても、でき得る限りの情報を広報でお知らせするといった方法

で町民の皆さんに周知できるように考えてまいります。
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●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 床潭漁港整備について再質問いたします。

令和８年度の予算書を見ると、漁港の外灯のＬＥＤ化が計上されております。これま

で、外灯の故障などで、床潭の浜の皆さんから早く直してほしいという要望をたびたび

耳にしております。

今回、予算計上されたと。当然ＬＥＤになると電気料の関係は町が負担し、その分が

軽減になる。それから、浜の皆さんも、今まで以上に明るくなるし、故障も少なくなる

ということで、きっと喜んでいただけると思います。

令和８年度なのですけれども、着手計画の中で、砂の堆積・しゅんせつ場所の選定が

あります。令和８年度の実際にやる工事の中に、マイナス2.5メートルのしゅんせつが

あるわけでございますが、この選定については、ちょっと理解できなかったのですけれ

ども、必ずやるのだろうと。ですけれども、実施する場合には、浜の利用者の皆さんと

十分協議をして進めるべきと思いますがいかがでしょうか。

また、長年、浜がに待ち望んでいた外防波堤の整備でございます。令和８年度は片側

100メートルのうち30メートルが着手される。計画自体が進んできたことに大いに感謝

すると思います。今後も外防波堤の早期完成に向け、町として北海道へしっかり働きか

けをすべきと思いますがいかがでしょうか。

●議長（大野議員） 水産農政課長。

●水産農政課長（石崎課長） ご質問にありました、しゅんせつに関してです。

しゅんせつの場所につきましては、きちんと事業効果が出ますよう、浜の皆さんと協

議をして、場所をきちんと決めるということで考えております。

続きまして、沖の外防波堤につきましては、30メートルという形で計画があります。

早期完成に向けて、事業主体である北海道へしっかりと要請、それから働きかけをやっ

ていきたいと思っております。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 漁港中央の物揚場改修工事です。

令和７年度当初予算に予算計上されておりましたけれども、結果的に事業は実施され

ず、令和８年度に繰り越されました。この延期の内容について説明をしてください。

それから、これが延期の要因の一つではないのかなと私なりに考えるのですけれど

も、床潭の浜は、昆布漁が最盛期のとき、今までは工事を中断して昆布漁に支障のない

ように漁のない時期に工事を進めてきております。ですけれども、今回のように予算は

当初計上されていたけれども、実質的には令和８年度に延びております。予算が縮小し

てきております。今まで１年でできたものが、さきの予算書では今回は400万円で、今

まで１年のものが３年に延ばされるとか、予算も分割されてきています。

そういうことを考えると、そろそろ浜の皆さんに理解をいただいて、夏場もお互いに
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譲り合って工事を進めなければ、予算が縮小するばかりで、ますます改修工事は先延ば

されてしまうという状況にあります。どうか、浜の理解を得られるように、夏場も事業

を進めるように、町としても努力をすべきと考えますがいかがでしょうか。

●議長（大野議員） 水産農政課長。

●水産農政課長（石崎課長） まず、物揚場の工事の令和７年度から８年度という部分で

ございます。

最初の予定では、令和７年度に総延長93.7メートルを１年間でという形で、事業費が

8,700万円、町の負担1,160万円を令和７年度予算に計上しておりました。

おりましたが、北海道に聞きましたら、予算の関係でというふうにおっしゃっていた

のですけれども、３年間の整備に計画が変更されました。それで、令和８年度の整備予

定は93.7メートルのうち30メートル、事業費は3,000万円、そのうち町の負担は400万円

ということで予算計上しております。

続きまして、早期完成に向けた浜の理解という部分でございますが、このまま30メー

トルでやると、最低限３年間はかかってしまいます。もしかしたら、それ以上細かくな

ると、４年、５年とかかるかもしれません。なるべく１年間のうちに多くの工事期間を

取ってもらって、必要な予算をつけてもらうと。そして、施設の完成を目指す必要があ

ると私は考えております。

そのためには、特に６月から10月までの昆布時期の夏場の工事をしなければならない

のですけれども、浜との理解、協力を得るために、ちょっと難儀する部分があるかもし

れませんけれども、ここの部分はしっかりと協力していただいて、なるべく長い時間を

取ってもらって、早く完成させていくように、町としてもしっかりと努力していきたい

と思っております。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 町立病院の関係について質問いたします。

現在、常勤医でございますが、内科が２名、小児科が２名の４名で、外科は支援医の

対応となっております。令和８年度は、佐々木院長には、この一年は院長として頑張っ

ていただけるが、年度末で退任されるという答弁でございました。佐々木院長には、長

年、厚岸町立病院の院長としての重責を担っていただきまして、本当に敬意を表する次

第でございます。

それから、答弁の中では、もし条件が整えば、令和８年度中に外科医師が常勤してい

ただけるという理解をしたのですが、そうすると外科の常勤医が１人増えるという理解

でよろしいのでしょうか。

●議長（大野議員） 病院事務長。

●病院事務長（星川事務長） お答えさせていただきます。



- 39 -

１回目の町長の答弁にもございましたとおり、外科医師につきましては、今のところ

町長とも面談していただいて、その外科医師からは前向きな返答をいただいているとい

うところではございますけれども、まだ確定に至ってはございません。引き続き病院に

来ていただけるように取り組んでまいりたいなというふうに考えているところでござい

ます。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 収支への影響でございます。

答弁では、1,000万円の増収となりますが、私の推測ですが、恐らく人件費のアップ

で飲み込まれてしまうのかなという推測をしております。この辺について、最終的に病

院の収支にどのような影響があるのか、改めて説明をしてください。

●議長（大野議員） 病院事務長。

●病院事務長（星川事務長） お答えさせていただきます。

今回の部分につきましては、今、分かっている範囲内での収支の見通しでは1,000万

円程度の増収ではなかろうかという回答をさせていただいておりますけれども、これ

は、あくまでも現在分かっているものだけで計算しておりますので、これからるる細か

いものが出てきます。

６月には診療報酬改定が出てきますので、それらを今の病院の診療の中でどこがどう

いうふうに取れるのかという部分を子細チェックしながらやっていきますけれども、基

本的には、さらに上積みはあるものというふうには考えてございますけれども、ご質問

者おっしゃるとおり、人件費の増分だけでも2,000万円という状況になってございます

ので、そこには至っていないというのが現状でございます。

ただ、いずれにしましても、そこの分も踏まえた中で、歳出のほうも踏まえた中でや

っていかなければならないという部分になりますので、算定漏れがないよう、取りこぼ

しがないように、きちっとしたものを勉強させていただきながら対応していきたいなと

いうふうに思っております。

ご質問のありました最終的な収支はどうなのかという部分につきましては、いかんせ

ん、何もまだ細かいものが出てきていませんので、幾らになるとかというのは申し上げ

ることはできませんけれども、これは一般会計の繰入金でも相通ずるものがございます

ので、可能な限り病院で収入できるものは収入していくというスタイルの中で対応して

いきたいなというふうに考えているところでございます。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 そうすると、現段階では、まだはっきり言えないと。

ただ、今の説明ですと1,000万円ぐらいの収益は上がるけれども、実際には人件費が

2,000万円ぐらい上がりますよと。それだけ比較しても、まだ人件費に十分充当できな
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いという理解をさせていただきました。よろしいでしょうか。

それと、外国人の採用についてでございます。

新聞折り込みを私も読ませていただきました。新聞の折り込みで急募しております。

人手不足は明らかであります。答弁では、将来的な検討課題として認識しているにとど

まりました。検討すると言っていないのですよ、認識していますと。検討するのでしょ

うか、どうなのでしょうか。

今日は、実際に看護師となるとなかなか難しいかもしれないけれども、介護補助員と

か、いろいろな立場の人がいると思うのですよ。そういう人については、もう既に北海

道の自治体の中でも、現実に外国人を採用している自治体もあります。私が調べている

ところでも二、三あります。でなければ、厚岸町でそういう職業に就いている方の人手

不足の状態は慢性的になっているわけでございますから、安定した人材を確保していく

という部分では、町としても何らかの優遇策を取っていかなければ、外国人の登用も難

しくなってしまいますよ、あちこち綱引きしますから。

外国人も、都会側に憧れるのですね。つい最近、水産加工場に来ている社長に「外国

人はどうですか」と聞いたら、やはり「大都市圏に行きたがる」と言うのですよ。厚岸

にいても、遊ぶところがない、それから、日本にせっかく来たのであれば、情報の交換

とか若者の交流とかというものに憧れるのだと。厚岸にいては、仕事は一生懸命なのだ

けれども、せっかく日本に来たのに楽しみというのがなかなか供給できないのだと。こ

ういう中で、厚岸町独自の施策というものを検討していかなければ、幾ら外国人を求め

ても、チラシを出したり、あちこち働きかけても、来てくれませんよ。

そういう意味では、早くから私は、実際に実現するかどうかは別にして、厚岸町とし

て介護施設もあるわけでございますから、そういうものに対して踏み込んだ検討をして

いかなければ、結果、駄目かもしれないのですよ、認識しているだけでは駄目です。い

かがですか。

●議長（大野議員） 病院事務長。

●病院事務長（星川事務長） 収支の面でございますけれども、先ほど人件費の部分が大

体2,000万円ぐらい増えていて、増収が1,000万円ぐらいだというお話もあったのですけ

れども、ただ、昨今出ている物件費の高騰ですとか、委託費の高騰というのがこれに上

乗せされてきますので、さらにプラスアルファが費用面では出てくるということがござ

いますので、非常に厳しい状況が続くものだというふうに踏まえておりますけれども、

そこにその分は、かかる経費はかかる経費として対応しますけれども、収入のあるもの

をきちんと確保していくというスタンスは変えないでやっていきたいなというふうに考

えているところでございます。

また、外国人等従事者の登用ということになりますけれども、まず基本的に分けなけ

ればならないのは、医療従事者の中でも、有資格者と言われる看護師ですとかといった

部門と資格を要しない方々の対応というので、パターン的には二つに分かれると思いま

す。

今、私のほうで押さえているのが、外国人の派遣の中の特化しただけで申し上げます
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と、ご質問者おっしゃっるとおり、都会に行きたいのだというのが、ほぼほぼ、その回

答もらっております。実際的にほかのところの実例を聞きますと、来たけれども、ちょ

っと町が小さすぎて、こういうところで勤めたくないというのがあるという現状も聞い

ておりますので、そういったことも踏まえて、検討しなければならないなというふうに

考えているところでございます。

いずれにしましても、まず病院のほうでいきますと、病院の中でも外国人の方に来て

いただけるのは大変ありがたいのですけれども、言語の面ですとか住環境の面ですと

か、先ほど言った生活環境の面で相違があると。そこで意思疎通が取れなくなってくる

ということもございますので、基本的には、そこの部分をまずクリアしなければならな

いということも踏まえた上で、検討していきたいなというふうに考えております。

病院だけではなく、民間の医療機関の方からも同じような人材が不足していると聞い

ておりますので、やはり病院だけではなく、同じような介護老人保健施設ですとか特養

ですとかといったところも踏まえて、いろいろなところと情報交換させていただきなが

ら対応すべき案件だなというふうに考えているというところでございます。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 結果は別にして、検討されるということの理解でよろしいでしょうか。

●議長（大野議員） 病院事務長。

●病院事務長（星川事務長） 病院だけではなく、全体として考えていかなければならな

いものだというふうには考えてございます。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 ４項目めです。役場職員の体制で再質問いたします。

一般事務職員のベースでございますが、令和６年度中の退職者は９名に対し、採用が

５名で、マイナス４名でございます。令和７年度中の退職見込み者が12名で、これに対

して令和８年度の採用見込みは８名、令和８年度も４名のマイナスでございます。

業務の見直しや会計年度任用職員の採用などで対応されるという答弁でございました

けれども、私が見るに、保健福祉課の職員の配置状況なのですけれども、令和６年度中

に５名の職員が退職されております。それから、令和７年度は２名の退職、２年間で７

名の職員が退職されました、保健福祉課だけですよ。その分、人数は実質的に各課から

異動してきて、同じ人数は補 されているのですよ。そういう意味では、充足している

という理解に立ちました。

ですけれども、退職された方はみんな係長とか課長補佐とか、それなりの実績なりキ

ャリアを積んでいる皆さんが辞めています。そうすると７名も係長クラスが辞められた

ら、どうですか皆さん、担当課は大変ですよ、慣れない人が多くなるわけですから。そ

れでもチームワークを組んでしっかり頑張っているのは、よく理解いたします。
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一方、これを補充するために、ほかの部署で削減され、それぞれデメリットになりま

す、人数が７名減るわけでございますから。繰り出したほうも、やはり負担になってい

ると私は思うのです。それぞれ皆さん頑張っているのだなという理解に私は立っており

ます。

それと、厚岸町は、職員の定員管理計画を策定しております。おりますね。ですけれ

ども、計画年次なのですけれども、令和２年から令和６年度でまだ更新されていないの

ですよ。今、令和８年ですよ、令和６年で止まっています。職員定員管理計画を策定し

ているのだけれども、令和７年、令和８年はないのです、止まっているのですよ、管理

計画が。どうなっているのでしょうか。

また、町の職員の定数を条例で定めております。現在、令和８年４月１日時点での職

員の定数、それから４月１日時点での実質職員数は何人になるのでしょうか。この２点

についてお尋ねさせていただきます。

●議長（大野議員） 総務課長。

●総務課長（布施課長） お答えさせていただきます。

まず、定員管理計画につきましては、一度、形に作ったところではあるのですけれど

も、先ほども申しました、今年度の退職状況が12名と。今年度は、65歳までの経過措置

中ですので、本来であれば定年退職はない年なのですが、全員が自己都合退職になって

おります。そういうこともありましたのと、あとは、今までは定員管理計画も退職した

人に対して採用するというような計画が主な考えではあったのですが、その考え自体

も、業務はどうなのかとか、そこら辺も含めた中でもっと考えなければならないなとい

うところで内容を調整したところでありますので、早急にそれは作成をしたいと思って

おります。申し訳ございません。

それと、職員の定数条例でありますが、こちらは、町長部局、町立病院等、委員会と

か分かれているのですが、一般職と技術職も分かれておりませんので、総数で言わせて

いただきます。条例のほうの総数でいきますと、309名です。それに対しまして、令和

８年４月１日で採用・退職を整理しまして、定数の人数が253名です。こちらは条例で

ありますので、ちょっと幅をもたした形になっておりますが、309人に対して253名とい

うことになっております。

●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 まず、１点目のほうなのですけれども、それだけ総務課のほうも仕事に追わ

れているというふうに理解をしております。

それから定数は、僕も組合にいた頃に職員の定数というのは決めているのですけれど

も、必ず下回りますよ。上限を抑えるための定数なのです。ところが、私が今回質問し

た動機というのは、定数をオーバーしているからではないのですよ、辞めるのが多すぎ

るということだと思うのです、職員が満たない。ここに大きな課題があると思っており

ます。
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答弁をいろいろいただいたのですけれども、あみかや水道、総務課、皆さんそれぞれ

の課が業務を一生懸命頑張っていることは、私なりに理解しておりますけれども、職員

の人数が足りないことは明らかであります。今後の対応について質問をさせていただき

ます。

採用に向け、今後、町長筆頭に最大限の努力をしていただけると私は信じておりま

す。答弁で、業務の効率化や組織機構の見直しをされますが、おのおのの内容を具体的

に説明してください。

また、その対応策の中で、独自試験で社会人も対象として年齢を引き上げて実施され

るという答弁がございましたが、何歳を上限とされますか。私は、職種によっては55歳

でも構わないのではないのかなと。むしろ、厚岸に両親がいる、札幌や大都会で働いて

いるけれども、片方が亡くなられたので、札幌で家賃を払うよりは、厚岸の実家に戻っ

て働きたいという人もいるかもしれないのですよ。現にそういう人を私は耳にしており

ます。そういう意味では、門戸を広げるべきだと思うのですがいかがでしょうか。

●議長（大野議員） 副町長。

●副町長（早川副町長） 組織機構の見直し等に係る部分もありますので、私のほうから

お答えさせていただきたいと思います。

業務の効率化の部分でございますが、これにつきましては、職員の採用が退職に追い

つかないということもありまして、業務については効率化を進めなければならないと。

これについては、いろいろな手法がある中では、例えばＡＩの活用、さらなるシステム

化、それからフロー図等による業務の流れをスムーズにさせる、煩雑な事務の省略化と

いったこと、さらには業務の民間委託など、こういったことを含めて業務の効率化を進

めていかなければならないのかなというふうに考えております。

また、組織機構の見直しという部分につきましては、これは、今年度は４月には間に

合わない状況となりますが、現在、退職者数に対しての採用数が追いつかないという現

状もありますことから、さらに業務が増えている中で、どういった業務の整理ができる

のかということを各分野ごと、各組織ごとに整理をする時間が必要というふうに考えて

おりますので、こういったことを整理した中で、組織機構の見直しを来年度中に検討

し、翌年度には反映できるような形で進めたいというふうに考えているところでござい

ます。

また、うちのほうで随時募集ということで、社会人経験者もしくは中途採用という部

分の年齢のことでございます。45歳あたりをということで考えているところであります

が、ここにつきましては、一つは、一般職での採用という部分では、行政に関わる業務

についての一定程度の研修等が必要な期間もある、それから、そういった研修等も含め

る中では、釧路市ですとか北海道もそうなのですが、例えば公務員経験者を採用すると

かといった枠の中では、経験のある中で年齢を引き上げるということはできるような状

況もあると思いますが、そういった経験がない中では、高年齢化した中での採用という

のは、あまり高いと難しいのかなというふうには、今現在では考えているという状況で

ございます。
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●議長（大野議員） ７番、南谷議員。

●南谷議員 まず、１点目なのですが、来年に向けてと。私は、正直言って、少なくとも

４月１日の人事異動に向けて機構改革含めてやるのではないかと、大いに期待をしてお

りました。新町長になって、この４月から機構改革も含めで踏み出すのかなと。

慎重を期して、１年間そういうものに費やすというのは分かるのですけれども、それ

くらい人が採用されていない、困窮しているということは、たまにしか行かない議員の

私でさえ感じるのですから、その辺はやはり一歩踏み出していただきたいなと思いま

す。

次に参ります。

いろいろ職員の採用について努力をされるということは分かったのですけれども、私

は、何か一つ忘れているなと。ストップ・ザ・退職、足りないから補充するのですよ。

辞めさせない努力を何もしないのですよ。若い人、女性、その人たちが魅力を持って頑

張るよと。現に、都会に行こうとか、いろいろな人がいますよ。今いる職員の皆さんは

財産です。

その人たちが辞めたくならないように、魅力のある職場づくり、私はこれが原点だと

思うのですよ。増やす、辞めていくのですから、辞めさせない努力をしなければならな

い。これが原点だと思うのですよ、いかがですか。

●議長（大野議員） 総務課長。

●総務課長（布施課長） お答えさせていただきます。

今年度の12名の退職者につきましても、ほかの自治体で働くという人も３名ほどいま

して、あとは、ほかのところ、民間で働きたいという方もおります。そういった方は若

い方であります。そういった方は、まだまだ自分でやりたいことがあるというようなこ

とだと思います。

そのほかの人につきましては、今後の仕事の予定はなしという形であったのですが、

確かに辞める中では、自分が思っていたところとは違うとかということもあるかと思い

ますが、環境としましては、先ほど言われました人が少ないというところで、確かに忙

しいことがちょっと気にかかるということもあろうかと思います。そういった部分は、

課内、係で協力しながら、働きやすい環境をつくっていくことは必要だと思います。

そこら辺も含めまして、辞めないことの今の言葉は分かっておりますけれども、それ

以外でも、何なのかということを考えながら今後取り組んでいきたいと思いますので、

ご理解願いたいと思います。

●議長（大野議員） 以上で、南谷議員の一般質問を終わります。

１番、竹田議員の一般質問を行います。

１番、竹田議員。
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●竹田議員 質問通告書に従って、質問をさせていただきます。

１、厚岸町観光大使について。

（１）厚岸町では、観光大使を任命する規定がありません。観光大使の任命ができる

ように創設することを提案いたします。町の考えを伺いたいと思います。

２、厚岸町住宅新築支援助成事業について。

（１）令和８年度から、助成額を現行の100万円から200万円へ増額し、加算要件の撤

廃を要求していましたが、令和８年度からの取組について伺います。

３、厚岸町住宅リフォーム支援助成事業について。

（１）令和８年度から、助成額を現行の20万円から増額を要求していましたが、令和

８年度からの取組について伺います。

４、子どもの遊び場について。

（１）親子で遊べる場所を造る計画について伺いたいと思います。

以上、よろしくお願いいたします。

●議長（大野議員） 町長。

●町長（三浦町長） １番、竹田議員のご質問にお答えいたします。

１点目の厚岸町観光大使について、「厚岸町では、観光大使を任命する規定がありま

せん。観光大使の任命ができるように創設することを提案いたします。町の考えを伺い

ます」についてでありますが、一般的に観光大使とは、特定の地域や観光地の魅力を広

め、地域の振興を目的として、広報活動等を行う民間人や民間団体のことを指してお

り、主に、その地域にゆかりのある著名人や芸能人が選ばれることが多い状況になって

おります。

観光大使の役割といたしましては、観光地の認知度向上や観光客の増加、地域のイメ

ージアップを図ることを目的としており、観光イベントや各種フェアでのＰＲ活動、テ

レビやラジオなどのメディア出演、ＳＮＳを活用した広報活動などが考えられます。

このほか、近年におきましては、ふるさと大使やふるさと応援大使といった観光分野

にとらわれず、地域の自然、歴史、文化、産業、特産品など、地域全体の魅力を広くＰ

Ｒするため任命しているケースが多く見受けられます。

なお、大使の任命に当たりましては、地方自治体が規程を定め、任命しているほか、

観光協会や商工会議所などが任命している場合もあります。

これら観光大使やふるさと大使等は、地域の認知度向上に貢献する大きな役割を担っ

た存在であり、地域の産業を活性化させ、地域振興に寄与するものと期待されます。

このようなことから、まずは、何を目的に、何をしてもらうのかなど、町としての基

本的な考えを整理する必要があり、その中で関係団体とも協議し、どのような名称でど

こが任命するかなどの検討を進めてまいります。

続いて、２点目の厚岸町住宅新築支援助成事業について、「令和８年度から、助成額

を現行の100万円から200万円へ増額し、加算要件の撤廃を要求していましたが、令和８

年度からの取組について伺います」についてでありますが、現在の助成制度は、町内業

者を利用して住宅を新築する場合、床面積が40平方メートル以上の住宅で、工事費用が
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1,000万円以上を条件の一つとして、１戸当たり50万円を助成するほか、一定の要件を

満たす場合は、20万円を加算するものであります。

また、金融機関から資金を借り入れた場合は、利子相当額について30万円を上限とし

て助成するもので、合計で100万円を助成額の上限とするものであります。

令和８年度からは、近年の資材高騰や労務単価の上昇など社会情勢を踏まえ、助成額

の上限を200万円に引き上げ、一定の要件を満たす場合の加算要件と、金融機関から資

金を借り入れた場合の利子相当分の助成事業を廃止し、町民の皆さんが本助成制度を利

用しやすいように、住宅新築における助成事業を一本化して事業の促進を図ってまいり

ます。

続いて、３点目の厚岸町住宅リフォーム支援助成事業について、「令和８年度から、

助成額を20万円から増額を要求していましたが、令和８年度からの取組について伺いま

す」についてでありますが、現在の助成制度は、町内業者を利用して住宅をリフォーム

する場合、当該リフォームに要する費用が10万円以上であることを条件の一つとして、

対象工事費の10％を助成するもので、65歳以上または中学生以下の子どものいる世帯

は、対象工事費の15％を助成し、20万円を助成額の上限とするものであります。

令和８年度からは、近年の資材高騰や労務単価の上昇など社会情勢を踏まえ、助成額

の上限を50万円とするほか、工事費用に対する助成率の加算要件を廃止し、助成率を一

律20％に引き上げるとともに、本助成制度の対象に熱中症対策としてエアコン設置工事

を加え、事業の促進を図ってまいります。

続いて、４点目の子どもの遊び場について、「親子で遊べる場所を造る計画」につい

てでありますが、子どもの遊び場の整備は、地域社会において重要な課題と認識してお

り、親子が安心して遊べる環境を提供することは、子どもの健全な成長に寄与するもの

と考えております。

先ほど、町政執行方針で３点の重点施策について申し上げたところでありますが、そ

のうち、「安全・安心に楽しく遊べる場所づくり」として、町内に点在する公園のう

ち、整備を実施する公園として「梅香町児童公園」を位置づけ、子どもたちが安全・安

心に楽しく遊べる遊具等の設置を進めるもので、令和８年度では、鹿等が公園内に侵入

しないよう柵を整備するほか、コンビネーション遊具の設置と人工的に小高い山を整備

する計画となっております。

今後は、梅香町児童公園の整備が完了した後に、整備した公園の成果を踏まえ、他の

公園への可能性を見極めながら、公園の適正化に努めるとともに、公園に限らず、親子

で遊べる場所の整備について検討してまいります。

●議長（大野議員） １番、竹田議員。

●竹田議員 まず、観光大使についてなのですが、ほかのいろいろな町の取組とか北海道

での観光大使の状況を資料としていただきまして、ありがとうございます。

観光大使のほかに、親善大使や広報大使、あとは、ＰＲ大使、ふるさと大使というの

がございます。これらも含めて、観光大使というふうに一般的にはひっくるめて活動し
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ているわけですが、厚岸町としては、これらについての任命をどのようにしていくのか

ということの検討を進めてまいりますということなので、これに対しては分かりまし

た。

ただ、その中で一番大事なのは、ここにも書かれていますけれども、答弁にもあるの

ですが、認知度向上で産業の活性化、つまり地域振興に寄与する。これは何を目的とす

るかというと、最終的には厚岸町の経済効果をもたらすための施策というふうになって

いくと思うのですね。

その中で、任命者にはどのような人を任命するのかということが大事になってくると

思うのですね。そういうことを含めて、どのように考えているのかお聞かせいただきた

いと思います。

●議長（大野議員） 観光商工課長。

●観光商工課長（田﨑課長） ひっくるめて観光大使というような言い方をさせていただ

きますけれども、一番よくあるパターンとしては、やはりこの町の出身者である。そし

て、例えばこの町にゆかりのある方というのがやはり観光大使として任命されているケ

ースが一番多いかなというふうに思っております。

厚岸町のＰＲをいろいろなところでしてもらうためには、厚岸町のことをやはり理解

してもらっている人でなければ、多分よいＰＲをしてもらえないのではないのかなとい

うようなこともあるのですけれども、近年では、厚岸町のＰＲをしてもらうような人を

公募をして、任命するといったような例も見受けられますが、まず第一には、町の出身

者、そして町のゆかりのある方というものを一つの基準として考えるべきではないのか

というふうに私は考えております。

●議長（大野議員） １番、竹田議員。

●竹田議員 こういう取組というのは、遅いより早いほうがいいと思います。どの時点で

検討に入っていくのか、また、どの時点で決めていきたいなと。その後に、任命者をど

のように使っていくのかという、使っていくという言葉はちょっと不適切かもしれませ

んが、どのような使い道があるのか、また、どのようなＰＲをしてもらうのかというこ

とに順々になっていくと思うのですけれども、時期的に早めに取り組んでいってもらい

たいなと思うのです。

時期的な部分については、来年とか再来年とかということではなくて、今年度中に何

とか。予算がかかるのであれば、今年度中に予算をつくるとか、何かいろいろかかるも

のもかかってくると思うのですけれども、あまり多額なものをかけてまでという気持ち

も私にはありますけれども、そういった計画的なものがもしあるのであれば聞かせてほ

しい。なかったら、どのように進めていくのか、ちょっと具体的に教えていただきたい

なと思います。

●議長（大野議員） 観光商工課長。
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●観光商工課長（田﨑課長） 議員は、今年度というようなことになりましたけれども、

今年度はあと残り１か月も切ってしまいましたので……。（「今年」と発言する者あ

り）今年ですね。私も、議員おっしゃるように、せっかくこのようなご提言いただきま

したので、早急に動くべきだなというふうに思っております。

令和７年度につきましては、残り１か月しかございませんので、令和８年度入りまし

たら、早急に動いて、可能であれば、関係団体ともいろいろ協議をしていくというよう

な必要性はあるのですけれども、私個人としては、やはり令和８年度中にしっかりと任

命できる体制に持っていきたいなというふうに考えております。

●議長（大野議員） １番、竹田議員。

●竹田議員 分かりました。よろしくお願いいたします。

２番目に移ります。

現行の100万円から200万円ということで大変ありがたい話で、業界の中でも、大分前

から、細々細々、撤廃をしてほしいという要望があったわけですが、要望に応えていた

だいて大変ありがたいと。次の20万円から50万円のリフォームの部分にも関係してくる

のですが、答弁の中の部分について一つだけ確認したいのが、町内業者に限定という部

分について確認しておきたいのですが、どうでしょうか。

●議長（大野議員） 建設課長。

●建設課長（堀部課長） お答えさせていただきます。

町内業者ということでございますが、ここの部分については、変更点はありませんの

で、あくまでも町内業者が施工するということの助成ということでございます。

●議長（大野議員） １番、竹田議員。

●竹田議員 分かりました、そこだけは現行ということですね。

次に移ります。

３番目のリフォーム支援についての20万円から50万円と、10％から20％ということに

なるのですが、この部分についても町内業者で、これは新築のほうも一緒だと思うので

すけれども、応募して、申請書を出して、受理された業者が町内業者ということは、そ

この部分について変わりがないのかどうか確認したいと思います。

●議長（大野議員） 建設課長。

●建設課長（堀部課長） お答えさせていただきます。

議員おっしゃるとおりでございます。変わりございません。
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●議長（大野議員） １番、竹田議員。

●竹田議員 町内のサービスを受ける町民側から、このようなお話がありました。「なぜ

このようなことをやっているのか。自分のお金で自分の家を直すのだから、リフォーム

くらいは自分のお金で100％やれ」という方の意見もありました。これについて、僕は

非常に言っていることがよく分かるのですよ。

ただ、裏の話なのですけれども、これは厚岸町にとっては、お金を出すだけではなく

て、非常にメリット性がある、お客さんにとってのメリット性もあるだろうし、業者に

とってのメリット性もあると思うのですね。

どういうことかというと、少額の部分については、例えば現金でやるとなったとき

に、領収書のないお金が動くという可能性が出てくる。これは、いわば業者もお客さん

も、そこについてのメリット性があるかどうか。この部分については、リフォーム支援

がないときに事実性というのは実際にあった。事実性があったことに基づいてお話をす

ると、要するに、現金でやろうと何しようと、住宅をリフォームした時点で、その金額

というのが上がってこないわけですよね。そうなると、厚岸町とその税収というのは、

そこはゼロになる。

もっと深く言うと、業者もそれを出さなかったことによって、年商の額が上がらない

わけですから、それは税収として町に入ってこない。これが20万円から50万円になるこ

とによって、20万円のときは少額だったので、そのくらいはいいかなという部分もあっ

た。ところが20万円から50万円となると、50万円はいただきたいという気持ちにやはり

変わるのですよね。そういったときに、現金で処理してしまうという部分がだんだんな

くなってくると、業者もリフォームした後の控除を受けようということが起きてくると

いうようなことを言っておりました。

その部分については、非常に経済効果が上がるだろうというふうに思うのですけれど

も、その部分についてはどういうふうにお考えでしょうか。

●議長（大野議員） 税務課長。

●税務課長（本間課長） お答えいたします。

経済効果ということもありますけれども、リフォーム関係は、税収とは逆なのですけ

れども、税の軽減のほうの減額の制度もありまして、リフォームではなく新築の場合、

一般の住宅で翌年度から３年間が２分の１に、それから、認定長期優良住宅では、新築

後５年間が２分の１という、町民にとってはメリットのあるものがあります。

それから、一定の改修工事を行った場合における固定資産税の軽減です。これも町民

にとって有利な制度なのですけれども、50万円超の耐震改修工事に２分の１の軽減があ

ります。それから、バリアフリー改修工事につきましても、50万円超につきましては３

分の１の助成があります。それから、省エネ改修工事につきましては、60万円超につき

まして３分の１の軽減制度があります。

これは、町民にとって軽減ということなのですけれども、経済効果といたしまして

は、今、減税の流れの中で、増税というのは、現在、私たちのほうでは考えづらいのか
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なと思ってございます。

●議長（大野議員） １番、竹田議員。

●竹田議員 あまりかみ合わないので、その部分については、長くなってしまうので、こ

の辺でやめたいと思います。

今回のリフォームの50万円の中に、画期的だったなと思うのは、エアコンの取付けで

す。今まで、電気を使う部分の商品、例えばエアコンにしてもそうですし、独自の大型

の換気扇とか、それから湿気が多いときのための除湿器だとか、いろいろ様々な住宅関

連商品というのがあるのですけれども、最近、本当にここ二、三年の夏の暑さというの

は、住民にとっては非常に苦痛な、ましてや老人世帯から小さい子どもがいる部分につ

いては、ぜひともエアコンが欲しいのだけれども、なかなかつけられないという部分が

ありました。今回の50万円の中には、エアコンの部分も入るということで、配慮いただ

いて本当にありがたいなというふうに思っております。

エアコンの活用の部分については、台数が何台とかという限定したものが、新年度の

部分について、僕もまだよく調べてはおりませんでした。例えばエアコンを一家に何台

つけても対象になるか、ならないのかということをまずお聞きしたいと思います。

●議長（大野議員） 建設課長。

●建設課長（堀部課長） お答えいたします。

エアコン設置の台数でございますが、上限というのはございませんので、あくまでも

10万円以上の工事で、その工事費用に対して20％の上限50万円までは助成しますよとい

うことでございます。

●議長（大野議員） １番、竹田議員。

●竹田議員 それは、20万円のときもそうだったのですが、例えば今年10万円を使いまし

た、例えば竹田さんという家をやったときに、今までは20万円、だけれども１回目に10

万円使ったので、来年20万円に達するまで何年間に分けて使えるというふうになってい

たのですけれども、ここの部分については、今度20万円から50万円になるのですけれど

も、これも50万円に達するまで何回でも使えるということは、今までと同じ要件なので

しょうか。

●議長（大野議員） 建設課長。

●建設課長（堀部課長） お答えいたします。

上限50万円の助成につきましては、上限に達するまで可能だということでございま

す。
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●議長（大野議員） １番、竹田議員。

●竹田議員 ここからが一番大事なところなのですけれども、去年までは20万円で、今年

50万円になりましたと。20万円までの人はもう使い切ってしまったわけですよね。今度

令和８年から50万円になりましたと、20万円まで使った人は、今度30万円プラスで50万

円まで使えるのですかと。これを平等にしておかないと、20万円で使い切った人は、去

年で終わりですよとなったときに、この30万円の増額の部分については、使える方と使

えない方のハンディーがある。

新築の部分については、これはどうしてもしようがないと思うのですが、この20万円

から30万円プラスの50万円までの使い切りの部分、ここの部分については、もし20万円

までのものが終わりであって、次の50万円までというのが今年からの人でないと対応で

きないよというふうになってしまうと、そこはちょっと町民にとっても何だというふう

な話になるのです。

町長、ここの部分については、僕も詳しく聞いていなかったのですけれども、よい方

向になるようなご答弁をぜひいただきたいなというふうに思うのですが、どうでしょう

か。

●議長（大野議員） 町長。

●町長（三浦町長） 今、建設課長にも確認させていただきましたが、今回、上限を50万

円にしたと。今までは20万円ということで、一度使った方は、残りの30万円までは使え

るということになりますので、それはそのままです。私たちも今まで使った方の名簿は

そろえておりますので、仮にまた住宅リフォームを使うという方で一度使った方は、30

万円は使えると。新しい方は、今度50万円まで使えるということでございます。

●議長（大野議員） １番、竹田議員。

●竹田議員 分かりました。ありがとうございます。よろしくお願いします。

次に、最後の４番目、親子で遊べる場所ということで、僕もいろいろ要望してきた中

で、僕が平成15年に議員になった次の年の平成16年に、予算審議の中でお願いをしてい

たのが、子どもの遊び場所です。これについては、光栄から尾幌川に行く一部分のとこ

ろに河川で水遊びができる、そういった親子で遊べるような場所をということを一度言

ったことがあるのですね。

最近、外で遊ぶというのは、夏の暑いときに大変な思いをしてしまうのですけれど

も、小さな水遊びができる場所について、ぜひ考えていただきたいなというふうに思う

のと、それから、遊び場というふうになると、どうしても夏場が使えて冬場が使えない

といった部分については、非常にそれはもったいない。夏と冬の両方が使える場所をぜ

ひ検討していただきたい。

その中で、唯一答弁の中で、あっと思ったのが、小高い山を造ってという町長の答弁

がございました。小高い山を造ってもらうのが、実は、僕の今日の質問の中の一番最大
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のことなのですが、これは５メートルか、６メートルか、７メートルか、その程度の高

さの山を造って、そこで夏は草の上でそりを滑ったり、スキーを滑ったり、冬は冬で、

その雪の上でそりを滑ったりするという、山を造ると、夏・冬両方使えるという部分に

ついては、ぜひ夏場の水辺の部分と、夏・冬使える小高い山というような部分のこと

を、ぜひ考えていただきたいというふうに要望しているのですがいかがでしょうか。

●議長（大野議員） 建設課長。

●建設課長（堀部課長） お答えさせていただきます。

まず１点目の水遊び場ということでございますが、公園の中で水遊び場というところ

は今のところございませんが、今年は、梅香町児童公園のところに、先ほど言われまし

た築山、あとは複合遊具と、あと鹿柵の設置をする計画となっております。

梅香町児童公園につきましては、水遊び場ということは、今現在ちょっと考えていな

いところでございますが、今後、梅香町児童公園後に、港町等のことも考えてございま

すので、そういった中では、そういった部分も検討してまいりたいというふうに考えて

いるところでございます。

●議長（大野議員） 以上で、１番、竹田議員の一般質問を終わります。

次に、２番、室﨑議員の一般質問を行います。

２番、室﨑議員。

●室﨑議員 先に通告いたしました一般質問通告書に従って質問を申し上げます。２点ご

ざいます。

１点目は、防災についてであります。

地震津波災害の緊急時における課題の抽出というものは、どのように進められている

か。また、その対応のために、町のなすべきことは何かという点についてご説明をいた

だきたい。

２点目は、熱中症対策についてであります。

近年、異常に暑い夏が続いており、全国で熱中症被害が多発しております。

国は、全ての事業者を対象に熱中症対策を法的義務として、その対策強化を図ってい

ますが、そういう流れの中で、厚岸町は熱中症対策をどのように進めるのか。

この２点について、お聞かせいただきたい。

以上でございます。

●議長（大野議員） 町長。

●町長（三浦町長） ２番、室﨑議員のご質問にお答えいたします。

１点目の防災について、「地震津波災害の緊急時における課題の抽出はどのように進

められているか。また、その対応のため、町のなすべきことは何か」についてでありま

すが、昨年７月30日に発生したカムチャツカ半島周辺の地震に伴い、発表された津波警
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報等を契機に、町としても地震津波災害時における課題を把握し、対策を講じる必要が

あるものと考え、様々な場や機会において、広くご意見やご要望等を伺うため、昨年８

月には町民を対象とした防災懇談会を開催し、９月には町民や職員を対象としたアンケ

ート調査を実施してきたところです。

また、現在においても、各自治会等を対象に実施している「町長が行く！みんなでス

マイルトーク」において、防災に関する様々な課題が挙がっており、地域単位における

課題についても把握を進めております。

その中で、町がなすべき役割について、ハード面とソフト面の大きく２点に分けてお

答えいたします。

まず、ハード面については、避難施設及び防災資機材等の整備が引き続き重要である

と考えており、町民が時間帯や季節を問わず安心して一定の期間、避難できる場所を整

備する必要があることから、町民からいただいたご意見・ご要望等を参考に取り入れな

がら、冷暖房器具の整備、備蓄飲食料の分散配備などをはじめとした必要な取組を検討

し、進めてまいります。

次に、ソフト面については、まず、これまでに明らかになった課題を教訓とした職員

の対応力を高めるための訓練を実施していく必要があります。

ただし、やはり第一に、大規模災害が発生した際には、職員による避難者対応は困難

であり、町民自らが自分の命を守る意識と行動が必要不可欠であることから、防災意識

の向上が喫緊の課題であると考えております。

このため、町民に対する防災教育や研修会の実施、自主防災組織等の活動をさらに支

援していく必要があるものと考えていることから、この足がかりとして、防災士の資格

取得助成制度を創設することで、地域の防災活動をリードし、地域の特性に応じた防災

対策を講じていくための人材となる防災士を育成していきたいと考えております。

防災に関する課題については、これ以外にも多岐にわたり一朝一夕には解決できない

ものも多く、長期的な視点と継続的な取組が必要です。

その中で、地震津波を伴う大規模災害に対しては、地域と一体となって対応に臨む必

要があることから、今後、各地域と連携し、これらの課題解決に取り組んでまいりま

す。

続いて、２点目の熱中症対策について、「近年、異常に暑い夏が続き、全国で熱中症

被害が多発している。国は、全ての事業者を対象に熱中症対策を法的義務とし、その対

策強化を図っている。今後、町は熱中症対策をどう進めるのか」についてであります

が、町では、漁業や農業といった第一次産業を中心とした産業形態があり、いずれも夏

場の屋外での作業が行われているため、熱中症になるリスクが高いことや町内のエアコ

ンの普及率が高くないため、屋内において熱中症になるリスクが高いことを認識してお

ります。

昨年６月に、労働安全衛生法に基づく「労働安全衛生規則」が改正され、「体制整

備」、「手順作成」、「関係者への周知」が法的義務となりました。

これを受けて、町では、厚岸町商工会総代会や広報誌を通じて町内事業所に周知を図

ったほか、役場関係課による熱中症対策連絡協議会を開催し、情報共有を行い、各担当

課を通じて、農業協同組合や漁業協同組合、建設業協会等、各関係機関へ熱中症対策等
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の周知を図っております。

また、役場においては、事業所として、各課等における熱中症の症状がある人がいた

場合の対応計画の作成を行っております。

町民に対する取組としては、夏場の気温が高い日や「熱中症警戒アラート」が発令さ

れた際に、防災行政無線や情報告知端末において注意喚起を行ったほか、６月から９月

までの間、保健福祉総合センターや情報館のほか、イオン厚岸店や町内郵便局の協力を

得て、町民が一時的に暑さを避けて涼むことができる「ひと涼み休憩所」を設置し、利

用を呼びかけるなどの取組のほか、夏の時期に行う町民を対象とした健康教育では、熱

中症に関する講話により啓発を行ってまいりました。

今後の熱中症対策については、引き続き、商工会や漁業協同組合、農業協同組合、建

設業協会等の関係機関を通じて、職場等における熱中症対策のより一層の対策強化を図

るとともに、広報誌や防災行政無線、健康教育等を通じて熱中症対策を普及啓発すると

ともに、「ひと涼み休憩所」を増設し、熱中症予防に努めてまいります。

また、町の施設における対策では、令和８年度に役場庁舎内の会議室、町営牧場事務

所、町立厚岸病院厨房や職員食堂、特別養護老人ホーム心和園の多床室、在宅老人デイ

サービスセンター多目的ホールに空調設備等の整備に要する費用を、本定例会に提出し

ている令和８年度一般会計予算に計上しております。

私からは、以上であります。

教育委員会における熱中症対策については、教育長から答弁があります。

●議長（大野議員） 教育長。

●教育長（滝川教育長） 私からは、２点目の「熱中症対策」について、教育委員会が所

管する施設の対策についてお答えいたします。

昨年６月に改正労働安全衛生規則が施行され、職場における熱中症対策が義務づけら

れましたが、教育委員会の所管施設では、熱中症予防対策として、水分や塩分の摂取、

扇風機の使用などの基本対策のほか、健康障害の疑いがある者の早期発見や重篤化を防

ぐために、暑さ指数が高くなる日には朝礼等で「熱中症による健康障害発生時のフロ

ー」に基づき、万が一熱中症が発生した際の初動対応や連絡体制について確認すること

としております。

また、さらなる熱中症対策を進めるため、令和８年度に全小中学校の教室や職員室、

学校給食センター事務室、海事記念館プラネタリウム室への空調設備整備に要する費用

を、本定例会に提出している令和８年度一般会計予算に計上しております。

教育委員会といたしましては、今後においても、各施設における適切な熱中症対策に

努めてまいります。

●議長（大野議員） ここで、休憩を取りたいと思います。

あと４分後ぐらいにサイレンが鳴ると思いますので、黙 をお願いします。

なお、この後、議会運営委員会とかがあるので、再開は３時半といたします。

休憩いたします。
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午後２時42分休憩

午後３時30分再開

●議長（大野議員） 本会議を再開いたします。

２番、室﨑議員の再質問から始めます。

２番、室﨑議員。

●室﨑議員 まず、防災についてお聞きします。

半年前に、ほぼ同じような内容の質問をいたしました。それから半年がたって、その

ときに自ら挙げられた課題について、どのような検討をし、方策を立て、このような部

分はこう解決したし、ここはこういう方向でいくという話が出てくるのかなと思った

ら、実にさらっと、体をかわすような、相撲で言うと、思い切ってぶちかましたら、ぱ

っとかわされて、土俵の外に飛び出してしまったような、そういう答弁であると言わざ

るを得ない。

そして、私は、課題の抽出の中で、前回、特に町職員というか厚岸町の対応力という

ものを反省していると。これでは駄目なのだということを大きな課題として挙げている

と感じたのだけれども、今回は、そのようなことより、本当に大きいのが来たときは、

町職員では対応できないのだから、町民の皆さん、あなたたちで自分の身を守ることを

考えなさいと。そのための、いわば防災意識の向上が急務であるという話をしているの

ですよ。

それは確かに、災害の大きさに対して人は無力です。ですから、100％うまくいくた

めの方策などというのはありません。ただ、その中で、どれだけ災害の犠牲者を少なく

するかというために、いろいろな訓練やそういうものも行われるわけだし、いろいろな

検討もされると思うのです。

そういうことで、今回、私は、初動、ぐらっと来た一番最初の段階ですね、そこを中

心にして、どんなことをするのかというのをお聞きしようと思っておりましたので、お

付き合いいただきたい。

それでまず最初に、共通認識を持っていないと次の話に行けないのでお聞きします

が、地震が来た、津波が来るという、そのときですね、行政としては何を一番最初に大

事に考えなければならないかということですが、どうお考えですか。

●議長（大野議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） 津波が来るという場合には、津波警報が発表されました

ら、町としては直ちに、７月のときに周知が遅れたという反省点もありますけれども、

速やかに町民の皆さんに防災行政無線において避難指示の旨を伝えるということ、さら

に町の職員についても、職員の安全を確保するために職員の退避について動きを始める

ということが、まず初動として行わなければならないということで考えております。
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●議長（大野議員） ２番、室﨑議員。

●室﨑議員 このようなところからやり取りしなければならないとは思わなかったのだけ

れども、一番最初に考えなければならないことは、町民の中に一人でも犠牲者がいない

ようにするためにはどうしたらいいかということでしょう。そこからではないですか。

復興のために、職員を安全な場所に移動させるとか何とか、いろいろなことをおっし

ゃっているけれども、それはそのために何をするかという話で、その根本は、町民の中

に一人でも犠牲者がいないようにするためにどうすればいいかという話ではなかったの

ですか。

●議長（大野議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） 防災対策につきましては、議員おっしゃいますとおり、

町民の犠牲をゼロにすることを最大の目標として進めなければならないというのは当然

のことでございます。

先ほど答弁させていただいたのは、津波が来たといった場合の初動ということでした

ので、避難指示の周知と職員の安全確保ということでお答えさせていただきましたが、

基本的には、町民の安全を守るというのが第一の目的として考えております。

●議長（大野議員） ２番、室﨑議員。

●室﨑議員 強引にこちらを向かせるような言い方で悪いのだけれども。何をする、かに

をするというのは、何のためにするかということになれば、結局は、犠牲を少しでも減

らすということにあると思う。そうすると、何をするといったときにどうすればいいか

は、その目的のために一番いい方法を選べばいいわけですよ、そうでしょう。という話

でいかないと、ちょっと話がこんがらかりますのでね。

それで、昨年９月の定例会のときには、まず、新聞にも随分書かれましたよ、厚岸町

は津波が来てから避難指示を出したとね。見ようによっては、笑われているような感じ

でした。それにはいろいろ理由があるわけですから、私のほうでは何も言いませんけれ

ども、避難指示を出さなければならない状態というのは、津波警報と大津波警報ですか

ら、そのときに、一刻も早く逃げてほしいわけですよ。

何大学でしたか、厚岸にもおいでいただいて、講演をしていただいた、釜石の奇跡と

いうことでマスコミでも随分多く取り上げられた先生がいらっしゃいますよね。群馬大

学の片田先生かな。その方に関するいろいろな記述があちこちにありますから、それで

皆さん、どの本を読んでも書いているのは、災害から命を守る一番簡単で一番シンプル

な対策は、何かあったら避難するということだと。

避難の呼びかけをするのだけれども、なかなか人は腰を上げない。それは正常性バイ

アスというものが人の心理には働くからだと。要するに、危険だ、大変だ、命が危な

い、すぐ逃げなければならない、そういう状況になっても、脇から、それほどのことは
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ないだろうと。その根拠はないようですけれども、そういう意識がふっと働いてくる

と。そして、自分の中で打ち消して、すぐには避難しないということがあるので、その

正常性バイアスの打破をしなければならないということは、よく言われていますよね。

７月のときの町民の皆さんの話を聞いていると、防災行政無線のアナウンスが正常性

バイアスを壊すようなものではなかったと、きれいに言うとですよ。という話が随分出

てきているのですが、この辺りについては、どういう当時の状況を振り返っての教訓を

もって、どのようにしていこうと、そして、今どんな対策をするのかという点について

はいかがでしょうか。

●議長（大野議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） 当時の防災無線の話し方、伝え方については、懇談会で

すとかアンケートでも多くの意見をいただいておりました。議員協議会等でもご指摘を

いただいて、訓練が必要ではないかというようなご指摘もいただいておりました。

それを受けまして、当然、我々の中でも、そういったきちんと危機感を持って、はっ

きりとした声で伝えるということを確認し合うと同時に、消防のほうにもその旨をお伝

えしているところです。

また、残念ながら中止になりましたが、令和７年度の防災訓練においても、これまで

は、避難訓練において録音した機械音声で周知をしておりましたが、令和７年度は、職

員の肉声で実際に声を発して周知するということを行おうとしておりましたが、残念な

がら中止になってしまいましたが、そういったことで、危機感を持って伝えるような取

組を心がけていくようにしたいというふうに考えております。

●議長（大野議員） ２番、室﨑議員。

●室﨑議員 そこで言う訓練というのは、避難訓練の話ですね。アナウンスをする人たち

が、どういう形でアナウンスをしたらいいかということで訓練はしていないわけです

ね。それをやっていなかったら現場でできないでしょう。

ここに、非常に興味深い新聞記事があるのですが、ＮＨＫでは、3.11の教訓から、地

震や津波のあるときに避難してくださいというときのしゃべり方、アナウンスの仕方、

これを徹底して研究しているようです。確かにこの頃は、アナウンサーが、金切り声と

いうとちょっと違うのだけれども、普段とは全く違う口調と全く違う文言で避難を呼び

かけるのですよね。普段ニュースを読んでいるときとは声が変わるのですよ。

私は、この前、12月かな、そのときには注意報だったから「海岸に近づかないでくだ

さい」というアナウンスでしたが、全然口調が違ったのですね。それで、そのアナウン

サーが興奮して言っているのかなと、うかつにも思ったのですが、そうではないのです

ね。何遍も練習して、そして、最も人を動かす、普段とは違うのだという認識を与える

アナウンスをしているのですよ。そういう感覚の検討というのはしていますか。

●議長（大野議員） 危機対策室長。
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●危機対策室長（四戸岸室長） 課内での、そういった、こういうふうな発声にしようと

いう話の中では、例にＮＨＫのというような話は出ておりましたが、具体的に訓練です

とかといった部分は、これまで行っておりません。

そういったご指摘も踏まえて、声の発し方、ＮＨＫの放送ですとかといったものも参

考にしながら、避難訓練のときにおいてではなくて、平時の訓練ということで、いざと

いうときにそういった発声ができるように、そういった日々の訓練といいますか、練習

といいますか、そういったものに努めていきたいと考えております。

●議長（大野議員） ２番、室﨑議員。

●室﨑議員 それで、先ほど聞いていると、課内で、あるいは消防で、要するに、しゃべ

ってもらうという言い方をしているのだけれども、いざというときには、誰がどこにい

るか分からないのですよ。真夜中にぐらっと来ることもあるのですよ。15年前のよう

に、執務中にぐらっと来ることもあるのですよ。

そうすると、いろいろな場合を想定して、そして、ＡさんもＢさんも、これをやろう

と予定した人はいないけれども、たまたま、そばにＣさんがいたから代わりにやれると

いうような、あの人がいなかったら、これができないというような状況でないものを作

っておかないと、動かないですよね。

そういう形で、いわば、それは何もマイクの話だけではないですよ。全てに関して言

えるのですけれども、誰が何をするのか。まず、これが決まっていなければならないで

すね。こういう場合には、誰が何をするのか。例えば夜と昼では、全然違うと思う。そ

ういう幾つものパターンをシミュレーションして、なおかつそれに対応できるような、

最初は机上訓練から始まると思うのだけれども、そういう訓練をまず役場の中でしなか

ったら、結局、厚岸町が避難のときに対応できる組織としての能力がないということに

なってしまいますよ。

そういう感覚で、事前の準備というか訓練を含めて、考えようというような検討はし

ているのですか。

●議長（大野議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） まず、初動の防災無線での避難指示につきましては、消

防とも再確認させていただいて、津波警報につきましては、日中ですとか夜にかかわら

ず消防署が速やかに周知するということで確認をさせていただいております。

そのほか、町の対応といたしましては、実際に職員が退避する際の公用車の移動です

とかといったものは、誰がどの車両を運ぶですとかといったことも想定しながら、令和

７年度の避難訓練を計画しておりました。

まだまだ不十分なところはあろうかなとは思いますけれども、そういった取組をしな

がら、避難場所においては、保管している備蓄品類の説明を行うですとか、保管してい

るテントの設営を避難訓練に参加していただいた町民の方々と一緒に設営を実際にして
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みるですとかといったようなものを加えていきながら、そういった対応に努めていきた

いというふうには考えております。

●議長（大野議員） ２番、室﨑議員。

●室﨑議員 半年前のときに、町民からいろいろな話を聞いているのですが、その中で、

今、担当者がおっしゃったようなレベルでないところで、非常に大きな問題だなと思っ

たのは、あのときは、大きな被害はなかったですよね。それで、みんな高台に避難した

けれども、その後、大きな波が追っかけてくるということはなかったという状態なの

で、それぞれの避難所に職員の配置というのができたのだけれども、おまえあそこに行

けと言われた人が、何のためにそこに行くのか、そして何に神経を使って、何をしなけ

ればならないのかが、分かっていない職員が非常に多かったようで、逆にそれが、何と

いうのか、露骨にそこに避難した人たちに見せつけるような格好になったのですよ。

だから、そういう状態をそのままにして、今の答弁をなさっている担当課長は、非常

に問題意識を持って言っているのだけれども、果たして実際に動く駒となる職員に、そ

ういう危機意識、問題意識が伝わっているのだろうかという気がするのですよ。そうす

ると、これは個々人の問題ではなくて、組織の能力が問われているわけです、組織とし

て能力がないのではないのかと。これは普段からの問題ですよね。

半年前にも、私、たしか言ったと思うのですが、こういうことは、15年前にはっきり

していたのですよ。だけれども、15年たったら、また同じなのです。今のような状況

で、抽象的な、何とかの意識に努めますとか、能力を上げましょうとかという話をして

いても、何もなく15年たったとして、15年後に、また何かが来たときに、同じ話になる

のではないかという気がするのですよ。その辺り、組織の長として町長はどう考えてい

るのですか。

●議長（大野議員） 町長。

●町長（三浦町長） お答えいたします。

７月30日のカムチャツカ半島沖の地震から、もう早７か月、８か月たっているという

ことで、私も、この防災に関しては注視しているところでございます。

今、私の今やっている「町長が行く！みんなでスマイルトーク」ということで、今現

在、12自治会を回らせていただいております。その中でも、防災に関することは、回っ

ている全部の自治会で出てきております。

今、いろいろと、訓練をどうしていったらいいか、また、職員の行動をどうしたらい

いかということは、内部で話は進めているのですが、なかなかそこが出ていない。ま

た、それであれば、どういったところからできるかということで、今回このような答弁

になったのですけれども、今始めているのは、この１月からでありますが、会議または

飲み会等で、始まる前には必ず避難場所を確認してから会合を始めるということで、ま

ずはそういうところからスタートをさせていただきました。

ただ、残念ながら、職員のこういうような体制のほうは、まだきちんと決まっていな
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い。これは、先ほど議員からもありましたように、組織の問題ではないか、またはトッ

プが問題ではないのかというようなご指摘は、そのとおりかなと私も思っているところ

でございます。

いつ来るか分からない災害に対する危機感がないのではないかということで、トップ

が問われるのであれば、そこはもう、私もおわびを申し上げるというところでございま

すが、いつ起こるか分からない災害については、やはり早急に職員の訓練から、また意

識改革から、町民の意識の前に職員の意識から変えていかなければならないと、今思っ

ているところでございます。

●議長（大野議員） ２番、室﨑議員。

●室﨑議員 ぜひ、そこのところを具体的に改革していっていただきたい。

例えば、これは私の素人考えですがね、全員でなくても、あるグループで、こういう

ことがあった、さあどうすると。各人が、自分はこれをやる、自分はこの係だからここ

のところをすぐやらなければならない、そういうのをカードにして、みんなで出し合う

とか、いろいろな方法があると思いますので、そういうことを含めて、みんなの問題意

識を共有するというか、そういうのをどうしたらいいか。

そのときに、専門家を入れたらいいと思うのですよ。都市防災だとか地域防災の専門

家というのは、今たくさんいますよ、この時代ですもの。そういう人と一緒になって立

案し、また行動していくということも、素人には見えないものが見えると思いますの

で、そういうことも考えていただきたいのです。

何遍も同じことを言うのだけれども、ぐらっと来たとき、まず、町でできることは何

か。それから、いざというとき、誰が何をするのか、私は何をするのか、これが問いか

けだと思います。よろしくお願いします。

それで、こういう話をしていると思い出すのですが、15年前に、何人かの、もうＯＢ

になっている方たちから言われました。ごぉーという音で、この役場の前に波が入って

きたそうです。そしたら、アナウンスが入ったと。「１階の職員は、直ちに必要なもの

を持って２階に上がってください、避難してください」と。ところが、机の上の何を持

っていっていいか分からなかった。そういうことですね。

普段、何も意識がなかったら、そのとき、考えろと言っても、できるわけがないので

す。それを繰り返さないようにするにはどうしたらいいかということだと思いますの

で、どうかよろしくお願いしたい。

それで、次に、熱中症対策に入ります。

あと何分でしょうか。

●議長（大野議員） あと、26分です。

２番、室﨑議員。

●室﨑議員 熱中症対策に関しては、詳細なご答弁いただいて、問題は全部把握していら

っしゃるなと思ったので、私のほうは安心いたしました。
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それで、熱中症対策というものを考えてみると、まず一つは、これは議会でもいろい

ろ議論になったし、今回の町長や教育長の執行方針の中でも、それの記載はあるのです

が、町の施設の施設内における環境整備、エアコンをつけるとか何とか、そういう部分

だと思う。

これについては、随分力を入れていると思うのですが、それともう一つは、それをあ

えて私は質問の中に入れたつもりなのだけれども、事業者への支援ですよね。この場

合、厚労省が対象として法的義務まで課している、法的義務云々については、今ちょっ

と脇に置いても、それで危険性があるからだと思うのだけれども、その事業者というの

は、私も入るのですよ、子細に読むと。

私の場合には、ご存知のとおり、しがない測量屋なのですが、ポール持ちの人を１

人、助手に使います。そうすると、従業員１人を使っている事業で、事業を行っている

事業者は、対象になるのですよね。そうすると、この町で何かをやっている人は、大体

みんな入ります。身内をアルバイトに使っていても入りますから。

そういう人たちに対して、厚労省はいろいろと難しいことを言ってきているのです

よ。だけれども、私もこれを調べてみて、そうか、俺も対象かと思ったわけですけれど

も、大体そういう１人か２人のアルバイトを使って仕事をしているような方が、おまえ

事業者で、熱中症対策をきちんとやっていなかったら、法的義務違反でもって、場合に

よっては実刑にされるよというようなことを言われたら、ばか言うなと言うと思いま

す。

そういう人たちに難しいパンフがありますけれども、そういうものをやれと言って

も、なかなか無理でしょう。そうすると、いろいろな職業団体や統括する団体が音頭を

取って、そういう人たちが勉強会をするとか、あるいはこのような装備をつけたほうが

いいとかというような話をしていかなければならないと思う。いわば、そのリードとい

うか支援というのは、やはりこれは町の仕事ではないかと思うのですが、その点いかが

でしょう。

それから、今、二つ挙げたのですが、三つ目としては、町民一般に対する啓発です

か。それと、今回、先ほどお話も聞いたのですけれども、そういうエアコン等の設置に

対して、補助を出して支援するというようなことも行っているというので、なるほどと

思ったわけです。

今の、私の２番目の事業者への支援については、どのようなことを考えて、今年はど

のようなことを進められるのか、これについてお答えをいただきたい。

●議長（大野議員） 休憩します。

午後３時58分休憩

午後３時59分再開

●議長（大野議員） 再開します。

保健福祉課長。
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●保健福祉課長（鈴木課長） お答えさせていただきます。

この熱中症というのは、先ほどの話ではないですけれども、町民の中に１人でも犠牲

者が起きないような周知、これが大変重要ではないかというふうに私も考えてございま

す。

それで、個人事業主等の周知はどうするのだという話もありますけれども、今考えて

おりますのは、商工会や漁業協同組合、さらには建設業協会等の関係機関を通じて、で

きれば、そういう集まりがあった場合に、例えばうちの保健師が出向いて一緒に話をさ

せてもらうとか、そういうきめ細かい周知をしていきたいと考えておりますし、そうい

う団体等に加入されていない方には、広報等を通じながら、また、自治会等に入ってい

きながら、周知をしてまいりたいと考えてございます。

●議長（大野議員） ２番、室﨑議員。

●室﨑議員 去年もそれはやっているでしょう。だけれども、末端のほうには全然通じて

いないですよ。そういうことに対して、重大だと思わない人は、紙１枚もらってもきち

んと見ないです、私がそうでした。

だから、商工会でもいいのです、漁協でも農協でもいいのです、そういうところが一

生懸命やっているのだったら、そこのところへ行って話をすればいいのです。だけれど

も、総会か何かのついでのときになどと言っていたら、まず末端の、末端というかな、

構成員一人一人に強い印象を与えることはできないでしょう。それは、もっともっと一

歩も二歩も踏み込んだ形をしないと、これはできないと思いますよ。

それから、熱中症という症状の特徴なのだけれども、私も、実は３年ほど前に、外で

仕事をしていて具合が悪くなってね、後から医療関係の知り合いの人に、えらい怒られ

たのだけれども、多少頭が痛くなって、自覚症状が出ているけれども、何とかなるので

す。そうすると、仕事が残っていますから、もうちょっとと言って、やってしまうわけ

ですね。その後に、めまいがして、吐き気がして、私の場合には非常に強い頭痛に襲わ

れて、半日寝込んでしまって、それで済んだからよかったのだけれども、自分が自覚し

たときには、もう相当重度だというのですね、それが恐ろしいというのです。

そういうような特徴もありますので、意識・知識がないと、何かちょっと調子悪いな

で終わっていって重症化してしまうおそれもあるので、こういうのが出たときは、もう

気をつけなければならないというのは、相当くどく言わないと素人には分からないと思

います。そういう意味で、もう一歩踏み込んだ施策をお願いしたい。いかがですか。

●議長（大野議員） 保健福祉課長。

●保健福祉課長（鈴木課長） お答えさせていただきます。

まずは、町民の方に、熱中症とはどういう初期症状が出て、そして、どういう対策を

しなければいけないという予防周知がすごく大事だと思っております。

まずは、皆さんに知っていただくような周知方法は、何が一番いいのかという部分で
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す。広報なのか、ほかにはどういう方法があるのかというのを、十分他の自治体の取組

を参考にしながら検討していって、なるべく早い５月、６月ぐらいに、そういう周知が

できるようなことを考えていきたいと思います。

●議長（大野議員） ２番、室﨑議員。

●室﨑議員 あと、何分ですか。

●議長（大野議員） 18分です。

室﨑議員。

●室﨑議員 すみません、ちょっと１問目のほうで聞き落としていたことがあったので、

逆戻りになりますけれども勘弁してください。

15年前を考えますと、片田先生などにわざわざ厚岸までおいでいただいて講演会をや

ったり、そのほかにも防災の講演会などをやっていましたよね。それから、いわゆる片

田メソッドとでもいうのですか、小学校の場合なら算数でも国語でもどんな教科にも、

常に地震や津波を意識するような設問をして、常に子どもが皮膚から防災意識というも

のが入ってくるような授業の仕方とでもいうのか、そういうことをやっていましたね。

もう当時の方はいらっしゃらないのかな。それがいつの間にか立ち消えになっている

のでしょう、この頃全然そういう話を聞かないから。これはやはり、うまずたゆまず、

よく言うように、雨垂れが石をうがつようにしていかないと、例えば小学校や中学校

で、何年生の何時間目の社会科の時間にこうやって教えましただけではできませんよ

ね。そういう意味での体制というのはどういうふうに考えていますか。

●議長（大野議員） 指導室長。

●指導室長（藏光室長） 今、議員がおっしゃったように、そこのところが、そういう教

科の授業の中に織り込んであるというような状況というのが、今、少し緩んできている

部分はあるかもしれません。きちんと押さえられたものは、年間で計画してやっている

のはやっているのですが、そこのところをもう一度チェックしながら、教育委員会とし

ても、各学校に、そこのところの周知を図っていく必要があるのかなというふうに思い

ます。

●議長（大野議員） 危機対策室長。

●危機対策室長（四戸岸室長） 小中学生ですとか、翔洋高校もですけれども、学校が行

う避難訓練、あるいは防災の学習において、教育委員会と連携しながら、これまでも危

機対策室の職員が出向いて、防災に関するお話をしたりですとか避難所設営に関するベ

ッドの組立てですとか、そういった体験をしてもらうといったことはこれまでもやって

きておりますけれども、そういった防災教育に関わる中で、我々も普段から防災に対す
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る意識についてを含めた講話ですとかといったものをしながら、質問者がおっしゃられ

るような、普段から防災について意識できるものにつなげていく取組というものをして

いきたいなと考えております。（「答弁漏れ、後半のことしか答えていない」と発言す

る者あり）

申し訳ございません。前半の片田先生といった有識者の講演会ですとかというもの

は、現時点ではそういった防災に関する講演ですとかという計画は持っておりませんけ

れども、そういった避難訓練に併せて講演をいただくですとかといったこともするよう

にしていきたいというふうに考えております。

●議長（大野議員） 以上で、室﨑議員の一般質問を終わります。

次に、12番、金橋議員の一般質問を行います。

12番、金橋議員。

●金橋議員 これから一般質問をしたいと思います。

それでは、質問事項の一つ目、夏まつりについて。

（１）獅子舞、山車の競演について。

厚岸町は、夏まつりへの支援としてどのようなことをしているのか。また、今後の支

援はどのような方法を考えていくのですかです。

二つ目、厚岸町の郷土芸能についてであります。

（１）床潭八木節について。

床潭八木節は、120年以上の歴史があると聞いているが、厚岸町はどのように支援し

ていきますか。

（２）厚岸かぐらについて。

厚岸町は、江戸時代末期起源の厚岸かぐらを、今後どのような場で披露し、支援して

いきますか。

三つ目、床潭沼について。

（１）床潭沼の津波堆積物について。

このことに関連して、アイヌ民族の伝承として残る道東大津波の記録は、どのように

伝えられていますかということです。

以上です。よろしくお願いします。

●議長（大野議員） 町長。

●町長（三浦町長） 12番、金橋議員のご質問にお答えいたします。

１点目の夏まつりの獅子舞、山車の競演について、「厚岸町は、夏まつりへの支援と

してどのようなことをしているのか。また、今後の支援はどのような方法を考えていく

のか」についてでありますが、厚岸夏まつり実行委員会からの「厚岸夏まつり山車の競

演」への協力要請に基づき、職員による交通標識の運搬、設置及び撤去に加え、交通規

制、ごみ拾いを行っているほか、町が事務局を担っている「厚岸港まつり協賛会」から

協賛金を支出するなどの支援をしているところであります。
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また、今後の支援についてでありますが、現在の支援を継続していくとともに、厚

岸夏まつり実行委員会から新たな支援要請があれば、対応を検討してまいります。

私からは、以上であります。

２点目と３点目のご質問については、教育長から答弁があります。

●議長（大野議員） 教育長。

●教育長（滝川教育長） 私からは、２点目の厚岸町の郷土芸能についてと、３点目の床

潭沼についてお答えいたします。

初めに、２点目の厚岸町の郷土芸能について。

（１）アの「床潭八木節は、120年以上の歴史があると聞いているが、厚岸町はどの

ように支援していくのか」についてでありますが、床潭八木節は、床潭地区で伝承され

てきた踊りで、地域の歴史を伝える郷土芸能の一つであると考えております。床潭八木

節を伝承している方々から支援要請があった際には、対応を検討してまいります。

次に、（２）アの「厚岸町は、厚岸かぐらを、今後どのような場で披露し、支援して

いくのか」についてでありますが、厚岸かぐらは、江戸時代末期にニシン漁で栄えた、

当町に渡ってきた南部地方の漁師によって伝えられた神楽に、アイヌの人たちの踊りが

融合してできたものと伝えられております。昭和53年に町の無形文化財に指定し、現在

は、厚岸かぐら同好会が伝承活動を行っております。今年度は、町民文化祭と二十歳の

つどいにおいて披露しております。

厚岸かぐらへの支援といたしましては、活動場所の提供や伝承校である小学校への授

業協力などを行っております。また、文化財として伝承するための活動費の補助も行っ

ております。教育委員会といたしましては、現在、厚岸かぐらを披露している各種行事

のほか、新たな機会の提供に努めるとともに、後世に伝えていくことができるよう、引

き続き支援してまいります。

続いて、３点目の床潭沼について。

（１）アの「アイヌ民族の伝承として残る道東大津波の記録はどのように伝えられて

いるか」についてでありますが、床潭沼につきましては、平成17年度と18年度に独立行

政法人産業技術総合研究所と北海道博物館及び厚岸町教育委員会が合同で津波堆積物に

関するボーリング調査を実施し、沼の底から深さ４メートルまでの土砂を採取いたしま

した。その結果、津波によって海から床潭沼まで運ばれたと考えられる砂の層、４層が

確認されました。分析の結果、これらの砂を運ぶような津波が発生したのは、７世紀か

ら８世紀の間と、13世紀、17世紀、そして1739年から1856年の間に発生したものと考え

られ、現在、この堆積物は、海事記念館において保管しております。

また、アイヌ民族の厚岸に関係する伝説につきましては、大正13年に刊行された「人

類学雑誌」に、厚岸のアイヌ民族が津波によって亡くなったという話が掲載されており

ます。

●議長（大野議員） 12番、金橋議員。
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●金橋議員 それでは、一番最初の質問の夏まつりについて、再質問をさせていただきま

す。

私が調べたところ、厚岸の夏まつりは、創建200年を超える厚岸神社と130年以上の歴

史を持つ真龍神社の例大祭が起源です。1816（文化13）年に獅子舞が行われた記録が日

鑑記に書かれてあります。明治時代に現在の二人獅子、前足と後足が伝わると書いてあ

りました。それで昭和40年代のニシン大漁を契機に、一部地域から町内全体へ広まった

というふうに書かれてあります。

昭和40年代というと、私が小学生から中学生になるぐらいのときです。それから現在

に至り７月上旬に開催、山車の競演と獅子舞が特徴の個性ある祭りになったということ

です。

ここで、歴史的な部分ということで管内を調べてみましたら、釧路根室管内の夏まつ

り、釧路港まつりは、1948（昭和23）年、釧路港の開港50周年を記念して初開催であり

ました。それと、根室市の夏まつりは、1888（明治21）年から祭典が開催のこんぴらさ

んの夏まつりとありました。

このことからも、なぜ厚岸町は歴史があって、この祭りがずっと継続されたかという

ことになります。ですから、これはいろいろなことはあるでしょうけれども、守ってい

かなければならないお祭りだと思います。

この厚岸町の夏まつりについて、私なりに考えたのですが、前例踏襲ではありませ

ん、変化しながら来ています。どちらかというと、カーニバル的な形になってきてはい

ますけれども、それは変化しながら継続されているということなので、柔軟に対応し

て、町民の方がいろいろと今まで頑張ってやってきています。

この山車の競演をここまで盛大に築き上げた団体の方々、それを運営した方々、大変

なご苦労があったと思います。個人的に言うと、そこに座っている桂川議員もまとめ役

として大変な役目を果たしました。私は全く本当に敬意を払います。

まず、こういうことがありますから、町としても、町外からもイベントとして集まっ

てきます。ですから、安全に安心できるお祭りで、事故・けがなどがないように、裏方

としても大変なご苦労はあると思います。ただ、人が集まるということは、町が盛り上

がるということですから、ぜひバックアップ、黒子役ですけれども、よろしくお願いし

たいと思います。

そういうことについて、何かあったらお答え願いたいと思います。

●議長（大野議員） 水産農政課長。

●水産農政課長（石崎課長） お答えいたします。

厚岸夏まつりは、様々な形で変化してきて、昨年度は新しい団体も増えて、さらなる

盛り上がりをしたということでございます。

町長からの答弁にもございましたけれども、厚岸町では、人の支援という形で交通整

理、議員おっしゃいます安全・安心な競演ができるように裏方という形で、車が入って

こないように番兵している状態でございます。それは、今後も実行委員会からの要請に

基づいて継続していきたいというふうに考えております。
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そのほかの部分につきましては、新たな要請がありましたら、都度検討させていただ

きたいと。まずは、しっかりと安全・安心をやっていきたいというふうに考えてござい

ます。

●議長（大野議員） 12番、金橋議員。

●金橋議員 町全体として、いろいろな方々の応援をもらって、いろいろとあります、騒

音がどうこうという人もいます。ただ、それなりのパーセントとして、七、八割の方が

「頑張ってね」というのであれば、30％ぐらいの方には「すみませんね、音がして」と

いう形でいくしかないと思うので、100％ということはあり得ません。ですから、七、

八十％の方が「夏まつりはいいね」というのであれば、文化としてつないでいってほし

いと思います。よろしくお願いします。

これについては、以上です。

２番目の厚岸町の郷土芸能についてということも、今まであったものがそのままなく

なるということが、ちょっとどうなのかなと思ったので質問させていただきました。

一つ目、（１）の床潭八木節についてですけれども、これについて平成12年７月１日

に床潭八木節の保存会が発足されました。私の調べている範囲です。それで、厚岸文化

協会の会長でもあった久保田春男さんの尽力によって、それが続けられてきているとは

聞いています。

「釧路まちなか」という小冊子があるのですけれども、「その昔、昆布とりが終わる

頃に、床潭神社の例大祭が行われた。船の帆やねじり棒、鍵棒を舞台の骨や幕に使い、

海の上を見ると、漁の忙しい合間を縫って、取っ手のついた鍋蓋を花笠代わりに持っ

て」と書かれてあります。それと、床潭八木節には、一つ笠、二つ笠、笠踊り、手拭い

踊りの四つがあったが、現在は二つ笠のみが伝わり、踊られているということが、聞き

取りですが言われています。

このことについて、文化芸術活動において地域で守っていかなければならないと思い

ます。それで、昔のそういう流れと最初を知っている方から聞き取りをして、映像、録

音などを残すということは、教育委員会としてですけれども考えておられますか。

●議長（大野議員） 生涯学習課長。

●生涯学習課長（車塚課長） ただいまのご質問にお答えします。

床潭八木節につきましては、現時点では、指定文化財にもなっていないことから、調

査等は進んでいない現状にございます。ただ、学芸員の活動であったり、博物館活動の

中に床潭八木節の踊り手の方もいらっしゃいますので、そちらの考え方もお聞きしなけ

れば軽々しくここで発言できないのですが、今後、そういう基礎資料というのですか、

床潭八木節の歴史の聞き取りができる部分については、そういう博物館活動の中でも関

わっていけるのかなというふうには考えております。

●議長（大野議員） 12番、金橋議員。
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●金橋議員 そのことについて、よろしくお願いします。

それでは、次に、（２）の厚岸かぐらについて。

今後どのような場で披露、支援していきますかと問いかけたのですが、場面場面が、

披露する場面が、私が知っている限りでは、大体二十歳のつどいで、私も裏方でやって

いるので、そこで目の前で見ているのですが、そのほかにもいろいろと披露する場があ

るのであれば、まず、今、きちんと３名の若い人たちがつないでおりますので、その人

たちに預けっ放しではなくて、サポートするということであれば、あと、小学校でも活

動としては確かにやっていますから、その後、大人になってそういうのをつないでいく

というのは、今やっておかなければ、恐らくつながらないと思いますから、その辺のと

ころを教育委員会のほうでよろしくお願いしたいなと思っています。そのことで細かい

部分は何かありますか。

●議長（大野議員） 生涯学習課長。

●生涯学習課長（車塚課長） ただいまの質問にお答えさせていただきます。

厚岸かぐらの保存は、今、同好会という組織が行っております。今、金橋議員おっし

ゃられたとおり、今後の後継者・育成が急務だとは思っています。

実際、同好会で踊っている大人の方々も、実は、小学生のときから習い覚えて、中

学、高校と切れ目なく活動を通して長い期間やってくださって、今、20代、30代前半に

なって、まだ続けていらっしゃる方がいらっしゃいます。

今ちょうど、かぐら少年団ということで、町内の小学生が踊り手として混じってくだ

さっているのですが、そういう児童生徒の存在も大事にしながら、活動を続けていきた

いと思っておりますので、ご理解いただければと思います。

●議長（大野議員） 12番、金橋議員。

●金橋議員 そのことについて、今後とも継続的によろしくお願いしたいと思います。

それでは、次に３番目の床潭沼について。

私が調べたものと大体同じようなことだったので、それでちょっと話させていただき

ます。床潭沼は、湖面標高６メートル、湖面積0.07平方キロメートル、最大水深3.5メ

ートルの淡水湖。それで、私が調べている分では、床潭沼の固定堆積物調査は2001年と

いうふうになっていたので、そうだと思います。1843（天保14）年に大津波、床潭沼の

コアにおいて、厚岸沖の地震による津波堆積物として特定されたというふうなことで書

かれたものを読んでいます。

それから、ここにお答えいただいたとおりの先史時代、巨大津波。あえて床潭沼につ

いて、堆積物についてと言ったのは、まず、はっきりと津波が起きたということです。

ですから、その場になったら、ただ逃げろという、それしかないです。どうするではな

く、ただ逃げる、何も考えないで逃げるしかないのですよ、津波は来るのだから。

それと、室﨑議員も言われましたけれども、確かに役場の職員も自分が危ないのに行
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くわけですから、それは大変です。ただ、今の若い職員が30歳だったら、15年前は15歳

です、25歳だったら10歳です。ですから、繰り返し、繰り返し、職員の方にもこうだっ

たよとつながなければ、私たちのように津波の経験はしていないですから、長い繰り返

し、繰り返しで、津波のことですからあれですけれども、できるだけ職員の方にも、今

ここに座っている方が何歳だったか分かりませんけれども、実際に経験している職員と

経験していない職員では危機感が違いますから、事あるごとに、例えば私があえて床潭

沼の堆積物がどうこうと言ったのは、こういうことを言って、記録としてあるよだけで

す、質問しているのは。

そのことによって考えてください。そして考えて、そのことの古い文献を読むとした

ら、若い職員の方でも分かります。そして、あとはある程度高年齢の方に聞いてくださ

い。実際に講演会でどうですよというより、そのほうが早道です。ですから、こういう

質問をさせていただきました。

あと、若い職員の皆さん、津波は怖いです。

質問、以上で終わります。

●議長（大野議員） 以上で、金橋議員の一般質問を終わります。

以上で、本定例会に通告がありました４名の一般質問を終わります。

●議長（大野議員） 以上で、本日の日程は全部終了しました。

本日は、これにて散会いたします。

午後４時31分散会
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以上のように会議の次第を記載し、ここに署名する。

令和８年３月11日

厚岸町議会

議 長

署名議員

署名議員



議案第１１号

令和８年度 厚岸町一般会計予算

提案理由説明書
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ただいま、上程いただきました、

議案第１１号 令和８年度 厚岸町 一般会計予算 から

議案第１５号 令和８年度 厚岸町 介護老人保健施設事業 特別会計予算

まで、その内容をご説明させていただきます。

お手元に配布しております「令和８年度 厚岸町 各会計予算書」及び、

同時に配布しております 「令和８年度 一般会計 予算資料」の概要に

よって、ご説明申し上げます。

はじめに、予算書の１ページをお開き願います。

議案第１１号 令和８年度 厚岸町一般会計予算であります。

令和８年度 厚岸町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。

第１条、第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、

１１０億５，７０６万８千円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

２ページから６ページにわたり、第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、２３款４０項、歳出では、１２款３０項にわたり

それぞれ、１１０億５，７０６万８千円で、

令和７年度当初予算に比較し、

０．０５％、５１０万円の増となっております。

はじめに、歳入歳出予算の前年度当初予算対比等の

計数的な説明をさせていただきます。

恐れ入りますが、別冊の「令和８年度一般会計予算資料」の

１ページをご覧ください。

なお、前年度比較増減の主な要因につきましては、

「令和８年度予算に関する説明書」の

各会計事項別明細書において、説明させていただきますので、

本予算資料での説明は省略させていただきます。ご了承願います。
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１款 町税 本年度予算額 １２億４，１３７万４千円

前年度比較 ５，５０６万円

増減率 ４．６％の増

２款 地方譲与税 １億１，２４３万９千円

３９６万９千円

３．４％の減

３款 利子割交付金 ２３１万９千円

１７１万円

２８０．８％の増

４款 配当割交付金 ３９８万４千円

１０８万円

３７．２％の増

５款 株式等譲渡所得割交付金 ６１４万２千円

２８０万７千円

８４．２％の増

６款 法人事業税交付金 １，６７４万３千円

１４５万６千円

９．５％の増

７款 地方消費税交付金 ２億４，８２７万９千円

５，８３８万２千円

３０．７％の増

８款 ゴルフ場利用税交付金 １８０万３千円

４８万４千円

３６．７％の増

９款 環境性能割交付金 １千円

９４１万４千円

１００％の減

１０款 国有提供施設等所在市町村交付金 １，８６１万８千円

１８１万４千円

１０．８％の増

１１款 地方特例交付金 １，９６３万６千円



- 3 -

１，５９８万９千円

４３８．４％の増

１２款 地方交付税 ３９億４，１１５万６千円

９，４６９万１千円

２．５％の増

１３款 交通安全対策特別交付金 ７０万９千円

１４万６千円

２５．９％の増

１４款 分担金及び負担金 ４，５５５万９千円

２９７万６千円

６．１％の減

１５款 使用料及び手数料 ４億８７８万５千円

１，０３０万９千円

２．５％の減

１６款 国庫支出金 １１億５，９７６万７千円

１億８，２９３万９千円

１３．６％の減

１７款 道支出金 ３億９，９８３万６千円

２，５６９万９千円

６．９％の増

１８款 財産収入 ８，０５９万７千円

９２９万８千円

１０．３％の減

１９款 寄附金 １２億円

増減なし

２０款 繰入金 １４億３，２１７万２千円

１億７，２５８万５千円

１３．７％の増

２１款 繰越金 ５００万円
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増減なし

２２款 諸収入 １億３，１８４万９千円

１億１，１２９万８千円

４５．８％の減

２３款 町債 ５億８，０３０万円

９，６６０万円

１４．３％の減

表の右欄に構成比を記載しておりますので、ご参照願います。

続いて、２ページ

歳出、款別の一覧であります。

１款 議会費 本年度予算額 ６，１３２万２千円

前年度比較 １７０万１千円の増

増減率 ２．９％の増

２款 総務費 ５億３６９万４千円

１億１，０５６万９千円

１８．０％の減

３款 民生費 １２億６，１５０万９千円

６，５３１万３千円

５．５％の増

４款 衛生費 ９億６，０４０万５千円

９０２万６千円

０．９％の減

５款 農林水産業費 １０億７，０４６万９千円

８０２万１千円

０．８％の減

６款 商工費 １４億１，０３３万１千円

６，８５０万５千円

４．６％の減
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７款 土木費 １４億４２４万１千円

９，６６５万９千円

７．４％の増

８款 消防費 ５億２，７８２万１千円

２億３，５７０万７千円

３０．９％の減

９款 教育費 ６億５，９２１万９千円

１億８，４３４万７千円

３８．８％の増

１１款 公債費 １１億１，７４６万９千円

６，３８８万１千円

６．１％の増

１２款 給与費 ２０億７，３５８万８千円

２，５２０万７千円

１．２％の増

１３款 予備費 ７００万円

増減なし

表の右欄に構成比を記載しておりますので、ご参照願います。

以上 「各款」の概括的な増減を中心に説明をさせていただきました。、

続きまして、３ページをご覧願います。

歳出、性質別の内容であります。

１ 人件費 本年度予算額 ２１億３，３０８万８千円

前年度比較 １，２０７万６千円

増減率 ０．６％の増

詳細は、本資料６ページをご参照願います。

２ 物件費 １９億５，３３４万２千円

３，７７４万５千円

２．０％の増

詳細は、本資料７ページ、８ページをご参照願います。
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３ 維持補修費 ７，８８２万４千円

１，１８１万９千円

１７．６％の増

４ 扶助費 ６億５，２４８万８千円

５，６６７万６千円

９．５％の増

５ 補助費等 ２１億１，７５０万５千円

３，１９５万４千円

１．５％の減

維持補修費、扶助費、補助費等につきましては、本資料、９ページから１１ペ

ージにその内訳を記載しております。ご参照願います。

６ 普通建設事業費 ２０億８，７５４万８千円

１億２，７３０万４千円

５．７％の減

本資料２０ページから４２ページまで、事業内容及び財源内訳を記載しており

ますのでご参照願います。

７ 公債費 １１億１，７４６万９千円

６，３８８万１千円

６．１％の増

８ 繰出金 ２億９，７５４万７千円

２８８万円

１．０％の減

９ 積立金 ６億１，２２５万７千円

１，４９５万９千円

２．４％の減

１１ 予備費 ７００万円

増減なし

表の右欄に構成比を記載しておりますので、ご参照願います。
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本資料の４ページから５ページは、歳出を性質別と目的別にまとめて一覧表に

したものであります。ご参照願います。

以上で、令和８年度予算、一般会計の概要説明を終わり、

歳入歳出、それぞれ、項目別に説明をさせていただきます。

厚岸町各会計予算書、厚い冊子にお戻りいただき、

一般会計予算に関する説明書２８ページをお開き願います。

事項別に説明させていただきます。

なお、歳入歳出ともに、それぞれ２ページの見開きとなっており、

左側のページで申し上げます。
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１款 町税 １項 町民税 １目 個人

本年度予算額 ４億９，３６４万７千円

前年度比較 ３，７８７万６千円の増

総体的に、令和７年度の状況を勘案して、

現年課税分は、前年度比較で、８．５％、３，８２６万２千円の増と見込み、

滞納繰越分は、前年度比較で、９．５％、３８万６千円の減と見込み、

徴収率は、現状の収納状況を勘案し、

現年課税分は、９８．０％、

滞納繰越分は、２５．０％と見込んでの計上であります。

２目 法人 ７，６７４万５千円 ６０４万９千円の増

令和７年度の申告状況を勘案しての計上であります。

２項 １目 固定資産税

４億８，８３３万２千円 ２４４万５千円の増

現年課税分は、前年度の比較で、

土地 ３３万１千円の増

家屋 ３６９万２千円の増

償却資産 １２７万円の減は、

主に、家屋の新築などによる増であります。

滞納繰越分は、前年度の比較で、３０万８千円の減であります。

また、徴収率は、現状の収納状況を勘案し、

現年課税分は、９８．０％、

滞納繰越分は、１４．０％と見込んでの計上であります。

２目 国有資産等所在市町村交付金

４６０万１千円 １万５千円の増

主に、北海道所有の土地及び家屋の単価の見直し等による交付見込額の増であ

ります。

３項 軽自動車税 １目 環境性能割 ４２万１千円 １７０万３千円の減

環境性能割が廃止となることから、２ヶ月分の収入を見込んでの計上でありま

す。

２目 種別割 ３，０５３万７千円 １０１万９千円の増

現年度分は、課税台数を４，２８１台、前年度と比較して３８台の増を見込ん

での計上であります。
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、 、 ． 。徴収率は 現状の収納状況を勘案し ９８ ０％と見込んでの計上であります

滞納繰越分は、１千円の計上であります。

４項 １目 たばこ税 １億５９２万６千円 ９０６万８千円の増

令和７年度の販売本数を勘案しての見込み計上であります。

次ページ

６項 １目 都市計画税 ４，１１６万５千円 ２９万１千円の増

固定資産税の課税見込みに連動した計上で、

現年課税分は、前年度との比較で、

土地 ２万４千円の増

家屋 ２８万６千円の増

主に、家屋の新築などによる増であります。

滞納繰越分は、１万９千円の減であります。

また、徴収率は、現状の収納状況を勘案し、

現年課税分は、９８．０％、

滞納繰越分は、１２．０％と見込んでの計上であります。

２款 地方譲与税 １項 １目 地方揮発油譲与税

１，８３７万円 ３６７万５千円の減

ガソリン暫定税率の廃止による減で、国の地方財政計画の減額率を勘案した計

上としております。

以下、１１款まで同様の推計による計上であります。

２項 １目 自動車重量譲与税

６，９２４万９千円 ５６万４千円の増

３項 １目 森林環境譲与税

２，４８２万円 ８５万８千円の減

３款 １項 １目 利子割交付金

２３１万９千円 １７１万円の増

４款 １項 １目 配当割交付金

３９８万４千円 １０８万円の増
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５款 １項 １目 株式等譲渡所得割交付金

６１４万２千円 ２８０万７千円の増

６款 １項 １目 法人事業税交付金

１，６７４万３千円 １４５万６千円の増

７款 １項 １目 地方消費税交付金

２億４，８２７万９千円 ５，８３８万２千円の増

次ページ

８款 １項 １目 ゴルフ場利用税交付金

１８０万３千円 ４８万４千円の増

９款 １項 １目 環境性能割交付金 １千円 ９４１万４千円の減

令和８年３月末をもって環境性能割が廃止されることから減額となりますが、

令和８年３月交付分は見込額により交付されることから

令和８年度において実績額に応じた差額分の交付等が見込まれるため、１千円

の計上であります。

１０款 １項 １目 国有提供施設等所在市町村交付金

１，８６１万８千円 １８１万４千円の増

１１款 １項 １目 地方特例交付金

１，９６３万６千円 １，５９８万９千円の増

ガソリンの暫定税率等の廃止に伴う減収分について、

地方特例交付金において、補てん見込額の増であります。

１２款 １項 １目 地方交付税

３９億４，１１５万６千円 ９，４６９万１千円の増

普通交付税については、国における地方財政計画において、

４．２％の増と示され、町の個別の算定基礎数値の増減を勘案して推計した

最低額を約３９億３，４００万円とし

３６億４，１１５万６千円の計上としております。

特別交付税については、前年度と同額の３億円の計上であります。

１３款 １項 １目 交通安全対策特別交付金

７０万９千円 １４万６千円の増
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１４款 分担金及び負担金 ２項 負担金

１目 民生費負担金 １０５万９千円 ２万４千円の増

各事業負担金の計上で、

主に、前年度の実績を踏まえての負担金の計上であります。

２目 農林水産業費負担金 ４，４５０万円 ３００万円の減

道営釧路太田地区草地整備に対する負担金の計上であります。

１５款 使用料及び手数料 次ページ

１項 使用料 １目 総務使用料 ２，０７９万７千円 ６万３千円の増

厚岸情報ネットワーク使用料の増であります。

２目 民生使用料 ４１万８千円 １千円の減

コミュニティセンター土地占用料について、科目の振り替えによる １千円の

減であります。

３目 衛生使用料 １６６万３千円 １１万２千円の増

主に、火葬場使用料の増であります。

４目 農林水産業使用料 ２億５，０５８万円 ８０８万８千円の減

主に、１節 農業使用料の牧場使用料は、預託頭数の減少に伴う ８９３万５

千円の減と使用量の見込みによる農業水道使用料 ８４万１千円の増でありま

す。

５目 商工使用料 ８４万円 ２万４千円の減

、 。主に 利用者見込みの減に伴う愛冠野営場使用料 ２万５千円の減であります

６目 土木使用料 ６，７０７万６千円 １８万７千円の増

主に、３節 住宅使用料の増であります。

７目 教育使用料 １８２万４千円 ７千円の減

主に、宮園公園パークゴルフ場使用料の減であります。

２項 手数料

１目 総務手数料 ４００万５千円 次ページにわたり ４７万１千円の減

主に、３節 戸籍住民登録手数料 ４９万４千円の減であります。

３目 衛生手数料 ３，１１３万２千円 ５１万４千円の減

、 。主に ２節 環境政策手数料 ごみ処理手数料 ５７万１千円の減であります
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４目 農林水産業手数料 ４２６万６千円 １０万２千円の減

主に、１節 農業手数料 預託頭数の減少に伴う預託牛捕獲手数料 ８万２千

円の減であります。

６目 土木手数料 ８万５千円 ２千円の減

主に、５節 住宅手数料 車庫証明等その他手数料 ２千円の減であります。

７目 教育手数料 １千円 増減なし

説明欄記載のとおりであります。

３項 １目 証紙収入 ２，６０９万８千円 １４６万２千円の減

ごみ処理及びし尿処理 証紙収入 の減であります。

１６款 国庫支出金 １項 国庫負担金 １目 民生費国庫負担金

３億２，０７４万５千円 ３，４８３万９千円の増

主に、

１節 社会福祉費負担金の

主に、障害者自立支援給付費負担金 ３，６３２万８千円の増

２節 児童福祉費負担金

幼稚園等に対する負担金の計上で、児童数減に伴う子どものための教育・保育

給付費負担金 １５３万円の減であります。

２目 衛生費国庫負担金 ８万４千円 増減なし

２項 国庫補助金 次ページ

１目 総務費国庫補助金 ６０７万２千円 ７，３５５万８千円の減

１節 総務管理費補助金

昨年、事業を実施した物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 ４，６４７

万５千円、空き家対策総合支援事業補助金（実態調査）３７４万円、番号制度

システム整備補助金 ２７９万１千円の皆減と個人番号カード交付事務費補助

金 １８６万７千円の減であります。

２目 民生費国庫補助金 ３，７６１万円 ２６５万２千円の減

主に、２節 児童福祉費補助金 児童虐待防止対策等総合支援事業費補助金１

５４万円の皆減

特定防衛施設周辺３節 防衛施設周辺整備事業補助金 １４０万円の減は、

整備調整交付金（老人福祉施設）の減であります。

、「 、なお 充当事業の内容につきましては特定防衛施設周辺整備調整交付金」

歳出予算の各事業において説明いたします。
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３目 衛生費国庫補助金 １，２５２万３千円 ７１２万９千円の減

主に、３節 防衛施設周辺整備事業補助金 ７４０万円の減であります。

４目 農林水産業費国庫補助金

９，７６３万３千円 ７，５４３万８千円の減

防衛施設周辺整備事業補助金の減であります。

５目 商工費国庫補助金 １，５２７万５千円 １，６６２万７千円の減

自然環境整備交付金の減であります。

なお、充当事業の内容につきましては、歳出予算の「原生花園あやめヶ原整備

事業」において説明いたします。

６目 土木費国庫補助金

３億９，３９１万５千円 ２，７５８万６千円の増

主に、

２節 道路橋梁費補助金 ８，３５８万１千円の減、

７節 防衛施設周辺整備事業補助金 １億２，０９５万８千円の増で、

それぞれ、各事業に対する補助金の計上であります。

なお 「社会資本整備総合交付金 充当事業の内容につきましては、歳出予、 」の

算の各事業において説明いたします。

７目 消防費国庫補助金 １，７４０万円 １億６，７９０万円の減

防災・安全交付金 ５，５６０万円の減及び防衛施設周辺整備事業補助金 １

億１，２３０万円の皆減であります。

なお、充当事業の内容につきましては、歳出予算の「防災交流センター整備事

業」において説明いたします。

８目 教育費国庫補助金 ３，８０３万６千円 ２，４３６万６千円の増

主に、１節 教育総務費補助金 １，５１８万円の増、２節 小学校費補助金

学校施設環境改善交付金 ７７３万６千円の皆減、

次ページにわたり、

３節 中学校費補助金 学校施設環境改善交付金 ８２４万２千円の増、５節

社会教育費補助金 アイヌ政策推進交付金 ８７０万８千円の増

なお 「学校施設環境改善交付金 「アイヌ政策推進交付金 充当事業、 」及び 」の

の内容につきましては、歳出予算の各事業において説明いたします。

３項 委託金 １目 総務費委託金 ３６万１千円 増減なし
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２目 民生費委託金 ３８１万３千円 ８４万円の減

主に、基礎年金事務委託金の減であります。

４目 土木費委託金 ２億１，６３０万円 ７，４４１万４千円の増

別寒辺牛川水系 治水砂防施設 整備事業委託金の増であります。

１７款 道支出金 １項 道負担金

２目 民生費道負担金 １億９，０２８万９千円 １，８６５万３千円の増

主に、１節 社会福祉費負担金 障害者自立支援給付費負担金 １，８１６万

４千円の増であります。

３目 衛生費道負担金 ４万２千円 増減なし

２項 道補助金 １目 総務費道補助金 ３６２万６千円 ４５万円の減

主に、地域少子化対策重点推進交付金 ４５万円の減であります。

２目 民生費道補助金 次ページにわたり ２，６３４万７千円

４１８万２千円の減

主に、１節 社会福祉費補助金 地域づくり総合交付金（社会福祉施設）

３６０万円の皆減、重度心身障害者医療費補助金 １９７万３千円の減、

２節 児童福祉費補助金 子ども・子育て支援交付金 ８８万２千円の増であ

ります。

３目 衛生費道補助金 ５８７万９千円 ４４万９千円の減

主に、１節 保健衛生費補助金 乳幼児等医療費補助金 ５３万１千円の減で

あります。

４目 農林水産業費道補助金 １億９３万５千円 ２８３万６千円の減

、 、主に １節 農業費補助金 農業次世代人材投資事業補助金 ４２０万円の減

地域づくり総合交付金（農業水道） ４００万円の皆減、

２節 農業費交付金 中山間地域等直接支払交付金 １２９万４千円の減、

３節 林業費補助金 ６６７万８千円の増は、

主に、歳出予算の「奔渡地区小規模治山事業」に充当する北海道小規模治山等

補助事業補助金 ５２３万１千円の皆増であります。

５目 商工費道補助金 ２，８５０万円 １，５２３万１千円の増

地域づくり総合交付金（食文化振興）の９９０万円の増、

地域づくり総合交付金（観光施設）の５２０万円の皆増であります。
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６目 土木費道補助金 ６２万５千円 ５万円の増

住まいのゼロカーボン化推進事業補助金（建築総務）の増であります。

７目 消防費道補助金 ９１０万８千円 ４６万４千円の増

１節 消防費補助金 地域づくり総合交付金(災害対策) １０万円の増、

充当事業の内容につきましては、歳出予算の「津波避難場所備蓄品整備事業」

において説明いたします。

津波避難施設等整備特別対策事業費補助金 １８４万円の減、

津波避難施設等整備特別対策起債償還費補助金 ２２０万４千円の増、

防災交流センター建設に係る町債借入利息に対する補助金の計上であります。

８目 教育費道補助金 １，３５５万６千円

２節 小学校費補助金 給食費負担軽減交付金の新規計上です。

３項 委託金 １目 総務費委託金 次ページにわたり

１，８９８万８千円 １，１１４万７千円の減は、

主に、４節 選挙費委託金 道知事・道議会議員選挙費委託金 ４３７万９千

円の新規計上と参議院議員選挙費委託金 １，０３１万４千円の皆減、

５節 統計調査費委託金 ５５４万４千円の減で、主に、国勢調査に係る委託

金の減によるものであります。

３目 衛生費委託金 ９万１千円 ２万８千円の増

浄化槽届出事務委託金の増であります。

４目 農林水産業費委託金 １３１万４千円 ２万１千円の増

主に、２節 林業費委託金 有害鳥獣捕獲許可等事務委託金 ２万７千円の増

であります。

５目 商工費委託金 ２千円 ２千円の減

事業協同組合事務費委託金の減であります。

６目 土木費委託金 ５３万４千円 ３万８千円の増

主に、３節 住宅費委託金 ５万円の増であります。

７目 教育費委託金 廃目であります。

１８款 財産収入 １項 財産運用収入

１目 財産貸付収入 １，７９３万６千円 ２６万１千円の減

主に、１節 土地建物貸付収入 貸家料(きのこ生産者住宅) ３７万９千円の

増、貸家料(教職員住宅) ５２万９千円の減であります。



- 16 -

２目 利子及び配当金 ３万５千円 増減なし

２項 財産売払収入

１目 不動産売払収入 ６２６万６千円 ６３７万９千円の減

主に、２節 その他不動産等売払収入 立木売払代 ６５３万７千円の減であ

ります。

２目 生産物売払収入 ５，６３６万円

次ページにわたり ２６５万８千円の減

主に、しいたけ菌床売払代 ３５７万６千円の減、カキ種苗売払代 ９０万６

千円の減と餌料藻類売払代 １８２万４千円の増であります。

１９款 １項 寄附金 １目 一般寄附金 １２億円 増減なし

ふるさと納税分として、１２億円の見込み計上であります。

２０款 繰入金 １項 基金繰入金

１目 財政調整基金繰入金 ３億円 １，０００万円の減

２目 減債基金繰入金 ３億５，０００万円 増減なし

３目 地域づくり推進基金繰入金 １億８３６万６千円

８，１０２万２千円の減

４目 まちおこし基金繰入金 １９９万９千円 増減なし

５目 老人福祉基金繰入金 ２００万円 １０万円の減

６目 環境保全基金繰入金 ２，１７０万円 １６０万円の増

８目 ふるさと納税基金繰入金６億３，１４３万円 ２億８，１４３万円の増

９目 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金繰入金 １，０３６万円

１，７６４万円の減

１０目 再編関連訓練移転等交付金事業基金繰入金 ６３１万７千円

１６８万３千円の減

合わせて、基金繰入金は、１４億３，２１７万２千円の計上で、

前年度比、１億７，２５８万５千円の増であります。

なお、積立基金の状況については、予算資料の１３ページを、

ふるさと納税基金の充当事業については、

１４ページから１９ページを参照ください。

２１款 １項 １目 繰越金 ５００万円 増減なし

２２款 諸収入 １項 延滞金加算金及び過料

１目 延滞金 １千円 増減なし

２目 加算金 １千円 増減なし

３目 過料 １千円 増減なし
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２項 預金利子 １目 町預金利子 ９２万４千円 ４１万１千円の増

次ページ

３項 貸付金元利収入

２目 ウタリ住宅改良貸付金 元利収入 １６２万円 ２万円の減

６目 十勝沖地震 災害援護資金 貸付金収入 １万２千円 ３千円の減

４項 受託事業収入

３目 衛生費受託事業収入 １，１０１万１千円 １０５万７千円の減

１節 保健衛生費受託事業収入 高齢者の保健事業と介護予防等の一体的実施

事業受託事業収入 １３４万４千円の減、後期高齢者医療広域連合受託事業収

入(健康推進)２８万７千円の増であります。

６項 雑入

１目 滞納処分費 １千円 増減なし

２目 過年度収入 １千円 増減なし

３目 雑入 １億１，８２７万７千円 １億１，０６２万９千円の減

次ページにわたり、

主に、

デジタル基盤改革支援補助金 １億１，５０２万５千円の減であります。

２３款 １項 町債

１目 総務債 ４７０万円 皆増

４目 農林水産業債 ３億２，０００万円 ６，６６０万円の増

５目 商工債 １，８６０万円 ４，０１０万円の減

６目 土木債

１億４，７１０万円 次ページにわたり ５，５００万円の減

７目 消防債

２，０４０万円 １億１，３８０万円の減

８目 教育債 ６，９５０万円 ４，１００万円の増

５４ページをお開き願います
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それでは、歳出について、ご説明いたします。

各目ごとに、事務事業別に、

その主な計上内容と大きな増減についてはその額を申し上げ、

詳細については、説明欄記載のとおりであり、省略させていただきます。

なお、事務事業の表記順番は、所属順となります。

皆増、皆減となる事務事業につきましては、

予算資料４９ページから５２ページをご参照ください。

これからの説明において、前年度計上で、皆減となる事業費は、

省略させていただきますので、ご了承願います。
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１款 １項 １目 議会費

６，１３２万２千円 １７０万１千円の増

次ページにわたり ４事務事業の計上であります。

議員報酬等 ５，３９０万７千円 １０４万９千円の増

主に、人事院勧告に伴う議員報酬等の増であります。

議会運営 ４７５万４千円 ６７万２千円の増

主に、使用料及び賃借料 研修会時のバス運転委託に係る車借上料

４１万７千円の新規計上であります。

町議会だより発行 ８５万４千円 ５万１千円の減

主に、単色印刷に係る単価減による減であります。

議会事務局 １８０万７千円 次ページにわたり ３万１千円の増

主に、旅費 ２万４千円の増であります。

次ページ

２款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費

６，８８０万２千円 １，３５７万２千円の増

１１事務事業の計上であります。

表彰者審査委員会 ３万２千円 増減なし

行政不服審査会 ２万８千円 増減なし

総務一般 １，０７７万９千円 次ページにわたり ８４万２千円の増、

主に、顧問弁護士報酬、町長・副町長などの旅費、交際費、各団体負担金の計

上であります。

備品購入費 ９万円は、町長室に掲示している歴代町長の肖像画について、前

町長の肖像画を掲示するため購入するものであります。

町表彰・名誉町民 １３７万６千円 １０３万１千円の増

、 、 、 。主に 名誉町民に係る功労一時金 表彰記念品 肖像画購入等の増であります

文書・法制 ９１４万円 ４２万６千円の増

主に、各種文書などの通信運搬費 ３６万円の増であります。



- 20 -

庁舎・町民広場 ３，５０６万２千円 次ページにわたり

３２９万６千円の増

庁舎管理経費の計上で、

主に、新規事業として、

町民ホールに公衆無線ＬＡＮ環境整備する委託料 １５４万９千円、ＬＡＮ配

線敷設手数料 ３２万５千円の計上のほか、町民が来庁しやすい環境及び職場

環境を整えることを目的に役場庁舎ＢＧＭを導入する役場庁舎ＢＧＭ放送設置

手数料 ５万９千円及び役場庁舎ＢＧＭ放送サービス使用料 ７万７千円の計

上、

施設用備品購入は、シュレッダーの購入費 ４１万２千円の計上で、そのほか

公衆無線ＬＡＮ環境整備委託料を除く委託料は、１０１万１千円の増で、主に

労務単価等の上昇による増であります。

役場庁舎設備整備事業 ５３０万２千円 １４４万５千円の増

役場庁舎電気照明等改修工事の計上であります。

役場庁舎空調設備整備事業 ６５４万４千円 新規計上

役場庁舎内の３つの会議室に設置する空調設備に係るリース料の計上でありま

す。

特別職報酬等審議会 ３万８千円 増減なし

管理人等災害補償 ２０万４千円 １万円の減

各町有施設の管理人などに対する業務時の災害補償保険料の計上であります。

危機対策一般 ２９万７千円 次ページにわたり ２千円の減

危機対策事務経費の計上で、主に、負担金 ２千円の減であります。

２目 簡易郵便局費 簡易郵便局 ３８万円 ３万３千円の減

簡易郵便局の運営経費の減であります。

３目 職員厚生費 １，８９１万４千円 ７６１万４千円の減

３事務事業の計上であります。

人事給与管理 ３９６万９千円 ６８６万９千円の減

主に、農業協同組合への職員派遣に伴う負担金 ９９万１千円及び北海道職員

派遣負担金 ５３４万７千円の皆減であります。
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職員福利厚生・健康管理 １，１０５万円 次ページにわたり

５０万６千円の減

主に、委託料 ７８万８千円の減は、主に健康診断及び予防接種委託料の

減で、職員数の減少に伴うものであります。

職員研修 ３８９万５千円 ２３万９千円の減

職員研修にかかる旅費及び負担金ほかの計上で、主に、旅費は２９万２千円の

増、職員研修実施委託料 ５３万円の減であります。

４目 情報化推進費 ２億５，８２７万９千円 ７，１４１万６千円の減

１３事務事業の計上であります。

情報公開審査会 ３万５千円 増減なし

個人情報保護審議会 ３万９千円 増減なし

次ページ

個人情報保護審査会 ３万５千円 増減なし

それぞれ、審査会など開催経費であります。

情報公開・個人情報保護 １万６千円 増減なし

情報公開制度に係る経費の計上であります。

総合行政情報システム運営 １億７２８万８千円 ８９２万５千円の増

総合行政情報システム運営費の計上で、主に、

庁内のプリンタに係るトナー代及びインク代など事務消耗品 ６６万１千円の

増、

通信回線の追加及び価格改定に伴う通信運搬費 ４８万５千円の増、

町民向け行政情報発信アプリ及び公共施設利用予約システムなどを整備する行

政業務委託料 ６２７万７千円の新規計上及び

昨年度に機器更新を行ったＯＣＲシステム及び労務単価の上昇による保守点検

委託料 ５９８万６千円の増であります。

住民基本台帳ネットワーク ８５万２千円 増減なし

住民基本台帳ネットワーク経費の計上であります。

次ページ

総合行政ネットワーク １５１万９千円 １２万７千円の増

同ネットワークの運営経費の計上で、主に、関連機器借上料の増であります。



- 22 -

厚岸情報ネットワーク ４，９１１万８千円 ６０６万８千円の増

同ネットワークの運営経費の計上で、

主に、設備修繕料 １０９万円の増、

住宅等の解体により住宅等に引き込まれている町の光ケーブルを撤去するため

の手数料１４４万４千円の増、

セキュリティー機器更新委託料及び労務単価の上昇に伴う厚岸情報ネットワー

ク保守点検委託料 ３３０万７千円の増であります。

厚岸情報ネットワーク整備事業 ３，０２３万８千円

次ページにわたり １，５８０万２千円の減

厚岸情報ネットワーク整備に要する経費の計上で、主に、

奔渡サブセンターに整備している無停電電源装置の更新委託料 ９６６万９千

円の新規計上及び昨年実施したＩＰ－ＢＯＸ３箇所の空調を更新する費用とし

て ２，９７０万円の皆減、ＩＰ告知端末等新規設置工事費 ３４８万４千円

の増であります。

総合行政情報システム整備事業 ６，４４７万７千円 ３，３９０万６千円の

増

総合行政情報システムに関する各システムの整備に要する経費の計上で、

各システム整備委託料 １，５９５万８千円の減と

複合機及びプリンターなどの新規リースに伴うシステム使用料 ３，７５０万

９千円の増とデータセンター借上料 １，２３５万５千円の増であります。

総合行政システム整備事業（介護保険） １６０万６千円 新規計上

総合行政システム整備事業（国民年金） １２２万７千円 新規計上

総合行政システム整備事業（健康管理） １８２万９千円 新規計上

それぞれ、制度改正等による必要なシステム整備委託料の計上であります。

５目 交通安全防犯費 ５９５万９千円 次ページにわたり

１２万２千円の減 ５事務事業の計上であります。

交通安全指導員 １６１万６千円 ７万７千円の増

指導員の増による謝礼金及び特別旅費の増であります。

次ページ

交通安全 １７７万２千円 ７万１千円の減

主に、昨年度、交通安全指導員の被服購入に伴う交通安全運動推進委員会補助

金が増だったことにより、本年度は、減額であります。
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自転車交通安全推進 ９万円 ６万円の減

自転車事故による被害軽減対策として、ヘルメット購入費に上限２千円と保険

加入費用に上限１千円の助成について、実績を基に５０人から３０人にそれぞ

れ減となるための計上であります。

防犯 ４８万１千円 ６万８千円の減

主に、厚岸地区防犯協会への補助金 ７万円の減であります。

交通安全施設整備事業 ２００万円 増減なし

町道の区画線等の整備費の計上であります。

６目 行政管理費 ２７万１千円 次ページにわたり ８千円の減

２事務事業の計上であります。

町史編さん審議会 ４万２千円 増減なし

町史編さんに係る審議会の経費であります。

町史編さん 次ページにわたり ２２万９千円 ８千円の減

主に、昨年、パソコンソフト使用料として、ウィルス対策ソフトの期限が切れ

たことから購入しましたが、３年間利用ができることから本年度の計上がない

ことによる減であります。

７目 文書広報費 ４７４万１千円 ４１万９千円の減

２事務事業の計上であります。

広報 ４６４万３千円 ４４万４千円の減

広報誌作成に係る関連経費の計上で、

主に、ページ単価減による印刷製本費 ４８万９千円の減と広報関係消耗品

６万１千円の増であります。

広聴 ９万８千円 ２万５千円の増

主に、町長がいく、みんなでスマイルトーク参加者へのお茶購入の食糧費 ３

万６千円の増であります。

８目 財政管理費 １，４９４万９千円 １千円の増

６事務事業の計上であります。

財政管理 ５４４万６千円 １千円の増

主に、財政事務経費と北海道市町村備荒資金組合負担金の計上であります。
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財政調整基金 １０万円 次ページにわたり 増減なし

減債基金 ９３０万１千円 増減なし

地域づくり推進基金 １０万円 増減なし

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金 １千円 増減なし

再編関連訓練移転等交付金事業基金 １千円 増減なし

それぞれ、基金への積立金の計上であります。

９目 会計管理費 ５７９万８千円 ７６万６千円の増

１事務事業の計上であります。

会計管理 ５７９万８千円 ７６万６千円の増

出納業務に係る経費の計上で、主に、支払通知書用圧着紙の印刷製本費 ２８

万７千円の増と口座振込などの収納に伴う手数料 ４４万８千円の増でありま

す。

１０目 企画費 ４，７９３万５千円 ４０５万円の増

８６ページにわたり

２０事務事業の計上であります。

未来創生会議 ４万５千円 ３千円の減

未来創生会議特別旅費の計上であります。

空家等対策協議会 ９万２千円 次ページにわたり ２千円の増

空家等対策協議会の委員報酬及び費用弁償の計上であります。

企画一般 １４３万５千円 １５万１千円の減

企画調整にかかる事務経費、及び各種団体負担金１１件の計上で、

主に、旅費 １４万５千円の減、昨年作成した別保尾幌道路の新規事業化決定

看板の印刷製本費 ２２万９千円の皆減、釧路地方総合開発促進期成会の負担

金１５万６千円の増は、事務局を担う釧路市で期成会事務を業務内容として任

用している会計年度任用職員について、期成会業務の繁忙期に当たる６ヶ月間

の人件費分について、８市町村にて応分負担をすることに伴う増額計上であり

ます。

国土法事務 ２万６千円 増減なし

国土法事務に係る消耗品費の計上であります。
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北海道くしろ地域・東京特別区交流推進 ５５万３千円 ５万４千円の増

関係人口創出拡大に向け、釧路地域と東京都荒川区との連携による交流事業負

担金等の計上であります。

空家等対策 ７４万円 次ページにわたり ７２８万５千円の減

空家等対策に要する事務経費の計上で、

主に、空家等対策に係る消耗品の単価増と軽微な措置を行う際の修繕料の増に

伴う需用費 １９万５千円の増、前年度実施した、町内全域を対象とした空家

等の実態調査委託料７４８万円の皆減であります。

空家等除却促進補助 １，０００万円 増減なし

空家等対策計画に基づく、空家等の除却費用に対し、上限額５０万円、２０件

分の補助金の計上であります。

空家等活用促進補助 １５０万円 増減なし

空家等対策計画に基づく、空家等の改修費用に対し、上限額５０万円、３件分

の補助金の計上であります。

国際・地域交流 １８３万９千円 ２２万７千円の増

友好都市山形県村山市及び姉妹都市オーストラリアクラレンス市との交流関係

経費の計上で、主に、村山市で開催される「ふるさと産業フェア」に参加する

職員の航空賃及び宿泊費の旅費 １８万３千円の増、ふるさと産業フェアでの

販売物等の運送料の役務費 ４万４千円の増であります。

まちおこし補助金 ２００万円 増減なし

まちおこし補助金交付見込１件分の計上であります。

移住・定住 ２２４万４千円 次ページにわたり １２３万１千円の増

移住・定住を促進するための経費の計上で、

主に、イベント参加経費のほか、ライフデザインセミナーの開催経費や、

移住定住情報発信委託料の計上であります。

移住体験住宅 ８０万８千円 ９万８千円の増

厚岸町への移住を検討している方に対し、一定期間町内で生活を体験できる住

宅の貸付経費の計上で、主に、施設管理に伴う清掃手数料及び草刈清掃委託料

の増であります。

移住支援金 ３２０万円 増減なし

移住促進及び中小企業における人手不足解消を目的に、東京圏から厚岸町に移

住して就業または、起業する方に対する、支援金の計上であります。



- 26 -

移住・定住促進 ４１４万円 ７０万円の増

厚岸町に移住・定住しようとする方に対し、経済的負担を軽減するため、引越

、 。費用や家賃費用に対する補助金の計上で 引越支援の見込による増であります

結婚支援 ３４５万円 ９０万円の減

新婚世帯に対し、住居費、引越費用及びリフォーム費用に対する補助金の計上

で、対象見込数の減であります。

体験型婚活イベント １０万２千円 次ページにわたり 新規計上

町民同士の出会いの場を創出するため、スパイスカレー作り婚活イベントを開

催する経費の計上であります。

地域おこし協力隊 ８６８万１千円 ３８９万５千円の増

、 、 、現在 活動している２名の隊員のほか アウトドアガイドに従事する隊員１名

水産業関係３名、農業関係２名、スポーツ係を拠点とした部活動地域移行を推

進する隊員や移住定住事業など役場内での４名を合わせ、新たに１０名の隊員

に係る募集経費の計上であります。

地域おこし協力隊起業等支援 １００万円 増減なし

地域おこし協力隊が町内で起業する場合に要する経費に対して、１人あたり

１００万円を上限とする助成金の計上であります。

奨学金返還支援 １０８万円 新規計上

若者の町内定住促進及び地域の担い手となる人材確保を図るため、就学金の貸

与を受けて就学した者が厚岸町に居住し、かつ就業した者に対し補助金を交付

するもので、月額の限度額を３万円とし、最大５年間補助する新規事業で、年

間３６万円の３人分を見込んでの計上であります。

創業支援 ５００万円 新規計上

町内での創業、地域経済の活性化及び雇用の促進を図ることを目的に、新規創

、 、業や新しい分野への進出 経営拡大する事業者に対し補助金を交付するもので

限度額５００万円の１件を見込んでの計上であります。

１１目 財産管理費 ６８１万６千円 １５１万６千円の減

２事務事業の計上であります。

財産管理一般 ３５万５千円 次ページにわたり ４千円の減

財産管理事務経費の計上であります。
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共通物品調達 ６４６万１千円 １５１万２千円の減

共通物品の調達経費の計上で、主に共通物品購入費の減であります。

１２目 車両管理費 ９８３万６千円

１２５万９千円の増

公用車の運行管理経費の計上で、主に、タイヤ購入費用に係る車両消耗品

１００万１千円の増で、交換が必要な公用車台数の増であります。

２項 徴税費 １目 賦課納税費 ２，９１１万４千円

１９２万５千円の増

４事務事業の計上であります。

町民税課税 １，１８３万８千円 次ページにわたり １８５万９千円の増

町民税の課税関連経費の計上で

主に、賦課計算事務電算処理委託料 １５８万１千円の増のほか、地方税共同

機構に対する負担金 ２４万６千円の増であります。

固定資産評価審査委員会 ４万７千円 増減なし

同委員会の審査会に要する計上であります。

資産税課税 ６３０万８千円 ８８万７千円の増

資産税の課税関連経費の計上で、

主に、固定資産の評価替え前年度に実施する作業の増及び人件費単価の増によ

る固定資産評価基本図更新委託料 １０５万６千円の増であります。

次ページ

町税等収納 １，０９２万１千円 ８２万１千円の減

釧路・根室広域地方税 滞納整理機構負担金、

町税収入払戻金など、町税収納に係る経費の計上で、

主に、町税収入払戻金 １００万円の減、納期の回数減による口座振替等の手

数料 ３１万２千円の減のほか、金融機関等への照会について、紙媒体から電

子化へ変更することによる預貯金等照会サービス使用料 ４９万７千円の新規

計上による増であります。

２目 諸費 廃目であります。

３項 １目 戸籍住民登録費 ２，２３５万円 ５６４万１千円の減

５事務事業の計上であります。



- 28 -

戸籍住民基本台帳 １，０５０万７千円 次ページにわたり １０９万８千円

の増

戸籍と住民基本台帳に関する事務経費の計上で、

主に、システム標準化に伴い令和８年３月から利用開始となった戸籍システム

使用料 ４３４万１千円の増及び管内６町村で共同利用していた戸籍システム

の運用が終了したことによる戸籍情報システム保守点検委託料 １３１万５千

円とデータセンター借上料 １２１万円のそれぞれ皆減のほか、戸籍事務に係

る通信運搬費 ６２万９千円の減であります。

旅券事務 ５万８千円 ６千円の減

旅券事務に係る通信運搬費 ６千円の減であります。

個人番号カード普及促進 １０８万７千円 １７０万５千円の減

個人番号カード普及促進のための経費の計上で、

主に、外国人について、令和８年６月14日から在留カードの様式変更及びマイ

ナンバーカードと在留カードが一体化された特定在留カードの発行が開始され

るため、券面印刷機が対応できるよう設定する券面印刷機更新委託料 １３万

７千円の増、本年度は、マイナンバーカード交付に係る備品購入予定がないた

め、備品購入費 １８９万５千円の皆減であります。

戸籍情報システム整備事業 ８７４万７千円 ５３１万５千円の減

戸籍情報システム整備委託料及び戸籍附票システム整備委託料の減でありま

す。

湖南地区出張所 １９５万１千円 次ページにわたり ２８万７千円の増

同出張所の運営経費の計上で、主に、事務室借上料 １４万４千円の増、

公用車車検に係る修繕料 ６万８千円及び公課費 ３万５千円の増でありま

す。

４項 選挙費 １目 選挙管理委員会費 ３７万４千円 １０万６千円の減

２事務事業の計上であります。

選挙管理委員会 ２６万５千円 増減なし

選挙管理委員会経費の計上であります。

選挙一般 １０万９千円 １０万６千円の減

選管連合会定期総会等に係る経費の計上で、主に、選管連合会定期総会が令和

８年度は書面での開催となることに伴う報酬及び旅費の減であります。

町長選挙費 及び 町議会議員再選挙費 は廃目であります。



- 29 -

５目 道知事・道議会議員選挙費

４３８万４千円 次ページにわたり 新規計上

道知事・道議会議員選挙費の計上であります。

６目 町議会議員選挙費 ７７万５千円 新規計上

町議会議員選挙費の計上であります。

参議院議員選挙費 は廃目であります。

５項 統計調査費

１目 統計調査総務費 ９４万５千円 ７１１万円の減

３事務事業の計上であります。

統計一般 １０万６千円 ９千円の増

学校基本調査 １万４千円 ５千円の増

経済センサス ８２万５千円 次ページにわたり ７６万６千円の増

各種統計調査費の計上のほか、昨年度計上の国勢調査 ７８８万円のそれぞれ

皆減であります。

６項 １目 監査委員費 ３０７万２千円 ３９万１千円の増

２事務事業の計上であります。

監査委員 ２６４万７千円 １８万円の増

監査委員報酬、費用弁償の計上で、主に道外視察研修に係る旅費の増でありま

す。

監査委員事務局 ４２万５千円 ２１万１千円の増

事務局経費の計上で、主に道外視察研修に係る旅費の増であります。

次ページ
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３款 民生費 １項 社会福祉費

１目 社会福祉総務費 １億４，１９６万１千円 １，０８３万５千円の減

９事務事業の計上であります。

国民健康保険特別会計 ７，８９５万２千円 ６２７万７千円の減

特別会計への繰出金であります。

保健福祉総合センター・健康広場 １，３０７万４千円 １１万５千円の増

センター管理経費の計上であります。

民生委員推薦会 ４万４千円 次ページにわたり ４万３千円の減

民生委員推薦会委員の報酬、費用弁償の計上であります。

社会福祉一般 ４，０７０万９千円 ２８１万４千円の減

民生委員児童委員協議会、社会福祉協議会への補助金などの計上で、

主に、昨年度計上した地域福祉計画策定業務委託料 ２９７万円の皆減であり

ます。

戦没者追悼式 ６６万１千円 ５万８千円の増

追悼式に要する経費の計上で、

主に、花代単価増に伴う消耗品費の増であります。

福祉灯油 ４６５万５千円 増減なし

福祉灯油購入助成の計上であります。

災害見舞金 ５万円 増減なし

多機能共生型地域交流センター ２８８万７千円

次ページにわたり ５４万１千円の減

施設の管理運営費の計上で、

主に、昨年度計上した、いこいのサロン室のガラスブロックと玄関周辺のモル

タル部分の劣化に伴う修繕料 ５５万９千円の減であります。

重層的支援体制整備 ９２万９千円 １３３万３千円の減

重層的支援体制整備に係る経費の計上で、主に重層的支援体制整備委託料

１２４万３千円の減であります。

２目 心身障害者福祉費 ４億２，９７１万２千円 ７，５９０万３千円の増

１８事務事業の計上であります。
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障害支援区分等審査会 ４０万５千円 ３８万２千円の減

審査会に要する経費の計上で、

主に、審査会委員報酬 １６万２千円の減及び費用弁償 ３万円の減と医師意

見書作成手数料 ８万３千円の減及び認定基本調査委託料 ９万８千円の減で

あります。

心身障害者福祉一般 １７８万円 次ページにわたり １４４万７千円の増

主に、障がい福祉計画策定支援委託料 １２２万１千円の増と身体障害者福祉

協会厚岸町分会への補助金 １６万６千円の増であります。

障害者更生医療給付 １，５８０万３千円 ６９９万８千円の増

主に、更生医療給付費見込みの増であります。

障害者（児）補装具給付 ２２２万円 １２万１千円の増

補装具給付費見込みの増であります。

障害者（児）介護・訓練等給付

３億８，２６８万８千円 ６，５６６万円の増

主に、各給付費見込による増であります。

育成医療給付 ３１万２千円 増減なし

主に、給付費の計上であります。

身体障害者等通院交通費助成 ２３万５千円 １千円の増

交通費支援の計上であります。

次ページ

身体障害者福祉電話貸与 ２万４千円 ２千円の増

福祉電話貸与に係る経費の計上であります。

障害者（児）ふれあいフェスティバル ３４万円 増減なし

ふれあいフェスティバル実行委員会への補助金の計上であります。

子ども発達支援センター ３６９万５千円 ８千円の増

子ども発達支援センターの事業活動及び運営に対する経費の計上で

専門職派遣委託料 ８千円の増であります。
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， 、地域生活支援 ２ ０７４万７千円 次ページにわたり １８６万６千円の増

相談支援、コミュニケーション支援などの各実施委託料、

（ ） 、地域活動支援センター運営費や障害者 児 日常生活用具給付費などの計上で

主に、登録利用者の増加に伴う日中一時支援事業実施委託料 ９８万１千円の

増のほか、委託業者の増となり利用者の増に伴う外出支援サービス実施委託料

１０２万６千円の増、利用実績から利用回数が減と見込まれる訪問入浴サービ

ス実施委託料 １７万４千円の減であります。

障害児援護旅費助成 ３万円 増減なし

入所する施設からの帰省に要する費用助成の計上であります。

心身障害児等施設通所交通費助成 ５万３千円 ３千円の減

施設の通所に対する交通費助成の計上であります。

生活福祉資金等利子補給 １千円 増減なし

地域訪問支援 ２３万９千円 １３万２千円の増

主に、地域訪問支援に使用する車両の車検に伴う修繕料及び公課費の増であり

ます。

事業者バリアフリー支援 ２５万円 増減なし

事業者に対する助成金の計上であります。

自助具給付 ５２万１千円 増減なし

自助具を必要とする身体に障がいのある人への給付費の計上であります。

障害者診断書料等助成 ３６万９千円 ５万３千円の増

身体障害者手帳等の交付申請及び更新の際に必要となる診断書等の取得費用に

対する助成の計上であります。

次ページ

３目 心身障害者特別対策費 ８６５万５千円 ４６９万５千円の減

２事務事業の計上であります。

重度心身障害者医療 ８４５万円 ４６５万円の減

医療費見込みによる計上であります。

重度心身障害者医療事務 ２０万５千円 ４万５千円の減

主に、請求手数料の減であります。
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４目 老人福祉費 ２億４，７８７万円 ５８６万８千円の増

２３事務事業の計上であります。

介護保険特別会計 １億６，３８０万３千円 ４１万９千円の増

特別会計への繰出金の計上であります。

老人福祉一般 １２５万１千円 １０１万４千円の減

主に、高齢者保健福祉計画策定支援委託料 １０１万８千円の減で、昨年度、

計画策定に伴うアンケート調査を計上していたことによる減額であります。

介護予防・生活支援（高齢者福祉）５２７万２千円 次ページにわたり

１４万１千円の減

緊急通報サービス実施委託など、ひとり暮らし高齢者等への生活支援サービス

費の計上で、主に、利用者及び利用回数の減に伴う生活管理指導員派遣委託料

６万６千円の減と利用人数の減に伴う緊急通報サービス実施委託料 ９万２千

円の減であります。

老人クラブ運営支援 ９８万９千円 ２万６千円の減

主に、老人クラブ、老人クラブ連合会に対する運営費補助金の計上で、老人ク

ラブ会員数の減少に伴う老人クラブ運営費補助金の減であります。

老人保護措置費 ５５６万４千円 ７万３千円の減

新規保護措置対象見込者の基準単価の減による計上であります。

老人日常生活用具給付 ７万７千円 増減なし

日常生活用具給付費の計上であります。

福祉バス運行 ５０６万円 ８万３千円の増

主に、運行委託料の増であります。

福祉交通回数券助成 １，２０３万３千円 ５万１千円の減

主に会場借上料の３万７千円の減であります。

次ページ

高齢者等通院交通費助成 １６８万円 ４８万円の増

医療機関への通院に対する交通費助成の計上で、昨年、年度途中から事業者の

料金改定に伴う増及び１事業者が事業再開したことに伴う利用者の増による増

額計上であります。
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保健・医療・福祉総合サービス調整 １２万８千円 ４万８千円の増

調整委員会開催経費の計上で、委員会の開催見込数の増であります。

老人福祉電話貸与 ６万２千円 ２万９千円の減

電話を保有していない世帯への電話貸与に係る経費の計上で、利用見込数の減

であります。

敬老会 ６７２万１千円 ５万２千円の増

敬老会に対する各自治会への補助金などの計上で、主に、敬老会記念品 ５千

円の増と敬老会補助金 ４万２千円の増であります。

長寿祝金 ５６０万円 ２万円の減

祝金対象者見込による減であります。

高齢者事業団育成 ３３１万円 ２６万３千円の減

高齢者事業団が人材の不足と代表者の高齢などにより、令和７年度より町から

委託しているキャンプ場について、管理委託が不可能との申し出あり、今後の

高齢者の生きがいや働く場所としてと事業団活動の維持を図るため、人件費分

の補助金の減であります。

老人福祉施設 ２８３万８千円 次ページにわたり ３０万３千円の増

特別養護老人ホームなどに係る施設管理費の計上で、

主に、近年の修繕費用の増加傾向から施設修繕料 ５０万円の増と特殊建築物

等定期調査委託料 ２０万円の減であります。

成年後見推進 １３１万９千円 ３万５千円の減

成年後見推進委託料の１万円の増とオンライン研修での対応のため、昨年度計

上した旅費 ４万５千円の皆減であります。

元気いきいき高齢者応援 １１２万円 ５７万２千円の減

主に、記念品対象者見込による減であります。

老人福祉基金 １千円 新規計上

利子等の運用により得られた収入について、基金に積み立てることとして、条

例を昨年３月に改正したことによる計上であります。

老人福祉施設整備事業 ６０４万４千円 新規計上

特別養護老人ホーム等の整備について、基本構想を踏まえ、基本計画の策定に

向けた具体的検討を進めるための経費の計上であります。
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特別養護老人ホーム心和園備品整備事業 ２，０５２万２千円 ６３３万円の

増

施設用備品購入 ２，０４３万２千円 ６３３万円の増で、その内容について

は、寝位式特殊浴槽の更新費用の１，７９８万５千円の計上で、この事業の財

、 、 、源については 特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当するもので そのほか

多床室の遮光カーテンの購入費用の１１９万３千円及びウインドエアコン１１

台の購入費 １２５万４千円の計上であります。

次ページ

在宅老人デイサービスセンター冷暖房設備整備事業 ７６万円 新規計上

生きがい活動支援通所施設のエアコン２９畳用の１台を設置する費用でありま

す。

介護保険利用者負担軽減措置 ２０１万６千円 １２万１千円の増

低所得者の利用者負担額の軽減補助金の計上で、対象者の増加に伴う増であり

ます。

介護人材育成等支援 １７０万円 増減なし

町内居宅介護支援事業所において、不足している介護支援専門員の確保を図る

ための人材確保奨励金４人分と、

町内介護サービス事業所において不足している介護人材の確保を図るため、就

労に必要となる研修の受講費用の補助を行うもので１人最大１０万円、５人分

の計上であります。

５目 後期高齢者医療費 １億７，８０１万２千円 １２１万３千円の増

２事務事業の計上であります。

後期高齢者医療特別会計 ５，４７９万２千円 ２９７万８千円の増

特別会計への繰出金であります。

後期高齢者医療一般 １億２，３２２万円 １７６万５千円の減

北海道後期高齢者医療広域連合への療養給付費負担金の計上であります。

６目 国民年金費 国民年金一般 ８万５千円 次ページにわたり

１万２千円の減

国民年金制度に係る事務経費の計上であります。

７目 自治振興費 ５，００７万円 ４９５万６千円の増

４事務事業の計上であります。
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自治振興一般 １６０万５千円 １３万２千円の減

自治会への補助金などの経費の計上で、主に、食糧費 １１万６千円の減であ

ります。

自治会活動活性化支援 ２９０万円 増減なし

自治会活動に対する助成金の計上であります。

地域公共交通対策 ２，６０１万８千円 ２３１万２千円の増

デマンドバス運行にかかる委託料ほかの計上で、

主に、労務単価等の増加に伴う市町村運営有償運送業務委託料 ２２２万７千

円の増であります。

地方バス路線維持対策 １，９５４万７千円 ２７７万６千円の増

生活交通路線等への運行助成の計上であります。

次ページ

８目 社会福祉施設費 １，８５８万３千円 １１８万２千円の増

４事務事業の計上であります。

コミュニティセンター ９５万７千円 １万４千円の増

コミュニティセンター２カ所の維持管理経費の計上であります。

集会所 ６２８万円 ４８万４千円の増

集会所１３カ所の維持管理経費の計上で、

主に、光熱水費及び燃料費等の需用費 ４４万３千円の増であります。

生活館 ２９万９千円 次ページにわたり ８千円の増

主に、施設の光熱水費の増であります。

防災交流センター １，１０４万７千円 新規計上

施設の維持管理経費の計上であります。

２項 児童福祉費 １目 児童福祉総務費

２，７４８万２千円 ６５４万１千円の減

４事務事業の計上であります。

子ども・子育て会議 １５万９千円 増減なし

委員報酬及び費用弁償の計上であります。
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児童福祉一般 ２，２６１万円 次ページにわたり ６１８万７千円の減

主に、昨年度計上のヤングケアラー実態調査に要する委託料 ２２９万９千円

の減のほか、利用児童減少に伴う施設型給付費負担金 ３８２万２千円の減で

あります。

児童手当支給事務 １万１千円 １万１千円の減

認定結果等に係る郵送料の計上であります。

子育て支援対策 ４７０万２千円 ３４万３千円の減

次世代出産祝金支給、幼稚園等給食費助成、妊婦健康診査通院費助成ほかの計

、 、 、上で 主に 出産見込数の減による次世代育成出産祝金 ２０万円の減のほか

児童数減少に伴う幼稚園等給食費助成 １２万８千円の減であります。

２目 児童措置費 児童手当 １億１，４８１万５千円 ８５万円の減

対象児童数の減に伴う児童手当の減であります

３目 ひとり親福祉費 ３４２万８千円 １６２万８千円の減

２事務事業の計上であります。

ひとり親家庭等医療 ３３２万円 １５８万円の減

医療費見込みによる減であります。

ひとり親家庭等医療事務 １０万８千円 ４万８千円の減

主に、審査支払手数料の減であります。

４目 児童福祉施設費

３，７０６万９千円 ９７万１千円の増

６事務事業の計上であります。

次ページ

保育所一般 １２６万４千円 ７万１千円の減

主に、研修受講に係る旅費の減であります。

あっけし保育所 １，２７７万４千円 次ページわたり ２２万９千円の減

入所児童見込み数４４人分の保育経費の計上で、

主に、児童数減少に伴う賄材料費の減であります。

あっけし保育所（世代間交流） ５万４千円 ７千円の減
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しんりゅう保育所 ２，１７５万４千円 次ページにわたり

５９万３千円の増

入所児童見込み数１０９人分の保育経費の計上で、

主に、施設用消耗品、燃料費及び賄材料費の需用費 ６７万４千円の増であり

ます。

しんりゅう保育所（世代間交流） １２万２千円 １千円の増

子育て支援センター １１０万１千円 ６８万４千円の増

主に、施設用消耗品の増で交流ルーム内のクッションマットが老朽化したこと

による更新費用５９万４千円の増であります。

５目 児童館運営費 ３７６万７千円 ２１万９千円の減

４事務事業の計上であります。

児童館運営委員会 ５万円 増減なし

委員報酬及び費用弁償の計上であります。

児童館一般 ９万１千円 次ページにわたり ２千円の増

燃料費及び食糧費の需用費 ２千円の増であります。

友遊児童館 １７８万９千円 ２６万円の減

施設運営経費の計上で、

主に、昨年計上した老朽化による施設内引き戸の修繕費 ３１万７千円と図書

室壁紙の修繕費 ７万５千円の減のほか、施設用と教材費消耗品 ４万９千円

と燃料費 ３万５千円の増であります。

子夢希児童館 １８３万７千円 次ページにわたり ３万９千円の増

施設運営経費の計上で、

、 、 。主に 職員旅費 ２万５千円の増のほか 燃料費 ２万１千円の増であります

次ページ
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４款 衛生費 １項 保健衛生費

１目 衛生予防費 ３５３万８千円 ３４万５千円の減

４事務事業の計上であります。

公衆浴場 １３２万円 ５７万円の減

公衆浴場経営に対する補助金の計上で、主に、Ａ重油の単価上昇による燃料費

補助の増に係る公衆浴場経営助成 ６万円の増と無圧式ヒーター部品取替点検

清掃整備助成 ２２万円の計上のほか、昨年計上した照明器具ＬＥＤ化の修繕

に伴う公衆浴場設備修繕助成 ８５万円の減であります。

有害動物対策 １５万円 増減なし

有害動物対策に必要な経費の計上であります。

病症媒介動物対策 １３万円 増減なし

エキノコックス症媒介動物捕獲対策に必要な経費の計上であります。

畜犬登録・狂犬病予防 １９３万８千円 ２２万５千円の増

畜犬登録・狂犬病予防に必要な経費の計上で、

主に、町内での野犬捕獲及び保護体制強化を図るため、野犬捕獲用の檻や囲い

罠等の購入費２８万９千円の増であります。

２目 健康推進費 ８，１７０万２千円 ６６２万１千円の減

１６事務事業の計上であります。

健康推進一般 ２，３３５万９千円 次ページにわたり ６万円の減

主に、研修会出席等に係る旅費 ９万円の増のほか、昨年計上の健康講演会の

開催に伴う講師謝礼金及び旅費 １４万５千円の減であります。

母子保健 ５６８万６千円 ５千円の増

妊婦健康診査、乳幼児健康診査や不妊治療費助成など、母子保健推進に必要な

経費の計上であります。

次ページ

妊娠・出産包括支援 ５６２万２千円 ３６万３千円の増

妊産婦に対する支援等の計上で、

主に、子育て世帯訪問支援委託料 ８２万９千円の増と利用者見込み減に伴う

産後ケア事業利用料助成 ４４万３千円の減であります。
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妊婦のための支援給付 ４１１万３千円 新規計上

昨年計上の出産・子育て応援について、国の法律改正により事業名の変更であ

ります。

妊娠期から出産・子育てまで一貫して寄り添う支援に係る経費の計上で、

主に、妊婦のための支援給付金に係る補助金の計上であります。

予防接種 ２，２９６万３千円 次ページにわたり ６９０万２千円の減

主に、各定期予防接種委託料の接種見込みによる計上で、主に、新型コロナウ

イルスワクチン予防接種委託料 接種見込者減による ６８１万７千円の減で

あります。

子どもインフルエンザワクチン予防接種 １４２万円 ２万４千円の増

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種 ３７万６千円 ３３万１千円の減

高齢者帯状疱疹ワクチン予防接種 １６７万６千円 １７万９千円の増

それぞれ、接種見込みによる計上であります。

エキノコックス症対策 ５３万円 １１万円の減

主に、検査対象者減によるエキノコックス症検査委託料 １０万６千円の減で

あります。

がん予防保健 １，０２８万円 次ページにわたり ４２万７千円の増

各種がん検診委託料の受診見込み数の増であります。

特定健康診査等 ３４７万８千円 ３４万８千円の減

主に、受診者見込み数に伴う特定健康診査委託料の減であります。

健康増進 ７８万５千円 １０万４千円の増

主に、健康相談消耗品等購入費の消耗品費 ８万７千円の増であります。

未熟児養育医療給付 １８万１千円 次ページにわたり 増減なし

未熟児療育医療給付費に係る経費の計上であります。

精神障害者医療 ２７万円 増減なし

精神障害者医療費助成に係る経費の計上であります。
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難病対策 ３６万７千円 ２万７千円の増

精神障害者社会復帰支援 ５９万６千円 ２千円の増

それぞれ、利用者見込数の増による交通費助成の増であります。

３目 墓地火葬場費 １，４８５万１千円 ８３２万１千円の減

５事務事業の計上であります。

斎場 ７６３万８千円 次ページにわたり ２万４千円の増

施設の管理運営経費の計上で、

主に、火葬場消耗品、燃料費及び光熱水費の増に伴う需用費 １９万７千円の

増のほか、昨年計上したトイレ改修工事に伴うトイレ借上料 １７万４千円の

減であります。

霊園 ４８万２千円 １万３千円の増

施設の管理運営経費の計上で、主に、労務単価の上昇に伴う管理委託料の増で

あります。

墓地 １３万８千円 ２千円の増

主に、トイレ借上料の増であります。

町外火葬施設使用料助成 ９万円 増減なし

使用見込み件数５件分の計上であります。

斎場設備整備事業 ６５０万３千円 ８３６万円の減

１号炉セラミック張替工事 ２０１万３千円及び１号炉霊台車更新 ４４０万

円の計上で、昨年度計上の２号炉霊台車の更新及びトイレ改修工事費の減であ

りまう。

この事業の財源については、特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当するもの

であります。

４目 水道費 水道事業会計 ７，３５０万６千円

次ページにわたり １，０３９万２千円の増

水道事業会計への負担金及び補助金の計上であります。

５目 病院費 病院事業会計 ３億６，２０８万２千円 ７９１万８千円の減

病院事業会計への負担金の計上であります。

６目 子ども医療費 ２，７１８万６千円 ５８４万７千円の減

２事務事業の計上であります。
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子ども医療 ２，６５０万円 ５６０万円の減

子ども医療事務 ６８万６千円 ２４万７千円の減

１８歳までの医療費の無料化見込みの計上であります。

２項 環境政策費 １目 環境対策費

１，８３８万１千円 ５６８万６千円の減

９事務事業の計上であります。

環境審議会 １９万４千円 増減なし

審議会開催経費の計上であります。

ゼロカーボン推進協議会 ４万９千円 新規計上

温室効果ガス削減目標達成及びカーボンニュートラル・脱炭素社会の実現に向

け、令和７年11月に設置されたゼロカーボン推進協議会の特別旅費及び消耗品

の新規計上であります。

環境対策一般 １７２万７千円 次ページにわたり ３千円の減

消耗品費の減であります。

環境調査監視 ４４４万４千円 １４万３千円の増

労務単価の上昇に伴う水質検査委託料の増であります。

環境マネジメントシステム ７千円 増減なし

省エネルギー普及 １６３万円 １３２万４千円の増

主に、重油や灯油などの液体燃料を完全燃焼させる触媒の購入費 ７７万４千

円の増と町民向け環境意識啓発事業の講師派遣委託料 ５５万円の増でありま

す。

特定外来生物対策 １３万円 １千円の増

特定外来生物の防除経費の計上であります。

住宅用太陽光発電システム設置奨励 １２０万円

次ページにわたり 増減なし

住宅用太陽光発電システムの設置を奨励する補助金の計上であります。

環境保全基金 ９００万円 ７２０万円の減

基金積立金の計上であります。
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２目 水鳥観察館運営費 ３０５万７千円 ９万６千円の減

２事務事業の計上であります。

厚岸水鳥観察館 １６２万４千円 ９万６千円の減

施設運営経費ほかの計上で、主に、昨年度計上した公用車のタイヤなど消耗品

費 １２万８千円の減であります。

次ページ

厚岸湖・別寒辺牛湿原 学術研究奨励 １４３万３千円 増減なし

学術奨励補助金ほか審査委員に対する経費の計上であります。

３目 廃棄物対策費 ８２２万８千円 １１２万７千円の増

３事務事業の計上であります。

廃棄物対策一般 ４１６万４千円 １８５万９千円の増

主に、低濃度ＰＣＢ含有分析調査委託料 １８８万１千円の増であります。

清掃手数料事務 ２９４万４千円 ７１万１千円の減

主に、ごみ処理手数料徴収員の廃止による徴収・賦課調査委託料 ８５万５千

円の減とコンビニ・スマホアプリ収納、口座振替及び窓口収納の各手数料の２

３万７千円の増であります。

生ごみ分別・資源化 １１２万円 次ページにわたり ２万１千円の減

主に、生ごみコンポスト用発酵促進剤など消耗品費の減であります。

４目 ごみ処理費 ２億４，８９７万９千円 ８０５万４千円の増

６事務事業の計上であります。

ごみ収集・ごみ処理場運転 １億８，４２５万円 ６８６万４千円の増

ごみ収集・運搬に係る委託料の計上で、労務単価などの上昇に伴う委託料の増

であります。

海岸漂着物対策 ９０万８千円 ５万５千円の減

海岸漂着ごみや漁業者が操業中に陸揚げした漂流・海底ごみの処理費の計上

で、廃棄物処理委託料の減であります。

釧路広域連合 ４，６８７万７千円 ４２７万円の増

釧路広域連合のごみ処理に係る負担金の増であります。
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釧路市ごみ最終処分場 ２２６万８千円 ３３万５千円の減

釧路市のごみ最終処分場へ搬入を開始するため、その使用に要するごみ処理手

数料及び維持管理費用等の負担金の計上で、令和６年度決算調整に伴うごみ処

理手数料の減であります。

ごみ処理場一般 ２２万６千円 次ページにわたり 増減なし

ごみ処理場の運営に係る事務経費の計上であります。

ごみ処理場管理 １，４４５万円 ２６９万円の減

主に、昨年度計上した車両の修繕料 ２５３万２千円の減であります。

５目 し尿処理費 １億７８９万５千円 ６２３万５千円の増

２事務事業の計上であります。

し尿収集 ６，０３９万円 １７３万８千円の増

し尿の収集に係る委託料の計上で、労務単価などの上昇に伴う委託料の増であ

ります。

汚水処理施設管理 ４，７５０万５千円 次ページにわたり

４４９万７千円の増

し尿処理に係る施設管理経費の計上で、

主に、労務単価等の上昇に伴う施設管理委託料 ３２３万４千円の増と破砕ポ

ンプ修繕、給排気ファン分解整備及び無停電電源装置交換整備等の修繕料 ８

６万１千円の増の計上であります。

６目 下水処理費 生活排水処理施設整備事業

１，１００万円 増減なし

合併処理浄化槽設置に伴う補助金の計上であります。

次ページ
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５款 農林水産業費 １項 農業費

１目 農業委員会費 １，０８０万５千円 １０３万７千円の減

６事務事業の計上であります。

農業委員会 ８７７万１千円 ９６万９千円の減

農業委員会に係る経費の計上で、主に、昨年計上した農業委員の道内視察研修

旅費の減であります。

農業委員会事務局 ８５万５千円 １２万４千円の減

主に、昨年計上した農業委員の道内視察研修随行旅費の減であります。

農業後継者対策 ５０万円 増減なし

支援協議会への補助金の計上であります。

農業者年金事務 ２６万４千円 次ページにわたり ４万円の増

農業者年金協議会への補助金の増であります。

事務適正･農地有効活用支援 ４０万１千円 増減なし

農地法の適正事務及び農地の有効活用支援に係る経費の計上であります。

農地保有合理化事業等業務委託 １万４千円 ６千円の増

農地保有合理化事業等に係る経費の計上であります。

２目 農業振興費 ９，７８７万９千円 １，４３７万１千円の減

８事務事業の計上であります。

農業振興一般 ３６万７千円 ２万５千円の増

主に、牛乳の消費拡大を図ることを目的として、会議などで提供する牛乳の購

入費で、単価増による食糧費の増額計上であります。

農業経営 基盤強化資金 利子補給 ３３万８千円 増減なし

利子補給金の計上であります。

農業次世代人材投資事業給付金給付 ７５万円 ４２０万円の減

新規就農者１件分に対しての補助金の計上であります。

中山間地域等直接支払事業 ６，７２５万円 １７２万４千円の減
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次ページ

中山間地域等直接支払推進事業 ２３万８千円 増減なし

それぞれ、当該事業の交付対象面積の減に伴う交付金及び事務費の計上であり

ます。

多面的機能支払交付金事業 １，３１７万９千円 増減なし

多面的機能支払推進事業 １７万２千円 増減なし

それぞれ、当該事業の交付金及び事務費の計上であります。

新規就農者誘致奨励事業 １，５５８万５千円 ８４２万７千円の減

新規就農者２件に対する奨励金の計上であります。

３目 畜産業費 ７，６４７万４千円 １億８９３万円の減

７事務事業の計上であります。

畜産業一般 ２８万３千円 ９千円の増

自動車損害保険料の増であります

矢臼別演習場 周辺農業用 施設等 整備事業（釧路太田農業協同組合）

７５２万３千円 次ページにわたり ５，１０７万６千円の減

主に、ロールベーラー１台の整備に対する補助金の計上であります。

矢臼別演習場 周辺農業用 施設等 整備事業（浜中町農業協同組合）

１，３２９万円 １５３万８千円の増

主に、トラクター１台、フロントローダー１台、ベールグラブ１台の整備に対

する補助金の計上であります。

町営牧場整備事業 ３，００９万円 ７，３５０万円の減

昨年度からの継続事業であるふん尿処理施設の排水工事費の計上であります。

町営牧場 管理用機械 整備事業 ２，２７２万３千円 １，１５３万４千円の

増

スラリーストア用トラクター１台、オートバイ２台の管理用機械の購入費の計

上であります。

なお、町営牧場整備事業及び町営牧場管理用機械整備事業の財源については、

特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当するものであります。
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町営牧場事務所空調設備整備事業 １５５万３千円 新規計上

町営牧場事務所内に空調設備を整備する経費の計上であります。

町営牧場給水施設整備事業 １０１万２千円 新規計上

別寒辺牛団地に水槽を新設する工事に係る経費の計上であります。

５目 農地費 ３億１，６６２万２千円 ５，８４５万円の増

３事務事業の計上であります。

農地一般 ６６万１千円 次ページにわたり １万１千円の減

道営事業費の減による北海道土地改良事業団体連合会負担金の減であります。

道営釧路太田地区草地整備事業 ４，４５０万４千円 ２９９万６千円の減

草地改良、草地造成改良及び測量設計費にかかる負担金の計上であります。

道営太田・片無去地区水利施設等保全高度化事業 ２億７，１４５万７千円

６，１４５万７千円の増

太田・片無去地区の水源の見直しを含めた再編更新と水源を河川より地下水へ

変更することに伴い、老朽化した配水管の更新整備費負担金等の計上でありま

す。

６目 牧野管理費 １億９，５１２万８千円 ８５万円の増

２事務事業の計上であります。

町営牧場運営委員会 １０万９千円 増減なし

運営委員会経費の計上であります。

町営牧場 １億９，５０１万９千円 次ページにわたり ８５万円の増

町営牧場の管理運営にかかる経費の計上であります。

主に、スラリーストア稼働に伴う電気使用量の増に伴う電気料 １１５万２千

円の増であります。

７目 農業施設費 ６１０万６千円 １１２万７千円の増

３事務事業の計上であります。

尾幌酪農ふれあい広場 ３２６万６千円 次ページにわたり

７３万７千円の増

主に、施設管理経費の計上で、主に屋外トイレ修繕工事 ６３万８千円の増と

灯油等の燃料費 ６万５千円の増であります。
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上尾幌ふれあい体験農園 ５１万円 １２万５千円の減

施設管理経費の計上で、

使用期間の見直しにより、浄化槽保守点検委託料 １２万５千円の減でありま

す。

太田活性化施設 ２３３万円 ５１万５千円の増

施設管理経費の計上で、主に、特殊建築物等定期調査委託料 １９万８千円の

増と指定管理委託料３０万６千円の増であります。

８目 農業水道費 １，８２５万６千円 ７１６万６千円の減

５事務事業の計上であります。

農業水道一般 ５万１千円 １千円の増

主に、農業水道工事の設計審査手数料及び工事検査手数料の徴収誤りによる払

戻金の計上であります。

次ページ

水道料金計算収納 ６０万２千円 １万１千円の減

検針員委託料など農業水道の収納経費の計上であります。

水質検査 ２２８万８千円 ６９万３千円の増

労務単価の上昇に伴う委託料の増であります。

農業水道施設 １，４３０万９千円 次ページにわたり １１７万７千円の増

水道施設の管理経費の計上で、

主に、別寒辺牛浄水場次亜注入設備修繕及び給水ポンプ等施設修繕で６０万６

千円の増のほか、労務単価の上昇に伴う水道施設管理委託料４７万３千円の増

であります。

検満及び新設メーター整備事業 １００万６千円 ２２万６千円の減

検針メーター更新３台、新設メーター設置３台の計上であります。

９目 堆肥センター費

堆肥センター １，２９６万円 ９０万円の減

施設の管理運営経費の計上で、主に水分調整材のチップ購入の原材料費 ７４

万２千円の増のほか、昨年度計上のホイルローダ用タイヤ購入 １４５万２千

円の減とタイヤ組替えなどの手数料 １０万６千円の減であります。

２項 林業費 １目 林業総務費 ３，０４８万４千円 ７７万１千円の増、

６事務事業の計上であります。
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林業一般 ８５万１千円 ６万円の減

主に、北海道治山林道協会釧路支部に対する負担金の減であります。

町有林管理 １２０万２千円 次ページにわたり ２９万２千円の減

主に、事業面積の見込み減による森林保険料 ３３万８千円の減であります。

公的分収林管理 ６千円 増減なし

有害鳥獣駆除奨励 ７６５万円 １１５万８千円の増

主に、ヒグマ駆除員養成と新たな人材育成の助成金で６６万８千円の増と既存

事業の対策奨励金の増額による３９万４千円の増であります。

森林資源利活用 １，４８０万８千円 １１９万５千の増

林地残材等収集・おが粉製造委託料の計上であります。

森林環境譲与税基金 ５９６千７千円 ４７０万円の増

基金積立金の計上であります。

次ページ

２目 林業振興費 ５，０６１万円 １，１８１万２千円の増

６事務事業の計上であります。

森林整備 担い手対策推進 ２０万９千円 ５万３千円の減

林業労働力を確保するための負担金の減であります。

民有林振興対策事業 １，１９３万９千円 ３３８万円の増

造林植栽５７.９６ヘクタールの民有林工事費に対する補助金の計上でありま

す。

町民の森造成事業 ３００万円 増減なし

町民の森造成実行委員会への補助金の計上であります。

道営林道別寒辺牛２号線開設事業 １，５００万円 増減なし

道営事業の林道整備に係る町負担分の計上であります。

私有林整備事業 １，０００万円 ３万８千円の増

造林植栽３７．９０ヘクタールの私有林工事費に対する補助金の計上でありま

す。
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奔渡地区小規模治山事業 １，０４６万２千円 新規計上

令和６年８月31日の大雨により被災した奔渡７丁目地区の山腹の復旧につい

て、北海道に小規模治山等補助事業を要望し補助対象となった復旧工事につい

て、昨年度に続き、事業の残り工区の施行に係る経費の計上であります。

３目 造林事業費

造林事業 ５，１５１万５千円 次ページにわたり １５万２千円の増

町有林の造林植栽、下刈りなどの工事費の計上であります。

４目 林業施設費 １５６万４千円 １３万５千円の増

２事務事業の計上であります。

緑のふるさと公園 ３８万７千円 ７万６千円の増

施設の管理運営経費の計上で、主に刈払機購入に係る備品購入費 ５万５千円

の増であります

木工センター １１７万７千円 ５万９千円の増

施設の管理運営経費の計上で、主に、施設電気料 １万８千円の増とイベント

用資材購入の原材料費 ３万５千円の増であります。

次ページ

５目 特用林産振興費

きのこ菌床センター ４，７９７万２千円

１４１万３千円の減

施設管理運営経費の計上で、主に、施設修繕料 １５１万８千円の減のほか、

菌床製造材料購入費 １０万９千円の増であります。

３項 水産業費 １目 水産業総務費 ８６７万８千円 ５１万５千円の増

４事務事業の計上であります。

水産業一般 ８４７万５千円 次ページにわたり ５１万５千円の増

水産関連団体への負担金、補助金の計上で、

主に、厚岸港まつり協賛会（町民花火大会運営分） ３５０万円は、昨年度と

比較して５０万円の増となりますが、厚岸港まつりが第７０回の記念の年とな

るため、記念プログラムを追加しての実施を予定するものであります。

船員法事務 ３千円 増減なし

海岸管理 １０万円 増減なし
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廃棄漁網利活用 １０万円 増減なし

町内で発生した廃棄漁網を再資源化し、その素材を利用して生産されたランド

セルの購入費に対して、２万円の助成をするもので、令和９年４月に入学する

児童見込み数５名分の計上であります。

２目 水産振興費 ２，０５０万円 １，５３１万６千円の減

８事務事業の計上であります。

水産振興一般 ６４万９千円 １千円の増

主に、水産関連団体への負担金の計上であります。

漁業近代化資金 利子補給 ９０１万５千円 １６３万４千円の増

主に、貸付金の増加に伴う利子補給の増であります。

ヒトデ駆除事業 ４６万７千円 １４万１千円の増

昆布漁場改良事業 ６４６万円 次ページにわたり 増減なし

アサリはさみ漁場回復事業 １８万５千円 増減なし

それぞれ、事業主体である厚岸漁業協同組合への補助金の計上であります。

ツブ貝卵塊放流試験事業 ５万１千円 増減なし

資源の管理及び増養殖試験を目的とした事業で、事業主体である厚岸漁業協同

組合への補助金の計上であります。

環境・生態系保全活動支援事業 １４万７千円 増減なし

活動支援事業の事務経費の計上であります。

水産多面的機能発揮対策支援事業 ３５２万６千円 １千円の増

昆布漁場の岩盤清掃及び肉食性巻貝やヒトデ駆除に対する負担金の計上であり

ます。

３目 漁港管理費 ５，６０３万３千円 ３，０３２万８千円の増

５事務事業の計上であります。

漁港管理一般 ９万３千円 ５千円の減

漁港施設 １，２４０万円 次ページにわたり ７千円の減

漁港施設に係る管理経費の計上であります。
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道営床潭漁港機能増進事業 ４００万円 ７６０万円の減

床潭漁港における水産物供給基盤機能保全事業に対する負担金の計上でありま

す。

道営厚岸漁港湖北地区道有地嵩上事業 ３，１２０万円 ２，９６０万円の増

厚岸漁港高潮対策整備事業から事業名を変更しておりますが、事業内容につい

ては、道有地嵩上げに伴う継続事業で、厚岸漁業協同組合の加工処理施設解体

補償金に係る負担金の計上であります。

道営漁港道路照明整備事業 ８３４万円 新規計上

厚岸漁港及び床潭漁港の照明をＬＥＤ化する事業の計上であります。

５目 養殖事業費 ６，４４８万４千円 ３，４２２万９千円の増

５事務事業の計上であります。

漁場造成環境調査事業 ７７万３千円 １７万９千円の減

沿岸漁業の資源環境調査、湾内・湖内水質検査に係る事業の計上であります。

次ページ

カキ種苗センター ２，１０６万７千円 １０８万７千円の増

カキ種苗センター管理運営にかかる経費の計上で、

主に、重油などの燃料費 ３９万７千円の増、施設電気料などの光熱水費 ４

７万６千円、施設修繕料などの修繕料 ２５万９千円の増であります。

カキ種苗生産 ２７５万２千円 ５６万１千円の減

カキ種苗生産に係る経費の計上であります。

主に、種苗生産に係る消耗品費 ３６万６千円の減、餌料宅配料の通信運搬費

１５万２千円の減 であります。

水産増養殖調査研究 ３１５万円 次ページにわたり 増減なし

カキ種苗生産・調査研究に係る経費の計上であります。

カキ種苗センター整備事業 ３，６７４万２千円 ３，３８８万２千円の増

主に、工事請負費３，３００万円の新規計上は、稼働から２７年経過した重油

ボイラー２台の更新経費であります。

なお、重油ボイラー更新経費の財源については、特定防衛施設周辺整備調整交

付金を充当するものであります。

６目 水産施設費 ４３９万９千円 ２５６万３千円の増

４事務事業の計上であります。



- 53 -

漁村環境改善総合センター ８９万３千円 ８万１千円の増

施設の管理運営費の計上で、主に、特殊建築物等定期調査委託料の増でありま

す。

床潭地区漁村センター ３２万６千円 次ページにわたり ４万１千円の減

施設の管理運営費の計上であります。主に、施設用消耗品 ２万８千円の減と

施設電気料 １万２千円の減であります。

水産種苗生産センター ６６万円 ３千円の増

ウニ種苗生産施設の管理経費の計上であります。

水産種苗生産センター整備事業 ２５２万円 新規計上

釧路管内水産種苗生産センターの取水管交換工事に係る厚岸漁業協同組合負担

分に対する補助金の計上であります。

次ページ
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６款 １項 商工費 １目 商工総務費

２８９万円 ３７万２千円の増

５事務事業の計上であります。

商工施設 ９万９千円 増減なし

松葉憩いの広場及び職業訓練センターの管理経費の計上であります。

消費生活 ５２万７千円 ６万５千円の増

主に、労務単価の上昇に伴う消費生活相談業務委託料の増であります。

消費者行政推進 ２０６万４千円 ２９万５千円の増

啓発用パンフレットの作成や消費生活講演会など消費者行政活動関連経費の計

上で、主に講演会講師派遣委託料 ３５万５千円の増であります。

労働 １９万５千円 次ページにわたり １万２千円の増

労働者の生活の安定と向上を図るための経費の計上であります。

季節労働者対策 ５千円 増減なし

２目 商工振興費 ３，１４８万円 ９万６千円の増

６事務事業の計上であります。

小規模商工業者 設備近代化資金 貸付推薦審査委員会

１１万４千円 １万３千円の増

委員会委員報酬及び費用弁償の計上であります。

中小企業振興会議 ５万７千円 増減なし

中小企業振興会議に係る委員報酬及び費用弁償等の経費の計上であります。

商工振興一般 １，５１０万２千円 ５０万１千円の減

職員の退職に伴う商工会に対する補助金の減であります。

小規模商工業者 設備近代化 資金貸付

１４２万９千円 次ページにわたり ８万５千円の増

貸付状況見込みによる利子補給の増であります。

中小企業融資 ９７７万８千円 ４９万９千円の増

貸付状況見込みによる利子補給の増であります。
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特産品等開発支援 ５００万円 増減なし

地域資源を活用した特産品の開発にかかる補助金５件分の計上であります。

３目 食文化振興費 ８，６６７万円 ２，２３６万７千円の増

４事務事業の計上であります。

味覚ターミナル・道の駅 ４，１９６万６千円 ２５５万６千円の増

味覚ターミナル・コンキリエの管理経費ほかの計上で、

主に、指定管理委託料 ２５８万６千円の増であります。

厚岸味覚ターミナル設備整備事業 ４，３６５万６千円

次ページにわたり １，９８０万８千円の増

２階冷蔵庫冷却機器更新工事 ４３３万１千円、２階レストランエアコン更新

工事 ７４３万６千円、展示販売冷蔵ショーケース更新工事 ２，１３５万１

千円、屋外トイレ入口ドア等更新工事 １，０５３万８千円の４工事の計上で

あります。

食文化振興 ７万４千円 増減なし

食文化振興施策に係る経費の計上であります。

物産交流・宣伝 ９７万４千円 ３千円の増

道央圏における物産展開催及び村山秋の味覚市の開催に伴う経費の計上であり

ます。

４目 観光振興費 １２億２，６１５万３千円 ４０万１千円の増

７事務事業の計上であります。

観光振興一般 １，４８１万１千円 次ページにわたり １６１万５千円の増

観光関連団体等への負担金・補助金の計上で、

主に、人件費の増加及び各種イベント経費の増に伴う厚岸観光協会に対する補

助金 ７５万７千円の増と今年度、厚岸町で開催される全国市町村あやめサミ

ット連絡協議会の開催地負担分の９０万円の新規計上であります。

観光宣伝 ９０８万６千円 １０１万４千円の減

観光宣伝に係る経費の計上で、

主に、昨年度計上した厚岸町総合観光パンフレット及びあやめヶ原パンフレッ

ト増刷に要する印刷製本費 ２０１万円の減、同じく昨年度計上した着ぐるみ

のクリーニング手数料２４万２千円の減及び今年度計上の厚岸町周遊ルートマ

ップ及びご当地キャラクター手提げ袋の増刷に要する印刷製本費 １２３万２

千円の増であります。
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桜保護育成 １３万円 ２０万円の減

桜の保護育成に係る経費の計上で、桜育成管理指導員謝礼金の減であります。

あやめ保護育成 ４万２千円 増減なし

あやめの保護育成に係る経費の計上であります。

厚岸霧多布昆布森国定公園誘客促進 ２０８万４千円

次ページにわたり 増減なし

国定公園化を契機に、観光客の誘客促進を図る経費の計上であります。

ふるさと納税 ６億１，２２４万円 ８２４万１千円の増

ふるさと納税による寄附金収入見込みを勘案しての返礼品及び

ふるさと納税支援サービス委託料や宣伝費などのほか、厚岸観光協会へのふる

さと納税推進業務委託料の計上で、寄附金収入見込み１２億円を勘案しての計

上であります。

ふるさと納税基金 ５億８，７７６万円 ８２４万１千円の減

ふるさと納税による寄附金収入見込み１２億円を勘案しての基金積立金であり

ます。

５目 観光施設費 ５，８７６万４千円 ４，３８５万９千円の減

６事務事業の計上であります。

子野日公園 ４２０万円 次ページにわたり ５２万５千円の増

公園管理経費の計上で、

主に、昨年11月１日に発生した低気圧により園内散策路において、倒木が発生

したことから、その撤去費用に係る手数料 ５３万円の増であります。

愛冠野営場 １００万７千円 ４４万３千円の増

野営場管理経費の計上で、

、 。主に 昨年補正予算で計上した草刈清掃委託料 ３５万５千円の増であります

その他観光施設 ８１２万７千円 ５０万４千円の増

施設の管理運営経費の計上で、

主に、昨年１１月１日に発生した低気圧により原生花園あやめヶ原駐車場入口

の案内看板が破損したため、看板を製作する印刷製本費 ３３万円の新規計上

と各施設の電気料 １１万円の増であります。

次ページ

子野日公園整備事業 ９５万７千円 １，８９０万９千円の減
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主に昨年度計上の園内の電線地下埋設及び地下埋設電源設置工事費 ９８３万

４千円と園内の藤棚拡張に伴う設置工事費 １，００３万２千円の減のほか、

園内送迎用カートの車両購入 ９５万７千円の新規計上であります。

あっけし望洋台整備事業 １，０５２万７千円 新規計上

経年劣化及び塩害の影響により外壁や屋根の損耗が激しい、さわやかトイレの

改修工事の計上であります。

原生花園あやめヶ原整備事業 ３，３９４万６千円 ３，６９４万９千円の減

老朽化している原生花園あやめヶ原の主園路牧柵等更新及び舗装並びに歌碑周

辺整備工事の計上であります。

なお、財源については、自然環境整備交付金を充当するものであります。

６目 諸費 ４３７万４千円 ４，７８８万２千円の減

緊急経済対策資金融資 ４３７万４千円 １４０万７千円の減

新型コロナウイルス感染症経済支援対策で実施した融資資金総額６億円の利子

補給の計上のほか、昨年計上のがんばろう厚岸応援券発行 ４，６４７万５千

円の減であります。

次ページ
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７款 土木費 １項 土木管理費

１目 土木総務費

土木一般 ３７万９千円 ５万６千円の増

事務費及び関係団体負担金の計上で、

主に、北海道道路整備促進協会負担金 ６万３千円の増であります。

２目 土木車両管理費

車両管理 １，６５８万５千円 ２４５万５千円の増

土木車両の維持運行管理に係る経費の計上で、

主に、土木車両用の夏・冬タイヤ等の購入費 ２４万７千円の増、

ダンプトラックほか車両修繕料 １７０万７千円の増、車両関係手数料及び自

動車損害保険料ほか役務費 ２０万８千円の増であります。

３目 土木用地費 ５６万円 ５万３千円の減

２事務事業の計上であります。

土木用地一般 ４５万６千円 ７千円の減

用地測量に伴う事務経費の計上であります。

次ページ

用地測量 １０万４千円 ４万６千円の減

用地測量に伴う経費の計上で、主に、職員旅費の減であります。

４目 地籍調査費 地籍調査一般 ２４３万７千円 １万４千円の減

測量用消耗品等の消耗品費 ６万９千円の減と地籍管理システム保守点検委託

料 ５万５千円の増であります。

２項 道路橋梁費 １目 道路橋梁維持費

２億３，５４０万８千円 ８，８９４万６千円の増

６事務事業の計上であります。

道路橋梁一般 １０１万３千円 増減なし

主に、道路台帳図整備委託料の計上であります。

道路橋梁管理 ２，０４４万８千円 次ページにわたり １８２万７千円の増

町道の維持、管理に係る経費の計上で、

主に、採石購入費用 １６８万円の増であります。

道路照明管理 ３，２１０万８千円 ４１２万７千円の増

道路照明の維持管理経費の計上で、主に道路照明電気料の増であります。
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建設機械等整備事業 ９，７８９万３千円 ４，６０８万７千円の増

除雪ドーザ１台と１０トンダンプトラックの購入費の計上であります。

なお、財源については、特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当するものであ

ります。

橋梁長寿命化整備事業 ７，３７９万６千円 ３，６７９万６千円の増

沖万別橋及び無名橋の実施設計委託料 ４，８７９万６千円の計上と昨年計上

した第二開豊橋の実施設計委託料 ９５０万円との差額３，９２９万６千円の

増及び２７箇所の橋の橋梁点検等の行政業務委託料 ２，５００万円の新規計

、 ， 。上のほか 昨年計上した帆澗貝橋の改修工事費 ２ ７５０万円減であります

港町横通りほか整備事業 １，０１５万円 新規計上

港町横通り及び湾月町１号線の２路線のオーバーレイ及び側溝補修工事に係る

計上であります。

２目 道路新設改良費

３億８，５７８万９千円 ８，５６７万３千円の減

１１事務事業の計上であります。

床潭末広間道路整備事業 ３，１８７万４千円 次ページにわたり

１億８，４９３万３千円の減

擁壁 ６７メートル、地すべり観測調査などの計上であります。

太田２号道路整備事業（令和７国債）

１億１７８万円 ７，９０６万３千円の増

改良舗装 ３００メートルの工事費などの計上であります。

太田２号道路整備事業（令和８国債） ３，１０５万９千円

次ページにわたり、 新規計上

改良舗装 ３９７メートルの工事費などの計上であります。

太田２号道路整備事業（令和８単歳） ８５１万７千円 新規計上

用地確定測量等委託料などの計上であります。

実験所道路法面整備事業 ２，９５０万円 １，０５０万円の減

実験所道路の法面整備の工事費の計上であります。
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太田２号道路 防雪柵 整備事業 ３，４７４万５千円 ２３４千５千円の減

防雪柵 ２８メートルの工事費などの計上であります。

なお、この事業の財源については、特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当す

るものであります。

桜通り地すべり対策整備事業 ９３０万円 次ページにわたり 新規計上

地すべり観測調査委託料の計上であります。

宮園台１号通りほか整備事業 ６，５６６万円 ６，１８６万円の増

宮園第１号通り及び望洋台西通りの改良舗装などの工事費の計上であります。

なお、この事業の財源については、特定防衛施設周辺整備調整交付金を充当す

るものであります。

港町２条通り整備事業 ６，１１４万５千円 新規計上

損耗が激しい港町２条通りの改良舗装に係る工事費の計上であります。

奔渡５丁目道路整備事業 ８３０万円 新規計上

未舗装である奔渡５丁目の道路について、舗装工事及び排水施設の整備に係る

工事費の計上であります。

事業費支弁人件費 ３９０万９千円 ２７万３千円の増

事業費支弁人件費の計上であります。

３目 除雪対策費 除雪対策 １億１，２３５万８千円

次ページにわたり ８４１万１千円の増

４月以降から初冬の降雪に備えた除雪経費の計上で、

主に、労務単価増に伴う除雪委託料 ６８２万８千円の増及び車借上料

１３８万２千円の増であります。

３項 河川費 １目 河川総務費

２億３，６０７万８千円 ８，９８０万３千円の増

５事務事業の計上であります。

河川管理 １６０万７千円 １１２万円の増

主に、経年劣化した門静雨水路の柵及び鋼板の一部修繕に係る修繕料 １１０

万円の計上であります。

奔渡川整備事業 １，４００万７千円 新規計上

奔渡川の浚渫に係る河川工事費の計上であります。
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別寒辺牛川水系 治水砂防施設整備事業（令和７国債）

１億８，３９５万６千円 次ページにわたり １億４，２９３万１千円の増

別寒辺牛川水系 治水砂防施設整備事業（令和８国債）

３，２４４万４千円 新規計上

以上の２事業合計で、

２億１，６４０万円 １億７，５３７万５千円の増で、

主に、別寒辺牛川水系の土砂生産源対策工事費の計上であります。

事業費支弁人件費 ４０６万４千円 次ページにわたり ２６万２千円の増

事業費支弁人件費の計上であります。

４項 都市計画費 １目 都市計画総務費

１２９万７千円 ５千円の増

３事務事業の計上であります。

都市計画審議会 １１万２千円 増減なし

審議会委員報酬及び費用弁償の計上であります。

都市計画一般 ２１万円 ５千円の増

都市計画に係る事務経費の計上であります。

花のあるまちづくり ９７万５千円 増減なし

主に、推進委員会に対する補助金の計上であります。

３目 下水道費 下水道事業会計 ３億９９２万３千円

２，６４９万５千円の減

下水道事業会計への負担金及び補助金の計上であります。

５項 公園費

１目 公園管理費 ４，５１１万８千円 ３，７９２万４千円の増

２事務事業の計上であります。

次ページ

公園施設 ７０８万８千円 １０万６千円の減

各都市計画公園の管理経費の計上で、主に、公園修繕料 ５８万８千円の減の

ほか労務単価の上昇に伴う施設管理委託料及び保守点検委託料 １１万９千円

の増、手押し式芝刈機の備品購入費 ２５万円の増であります。
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梅香町児童公園整備事業 ３，８０３万円 新規計上

先行的な整備を実施する公園として、誰もが一緒に遊べるよう設計されたイン

クルーシブ遊具等の整備事業の計上であります。

６項 住宅費

１目 建築総務費 ２，２１７万４千円 ３１万円の増

４事務事業の計上であります。

建築一般 １２７万４千円 次ページにわたり ２１万円の増

建築に係る事務経費の計上で、

講習会等の参加する旅費 １３万５千円の増と建築積算システム使用料

７万５千円の増であります。

住宅省エネ・バリアフリー改修補助 １６０万円 １０万円の増

環境負荷低減等のための住宅の省エネ・バリアフリー改修を行う町民に対し補

助金を交付する事業で、高効率設備導入についても助成対象とする制度拡充に

伴う増であります。

住宅新築・リフォーム支援 １，８００万円 増減なし

住宅新築助成については、住宅新築助成として上限２００万円の見込件数５件

分と住宅リフォーム助成については、１件当たり上限額５０万円で、見込件数

１６件分の計上であります。

住宅耐震改修補助 １３０万円 増減なし

住宅の耐震改修に対して上限額３０万円を見込件数３件分、耐震基準に満たな

い住宅の解体に対して上限額２０万円を見込件数２件分の補助金の計上であり

ます。

２目 住宅管理費 ３，６１３万５千円 １，９０１万６千円の減

７事務事業の計上であります。

町営住宅入居者 選考委員会 ８万２千円 増減なし

入居者選考委員会の開催経費の計上であります。

町営住宅 ２，３０８万５千円 次ページにわたり ２７２万９千円の増

町営住宅の維持管理経費の計上で

主に各町営住宅地内の施設・作業場に係る電気料 ５４万１千円の増及び特殊

建築物等定期調査委託料 ２０５万７千円の増であります。

職員住宅 ７万４千円 増減なし
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きのこ生産者住宅 １２万９千円 ４千円の増

地域おこし協力隊員住宅 ５万６千円 ２千円の減

それぞれ、各住宅管理経費の計上であります。

町営住宅敷金利子基金 ２万６千円 １万１千円の増

町営住宅有明団地解体事業 １，２６８万３千円 次ページにわたり

１０３万４千円の増

有明団地Ａ８号棟の解体撤去工事費の計上であります。

次ページ
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８款 １項 消防費 １目 常備消防費

４億５，７４６万８千円 ５，４４３万５千円の増

１０事務事業の計上であります。

釧路東部消防組合 ４億２，０７４万２千円 ２，８９３万円の増

負担金の計上で、

主に、給与費の増であります。

次の９事業は、釧路東部消防組合 厚岸消防署分の

投資的経費に対する負担金であります。

厚岸消防団安全装備品 整備事業 １，２４８万５千円

防火衣５０着の購入費の計上であります。

消防庁舎備品整備事業償還金 ４０８万４千円

各種備品整備費に係る北海道市町村備荒資金組合の譲渡事業償還金でありま

す。

救助用資機材整備事業 ３７５万５千円

潜水資機材、空気呼吸器及び自動体外式除細動器の計上であります。

厚岸消防団第４分団庁舎備品整備事業償還金 ２９万３千円

消防本部公用車整備事業償還金 ２７万６千円

それぞれ、各種備品整備費に係る

北海道市町村備荒資金組合の譲渡事業償還金であります。

次ページ

厚岸消防団第２分団庁舎整備事業 ２３０万６千円

第２分団門静部庁舎の津波浸水予想区域外への移転に伴う関係経費の計上であ

ります。

消火栓整備事業 ２３８万３千円

消火栓更新の２箇所と消火栓更新前の試掘調査の２箇所の経費の計上でありま

す。

旧消防職員待機宿舎等解体事業 ５８６万４千円

松葉の旧消防職員待機宿舎と第２分団門静部庁舎の解体事業の計上でありま

す。
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防火水槽解体事業 ５２８万円

宮園の防火水槽の解体事業の計上であります。

２目 災害対策費 ７，０３５千３千円 １億８２２万円の減

１２事務事業の計上であります。

防災会議 ７万６千円 増減なし

国民保護 ６万３千円 増減なし

それぞれ、委員会委員報酬及び費用弁償の計上であります。

災害対策 ４１４万４千円 次ページにわたり ２９万３千円の減

災害対策関連経費の計上で、

、 。主に 昨年計上の河川カメラ設備撤去の手数料 ３０万８千円の減であります

防災行政無線 ４７９万６千円 ３２万５千円の増

防災行政無線の管理経費の計上で、

主に移動系無線機のバッテリー購入費 ４１万８千円の増であります。

災害避難場所 ５３５万７千円 次ページにわたり １３８万円の増

災害避難場所の管理経費の計上で、

主に、ＡＥＤ用のパッド及びバッテリー等購入の災害用消耗品 ６８万８千円

の増、太陽電池灯用バッテリー交換及び発電機修繕などの修繕料 ２２万円の

増、労務単価増に伴う太陽電池灯保守点検委託及び災害避難場所除雪に係る委

託料 ２０万２千円の増、避難所等（４３施設）への扇風機（１３２台）の購

入１９９万９千円の増であります。

津波避難場所整備 １，１０９万２千円 ３３２万８千円の増

主に、備蓄用食糧及び防災備蓄品等消耗品費の増であります。

自主防災組織活動活発化支援 ３３０万円 増減なし

防災資機材の整備等に対する助成金の計上であります。

防災士育成支援 ５９万５千円 新規計上

町民との協働による地域防災力の向上を図るため、町民に対し防災士養成研修

講座受講料や取得試験受講料などの防災士資格の取得に係る費用の一部を助成

するものであります。

防災交流センター整備事業 ２，６１６万９千円 ９，４９０万８千円の減

主に、駐車場整備等の外構工事の計上であります。
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全国瞬時警報システム設備整備事業 １，２６５万円 新規計上

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）受信機と自動起動機の更新の計上であり

ます。

防災情報システム運営 １９４万円 次ページにわたり １千円の増

防災情報など関係システムの維持管理に係る経費の計上であります。

土砂災害相互通報システム １７万１千円 １万２千円の増

地すべり通報装置の通信に係る経費の計上であります。

３目 消防施設費 廃目であります。

次ページ
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９款 教育費 １項 教育総務費

１目 教育委員会費

教育委員会 ２８８万９千円 ４千円の減

委員報酬、費用弁償などの計上であります。

２目 事務局費 ３０６万８千円 ８８万７千円の増

２事務事業の計上であります。

教育委員会事務局 ３０３万１千円 ８８万７千円の増

事務執行に要する経費、関連団体の負担金の計上で、

主に、ホームページ更新委託料 ７９万２千円の増であります。

教育事務評価会議 ３万７千円 次ページにわたり 増減なし

３目 教育振興費 ８，２４４万１千円 ６，３８９万８千円の増

１１事務事業の計上であります。

高等学校教育支援 ４９６万８千円 ５７万６千円の増

若潮寮入寮に係る助成について、対象者の増の見込み伴い若潮寮入寮費助成

９６万９千円の増と通学バス定期券購入助成については、対象者の減の見込み

に伴い通学バス定期券購入助成 ３９万３千円の減であります。

厚岸翔洋高等学校ＩＣＴ学習支援事業 ３８２万円 新規計上

生徒へ貸与する教育情報端末について、令和２年度に整備したパソコン４０台

の更新費用であります。

教育研究所 運営委員会 ８万１千円 増減なし

運営委員会経費の計上であります。

学校運営協議会 ５７万１千円 ３千円の増

運営協議会経費の計上であります。

教育振興一般 ９２万６千円 次ページにわたり ７万５千円の減

関連団体の負担金・補助金ほかの計上で、普通旅費 ４万５千円の減と学級数

の減による釧路特別支援研究会への負担金 ３万円の減とであります。

町立教育研究所 １７６万５千円 １８４万３千円の減

研究調査を行うための補助金などの計上で、

主に、昨年計上し、３年に１回作成する社会科副読本「あっけし」の印刷製本

費 １８４万８千円の減であります。
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就学指導 ２５万９千円 ５千円の減

厚岸町・浜中町合同教育支援委員会に係る負担金の学級割単価見直しに伴う減

額であります。

校務支援システム運営 ２５３万５千円 増減なし

校務支援システム借上料の計上であります。

教育情報端末整備事業 ５，８８６万８千円 次ページにわたり 新規計上

令和２年度に町内の各小中学校に整備した教育情報端末等について、タブレッ

ト５３９台の更新費用であります。

備荒資金組合防災資機材譲渡償還金（校務用コンピュータ） ８３０万７千円

８１３万１千円の増

校務用コンピュータに係る北海道市町村備荒資金組合の譲渡事業償還金であり

ます。

外国青年招致 ３４万１千円 １０万円の減

外国語指導助手にかかる経費の計上で、主に、指導能力等向上の研修会がオン

ライン開催予定のため普通旅費 １２万６千円の減であります。

４目 教員住宅費 教員住宅

２８２万１千円 ４３３万８千円の減

住宅の管理経費の計上で、主に昨年計上の教員住宅解体事業 ４３５万６千円

の減であります。

５目 就学奨励費 奨学審議会 ３万９千円 増減なし

奨学審議会の開催経費であります。

次ページ

６目 スクールバス管理費 ３，８４６万円 １８２万３千円の増

主に、労務単価の上昇に伴う運行委託料 ３１４万６千円の増と学校行事輸送

委託料 １７万９千円の増のほか、部活動の地域移行による事業移管に伴い

臨時輸送委託料 １３２万９千円の減であります。

２項 小学校費 １目 学校運営費

３，６６３万９千円 ２１７万１千円の増

４事務事業の計上であります。

小学校運営一般 ８万９千円 １万６千円の増

小学校の運営全般に係る経費の計上であります。
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厚岸小学校 １，４８７万４千円 次ページにわたり １８５万６千円の増

真龍小学校 １，６３４万３千円 ８万８千円の減

太田小学校 ５３３万３千円 ３８万７千円の増

以上、３小学校の学校運営経費の計上で、主に、燃料費及び電気料の増であり

ます。

２目 学校管理費 ９，４４４万４千円 ３，０９３万４千円の増

６事務事業の計上であります。

次ページ

学校管理 １，４１３万１千円 ３０９万９千円の増

学校管理経費の計上で、主に、各小学校施設修繕料 ２５２万９千円の増、

各小学校小便器尿石除去作業に係る手数料 ４３万９千円の増のであります。

学校情報通信教育 ２，６６６万４千円 ９１万４千円の増

学校コンピュータ関連経費の計上で、

主に、昨年度の校務端末更新により端末台数の増加等に伴い学校情報通信機器

等保守点検委託料 １１４万１千円の増であります。

次ページ

学校備品・教材等整備 ３１６万８千円 １０万円の減

学級数減に伴う図書教材等購入費の減であります。

遠距離児童通学 １９万２千円 ５万８千円の減

補助対象児童数の減であります。

厚岸小学校自動火災報知設備整備事業 ７９３万１千円 新規計上

火災報知設備の更新に係る整備事業の計上であります。

小学校空調設備整備事業 ４，２３５万８千円 新規計上

各小学校の空調設備設置に係る整備事業の計上であります。

３目 教育振興費 ２，０３７万９千円 ３５１万６千円の減

６事務事業の計上であります。

小学校教育振興 ６０万８千円 ６５万８千円の減

主に、入学予定者の減による入学記念品の購入の報償費 １４万２千円の減と

昨年計上した学校司書が使用する端末機の更新の事務用備品購入 ４４万３千

円の減であります。
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小学校修学旅行費助成 ６２万９千円 ３６万３千円の減

修学旅行費の助成金で、対象児童数の減であります。

学校給食費支援 １，２４７万９千円 次ページにわたり ２６１万３千円の

減

学校給食費の無償化にかかる経費の計上で、物価高騰に伴い給食単価を２９５

円から３１０円に見直したほか、対象児童数の及び供給日数の減による減額で

あります。

自然教室推進 １０万２千円 ８千円の増

主に、会場借上料 ９千円の増であります。

要・準要保護 児童就学援助等 ５５４万３千円 ３７万２千円の増

就学援助に係る各費用の見込単価増であります。

特別支援教育 就学奨励 １０１万８千円 ２６万２千円の減

対象児童数の減であります。

３項 中学校費 １目 学校運営費

３，８２８万円 ４５１万２千円の増

４事務事業の計上であります。

中学校運営一般 １１万３千円 ２万円の増

主に、労務単価の上昇に伴うピアノ調律料の増及び２年ごとに行う計量器検査

手数料の増であります。

厚岸中学校 １，７４７万円 次ページにわたり ３４８万５千円の増

真龍中学校 １，１３６万４千円 １１６万４千円の増

太田中学校 ９３３万３千円 １５万７千円の減

以上、３中学校の学校運営経費の計上で、主に、燃料費及び電気料の増減であ

ります。

次ページ

２目 学校管理費 ９，０３６万６千円 ６，５１５万９千円の増

６事務事業の計上であります。

学校管理 １，４１９万５千円 ３８７万６千円の増

中学校の学校管理経費の計上で、主に、各中学校施設修繕料 ３８８万９千円

の増であります。
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学校情報通信教育 ２００万４千円 １７万円の減

学校コンピュータ関連経費の計上であります。

次ページ

学校備品・教材等整備 ２９４万６千円 増減なし

消耗品及び図書教材等購入費であります。

厚岸中学校屋内運動場整備事業 １，３６４万円 新規計上

体育館の照明をＬＥＤ化する整備工事費の計上であります。

なお、財源については、学校施設環境改善交付金を充当するものであります。

真龍中学校トイレ整備事業 ２，０８５万６千円 新規計上

トイレ環境の改善のため、洋式トイレ改修工事費の計上であります。

なお、財源については、学校施設環境改善交付金を充当するものであります。

中学校空調設備整備事業 ３，６７２万５千円 新規計上

各中学校の空調設備設置に係る整備事業の計上であります。

３目 教育振興費 ２，０６５万３千円 ５３６万９千円の減

５事務事業の計上であります。

中学校教育振興 ３６万３千円 ６４７万８千円の減

主に、昨年計上した教科書の採択替えに伴う教師用指導書購入費 ６１６万５

千円の減であります。

中学校修学旅行費助成 ２０３万６千円 ３２万７千円の増

修学旅行費の助成金で、対象生徒数の増であります。

学校給食費支援 １，０２３万９千円 次ページにわたり ２５万円の増

学校給食費の無償化にかかる経費の計上で、物価高騰に伴い給食単価を３５４

円から３７０円へ見直したことよる増であります。

要・準要保護生徒 就学援助等 ６８９万２千円 ２９万８千円の増

就学援助に係る各費用の見込単価増であります。

特別支援教育 就学奨励 １１２万３千円 ２３万４千円の増

対象生徒数の増であります。
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５項 社会教育費 １目 社会教育総務費

１，７２７万７千円 １，０７９万８千円の増

７事務事業の計上であります。

青少年問題協議会 １１万７千円 増減なし

協議会委員報酬と費用弁償の計上であります。

社会教育委員 ４８万８千円 １万２千円の増

主に、北海道社会教育委員連絡協議会負担金の増であります。

青少年育成センター １６万４千円 次ページにわたり ５千円の増

育成センター運営経費の計上であります。

社会教育活動 １０２万８千円 １７万９千円の減

活動経費の計上で、主に、事業補助者謝礼金 ９万６千円の減であります。

芸術文化 ４０４万円 増減なし

芸術文化活動に係る経費の計上であります。

友好都市子ども交流 １４０万円 ９２万円の増

友好都市との相互訪問交流事業で、

本年度は、厚岸町から山形県村山市へ訪問予定のため、交流する事業への補助

金の計上であります。

姉妹都市中学生等国際交流 １，００４万円 新規計上

本年度は、クラレンス市へ訪問予定のため、交流する事業への補助金の計上で

あります。

次ページ

２目 生涯学習推進費 ３３８万１千円 ６万７千円の減

２事務事業の計上であります。

生涯学習活動 １０１万３千円 ４千円の増

生涯学習活動経費の計上であります。

生涯学習施設 ２３６万８千円 ７万１千円の減

施設管理経費の計上で、主に、冬タイヤ購入に伴う消耗品費 ９万４千円の減

であります。
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３目 公民館運営費 ３１０万４千円 ２５万７千円の増

３事務事業の計上であります。

公民館運営審議会 ６万５千円 増減なし

審議会委員報酬と費用弁償の計上であります。

公民館管理 ４９万６千円 次ページわたり 増減なし

施設管理費の計上であります。

公民館活動 ２５４万３千円 ２５万７千円の増

主に、事務室借上料 ２２万７千円の増であります。

４目 文化財保護費 １，４６５万８千円 ５８０万５千円の増

５事務事業の計上であります。

文化財専門委員会 １０万７千円 増減なし

委員会報酬及び費用弁償の計上であります。

文化財保護 ９０万９千円 次ページにわたり １４万４千円の減

文化財の保存や活用に係る経費の計上で、主に、昨年計上の映像等保存形式変

換手数料 １０万９千円の減であります。

アッケシソウ保護育成 ２１０万９千円 １９９万１千円の増

アッケシソウ保護・育成に係る経費の計上で、試験栽培地に係る土壌分析等委

託料 １９９万１千円の増であります。

史跡国泰寺跡整備事業 ５０万９千円 新規計上

史跡にかかる説明板の製作委託料の計上であります。

アイヌ民具保存処理事業 １，１０２万４千円 新規計上

アイヌ民族の伝統的衣服であるアットゥシ１点と太田紋助氏が仙台藩から賜っ

たとされる陣羽織１点について、経年劣化や虫食いによる損傷が激しく保存処

理が必要で、その処理には、特殊な技術が必要なことから専門業者に委託する

費用等の経費と展示に係るケースの購入費の計上であります。

なお、財源については、アイヌ政策推進交付金を充当するものであります。

次ページ

５目 博物館運営費 １，６０１万９千円 ３４１万５千円の増

６事務事業の計上であります。
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海事記念館・郷土館・太田屯田開拓記念館 運営審議会

５万４千円 増減なし

審議会委員報酬及び費用弁償の計上であります。

海事記念館 ８８７万６千円 次ページにわたり ９５万６千円の増

施設管理経費の計上で、主に、

施設電気料 １６万８千円の増、燃料費 １１万４千円の増、労務単価の上昇

に伴う各委託料 ４０万２千円の増、プラネタリウム室音響用アンプ購入のほ

か２点の施設備品購入費 ６万７千円の増であります。

郷土館 ２６万８千円 ７万２千円の増

太田屯田開拓記念館 ３３万３千円 ９千円の減

それぞれ、施設管理運営費の計上であります。

海事記念館整備事業 ４０７万円 ２万２千円の減

２階トイレの洋式化への改修工事費の計上であります。

海事記念館空調設備整備事業 ２４１万８千円 新規計上

プラネタリウム室空調設備設置に係るリース料の計上であります。

６目 情報館運営費 ３，６６０万２千円 １２３万５千円の減

７事務事業の計上であります。

次ページ

情報館協議会 １５万６千円 増減なし

協議会委員報酬及び費用弁償の計上であります。

厚岸情報館 ３，１０６万６千円 次ページにわたり １４０万４千円の増

施設の管理運営経費の計上で、

、 、 、主に 図書管理用消耗品 １６万７千円の増 施設燃料費 １６万２千円の増

保存資料の恒久的な保存のための映像等デジタル化委託料 ２６万８千円の増

のほか施設管理委託料 １０万２千円の増、保守点検委託料 ２１万４千円の

増、資料データ目録借上料などの賃借料 ２８万８千円の増であります。

厚岸情報館分館 ８５万６千円 ４万４千円の増

分館の管理運営経費の計上で、

主に、分館借上料の３万４千円の増であります。
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図書館バス運行 ４３万７千円 ６４万９千円の減

主に、昨年計上の冬タイヤの購入に係る車両消耗品 ２７万７千円の減、車検

整備などによる修繕料 ２７万１千円の減であります。

情報通信技術講習 ４１万６千円 ２０万２千円の減

講習参加者が減っているため、講座回数の減による謝礼金の減であります。

ブックスタート ６万２千円 ６千円の減

対象者数見込３０セットの計上であります。

情報館図書管理システム整備事業 ３６０万９千円

次ページにわたり 増減なし

図書管理システム整備費の計上であります。

６項 保健体育費 １目 保健体育総務費 ４８４万１千円

１９万６千円の減

３事務事業の計上であります。

学校保健一般 ５５万５千円 ９万２千円の減

主に、感染症対策に係る医薬材料費 ３万１千円の減、児童生徒数の減による

日本スポーツ振興センター災害共済掛金 ４万３千円の減であります。

児童生徒健康診断 ２１５万６千円 ９万４千円の減

児童生徒の健康診断に係る経費の計上で、対象児童生徒数の減による健康診断

委託料の減であります。

教職員健康診断 ２１３万円 １万円の減

教職員の健康診断に係る経費の計上で、健康診断委託料の減であります。

２目 社会体育費 ３，６９３万４千円 ５２５万７千円の増

７事務事業の計上であります。

スポーツ推進審議会 １０万７千円 次ページにわたり １千円の増

審議会委員報酬及び費用弁償の計上であります。

部活動地域移行検討協議会 ５６９万１千円 ２４１万５千円の増

部活動の地域移行の推進を図るため、

主に、一部平日活動の部活動についても地域移行するための指導者等謝礼金

１９７万６千円の増と車両運行委託料 ２５万４千円の増であります。
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社会体育一般 １９６万７千円 ２６万２千円の増

スポーツ全般に対する事務経費の計上で、主に、昨年１１月からリースを開始

した公用車の車借上料 ３７万円の増であります。

スポーツ推進委員 ３３万６千円 次ページにわたり ４万６千円の減

推進委員会の経費の計上であります。

スポーツ施設 ２，５８４万１千円 ２８６万円の増

各スポーツ施設の管理運営経費の計上で、

主に、灯油等の施設燃料費 ２５万５千円の増、宮園公園遊具広場ベンチ修繕

４２万７千円、宮園公園パークゴルフ場ベンチ修繕 ２１万４千円、Ｂ＆Ｇ

海洋センター車両保管倉庫シャッター修繕 ２７万５千円、Ｂ＆Ｇ海洋センタ

ー事務所前敷地修繕 ３６万３千円などの修繕料 １２７万９千円の増、労務

単価の上昇に伴う施設管理委託料及び保守点検委託料 １２７万４千円の増で

あります。

スポーツ振興 ２９４万８千円 次ページにわたり ２３万５千円の減

スポーツ関係団体の支援やスポーツ大会に係る経費の計上であります。

学校開放 ４万４千円 増減なし

３目 温水プール運営費

温水プール ２，１５０万９千円 次ページにわたり ２５１万２千円の増

施設の管理運営経費の計上で、主に、

施設電気料 １７５万６千円の増、ボイラー燃料用のチップ製造及び運搬に係

る委託料 ８１万４千円の増であります。

４目 学校給食費 ７，４４１万５千円 １６４万４千円の増

５事務事業の計上であります。

学校給食センター運営委員会 ６万５千円 増減なし

運営委員会委員報酬及び費用弁償の計上であります。

学校給食センター ３，４１３万９千円 次ページにわたり

１６０万４千円の増

施設の管理運営経費の計上で、

主に施設用消耗品等の消耗品費 ２４万１千円の増、

施設電気料 ８９万円の増及び紫外線殺菌庫の購入に係る備品購入費 ４６万

円の増であります。
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学校給食 ３，６９４万９千円 １８６万９千円の減

給食材料費の計上であります。

学校給食センター調理機器整備事業 ２７６万７千円 新規計上

大量の数種類の野菜を短時間で均一に細断するフードスライサーが、経年劣化

で損耗し更新が必要となったことから備品購入費の計上であります。

学校給食センター冷暖房設備整備事業 ４９万５千円 新規計上

センター内は塵や埃、害虫などが入らない込まないよう窓を閉め切りにしてお

り、夏季は事務室内が高温多湿となることから職場環境の改善のため、未設置

であった事務室への冷暖房設備の１台の整備事業の計上であります。

次ページ
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１１款 １項 公債費 １目 元金 長期債元金

９億９，７９５万円 ２，８５７万７千円の増

２目 利子

長期債利子及び一時借入金利子 １億１，９５１万９千円

３，５３０万４千円の増

それぞれ、長期債償還に伴う元金及び利子の計上であります。

次ページ

１２款 １項 １目 給与費

２０億７，３５８万８千円 ２，５２０万７千円の増

２事務事業の計上であります。

特別職・一般職員等人件費

１４億９，１６６万３千円 ２，４００万３円の減

特別職、一般職員、再任用職員の人件費の計上であります。

会計年度任用職員人件費 ５億８，１９２万５千円

４，９２１万円の増 次ページにわたり

会計年度任用職員の人件費の計上であります。

なお、３２２ページから３２５ページまで 「給与費明細書」を添付しており、

ますので、ご参照願い、

内容説明は省略させていただきます。

３２０ページをお開き願います。

１３款 １項 １目 予備費 ７００万円 増減なし

３２６ページには 「継続費に関する調書」を添付しておりますので、、

ご参照願い、内容説明は省略させていただきます。

１ページへお戻り願います。

第２条 債務負担行為

地方自治法第２１４条の規定により債務を負担することができる事項、

期間及び限度額は 「第２表 債務負担行為」による。、

７ページをお開きください。
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第２表 債務負担行為

事項欄記載の１１件について、記載の期間に、各限度額をもって

債務を負担するものでございます。

３２７ページから３２９ページまで

「 」 。債務負担行為に関する調書 を掲載しておりますので併せてご参照願います

ふたたび、１ページへお戻り願います。

第３条 地方債

地方自治法第２３０条第１項の規定により、起こすことができる地方債の

、 、 、 、「 」起債の目的 限度額 起債の方法 利率及び償還の方法は 第３表 地方債

による。

９ページをお開きください。

第３表 地方債

起債の目的欄記載の９事業について、記載のとおり、

各発行限度額、起債の方法、利率、償還の方法によって

地方債を起こすことができる、ものとしております。

なお、３３０ページに「地方債に関する調書」を

掲載しておりますので併せてご参照願います。

ふたたび、１ページへお戻り願います。

第４条 一時借入金

地方自治法第２３５条の３第２項の規定による

一時借入金の借入れの最高額は、３０億円と定める。

以上で、議案第１１号の説明を終わります。

続きまして、１０ページをお開き願います。

（国民健康保険特別会計へ）



議案第１２号

令和８年度 厚岸町国民健康保険特別会計予算

提案理由説明書
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（続きまして、予算書の１０ページをお開き願います ）。

議案第１２号 令和８年度 厚岸町国民健康保険 特別会計予算であります。

令和８年度 厚岸町の国民健康保険 特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

第１条 第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、

１２億２，７７６万３千円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

１１ページ

第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、５款、６項、

次ページ

歳出では、７款、１５項にわたり

それぞれ、１２億２，７７６万３千円で、

令和７年度当初予算と比較し、

１．９パーセント、２，３１７万６千円の減となっております。

事項別により、説明させていただきます。

３３３ページをお開き願います。

歳入であります。

１款 １項 １目 国民健康保険税

３億２，６２６万３千円 １８７万円の減

国民健康保険税率の改正を受け、説明欄記載のとおり、

収納見込みを勘案しての計上であります。

４款 道支出金 １項 道補助金 １目 保険給付費等交付金

８億２，１５４万４千円 １，１９６万６千円の減

保険給付等に対する交付金の計上であります。
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次ページ

５款 財産収入

１項 財産運用収入 １目 利子及び配当金

１千円 増減なし

基金利子の計上であります。

６款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金

７，８９５万２千円 ６２７万７千円の減

財源調整に伴う繰入金の計上であります。

８款 諸収入 １項 延滞金 加算金及び過料

１目 延滞金 １千円 増減なし

３目 加算金 １千円 増減なし

５目 過料 １千円 増減なし

３項 雑入

１目 第三者納付金 ５０万円 増減なし

３目 返納金 ５０万円 増減なし

５目 雑入 廃目であります。

以上で歳入の説明を終わります。

３３７ページをお開き願います。

歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費

７０９万２千円 ２３４万２千円の減

２事務事業の計上であります。

国民健康保険一般 ５７６万３千円 １２７万４千円の増

一般事務経費の計上で、

主に、国民健康保険等管理システム使用料の増で、国が示す標準仕様に基づい

たシステムへの移行に伴うクラウドシステム使用料の計上であります。

国民健康保険事務電算処理 １３２万９千円 ７万円の減

事務電算処理委託料の減であります。

２項 徴税費 １目 賦課徴収費 １３０万３千円 ５６万４千円の減

保険税の賦課・徴収経費の計上で、主に、保険税納入通知書の印刷製本業務を

封入処理も含め、別の業者へ依頼することによる、納付書等印刷製本費の皆減

及び賦課計算事務電算処理委託料の増であります。
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次ページ

３項 １目 運営協議会費 ２６万７千円 増減なし

国民健康保険運営協議会開催経費の計上であります。

５項 １目 特別対策事業費 ４４５万７千円 ３万３千円の減

２事務事業の計上であります。

会計年度任用職員人件費 ３７９万３千円 ５万７千円の減

保険税徴収員１人分の計上で、前年度と同人数の計上であります。

なお、３５５ページから３５６ページまで、

「給与費明細書」を添付しておりますのでご参照願います。

特別収納 ６６万４千円 ２万４千円の増

主に、口座振替手数料及びコンビニ収納・スマホアプリ決済手数料の増であり

ます。

３４１ページ

２款 保険給付費 １項 療養諸費 １目 療養給付費

６億８，１８８万４千円 ２，５２４万円の減

３目 療養費 ７６９万円 ３６６万１千円の増

５目 審査支払手数料 ２１１万６千円 ５万５千円の減

それぞれ、給付費等見込額の計上であります。

２項 １目 高額療養費

１億 ６４３万７千円 １，０１５万円の増

給付見込額の計上であります。

３目 高額介護合算療養費

１０万円 増減なし

３項 １目 移送費 次ページにわたり ５千円 増減なし

４項 出産育児諸費 １目 出産育児一時金

６００万３千円 増減なし

５項 葬祭諸費 １目 葬祭費 ３９万円 ３万円の減

それぞれ、支給見込みによる計上であります。
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３４５ページ

３款 １項 １目 国民健康保険事業費納付金

３億９，２３９万８千円 ８９９万円の減

納付費見込みによる計上であります。

３４７ページ

６款 保健事業費 １項 １目 特定健康診査等事業費

１，４３５万１千円 ２８万８千円の増

特定健康診査に伴う関係経費等の計上で、

主に、特定健康診査受診券について、より一層の受診数増加を図るため、近隣

自治体と同様のブック型に刷新することに伴う特定健康診査受診券制作委託料

５７万７千円の増であります。

２項 保健事業費 １目 保健衛生普及費

１２６万９千円 ２万１千円の減

各予防接種委託料の計上で、高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種の対象者見込数

の減による委託料の減であります。

３４９ページ

７款 １項 基金積立金 １目 国民健康保険 財政調整基金積立金

１千円 増減なし

３５１ページ

９款 諸支出金 １項 償還金及び還付金

１目 保険税還付金 １００万円 増減なし

３５３ページ

１０款 １項 １目 予備費 １００万円 増減なし

以上で、歳入歳出予算の説明とさせていただきます。

１０ページへお戻り願います。

第２条 歳出予算の流用

地方自治法 第２２０条第２項 ただし書きの規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、

保険給付費内の各項に係る予算額に過不足を生じたときにおける

これらの経費の各項間とする。
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以上で、議案第１２号の説明を終わります。

続きまして、１３ページをお開き願います。

（介護保険会計へ）



議案第１３号

令和８年度 厚岸町介護保険特別会計予算

提案理由説明書
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（続きまして、予算書の１３ページをお開き願います ）。

議案第１３号 令和８年度 厚岸町介護保険特別会計予算であります。

令和８年度 厚岸町の介護保険 特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

第１条 第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、

１１億６１９万７千円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

１４ページ

第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、９款、１５項、

次ページ

歳出では、８款、１９項にわたり

それぞれ、１１億６１９万７千円で、

令和７年度当初予算に比較し、

１．３％、１，４４７万９千円の増となっております。

事項別により、説明させていただきます。

３５９ページをお開き願います。

歳入であります。

１款 保険料 １項 介護保険料 １目 第１号被保険者 介護保険料

２億７９５万５千円 ３１２万８千円の増

収納見込みを勘案しての計上であります。

２款 サービス収入 ２項 予防給付費収入 １目 居宅支援サービス費収入

２９２万７千円 １２８万９千円の減

居宅支援サービス計画費収入の計上であります。
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３項 介護予防・日常生活 支援総合事業費 収入

１目 介護予防ケアマネジメント事業費 収入

１６５万５千円 ２２万１千円の減

介護予防ケアマネジメントに対する事業費収入の計上であります。

３款 分担金及び負担金 １項 負担金 １目 地域支援事業負担金

８１万円 ３万円の減

配食サービス事業負担金の計上であります。

４款 国庫支出金 １項 国庫負担金 １目 介護給付費負担金

１億８，２８７万４千円 １８５万１千円の増

介護給付に対する国負担分の計上であります。

２項 国庫補助金 １目 財政調整交付金

６，８１０万８千円 １６８万円の減

介護給付に対する交付金の計上であります。

２目 保険者機能強化推進交付金 １８８万６千円 ２０万９千円の減

市町村が行う高齢者の自立支援や介護予防の取組みに対する交付金の計上であ

ります。

７目 地域支援事業交付金 ２，５２６万円 １８６万８千円の増

介護予防・日常生活支援総合事業交付金 ５６５万３千円 ８万７千円の増、

その他地域支援事業交付金 ７３７万４千円 ９万８千円の減、

社会保障充実事業交付金 １，２２３万３千円 １８７万９千円の増

それぞれ、地域支援事業費に対する国負担分の計上であります。

８目 保険者努力支援交付金 ３３７万８千円 ３７万５千円の減

市町村が行う高齢者の自立支援や介護予防の取組みに対する交付金の計上であ

ります。

５款 １項 支払基金交付金 １目 介護給付費交付金

２億７，３２８万６千円 ３６４万２千円の増

介護給付に対する交付金の計上であります。

２目 地域支援事業支援交付金 ６１０万５千円 ９万４千円の増

介護予防・日常生活支援事業に対する交付金の計上であります。
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次ページ

６款 道支出金 １項 道負担金 １目 介護給付費負担金

１億４，６０８万１千円 ２５３万３千円の増

介護給付に対する道負担分の計上であります。

２項 道補助金 ３目 地域支援事業交付金

１，２６２万９千円 ９３万３千円の増

、介護予防・日常生活支援 総合事業交付金 ２８２万６千円 ４万３千円の増

その他地域支援事業交付金 ３６８万７千円 ４万９千円の減、

社会保障充実事業交付金 ６１１万６千円 ９３万９千円の増

それぞれ地域支援事業費に対する交付金の計上であります。

３項 委託金 １目 総務費委託金

１万７千円 増減なし

７款 財産収入 １項 財産運用収入 １目 利子及び配当金

１千円 増減なし

８款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金

１億６，３８０万３千円 ４１万９千円の増

財源調整に伴う繰入金の計上であります。

２項 基金繰入金 １目 介護給付費準備基金繰入金

８６２万７千円 ３８３万３千円の増

財源調整に伴う基金からの繰入金であります。

１０款 諸収入 １項 延滞金及び過料

１目 第１号被保険者延滞金 １千円 増減なし

２目 過料 １千円 増減なし

２項 雑入

１目 第１号 被保険者 第三者納付金 １千円 増減なし

２目 第１号 被保険者 返納金 １千円 増減なし

３目 雑入 ７９万１千円 １万８千円の減

認定審査会 共同設置負担金の計上であります。

以上で歳入の説明を終わります。

３６３ページを、お開き願います。
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歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費

１目 一般管理費 ８６万５千円 １３万２千円の減

介護保険一般は事務経費に係る計上で、主に、システムの標準化対応に伴い、

介護保険負担限度額認定証や介護保険負担割合証が共通用紙となったことによ

る印刷製本費 １４万２千円の減であります。

２項 徴収費 １目 賦課徴収費 １１４万４千円 １３万２千円の減

介護保険料の賦課・収納経費の計上で、主に、納付書用紙代の単価減に伴う賦

課計算事務電算処理委託料 １４万３千円の減であります。

３項 １目 介護認定審査会費

２４３万３千円 ３万７千円の減 次ページにわたり、

厚岸・浜中 介護認定審査会の開催経費の計上で、主に、委員報酬 ４万円の

減であります。

２目 認定調査等費 ２５３万９千円 ２２万８千円の減

介護認定調査に係る経費の計上で、

主に、要介護認定に伴う、主治医意見書作成手数料 １９万２千円の減であり

ます。

５項 １目 計画策定委員会費 ６９万３千円 １１２万円の減

次期介護保険事業計画策定に伴う計画策定支援委託料の計上であります。

６項 １目 地域密着型サービス運営委員会費

２万９千円 ３千円の増

運営委員会の開催経費であります。

３６７ページ

２款 保険給付費 １項 介護サービス等諸費

１目 居宅介護サービス給付費

５億４，９６１万５千円 ２８３万３千円の減

２目 施設介護サービス給付費

３億２，３０９万３千円 １，５４１万８千円の増

３目 居宅介護福祉用具購入費

２４２万１千円 ２２万６千円の減
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４目 居宅介護住宅改修費

４０５万６千円 ６７万２千円の増

５目 居宅介護サービス計画費

６，２８６万５千円 ７９万４千円の増

次ページ

６目 審査支払手数料

９６万円 ４千円の増

２項 １目 高額介護サービス費

２，４２８万８千円 ２５万７千円の減

３項 １目 高額医療合算介護サービス費

３３４万５千円 ６５万４千円の減

４項 特定入所者介護サービス等費 １目 特定入所者介護サービス費

４，１５３万７千円 ５７万５千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、各給付費等見込みによる計上であります。

３７１ページ

４款 地域支援事業費

２項 包括的支援事業・任意事業費

１目 包括的支援事業等事業費

１，４００万４千円 ３９１万８千円の減

２事務事業の計上であります。

職員人件費 １，３３８万７千円 ３８７万９千円の減

地域包括支援センター職員人件費２人分の計上であります。

なお、３９１ページから３９３ページまで 「給与費明細書」を添付しており、

ますので、ご参照願います。

包括的支援施策 ６１万７千円 ３万９千円の減

地域包括支援センターの事務経費の計上で、

主に、職員研修に係る旅費 ３万６千円の減のほか、会議等負担金 ３千円の

減であります。

２目 任意事業費 ４７０万１千円 次ページにわたり、５万３千円の増

主に、職員研修や会議等参加に係る旅費 ９万３千円の増であります。
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３目 在宅医療・介護連携推進事業費 １３０万９千円 ９３万４千円の増

在宅医療と介護を連携させるための経費の計上で、

主に、厚岸町在宅医療・介護あんしんガイド印刷に係る印刷製本費 １６万５

千円、地域包括支援システムの更新に係る委託料 ７６万９千円の新規計上で

あります。

４目 生活支援体制 整備事業費 ７２６万円 ２５万３千円の増

生活支援体制整備に伴う経費の計上で、

主に、労務単価の上昇に伴う生活支援体制整備事業委託料の増であります。

５目 認知症 総合支援事業費 ２，３００万５千円 ３６７万１千円の増

次ページにわたり、２事務事業の計上であります。

職員人件費 ２，０６７万４千円 ２６２万８千円の増

地域包括支援センター職員人件費２人分の計上であります。

認知症 総合支援事業 ２３３万１千円 １０４万３千円の増

認知症の人やその家族への支援に伴う経費の計上で、

主に、認知症ケアパス印刷に係る印刷製本費 ２２万円、地域包括支援システ

ム更新に係る委託料 ７６万９千円の新規計上であります。

６目 地域ケア会議推進事業費 ２０万１千円 ２万２千円の増

次ページにわたり、

地域ケア会議の開催経費であります。

３項 介護予防・生活支援サービス事業費

１目 総合事業サービス費 ２，００３万４千円 ４７万９千円の減

説明欄記載の総合事業サービスに係る経費の計上であります。

４項 １目 一般介護予防事業費 ２５０万１千円 ２万円の減

介護予防事業に伴う経費の計上であります。

５項 高額介護サービス等費

１目 高額介護予防サービス費事業費 ３万円 次ページにわたり

６千円の増

２目 高額医療合算介護予防サービス費事業費 ３万円 １万円の増

６項 その他諸費

１目 審査支払手数料 ７万２千円 ８千円の減
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各目それぞれ、給付費等見込額の計上であります。

３８１ページ

５款 １項 １目 介護給付費準備基金費 １千円 増減なし

３８３ページ

７款 諸支出金 １項 償還金及び還付金

１目 第１号被保険者 介護保険料還付金 ２０万円 増減なし

２目 償還金 １千円 増減なし

３８５ページ

８款 サービス事業費 １項 居宅サービス事業費

１目 包括的支援事業費 １，１２３万円 ２７７万９千円の増

２事務事業の計上であります。

職員人件費 ９４５万２千円 ３４５万７千円の増

職員人件費１人分の計上であります。

介護予防支援 １７７万８千円 ６７万８千円の減

要支援認定者の介護予防支援業務経費の計上で、

介護予防支援業務委託料 ６７万８千円の減であります。

３８７ページ

９款 １項 保健福祉事業費

１目 保健福祉事業 １４３万５千円 ６７万１千円の減

保健福祉事業で実施する介護予防事業及び家族介護用品支給事業の計上で、

貯筋検診事業の参加見込による介護予防事業委託料 ２５万１千円の減及び家

族介護用品給付費 ４２万円の減であります。

３８９ページ

１０款 １項 １目 予備費 ３０万円 増減なし

１３ページへお戻り願います。

第２条 歳出予算の流用

地方自治法 第２２０条第２項 ただし書きの規定により、

歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、

保険給付費内の各項に係る予算額に過不足を生じたときにおける

これらの経費の各項間とする。
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以上で、議案第１３号の説明を終わります。

続きまして、１７ページをお開き願います。

（後期高齢者医療会計へ）



議案第１４号

令和８年度 厚岸町後期高齢者医療特別会計予算

提案理由説明書
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（続きまして、予算書の１７ページをお開き願います ）。

議案第１４号 令和８年度 厚岸町後期高齢者医療 特別会計予算であります。

令和８年度 厚岸町の後期高齢者医療 特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

第１条 第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、２億 ３２９万９千円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

１８ページ

第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、３款、４項、

次ページ

歳出では、４款、５項にわたり

それぞれ、２億 ３２９万９千円で、

令和７年度当初予算に比較し、

１６．６％、２，９０１万７千円の増であります。

事項別により、説明させていただきます。

３９６ページを、お開き願います。

歳入であります。

１款 １項 後期高齢者医療保険料 １目 特別徴収保険料

６，８７３万円 ８４０万２千円の増

２目 普通徴収保険料 ７，９４７万５千円 １，７６３万７千円の増

それぞれ、収納見込みを勘案しての計上であります。

３款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金

５，４７９万２千円 ２９７万８千円の増

繰入基準による繰入金の計上であります。
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５款 諸収入 １項 延滞金及び過料

１目 延滞金 １千円 増減なし

２目 過料 １千円 増減なし

４項 償還金及び還付加算金

１目 保険料還付金 ２９万円 増減なし

保険料還付金の計上であります。

２目 還付加算金 １万円 増減なし

以上で歳入の説明を終わります。

３９８ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費

４２万７千円 ２４７万６千円の減

後期高齢者医療一般は、事務経費に係る計上で、

主に、後期高齢者医療管理システム使用料について、標準化に伴い令和８年度

より危機対策室防災情報係にて予算を一括計上することによる ２５２万２千

円の減であります。

２項 １目 徴収費 １５１万２千円 ６０万２千円の増

賦課収納に係る経費の計上で、主に、保険税納入通知書の印刷製本業務を封入

処理も含め、別の業者へ依頼することによる、納付書等印刷製本費 ４２万円

の減及び賦課計算事務電算処理委託料 １００万１千円の増であります。

４００ページ

２款 １項 １目 後期高齢者医療 広域連合納付金

２億 ９６万円 ３，０８９万１千円の増

北海道 後期高齢者医療 広域連合納付金の計上で、保険料納付に伴う増であ

ります。

４０２ページ

３款 諸支出金 １項 償還金及び還付加算金

１目 保険料還付金 ３０万円 増減なし

保険料還付金の計上であります。
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４０４ページ

４款 １項 １目 予備費 １０万円 増減なし

以上で、議案第１４号の説明を終わります。

続きまして、２０ページをお開き願います。

（介護老人保健施設事業会計へ）



議案第１５号

令和８年度 厚岸町介護老人保健施設事業特別会計予算

提案理由説明書
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（続きまして、予算書の２０ページをお開き願います ）。

議案第１５号 令和８年度 厚岸町 介護老人保健施設事業 特別会計予算で

あります。

令和８年度 厚岸町の介護老人保健施設事業 特別会計の予算は、

次に定めるところによる。

第１条 第１項 歳入歳出予算

歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ、８，４０４万８千円と定める。

第２項 歳入歳出予算の款項の区分、及び当該区分ごとの金額は、

「第１表 歳入歳出予算」による。

２１ページ

第１表 歳入歳出予算であります。

歳入では、３款、４項、

次ページ

歳出では、４款、４項にわたり

それぞれ、８，４０４万８千円の計上で、

令和７年度当初予算に比較し、

５．７％、４５３万３千円の増であります。

事項別により、説明させていただきます。

４０８ページをお開き願います。

歳入であります。

１款 サービス収入 １項 介護給付費収入 １目 施設介護サービス費収入

６，８２６万２千円 ２５３万円の増

２項 １目 自己負担金収入

１，５７６万８千円 ２００万３千円の増

それぞれ、一日平均１８人の入所者を見込んでの計上であります。

５款 財産収入 １項 財産運用収入 １目 利子及び配当金

１千円 増減なし

基金利子の計上であります。
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８款 諸収入 １項 １目 雑入 １万７千円 増減なし

５件分の介護保険主治医意見書作成料と１件分の介護保険認定調査委託料の計

上であります。

以上で歳入の説明を終わります。

４１０ページをお開き願います。

歳出であります。

１款 サービス事業費 １項 施設サービス事業費

１目 施設介護サービス事業費

８，３９３万９千円 ４５３万３千円の増

３事務事業の計上であります。

職員人件費 ２，６２４万６千円 １３８万円の増

、 、 。一般職員の看護師１人 介護員２人 計３人分の職員人件費の計上であります

なお、４２０ページから４２２ページまで

「給与費明細書」を添付しておりますので、ご参照願います。

会計年度任用職員人件費 ３，５３９万２千円 ２３７万５千円の増

次ページにわたり、

会計年度任用職員人件費 ７人分の職員人件費の計上であります。

介護老人保健施設サービス

２，２３０万１千円 ７７万８千円の増

施設運営のための関係経費の計上で、

主に、食材の単価上昇に伴う給食業務委託料 ３２万１千円の増及び病院事業

運営管理共通経費負担金 ４４万２千円の増であります。

４１４ページ

３款 １項 基金積立金 １目 介護老人保健施設基金積立金

１千円 増減なし

基金への積立金の計上であります。

４１６ページ

４款 １項 公債費 ２目 利子 ８千円 増減なし

長期債償還利子の計上であります。

なお、４２３ページに「地方債に関する調書」を

掲載しておりますのご参照願います。
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４１８ページ

５款 １項 １目 予備費 １０万円 増減なし

以上をもちまして、

議案第１１号 令和８年度 厚岸町 一般会計予算から

議案第１５号 令和８年度 厚岸町 介護老人保健施設事業 特別会計予算の

提案説明とさせていただきます。

ご審議のうえ、ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。



議案第１６号 令和８年度厚岸町水道事業会計予算

提案理由説明書
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議案第１６号 令和８年度厚岸町水道事業会計予算の内容について

１ページ

はじめに、総体の収益及び費用並びに資本的収入及び支出を水道事業と

簡易水道事業の割合を提案理由説明書にのみお示しいたします。

第１条 総則、令和８年度厚岸町水道事業会計の予算は次に定めるところ

による。

第２条 業務の予定量であります。

給水戸数は、５，６４８戸で、前年度に比べ２戸減。

内訳が、水道事業５，１５８戸 ４戸減、簡易水道事業４９０戸 ２戸増

年間総配水量は、１６０万５，７８３立方メートルで、

前年度に比べ１万６，７０１立方メートルの増。

内訳が、水道事業１１３万９，４７１立方メートル

簡易水道事業４６万６，３１２立方メートル

一日平均給水量は、４，３９９立方メートルで、

前年度に比べ４５立方メートルの増を予定しております。

内訳が、水道事業３，１２２立方メートル

簡易水道事業１，２７７立方メートル

主な建設改良事業について

配水管布設替等事業が９件で、２億７，１２０万５千円。

前年度に比べ８，３４４万５千円の増(水道事業８件、簡易水道事業１件)

、 ， 。（ ）尾幌ポンプ場更新事業が３件で １億１ ６００万円の皆増 水道事業

設備整備事業が６件で、９，７００万８千円の皆増。

（水道事業３件、簡易水道事業３件）

メーター設備事業が、新設・取替・撤去を合わせて６３５台で、

５，００８万１千円 （水道事業５４６台、簡易水道事業８９台）。

前年度に比べ８５５万９千円の減であります。

第３条 収益的収入及び支出の予定額であります。

収入

１款 水道事業収益を４億７,３７６万円

収益総体割合：水道事業７８％、簡易水道事業２２％
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１項 営業収益を３億５１２万２千円

２項 営業外収益を１億６，８６３万８千円

支出

１款 水道事業費用を４億３，４０４万２千円

費用総体割合：水道事業７２％、簡易水道事業２８％

１項 営業費用を４億９５９万７千円

２項 営業外費用を２，３８４万４千円

３項 特別損失を３５万１千円

４項 予備費を２５万円と定めるものであります。

第４条 資本的収入及び支出の予定額であります。

収入

１款 資本的収入を４億６，５４７万円

資本的収入総体割合：水道事業９３％、簡易水道事業７％

１項 企業債を１億６，５７０万円

２項 補助金を１，４９０万１千円

５項 他会計負担金を８４１万３千円

７項 補償金を２億７，６４５万６千円

支出

１款 資本的支出を６億３，４３２万８千円

資本的収出総体割合：水道事業９３％、簡易水道事業７％

１項 建設改良費を５億３，４６３万１千円

２項 企業債償還金を９，９６９万７千円と定めるものであります。

第４条の括弧書きです。

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

１億６，８８５万８千円は、

不足額割合：水道事業９１％、簡易水道事業９％

当年度分損益勘定留保資金１億２，３４５万７千円、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，８４５万円

減債積立金１，０９４万５千円

建設改良積立金１，６００万６千円で、補てんするものであります。

１２ページからの予算説明書

収益的収入及び支出の内容並びに資本的収入及び支出の内容について
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収益的収入

１款 水道事業収益全体では、５，４７５万円の増。

１項 営業収益は、３，７２７万１千円の減。

１目 給水収益は、３億４６６万６千円で、前年度の使用実績動向を勘案

したことに加え、物価高騰対応とする水道基本料金７ヵ月分の減免対応に

伴って例年よりも減額が大きく、３，７２７万１千円減の水道料金を計上

しております。

給水収益内訳：水道事業 ２億３，９００万２千円（７８％）

（参考）基本料金減免対応 ３，５１７万５千円減

簡易水道事業 ６，５６６万４千円（２２％）

（参考）基本料金減免対応 ３４９万３千円減

２目 受託工事収益は、４５万６千円で、前年実績並５７件と見込み、

前年同額の計上であります。割合：水道事業８８％、簡易水道事業１２％

２項 営業外収益は、９，３１８万８千円の増で、

、 ， 、 ， 。５目 他会計補助金が １億１ ３８５万円で ５ ７５４万９千円の増

主に水道基本料金減免分の繰入額の増であります （主に水道事業）総体。

割合：水道事業７９％、簡易水道事業２１％

６目 長期前受金戻入は、４，４４６万９千円で、収益化額２，９２８万

５千円の増であります。

総体割合：水道事業２６％、簡易水道事業７４％

８目 消費税及び地方消費税還付金は、１，０３１万円で、消費税算定に

伴う６３５万４千円の増。総体割合：水道事業９６％、簡易水道事業４％

90目 雑収益は、９千円で、前年と同額であります （水道事業のみ）。

３項 特別利益は、皆減。

１２ページから１３ページ

収益的支出

１款 水道事業費用全体では、６，１６６万３千円の増。

１項 営業費用では、５，７７２万７千円の増。

１目 原水及び浄水費は、１，２０６万１千円の増。

総体内訳：水道事業７１％、簡易水道事業２９％

主に、

１８節 委託料が、１，１０２万８千円増の７，４９２万５千円。
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総体内訳：水道事業 ５，２１５万３千円（７０％ 、）

簡易水道事業 ２，２７７万２千円（３０％）

施設管理委託料及び水質検査委託料の増。人件費単価及び水道水質検査項

目の見直しに伴い検査項目PFAS（ピーファス）を含めたことによる増のほ

か、その他各節説明欄記載のとおりであります。

２目 配水及び給水費は、１５万８千円の減。

総体内訳：水道事業８９％、簡易水道事業１１％

主に、１８節 委託料が、７９万１千円の減。

水道管の漏水状況を見込み、漏水調査委託料減のほか、各節説明欄記載の

とおりであります。

１３ページから１５ページ

４目 総係費は、５５０万９千円の減。

総体内訳：水道事業６８％、簡易水道事業３２％

主に、１８節 委託料が、６４７万３千円の減。

主に、令和７年度委託料が水道ビジョン策定見直しや水道料金のあり方を

検討する支援委託を見込む長期更新計画等策定委託料の減のほか、各節説

明欄記載のとおりであります。

５目 減価償却費は、３，９４７万８千円の増。

総体内訳：水道事業６８％、簡易水道事業３２％

令和７年度までに取得した資産に対する減価償却費のうち、主に、構築物

に係る償却費の増によるものであります。

６目 資産減耗費は、１，１８５万５千円の増。

総体内訳：水道事業８９％、簡易水道事業１１％

配水管更新と設備に伴う資産減耗が１１件と平成３０年度に取得したメー

ター除却費の計上であります。

２項 営業外費用では、５４７万円の増。

総体内訳：水道事業９０％、簡易水道事業１０％

１目 支払利息及び企業債取扱諸費が、６６０万９千円の増。

これまでに借り入れた企業債の支払利息の増。

２目 消費税及び地方消費税が、皆減。

令和８年度消費税の還付見込みに伴う皆減。
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３項 特別損失では、１５３万４千円の減。

総体内訳：水道事業８５％、簡易水道事業１５％

４目 過年度損益修正損は、４４万９千円の減

過年度設計審査手数料及び工事検査手数料の消費税課税誤りによる払戻金

について、令和７年度中に返還が終わらなかった約４００件（水道事業+

簡易水道事業）と平成８年度までの約１，７５０件を含め継続対応に必要

な８０万円の令和８年度予算への計上であります （還付済み１，９５２。

件 約８３％）

９０目 その他特別損失は、皆減。

４項

１目 予備費では、２５万円で、前年同額の計上。

総体内訳：水道事業８０％、簡易水道事業２０％

この結果、収益的収入及び支出の当初予算で、これによる消費税込みでの

経常収支見込みでは、３，９７１万８千円の黒字計上であります。

総体内訳：水道事業：３，８５２万８千円（９７％）

簡易水道事業：１１９万円（３％）

１６ページ

資本的収入

１款 資本的収入全体では、２億７，４７３万６千円の増。

１項

１目 企業債が、５，７００万円の増。

総体内訳：水道事業９０％（８件 、簡易水道事業１０％（４件））

起債対象事業費の増であります。

２項 補助金

１目 国庫補助金が、１，７２５万２千円の減。

総体内訳：水道事業１００％

湖北地区配水管整備工事（宮園地区）に対する国庫補助金の計上でありま

す。

２目 道補助金が、７００万円の皆増。

総体内訳：簡易水道事業１００％

上尾幌地区ほかテレメーター設備並びに糸魚沢薬液注入室流量計更新工事

２件に対する道補助金（地域づくり総合交付金）の計上であります。

５項
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１目 他会計負担金が、５３万２千円の増。

総体内訳：水道事業６％、簡易水道事業９４％

起債元金償還額の増に伴うものであります。

７項

１目 補償金が、２億２，７４５万６千円の増。

総体内訳：水道事業１００％

、 （ ） 、３件で 国道尾幌糸魚沢道路建設工事 門静地区 に伴い水道移転が１件

同じく国道尾幌糸魚沢道路建設工事（尾幌地区）に伴い水道管移転実施設

計が１件、町道床潭末広間道路改良工事に伴い水道移転が１件と必要な工

事並びに委託に関連する補償金の計上であります。

資本的支出

１款 資本的支出全体で、２億９，３０８万３千円の増で、

１項 建設改良費は、２億８，７９１万９千円の増。

１目 建設改良費が、３億４，９３５万３千円の増。

総体内訳：水道事業９５％（１１件 、簡易水道事業５％（４件））

配水管布設替等事業７件 ２億５，５２０万５千円、

尾幌ポンプ場更新事業２件 １億９００万円 令和８年度支出分、参考

令和９年度支出分１億１，０００万円（継続費 、）

設備整備事業６件 ９，７００万８千円の合計１５件を予定しています。

２目 総係費が、５，２８７万５千円の減。

総体内訳：水道事業１００％

主に１８節 委託料が、５，２９０万円の減。

３件の委託料は、尾幌糸魚沢道路の新設に伴い現在利用する尾幌地区送配

水管移転の必要が生じ、令和１０年度に現在の施設を撤去するために必要

な設計費６００万円の計上が１件、なお移転に伴う新施設は令和８年度継

続費にて対応。

次に、令和８年度継続費で対応する移転に伴う新施設尾幌・苫多ポンプ

場（国道４４号苫多道路交差点付近）の建設に伴う施工監理委託業務に

７００万円（令和８年度分）の計上が１件。参考令和９年度支出分７００

万円（継続費 。）

次に尾幌糸魚沢道路の新設に伴い現在利用する尾幌地区６号線の水道管

（旧池谷内現梶野牧場付近）に移転の必要が生じ実施設計委託業務１件の

計上で委託料全体は対前年委託料の減額でその他各節説明欄記載のとおり

であります。

３目 メーター設備費が、８５５万９千円の減。

総体内訳：水道事業８４％、簡易水道事業１６％
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新設メーター及び検満メーター取り替え１５３台の減を予定するものであ

ります。

２項

１目 企業債償還金は、５１６万４千円の増。

総体内訳：水道事業８５％、簡易水道事業１５％

これまでに借り入れたものの償還の増によるものであります。

２ページ上段へ戻り

第５条 継続費の総額及び年割額であります。

１款 資本的支出

１項 建設改良費

事業名 尾幌・苫多地区ポンプ場建設工事（土木・建築）

総額 ９，３００万円

令和８年度割額 ６，９００万円

令和９年度割額 ２，４００万円

１款 資本的支出

１項 建設改良費

事業名 尾幌・苫多地区ポンプ場建設工事（機械・電気）

総額 １億２，６００万円

令和８年度割額 ４，０００万円

令和９年度割額 ８，６００万円

１款 資本的支出

１項 建設改良費

事業名 尾幌・苫多地区ポンプ場建設工事施工監理委託業務

総額 １，４００万円

令和８年度割額 ７００万円

令和９年度割額 ７００万円

第６条 企業債であります。

起債の目的は、水道事業配水管等整備事業費で、限度額は、１億４，９１０

万円、簡易水道事業配水管等整備事業費で、限度額は、１，６６０万円、

起債の方法は普通貸借又は証書借入で、利率は５％以内、償還の方法は記

載のとおりであります。

第７条 一時借入金であります。
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一時借入金の限度額を２億７，４００万円と定めるものであります。

３ページ

第８条 予定支出の各項の経費の金額の流用であります。

予定支出の各項の経費の金額を流用することができるよう定めるものであ

ります。

第９条 議会の議決を経なければ流用することのできない経費でありま

す。

職員給与費を３，８２６万８千円とするものであります。

第１０条 他会計からの補助金であります。

、 ， 。内容は記載のとおりで 総額１億１ ３８５万円と定めるものであります

第１１条 たな卸資産の購入限度額は、２，６９２万５千円と定めるもの

であります。

４ページと５ページは、予算実施計画。

６ページは、予定キャッシュ・フロー計算書。

７ページから１０ページは、給与費明細書。

１１ページは、継続費に関する調書。

１７ページと１８ページは、令和８年度の予定貸借対照表。

１９ページと２０ページは、令和８年度予算の財務諸表の作成に当たり採

用した会計処理の基準などを記載した注記であります。

２１ページは、令和７年度の予定損益計算書。

２２ページと２３ページは、令和７年度の予定貸借対照表。

２４ページと２５ページは、令和７年度の財務諸表の作成に当たり採用し

た会計処理の基準などを記載した注記であります。

いずれも、内容は記載のとおりですので説明は省略させていただきます。

以上が令和８年度厚岸町水道事業会計予算の内容でございます。

、 、 、大変簡単な説明でございますが ご審議いただき ご承認下さいますよう

よろしくお願い申し上げます。



議案第１７号 令和８年度厚岸町下水道事業会計予算

提案理由説明書
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議案第１７号、令和８年度厚岸町下水道事業会計予算の内容について

１ページ

第１条 総則、令和８年度厚岸町下水道事業会計の予算は次に定めるとこ

ろによる。

第２条 業務の予定量であります。

処理戸数は、２，７２０戸で、前年度に比べ３９戸減。

年間総汚水処理水量は、５８万６，１３４立方メートルで、

前年度に比べ２万３，４６７立方メートルの増。

一日平均汚水処理水量は、１，６０６立方メートルで、

前年度に比べ６４立方メートルの増を予定しております。

主な建設改良事業について

管きょ整備事業が１件で、３００万円。

前年度に比べ７，９４０万円の減。

ポンプ場整備事業が１件で、８，５００万円。

前年度に比べ５，３００万円の減。

処理場整備事業が５件で、１億７，７２０万３千円。

前年度に比べ７，００１万１千円の増。

調査・施工監理業務が４件で、３，７００万円。

前年度に比べ２，３８０万円の増であります。

第３条 収益的収入及び支出の予定額であります。

収入

１款 下水道事業収益を５億６，６８６万３千円

１項 営業収益を９，３５３万６千円

２項 営業外収益を４億７，３３２万７千円

支出

１款 下水道事業費用を５億５，３６１万２千円

１項 営業費用を５億２，５４１万円

２項 営業外費用を２，７２０万２千円

４項 予備費を１００万円と定めるものであります。

第４条 資本的収入及び支出の予定額であります。

収入
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１款 資本的収入を３億４，７４７万円

１項 企業債を１億４，１８０万円

２項 補助金を１億５，７３６万１千円

２ページ

４項 他会計補助金を４，６００万円

７項 負担金等を２３０万９千円

支出

１款 資本的支出を５億１，６１５万４千円

１項 建設改良費を３億１，８７７万８千円

２項 企業債償還金を１億９，７３７万６千円と定めるものであります。

１ページ下段へ戻り

第４条の括弧書きです。

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

１億６，８６８万４千円は、

過年度分損益勘定留保資金２００万円、

当年度分損益勘定留保資金１億５，４３１万２千円、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，２３７万２千円

で補填するものであります。

１３ページ

収益的収入及び支出の内容並びに資本的収入及び支出の内容について

収益的収入

１款 下水道事業収益全体では、３６８万９千円の増。

１項 営業収益は、４４万９千円の増。

１目 下水道使用料は、９，３５３万５千円で、前年度の使用実績動向を

勘案して、４４万９千円増の下水道使用料の計上であります。

９０目 その他営業収益

３節 雑収益は、手数料が１千円で前年と同額の計上であります。

２項 営業外収益は、３２４万円の増で、

、 ， 、 。５目 他会計補助金が ２億６ ３９２万３千円で ４５８万６千円の減
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繰入基準の見直しに加え、繰入基準内外の必要経費の減であります。

６目 長期前受金戻入は、１億９，２２０万４千円で、９１５万４千円の

増。主に、資産の減価償却費に含まれる補助金等相当額の戻入収益化額の

増。

８目 消費税及び地方消費税還付金は、１，７１９万９千円で、消費税算

定に伴う還付金１３２万８千円の減。

９０目 雑収益

、 。９０節 その他雑収益は 延滞金が１千円で前年と同額の計上であります

収益的支出

１款 下水道事業費用全体では、４７８万７千円の増。

１項 営業費用は、９０７万円の増。

１目 管きょ費は、８８万２千円の増。

主に、２２節 修繕費が、７２万６千円の増。

管路点検の結果修理が前年より１件増によるもで、その他各節記載のとお

りであります。

２目 ポンプ場費は、３２９万２千円の増。

主に、２２節 修繕費が、３３６万２千円の増。

修理件数１件の増であり、湖南中継ポンプ場ポンプ分解修理等、その他各

節記載のとおりであります。

１４ページ

３目 処理場費は、１，１２７万円の増。

主に、１８節 委託料が、９２０万７千円の増。

施設管理委託料が、人件費単価の増を見込んだ計上。

２２節 修繕費が、１４１万５千円の増。

終末処理場返送汚泥ポンプ分解修理など前年より１件増となる重要部分の

修理費増によるもので、その他各節記載のとおりであります。

５目 普及指導費は、９万５千円の減。

主に、水洗化等改造工事補助金対象額の減であります。

１４ページから１５ページ
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７目 総係費は、５０８万４千円の減。

主に、１節 給料が、１１５万３千円の増。

、 。 。２節 手当が ９３万６千円の増 職員構成及び定期昇給見込みに伴う増

１８節 委託料が、７７９万６千円の減。

令和７度下水道事業経営戦略策定委託料７１０万円の減のほか、各節説明

欄記載のとおりであります。

１６ページ

８目 減価償却費は、１７６万円の増。

主に、機械及び装置などに係る償却費の増によるものであります。

９目 資産減耗費は、２９５万５千円の減。

令和８年度更新工事による１０資産の減耗による除却費の計上でありま

す （令和７年度１４資産）。

２項 営業外費用は、４２８万３千円の減。

１目 支払利息及び企業債取扱諸費が、４２８万３千円の減。

これまでに借り入れた企業債の支払利息の減。

４項

１目 予備費は、１００万円で、前年度と同額であります。

この結果、収益的収入及び支出の当初予算で、これによる消費税込みでの

経常収支見込みでは、１，３２５万１千円の黒字計上であります。

１７ページ

資本的収入

１款 資本的収入全体では、７，３０２万２千円の減。

１項

１目 企業債が、３，４８０万円の減。

起債対象事業費の減であります。

２項 補助金

１目 国庫補助金が、１，６９７万４千円の減。

管路新設工事、ポンプ場更新工事及び実施設計・施工監理業務等に対する

社会資本整備総合交付金の減であります。
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４項

１目 他会計補助金が、２，１９０万９千円の減。

繰入基準に加え、繰入基準外は必要経費の減であります。

７項 負担金等

２目 受益者負担金が、６６万１千円の増。

受益者負担金対象面積の増であります。

資本的支出

１款 資本的支出全体では、６，９３４万６千円の減。

１項 建設改良費は、３，７１０万１千円の減。

１目 管きょ建設改良費が、５，１００万円の減。

（ ）管路施設工事１件 新築住宅からの接続に必要な公共ます設置工事６箇所

を予定しております。

２目 ポンプ場建設改良費が、５，３００万円の減。

ポンプ場更新工事１件を予定しております。

３目 処理場建設改良費が、６，８０１万１千円の増。

更新工事４件を予定しております。

１７ページから１８ページ

４目 総係費が、１１１万２千円の減。

主に、１節 給料が、４２万２千円の増。

６節 法定福利費が、４７万１千円の増。定期昇給見込みに伴う増。

１８節 委託料が、２６０万円の減。

前年度より２件減少し、施設の更新実施設計が１件、調査・診断業務が３

件、施工監理業務が１件の計５件を予定しているほか、各節説明欄記載の

とおりであります。

２項 企業債償還金は、３，２２４万５千円の減。

これまでに借り入れた元金償還の減によるものであります。

予算書 ２ページ上段へ戻り

第５条 継続費の総額及び年割額であります。

１款 資本的支出



- 6 -

１項 建設改良費

事業名 厚岸終末処理場脱水ケーキホッパ更新工事

総額 ６，６５５万円

令和７年度割額 １，７３４万７千円

令和８年度割額 ４，９２０万３千円

第６条 債務負担行為であります。

債務負担行為の事項は、水洗化等改造工事資金利子補給に関する債務負担

で、期間は、令和９年度から令和１４年度まで、限度額は、１６万５千円

であります。

第７条 企業債であります。

起債の目的は、公共下水道事業で、限度額は、１億４，１８０万円、起債

の方法は普通貸借又は証書借入で、利率は５％以内、償還の方法は記載の

とおりであります。

３ページ

第８条 一時借入金であります。

一時借入金の限度額を、１億５，０００万円と定めるものであります。

第９条 予定支出の各項の経費の金額の流用であります。

予定支出の各項の経費の金額を流用することができるよう定めるものであ

ります。

第１０条 議会の議決を経なければ流用することのできない経費でありま

す。

職員給与費を４，０３１万７千円とするものであります。

第１１条 他会計からの補助金であります。

、 。内容は記載のとおりで 総額３億９９２万３千円と定めるものであります

４ページと５ページは、予算実施計画。

６ページは、予定キャッシュ・フロー計算書。

７ページから１０ページは、給与費明細書。

１１ページは、継続費に関する調書。

内容の説明につきましては、先程予算書２ページで説明させていただきま

したので、省略させていただきます。

１２ページは、債務負担行為に関する調書。
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内容の説明につきましては、先程予算書２ページで説明させていただきま

したので、省略させていただきます。

１９ページと２０ページは、令和８年度の予定貸借対照表。

２１ページと２２ページは、令和８年度予算の財務諸表の作成に当たり採

用した会計処理の基準などを記載した注記であります。

２３ページは、令和７年度の予定損益計算書。

２４ページと２５ページは、令和７年度の予定貸借対照表。

２６ページと２７ページは、令和７年度の財務諸表の作成に当たり採用し

た会計処理の基準などを記載した注記であります。

いずれも、内容は記載のとおりですので説明は省略させていただきます。

以上が令和８年度厚岸町下水道事業会計予算の内容でございます。

、 、 、大変簡単な説明でございますが ご審議いただき ご承認下さいますよう

よろしくお願い申し上げます。



議案第１８号 令和８年度厚岸町病院事業会計予算

提案理由説明書
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議案第１８号 令和８年度厚岸町病院事業会計予算について、その内容をご説明

いたします。

議案書、１ページをお開き願います。

第１条 総則、令和８年度厚岸町病院事業会計の予算は、次に定めるところによ

る。

第２条 業務の予定量であります。

(1) 病床数は、５５床で一般病床であります。

(2) 患者数について、年間延患者数では、５万７，８３５人、内訳として、入院

患者数では１万２，０４５人、外来患者数では４万５，７９０人、１日平均患者数

では、２２３人、内訳として、入院患者数では３３人、外来患者数では１９０人と

見込むものであります。

(3) 主な建設改良事業では、建設工事事業として、４，４２２万円、器械備品整

備事業として、３，７５０万３千円の計上であります。

第３条 収益的収入及び支出並びに第４条 資本的収入及び支出の内容は、予算

説明書でご説明いたします。

１３ページをお開きください。

はじめに、収益的収入であります。

１款 病院事業収益、１２億９１万２千円、前年度比較、７，６９３万７千円の

増

１項 医業収益、８億８，６１８万５千円、前年度比較、１０１万５千円の増

１目 入院収益は 前年度と同額の２億６ ８８４万４千円で 延入院患者数１万、 ， 、

２，０４５人、一人当たりの平均単価２万２，３２０円を見込んでの計上でありま

す。

２目 外来収益は、３億８，４６３万６千円、前年度比較、３１９万２千円の減

で、延外来患者数４万５，７９０人、一人当たりの平均単価８，４００円を見込ん

での計上であります。

３目 その他医業収益は、７，０９５万９千円、前年度比較、５７７万３千円の

減で、内訳として、１節 室料差額収益では、１５９万５千円、前年度比較、８万

８千円の増 ２節 公衆衛生活動収益では ４ ７５７万４千円 前年度比較 ２６７、 、 ， 、 、

万３千円の減、３節 その他医業収益では、２，１７９万円、前年度比較、３１８
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万８千円の減であります。

４目 負担金は、１億６，１７４万６千円、前年度比較、９９８万円の増で、内

訳として １節 一般会計負担金では １億４ １８１万７千円 前年度比較 ９９８、 、 ， 、 、

万円の増、２節 負担金では、前年度と同額の１，９９２万９千円の計上でありま

す。

２項 医業外収益、３億１，４７２万７千円、前年度比較、７，５９２万２千円

の増

１目 患者外給食収益は、１７５万３千円、前年度比較、２万５千円の減

２目 長期前受金戻入は、９，４３２万１千円、前年度比較、５３万１千円の減

３目 その他医業外収益は、３７９万６千円、前年度比較、１７万３千円の減

４目 他会計補助金は、１億５９９万８千円、前年度比較、１，２２４万円の増

５目 他会計負担金は、１億２４５万３千円、前年度比較、６，３９６万９千円

の増で、一般会計補助金及び一般会計負担金の内訳は、それぞれ説明欄記載のとお

りであります。

収益的収入における一般会計からの負担金及び補助金として、医業収益と医業外

収益を合わせて、３億５，０２６万８千円となり、前年度比較、８，６１８万９千

円の増であります。

１４ページ

６目 負担金交付金は、６４０万５千円、前年度比較、４４万２千円の増

７目 雑収益は、前年度と同額の１千円の計上であります。

次に、収益的支出であります。

１款 病院事業費用、１３億６，０９６万８千円、前年度比較、２，６０５万７

千円の増

１項 医業費用、１３億３，１２９万８千円、前年度比較、３，２８１万１千円

の増

１目 給与費は、８億７，３３８万７千円、前年度比較、３，９２３万５千円の
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増で 内訳として １節 給料では ３億６ ３３８万６千円 前年度比較 １ ０８６、 、 、 ， 、 、 ，

万円の増、常勤医師４名、看護職員３３名、医療技術員２０名、事務員１７名、技

術員１名、労務員１２名、合計８７名分の計上であります。１５ページ、２節 職

員手当等では、１億９，９３６万８千円、前年度比較、４８９万７千円の増、それ

ぞれ支給要件による計上であります。３節 法定福利費では、１億３，０４５万４

千円、前年度比較、１，２９５万４千円の増、４節 退職給付費では、１，９２３

万円 前年度比較 ６９６万１千円の増 ５節 賞与引当金繰入額では ４ ９９０、 、 、 、 ，

万３千円、前年度比較、１８７万１千円の増、６節 報酬では、１億１，１０４万

６千円、前年度比較、１６９万２千円の増で、主に、令和７年度実施の人事院勧告

に伴う給与改定よる会計年度任用職員報酬の増であります。

２目 材料費は、前年度と同額の１億７２７万７千円で、内訳として、１節 薬

品費では、５，３０４万９千円、前年度比較、２４万８千円の増、２節 診療材料

費では、５，２４４万円、前年度比較、２８万５千円の減、３節 医療消耗備品費

では、１５４万８千円、前年度比較、３万７千円の増、４節 給食消耗品費では、

前年度と同額の１８万５千円、５節 給食消耗備品費では、前年度と同額の５万５

千円の計上であります。

３目 経費は、２億４，９９１万６千円、前年度比較、７８９万４千円の減で、

内訳として、１節 厚生福利費では、２８９万１千円、前年度比較、２１万７千円

の増、２節 報償費では、前年度と同額の２万円、３節 旅費交通費では、９７０

万２千円 前年度比較 ２３万円の減 ４節 消耗品費では 前年度と同額の６２３、 、 、 、

万７千円、５節 消耗備品費では、６８万３千円、前年度比較、８万３千円の増、

６節 光熱水費では、２，９５０万６千円、前年度比較、１０３万３千円の減であ

ります １６ページ ７節 燃料費では ２ ８４３万４千円 前年度比較 １３１。 、 、 ， 、 、

万４千円の増、主に、Ａ重油の単価増であります。８節 印刷製本費では、１８万

７千円、前年度比較、１５万１千円の減、９節 手数料では、５５３万５千円、前

年度比較、７万４千円の増、１０節 通信運搬費では、２３５万９千円、前年度比

較、８万９千円の減、１１節 保険料では、２０９万３千円、前年度比較、１万円

の減、１２節 修繕費では、１，４０８万９千円、前年度比較、１５３万５千円の

増、主に、施設修理費の増であります。１３節 職員被服費では、前年度と同額の

１０万１千円、１４節 賃借料では、１，６１５万６千円、前年度比較、８５２万

５千円の減、主に、病院総合管理システムについて再リースに伴う賃借料の減であ

ります。１５節 委託料では、１７ページにわたり、１億１，５３８万１千円、前

年度比較、１，０７８万４千円の減で、主に、医療事務委託業務について、外来受

付業務を会計年度任用職員による対応へ変更することによる委託料の減でありま

す。１６節 交際費では、前年度と同額の１００万円、１７節 貸倒引当金繰入額

では、前年度と同額の１千円、１８節 負担金では、１，５０９万７千円、前年度

比較、９７０万円の増、看護師派遣負担金について、前年度計上の２項 営業外費

用 ２目 医療技術員確保対策費から計上科目移行により増となっております １９、 。
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節 諸会費では、４４万４千円、前年度比較、５千円の増であります。

４目 減価償却費は、９，２２１万８千円、前年度比較、４４万９千円の減で、

内訳として、建物減価償却費が５１万３千円の減、器械備品減価償却費が５７万１

千円の増、車両減価償却費が５０万７千円の減であります。

５目 資産減耗費は、４６１万５千円、前年度比較、１９１万９千円の増で、器

械備品のうち、Ｘ線テレビ装置更新に伴う固定資産除却費の増であります。

６目 研究研修費は、前年度と同額の３８８万５千円の計上であります。

１８ページ

２項 医業外費用、２，９３７万円、前年度比較、６７５万４千円の減

１目 支払利息及び企業債取扱諸費は、１６３万７千円、前年度比較、１９０万

、 、 、 、 、８千円の減で 内訳として １節 企業債利息では １１２万３千円 前年度比較

２１８万３千円の減、主に、平成７年度借入分の償還終了による減、２節 一時借

入金利息では、５１万４千円、前年度比較、２７万５千円の増であります。

２目 医療技術員確保対策費は、１８０万６千円、前年度比較、８８０万７千円

の減で、内訳として、１節 旅費交通費は、前年度と同額の７５万円、２節 食料

費は、前年度と同額の８０万円、３節 手数料は、２５万６千円、前年度比較、３

、 、万５千円の減で昨年度計上の４節 負担金の派遣看護師負担金は １項 営業費用

３目 経費、１８節 負担金に振替計上のため皆減であります。

３目 雑損費は、２，１９２万７千円、前年度比較、３９６万１千円の増

４目 消費税及び地方消費税は、前年度と同額の４００万円の計上であります。

３項 １目 予備費は、前年度と同額の３０万円の計上であります。

１９ページ

続いて、資本的収入及び支出であります。

はじめに、資本的収入であります。

１款 資本的収入、９，７３３万２千円、前年度比較、３，８５８万９千円の減

１項 １目 企業債は、２，４２０万円、皆増
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２項 補助金は、７，３１３万２千円、前年度比較、６，２７８万９千円の減

１目 他会計補助金 １節 一般会計補助金では、１，９７３万２千円、前年度

比較、８，６１８万９千円の減

２目 国庫補助金 １節 特定防衛施設周辺整備補助金、５，３４０万円、前年

度比較、２，３４０万円の増で、それぞれ説明欄記載の内容については、資本的支

出予算に計上の建設改良工事費及び固定資産購入費に係る充当財源の計上でありま

す。

次に、資本的支出であります。

１款 資本的支出、９，７３３万２千円、前年度比較、３，８５８万９千円の減

１項 建設改良費、８，１７２万３千円、前年度比較、４，８３１万８千円の増

１目 建設工事費は、４，４２２万円、前年度比較、４，３３７万３千円の増、

１節 建設工事費、３，４１５万５千円は、事業費の内訳として、温水ボイラー煙

突補修工事費７９０万９千円、外来トイレ改修工事費７５０万２千円、厨房及び職

員食堂空調設備設置工事費１，８７４万４千円の計上であります。２節 委託料、

１，００６万５千円は、事業費の内訳として、外来トイレ改修工事実施設計業務委

託料１４８万５千円、スプリンクラー設備流水検知装置等改修工事実施設計業務委

託料１１５万５千円、厨房及び職員食堂空調設備設置工事実施設計業務委託料

３５３万１千円、病棟ホール等空調設備設置工事実施設計業務委託料３８９万４千

円の計上であります。

２目 固定資産購入費 １節 器械備品購入費は、３，７５０万３千円、事業費

の内訳として、Ｘ線テレビ装置一式、２，４７５万円、薬袋発行機２台、２４５万

３千円 人工呼吸器１台 ５８０万５千円 全自動エチレンガス滅菌器１台 ３７４、 、 、 、

万円、湿式ホットパック装置１台、７５万５千円の計上で、すべて器械備品の更新

であります。

２０ページ

２項 １目 １節 企業債償還金では、１，５６０万９千円、前年度比較、

８，６９０万７千円の減で、主に、平成７年度借入の企業債償還終了による減であ

ります。

以上が収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の内容であります。
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２ページへお戻りください。

第５条 企業債であります。

起債の目的は、建設工事事業として、限度額を２，４２０万円と定めるもので、

起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおりであります。

第６条 一時借入金であります。

一時借入金の限度額を６億円と定めるものであります。

第７条 議会の議決を経なければ流用することのできない経費であります。

職員給与費として、８億７，３３８万７千円、交際費として、１００万円と定め

るものであります。

第８条 他会計からの補助金として、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額

を記載の内容のとおり当初予算の計上として、前年度と同額の総額３億７，０００

万円と定めるものであります。

第９条 たな卸資産の購入限度額として、１億４，４９６万円と定めるものであ

ります。

３ページ

第１０条 重要な資産の取得であります。

取得する資産の種類のうち、建物は、外来トイレ一式、厨房及び職員食堂空調設

備一式、構築物は、温水ボイラー煙突一式、器械備品は、Ｘ線テレビ装置一式であ

ります。

４ページから５ページまでは、予算実施計画

６ページは、予定キャッシュ・フロー計算書

７ページから１２ページまでは、給与費明細書

２１ページから２３ページまでは、令和８年度予定貸借対照表及び注記

２４ページは、令和７年度予定損益計算書

２５ページから２７ページまでは、令和７年度予定貸借対照表及び注記でありま

す。内容につきましては、記載のとおりでありますので、説明を省略させていただ

きます。

以上で、議案第１８号 令和８年度厚岸町病院事業会計予算の提案説明とさせて

いただきます。

ご審議の上、ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。



議案第１９号

令和７年度 厚岸町一般会計補正予算

（７回目）提案理由説明書
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ただいま上程いただきました、

議案第１９号 令和７年度 厚岸町一般会計補正予算（７回目）から

議案第２３号 令和７年度 厚岸町介護老人保健施設事業 特別会計

補正予算（３回目）の提案理由をご説明申し上げます。

はじめに、議案第１９号 令和７年度 厚岸町一般会計補正予算 ７回目の

提案理由をご説明申し上げます。

議案書の１ページであります。

令和７年度厚岸町一般会計補正予算 ７回目

令和７年度厚岸町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、８億 ９１６万１千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１２４億９，２８３万６千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は 「第１表 歳入歳出予算補正」による。、

次ページをお開きください。

２ページから６ページにわたり、

第１表 歳入歳出予算補正であります。

歳入では、２０款３４項、歳出では、１１款２８項にわたって、

それぞれ、８億 ９１６万１千円の増額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

１６ページをお開き願います。

歳入であります。

１款 町税 １項 町民税 １目 個人 ２，２８４万７千円の増

２目 法人 １，８６３万６千円の増

２項 １目 固定資産税 ９５６万９千円の増

３項 軽自動車税

１目 環境性能割 ３６万９千円の増

２目 種別割 ８３万２千円の増
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４項 １目 たばこ税 ８１８万８千円の増

町税全体では、６，０４４万１千円の増で、

それぞれ、１２月までの調定 及び

徴収実績をもとに推計した見込み額の計上であります。

２款 地方譲与税

２項 １目 自動車重量譲与税 ４５４万７千円の増

３款 １項 １目 利子割交付金 １５０万４千円の増

４款 １項 １目 配当割交付金 ５１万２千円の増

６款 １項 １目 法人事業税交付金 ３４２万１千円の増

次ページ ７款 １項 １目 地方消費税交付金 ５，４６６万５千円の増

８款 １項 １目 ゴルフ場利用税交付金 ４１万５千円の増

９款 １項 １目 環境性能割交付金 １７４万８千円の増

それぞれ、１２月交付分までの実績によるほか、

交付見込みによる増であります。

１１款 １項 １目 地方特例交付金 ６９万２千円の増

個人町民税における定額減税額を国が全額交付金により補填するもので、交付見込

みによる増であります。

１２款

１項 １目 地方交付税 ４億３，８８０万２千円の増

普通交付税 本年度確定額 ４１億６，８２０万円、

全額の計上であります。

１３款

１項 １目 交通安全対策特別交付金 １４万３千円の増

交付見込みによる増であります。

１４款 分担金及び負担金 ２項 負担金

１目 民生費負担金 ４万円の増

２目 農林水産業費負担金 ３３５万５千円の減

、 、 。それぞれ 説明欄記載のとおり 収入見込み及び事業費確定による増減であります
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１５款 使用料及び手数料 １項 使用料

次ページにわたり

１目 総務使用料 ９万５千円の増

２目 民生使用料 ７万７千円の減

３目 衛生使用料 １０万１千円の減

４目 農林水産業使用料 ６２４万１千円の増

５目 商工使用料 ９千円の増

６目 土木使用料 １５万４千円の減

７目 教育使用料 １１万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。

２項 手数料

１目 総務手数料 ７５万５千円の減

３目 衛生手数料 ６５万７千円の減

次ページ ４目 農林水産業手数料 １８万７千円の減

６目 土木手数料 ２万３千円の減

７目 教育手数料 １千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。

３項 １目 証紙収入 １８１万円の減

説明欄記載のとおり、収入見込みによる減であります。

１６款 国庫支出金

１項 国庫負担金 １目 民生費国庫負担金 ２，２７１万３千円の増

主に、１節 社会福祉費負担金

障害者自立支援給付費負担金 ２，５０９万７千円の増は、

各給付費見込みによる増で、その他、説明欄記載のとおり、

収入見込みによる減であります。

２目 衛生費国庫負担金 ８万２千円の増

説明欄記載のとおり、収入見込みによる増であります。

４目 災害復旧費国庫負担金 ３６万３千円の新規計上は

令和７年７月３０日に発生したカムチャツカ半島付近の地震による津波警報が災害

救助法に適用され、救助費の該当があったことによる増であります。
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２項 国庫補助金 １目 総務費国庫補助金 ７，８４７万８千円の増

主に、１節 総務管理費補助金

番号制度システム整備補助金 ７０２万４千円の増は、

、主に氏名の振り仮名の法制化に係る税番号制度システム整備に要する補助金の増で

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 １５５万８千円の増、

当該交付金の充当事業の事業費確定に伴い、最終的な配分調整をし、

当該交付金の未計上分の計上であります。

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（令和７国補正）

４，２０４万２千円の増

。１月の臨時会で予算を計上しご承認頂いた当該交付金の未計上分の計上であります

なお、充当事業の内容につきましては、歳出予算の「水道事業会計 「病院事業会」、

計 「農業用水道料金減免補助 「がんばろう厚岸応援券発行（令和７国補正 」に」、 」、 ）

おいて説明いたします。

その他、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。

２節 防衛施設周辺整備事業補助金 ３，３１８万８千円 新規計上は、

本年度の特定防衛施設周辺整備調整交付金について、

当該交付金の充当事業の事業費確定に伴い、最終的な配分調整をし、

交付決定後の未計上分の計上であります。

３節 徴税費補助金 ５７９万１千円の減

説明欄記載のとおり、交付見込額による減であります。

２目 民生費国庫補助金 １４９万４千円の減

１節 社会福祉費補助金 ２３万１千円の減

２節 児童福祉費補助金 ９６万３千円の減

次ページ

３節 防衛施設周辺整備事業補助金 ３０万円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、交付見込みによる増減であります。

３目 衛生費国庫補助金 １１５万９千円の減

１節 保健衛生費補助金は、６６万９千円の減のうち

地域自殺対策強化交付金 ９千円の減は、

国庫補助金から道補助金への振り替えによる減額で、

出産・子育て応援交付金 ６万６千円の新規計上

支給決定者２名に対して、補助率３分の２に交付決定による計上。

妊婦のための支援給付交付金 ７０万円の減

妊婦のための支援給付費補助金 ２万６千円の減
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２節 環境政策費補助金は、４９万円の減

それぞれ、事業費確定及び実績見込みによる減であります。

４目 農林水産業費国庫補助金 １，０１８万３千円の減

５目 商工費国庫補助金 １１１万３千円の減

それぞれ説明欄記載のとおり、交付額確定による減であります。

６目 土木費国庫補助金 ７，５６６万２千円の増

２節 道路橋梁費補助金 ７，７９３万５千円の増

国の補正予算による交付金の確定による増で、

充当事業の内容につきましては、歳出予算の「床潭末広間道路整備事業（令和７国

補正 」と「港町２条通り整備事業（令和７国補正 」において説明いたします。） ）

６節 住宅費補助金 １８４万９千円の減、

７節 防衛施設周辺整備事業補助金 ４２万４千円の減、

それぞれ説明欄記載のとおり、交付見込み及び交付額確定による増減であります。

７目 消防費国庫補助金 １２０万円の減

説明欄記載のとおり、交付額確定による減であります。

８目 教育費国庫補助金 １，１５７万６千円の減

２節 小学校費補助金 ７９２万７千円の減、

３節 中学校費補助金 ３３８万９千円の減は、

主に、学校施設環境改善交付金の減で、

充当事業の内容につきましては、歳出予算の「厚岸小学校トイレ整備事業 「真龍」、

中学校屋内運動場整備事業」において説明いたします。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、交付見込み及び交付額確定による減であ

ります。

３項 委託金

１目 総務費委託金 ３万５千円の増

２目 民生費委託金 ３７万９千円の減

４目 土木費委託金 ２３８万８千円の減

、 、 。それぞれ 説明欄記載のとおり 交付見込み及び交付額確定による増減であります
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１７款 道支出金

１項 道負担金 次ページ ２目 民生費道負担金 ７２５万７千円の増

主に、１節 社会福祉費負担金 ８４７万５千円の増は、

障害者自立支援給付費負担金 １，２５４万８千円の増で、各給付費見込みによる

増であります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、収入見込みによる減であります。

３目 衛生費道負担金 ９万６千円の増

養育医療負担金 ９万６千円の増は、未熟児養育医療費に係る負担金で、収入見込

みによる増であります。

２項 道補助金

１目 総務費道補助金 ３４５万円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、交付見込みによる減であります。

２目 民生費道補助金 ９８万５千円の減

１節 社会福祉費補助金 １７５万２千円の減は、

主に、重度心身障害者医療費補助金 １７７万３千円の減で、

医療費及び高度医療費の減額に伴う計上であります。

２節 児童福祉費補助金 ７６万７千円の増は、

多子世帯等の保育料軽減支援事業費補助金 １２１万３千円の増で、

補助対象児童の増加に伴う計上であります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。

３目 衛生費道補助金 ８６万２千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。

次ページにわたり

４目 農林水産業費道補助金 ３０６万８千円の増

主に、３節 林業費補助金 ３４４万５千円の増で、

収入見込みによる森林環境保全直接支援事業補助金（造林）の増であります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。

５目 商工費道補助金 １３８万７千円の増

６目 土木費道補助金 ５７万５千円の減

７目 消防費道補助金 ７７万４千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、交付見込みによる増減であります。
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８目 教育費道補助金 １３０万円 新規計上

太田屯田兵屋調査事業に係る地域づくり総合交付金（文化財保護） １３０万円の

増で、北海道からの内示決定による計上であります。

３項 委託金

１目 総務費委託金 ２５５万４千円の増

３目 衛生費委託金 ２万４千円の増

４目 農林水産業費委託金 ２万４千円の減

５目 商工費委託金 １万４千円の増

６目 土木費委託金 ３万１千円の減

７目 教育費委託金 ６９万５千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、交付見込みによる増減であります。

１８款 財産収入

次ページにわたり

１項 財産運用収入

１目 財産貸付収入 ５万８千円の増

２目 利子及び配当金 ３４０万６千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。

２項 財産売払収入

１目 不動産売払収入 ４９８万５千円の増

説明欄記載のとおり、収入見込に伴う石材売払代と立木売払代の増であります。

２目 生産物売払収入 １９０万１千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。

１９款 １項 寄附金

１目 一般寄附金

一般寄附金（ふるさと納税）１億円の減は、現在までの収入状況を勘案しての減額

で、寄附金総額１１億円を見込む計上であります。

５目 農林水産業費寄附金

農業振興寄附金 企業版ふるさと納税 １００万円 は、

札幌市中央区 ホクレン農業協同組合連合会 様からの寄附金の計上であります。

この企業版ふるさと納税は、認定を受けた地域再生計画に基づく事業に対して、企

業が寄附を行った場合に法人関係税の税額控除が行える仕組みであります。

なお 寄附金活用事業については 新規就農対策 についての希望であるため 新、 、「 」 、「

規就農者誘致奨励事業」に充当いたします。
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８目 消防費寄附金 企業版ふるさと納税 １０万円は、

株式会社昌立冷機サービス様からの寄附金の計上で、充当事業の内容につきまして

は、歳出予算の「防災交流センター整備事業」に充当いたします。

９目 教育費寄附金 企業版ふるさと納税 １０万円は、

匿名希望法人からの寄附金の計上で、充当事業の内容につきましては、歳出予算の

「部活動地域移行検討協議会」に充当いたします。

２０款 繰入金 １項 基金繰入金

４目 まちおこし基金繰入金 １１万３千円の減

事業費確定に伴う減額補正であります。

６目 環境保全基金繰入金 ２８０万円の増

民有林振興対策事業及び造林事業への充当による計上であります。

９目 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金繰入金

２，４００万９千円の増 充当事業の確定に伴う増及び運用益確定に伴う利子の増

であります。

１０目 再編関連訓練移転等交付金事業基金繰入金 ４００万円の減

事業費の執行見込みに伴う減であります。

２２款 諸収入

１項 延滞金加算金及び過料 次ページ １目 延滞金 ９万円の増

２項 預金利子 １目 町預金利子 １２７万１千円の増

３項 貸付金元利収入 ２目 ウタリ住宅改良貸付金元利収入

１８万８千円の増

４項 受託事業収入

３目 衛生費受託事業収入 ７７万６千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。

６項 雑入 次ページにわたり ３目 雑入 ９０４万９千円の減

その他、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。
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２３款 １項 町債 次ページにわたり １億６，１００万円の増

本補正のうち、説明欄カッコ内の「過疎特別分」と表記があるのは、

過疎対策事業債のソフト分として発行が認められたもので、

総額、１億 ４００万円の計上であります。

１目 総務債 １，５００万円の増

２目 民生債 ４，４００万円の増

３目 衛生債 １５０万円の増

４目 農林水産業債 ５，７４０万円の増

５目 商工債 １，４７０万円の増

６目 土木債 次ページにわたり ３，５４０万円の増

７目 消防債 １１０万円の減、

８目 教育債 ５９０万円の減

それぞれ、起債対象事業費の確定及び執行見込みによる増減であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

３８ページ、歳出であります。

１款 １項 １目 議会費 ９７万６千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２款 総務費 １項 総務管理費

１目 一般管理費 次ページにわたり １１９万５千円の増

主に総務一般 ４６万８千円の減は、町長に係る旅費の減額４０万３千円の減、

庁舎・町民広場 １８０万４千円の増は、

主に燃料費の重油代で１３２万２千円の増と修繕料 １３９万９千円の増で、内訳

は、昨年、11月17日に発生した強風により破損した町民広場前宣言塔撤去及び基礎

部修繕の２８万６千円、昨年11月１日に発生した低気圧の影響により、役場庁舎の

外壁タイルが一部剥離したことによる修繕６３万８千円、１階男子トイレ小便器系

統給水管改修 ４６万２千円、熱・煙感知器の取り替え修繕１万３千円の計上、委

託料の９５万６千円の減は、各委託料の執行見込みによる減であります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定、執行見込みによる増減であ

ります。

次ページ

２目 簡易郵便局費 １２万２千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３目 職員厚生費 次ページにわたり ３８１万５千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。
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４目 情報化推進費 次ページにわたり ７９万４千円の減

主に、総合行政情報システム運営 ９８９万９千円の減は、使用料及び賃借料の総

合行政システム使用料 ８０２万９千円の減で、

システム標準化対応時期が、１月からとなったことにより、１カ月分のガバメント

クラウド利用料が９カ月分当初見込みよりも減額となったことによる減額、

厚岸情報ネットワーク１，０３７万２千円の増は、主に、12月14日から15日にかけ

ての暴風雪により断線した町内の光ケーブル復旧に係る修繕料等１，０３９万３千

円の増額、

厚岸情報ネットワーク整備事業 ４５９万７千円の減は、説明欄記載のとおり各委

託料の執行見込みによる減額であります。

総合行政情報システム整備事業 １３５万円の増は、システムの標準化に伴い、領

収書等をバーコード等を使用して読み込むシステム機器の追加設定作業が必要にな

ったことによる増額、

総合行政情報システム整備事業（番号制度） １９８万円の新規計上は、戸籍附票

への旧氏・旧氏の振り仮名記載及び住民票への振り仮名記載に係る住民記録システ

ム改修の委託料の計上であります。

なお、年度内に事業完了が見込めないため、令和８年度へ予算を繰り越すものであ

ります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定、執行見込みによる増減及び

財源内訳補正であります。

５目 交通安全防犯費 ７６万８千円の減

６目 行政管理費 次ページにわたり １５万５千円の減

７目 文書広報費 １３５万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

８目 財政管理費 ６億１，２０８万７千円の増 次ページにわたり、

主に、基金への積立金として、

財政調整基金に、１億 ９９０万円

減債基金に、３億４，０６９万９千円

地域づくり推進基金に、１億２，８３１万９千円

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業基金に、３，３２５万６千円の増は、

子ども医療費無償化、学校給食費無償化及び町立厚岸病院の医師確保補助金に対す

る積立金の計上であります。

再編関連訓練移転等交付金事業基金 ２万３千円の増は、

利子分の積立による計上であります。
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なお、本年度末における基金残高につきましては、年度当初での取り崩しと歳計剰

、 、 、余金処分による積立て 年度内での補正積立てにより 前年度末との比較において

約６，５７３万８千円増の約２６億２，９２０万９千円となる見込みであります。

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

９目 会計管理費 ２３万９千円の増

主に、手数料 ３２万２千円の増で、キャッシュレス決済の利用が増加しているた

め、執行見込みによる増額で、その他は、説明欄記載のとおり、執行見込みによる

減であります。

１０目 企画費 ５７ページにわたり １，０２５万５千円の減は、

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減及び財源内訳補正でありま

す。

１１目 財産管理費 次ページにわたり １５４万７千円の減

主に、共通物品調達 １５０万３千の減で、消耗品費 ７３万８千円の減は、コピ

ー用紙の使用量が減少したことによる購入費の減、印刷製本費 ７６万５千円の減

は、窓付封筒の使用枚数について、各課からの要望枚数が減少していることによる

購入費の減であります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定及び執行見込みによる減であ

ります。

１２目 車両管理費 ４３万４千円の増

説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２項 徴税費

１目 賦課納税費 次ページにわたり ９２万７千円の減

２目 諸費 次ページにわたり ５７９万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

３項 １目 戸籍住民登録費 ９２万３千円の減

戸籍住民基本台帳 ３０万１千円の減

個人番号カード普及促進 ４５万５千円の減

戸籍情報システム整備事業 ２０１万５千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

戸籍附表システム整備事業 １８４万８千円の新規計上は、

戸籍の附票に旧氏・旧氏の振り仮名を追加するために必要な改修の委託料の計上で

あります。

なお、年度内に事業完了が見込めないため、令和８年度へ予算を繰り越すものであ

ります。
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４項 選挙費

１目 選挙管理委員会費 １８万７千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

５項 統計調査費

１目 統計調査総務費 次ページにわたり １２万２千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３款 民生費 １項 社会福祉費

１目 社会福祉総務費 次ページにわたり ４０１万４千円の減

主に

国民健康保険特別会計 ３１３万２千円の減は、特別会計収支への補正財源調整に

よる繰出金の減、

社会福祉一般 ５１万２千円の減は、主に行政業務委託料の地域福祉計画策定業務

委託料が入札結果による減、

重層的支援体制整備 ８６万２千円の減は、多世代交流事業（あそぼーの）子ども

遊び場事業の回数減による減、ボランティアポイント等の支援予定の減、による減

額補正であります。

その他は、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２目 心身障害者福祉費 ７１ページにわたり ４，９１４万６千円の増

主に、障害者（児）介護・訓練等給付

介護給付費 １，５１４万４千円の増は、主に、生活介護、施設入所及び短期入所

利用見込みによる増で、

訓練等給付費 ２，９６４万１千円の増は、主に、共同生活援助ＧＨ、就労移行支

援、就労継続支援Ａ型及び就労継続支援Ｂ型の見込みによる増で、

その他は、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３目 心身障害者特別対策費 ４０８万５千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

４目 老人福祉費 ７７ページにわたり ９８３万９千円の減

主に、

介護保険特別会計 ３５６万６千円の減は、特別会計収支への補正財源調整による

繰出金の減、

老人保護措置費 ９０万２千円の減は、養護老人ホームに入所について、利用月数

の減による減額補正、

高齢者事業団育成 ３２７万３千円の減は、事務を担う人員の高齢化により、事業

継続が困難であることから、新たな人員の確保に係る人件費について、追加補助す

る予定でしたが、人員が見つからなかったため減額補正、
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特別養護老人ホーム心和園備品整備事業 ８８万２千の減は、

施設用備品購入について、入札結果による減、

介護人材育成等支援 １３０万円の減は、介護人材育成等の支援に係る報償費及び

資格取得費用助成について、５名分を見込んでおりましたが、現状、申し込みがな

いため、１名分を残し減額補正をするものであり、その他説明欄記載のとおり、執

行見込みによる増減及び財源内訳補正であります。

５目 後期高齢者医療費 ４２２万４千円の減

特別会計収支への補正財源調整による繰出金の減であります。

６目 国民年金費 ２万３千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

７目 自治振興費 ２２１万６千円の増

主に、地方バス路線維持対策 ３０９万４千の増で、

国庫補助額確定による増額補正計上で

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減及び財源内訳補正でありま

す。

８目 社会福祉施設費 ８１ページにわたり、４万８千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

１０目 諸費 ３０万円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

２項 児童福祉費

１目 児童福祉総務費 次ページにわたり ５８０万３千円の減

主に、児童福祉一般 行政業務委託料 １４１万９千円の減は、ヤングケアラー実

態調査委託料の実績見込みによる減と、施設型給付費負担金 ４０２万２千円の減

は、幼稚園対象児童見込数の減で、

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２目 児童措置費 ４４万５千円の減

３目 ひとり親福祉費 １６２万８千円の減

４目 児童福祉施設費 ８７ページにわたり １３万８千円の増

５目 児童館運営費 ９万３千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

４款 衛生費 １項 保健衛生費

１目 衛生予防費 次ページにわたり １１万６千円の減
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それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２目 健康推進費 ９５ページにわたり ８８１万９千円の減

母子保健 １０３万９千円の減は、主に行政業務委託料 １０２万１千円の減で各

委託料の執行見込みによる増減で、

予防接種 ３７９万９千円の減は、主に行政業務委託料 ４７２万２千円の減で、

各予防接種委託料の執行見込みによる増減で、

がん予防保健 １８４万１千円の減は、主に行政業務委託料 １８３万円の減で、

各がん健診委託料の執行見込みによる増減で、

、 、特定健康診査等 ９４万６千円の減は 主に行政業務委託料 ８５万１千円の減で

特定健康診査委託料の執行見込みによる減で、

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減及び財源内訳補正

であります。

３目 墓地火葬場費 次ページにわたり ５１万４千円の減

主に、斎場設備整備事業 ９１万５千円の減で、

斎場霊台車更新及びトイレ改修工事について、事業費確定による ８２万５千の減

で、その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減及び財源内訳

補正であります。

４目 水道費 ５，５４６万３千円の増

水道事業会計負担金 １千円の増、水道事業会計負担金（簡易水道分） ６千円の

増、水道事業会計補助金（簡易水道分） ７７６万７千円の増については、

令和７年度における水道事業会計への繰出金の増で、

水道事業会計補助金（令和７国補正） ４，７６８万９千円の増については、令和

８年度へ繰り越し、水道料の基本料金を７ヶ月分の減免を想定した財源となるもの

。 （ ）です 歳入でご説明した物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 令和７国補正

を充当するものであります。

５目 病院費 １億７，２９１万８千円の増

病院事業会計への収支補てんとしての増であり、病院事業会計負担金 ９２７万６

千円の減と病院事業補助金 １億７，４２７万６千円の増は、令和７年度における

病院事業会計への繰出金の増減で、

病院会計補助金（令和７国補正）７９１万８千円は、エネルギー・食料品価格等の

物価高騰による影響を受けている町立厚岸病院に対して、一般会計から繰り出す補

助金の一部に、歳入でご説明した物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（令和

７国補正）を充当するもので、令和８年度に繰り越すものであります。

６目 子ども医療費 次ページにわたり、３７０万１千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。
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２項 環境政策費

１目 環境対策費 ２９２万９千円の増

主に、環境保全基金積立金 ３８０万円の増で

立木売払代及び資源ごみ売払代などを財源とした環境保全基金積立金の計上であり

ます。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

次ページ

２目 水鳥観察館運営費 １６万５千円の減

３目 廃棄物対策費 １７万円の減

４目 ごみ処理費 次ページにわたり ７０万円の減

５目 し尿処理費 ９万２千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

次ページ

６目 下水道処理費 ３５０万円の減

生活排水処理施設整備事業 ３５０万円の減で、住宅の合併処理浄化槽設置費補助

金について、執行見込みによる減額であります。

５款 農林水産業費 １項 農業費

１目 農業委員会費 ７７万８千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２目 農業振興費 次ページにわたり ８２２万５千円の減

中山間地域等直接支払事業 １７２万４千円の減は、交付金の対象となる面積が当

初よりも減となったことによる減額、

新規就農者誘致奨励事業 ６４５万３千円の減は、事業費確定による減と令和７年

度から新たに１名の就農が予定されていましたが、就農を取りやめたことによる減

で、その他説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３目 畜産業費 １，４８７万２千円の減

矢臼別演習場周辺農業用施設等整備事業 １，０１８万３千円の減は、農業用機械

３台購入について、事業費確定による減、

町営牧場整備事業 ６６５万６千円の減は、スラリーストアＡ系列工事について、

事業費確定による減、

若齢牛育成センター整備事業 １９６万７千円の増は、令和７年11月に発生した低

気圧による暴風雨により育成牛舎の屋根が損傷したため、その修理に係る費用の増

額補正でであります。
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次ページ

５目 農地費 ３３５万４千円の減

説明欄記載のとおり、道営事業費確定による減であります。

６目 牧野管理費 ４１万１千円の増

主に、資材購入 ８６万８千円の増は、冬期間に発生する堆肥を牧草地に運搬する

際の出入口に使用する敷鉄板の購入費の計上、

施設用備品購入 ７０万４千円の増は、スラリーストアからスラリーポンプを使用

してふん尿を汲み取る際に、高所での作業となることから、安全作業台を購入する

費用の計上で、その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

７目 農業施設費 次ページにわたり １２８万２千円の増

主に、尾幌酪農ふれあい広場 修繕料 １２９万７千円の増は、

経年劣化により故障した給湯器ボイラーの修繕料で、その他、それぞれ説明欄記載

のとおり、執行見込みによる増減であります。

８目 農業水道費 ４，８７０万２千円の増

主に、別寒辺牛水場井戸整備事業 ４，９７０万円の新規計上で、

同事業については、令和８年度で地方債の過疎対策事業での財源により予定してお

りましたが、北海道を通して、令和７年度の過疎対策事業の地方債の残額があるこ

、 、 、との照会があり 追加申請し承認されたことから この度の補正予算での計上とし

来年度に繰り越して実施するものであります。

事業内容については、別寒辺牛地区は、地下水を水源とし２つの井戸を活用してい

るが、鉄・マンガンを多く含む水質であるため、井戸やポンプに有機物が付着しや

すく定期的に洗浄を行っており、１号井戸は令和７年度、２号井戸は令和８年度に

洗浄予定のため、別寒辺牛取水場井戸整備委託料 ２７０万円、また、定期的に洗

浄を行っているが、揚水量が年々低下していることから３号井戸を接続する農業水

道工事費 ４，７００万の計上であります。

その他、それぞれ説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

９目 堆肥センター費 次ページにわたり ２４万１千円の増

修繕料 ２４万１千円の増で、堆肥に風を送るブロアー送風機の交換修理費が資材

及び人件費の値上がりにより、増額となったものであります。

１０目 諸費 ８８万２千円 新規計上は、農業用水道の基本料金を７ヶ月間減免

する事業で、歳入でご説明した物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金（令和７

国補正）を充当するものです。

なお、年度内に事業完了が見込まれないため、令和８年度へ予算を繰り越すもので

あります。
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２項 林業費 １目 林業総務費 ２４万６千円の減

２目 林業振興費 ４４万３千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定及び執行見込みによる増減及び財源内

訳補正であります

次ページ

３目 造林事業費 ２３０万８千円の増

主に、工事請負費 ２３２万９千円の増で、住の江地区等の倒壊及び倒壊のおそれ

のある森林について、自然災害防止のため、事業の拡大及び緊急的事業の追加によ

、 、 。る増額補正であり その他説明欄記載のとおり 事業費見込みによる減であります

４目 林業施設費 １万３千円の減

、 、 。それぞれ 説明欄記載のとおり 執行見込みによる減及び財源内訳補正であります

５目 特用林産振興費 １４３万２千円の増

きのこ菌床センター １４３万２千円の増は、

主に、電気料の光熱水費 ８４万３千円の増とビニールハウスの資材購入 ６１万

５千円の増で、その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３項 水産業費

２目 水産振興費 次ページにわたり ７４０万３千円の減

主に、水産多面的機能発揮対策支援事業 １６９万５千円の減は、昆布漁場岩盤清

、 、掃及び肉食性巻貝・ヒトデ駆除分について 事業費予定額及び事業費確定による減

赤潮対策緊急支援事業 ４５５万７千円の減は、漁場環境の回復を図るため、ウニ

殻等の除去・処分・岩盤清掃等の事業費確定による減、

、 、 。それぞれ 説明欄記載のとおり 事業費確定及び執行見込みによる増減であります

３目 漁港管理費 次ページにわたり １，１７４万４千円の減

主に、漁港機能推進事業 １，１６０万円の皆減で、今年度実施予定でありました

床潭漁港の物揚場の工事の事業年度変更に伴い、令和８年度以降で実施する計画へ

変更となったことによる減、

その他それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定及び執行見込みによる増減であ

ります

５目 養殖事業費 次ページにわたり １０３万１千円の増

、 、 、主に カキ種苗センター １３５万６千円の増は 需用費 １４８万３千円の増で

内訳は、施設の重油代及び電気料等の増で１０６万６千円、施設修繕料で４３万５

千円の計上であります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。
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６目 水産施設費 ２８万７千円の増

主に漁村環境改善総合センター 修繕料で、屋根雨漏り修繕 ２７万５千円、軒天

張替修繕 ３万５千円、非常用照明予備電池取替修繕２万２千円の合わせて３３万

２千円で当初予算の３万円を差し引き、３０万２千円の計上であります。その他そ

れぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

６款 １項 商工費

１目 商工総務費 次ページにわたり ３０万１千円の減

２目 商工振興費 次ページにわたり ４８４万３千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３目 食文化振興費 次ページにわたり ２０９万２千円の減

主に、厚岸味覚ターミナル設備整備事業 １３０万９千円の減は、

改修補修工事費 ３件の事業費確定及び執行見込みによる減であります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定及び執行見込みによる増減で

あります。

４目 観光振興費 次ページにわたり １億２１５万４千円の減

主に、ふるさと納税 １９８万１千円の減は、

寄附金総額１１億円を見込んでの返礼品及びふるさと納税支援サービス委託料等の

減、

ふるさと納税基金 ９，７７８万１千円の減は、

寄附金総額１１億円を見込んでの基金積立金の減で、

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

５目 観光施設費 次ページにわたり ２８０万６千円の増

主に、子野日公園桜見本園等整備事業 ６４９万円の新規計上で、

同事業については、令和８年度で地方債の過疎対策事業での財源により予定してお

りましたが、北海道を通して、令和７年度の過疎対策事業の地方債の残額があるこ

、 、 、との照会があり 追加申請し承認されたことから この度の補正予算での計上とし

来年度に繰り越して実施するものであります。

事業内容は、子野日公園内の桜見本園について、散策路から桜見本園への道が降雨

後には、ぬかるみが生じていることから。桜見本園内にパークチップ敷きの遊歩道

を整備するものと子野日公園入口から管理棟前までの園路沿いの芝生について、イ

ベント時のテントの設営の容易化や平時の維持管理の簡易化等を目的として、砂利

敷きに整備する改修補修工事費 ６４９万円の計上であります。

その他、それぞれ説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。
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６目 諸費 次ページにわたり ２５０万９千円の減

主に、がんばろう厚岸応援券発行に係る減で、

がんばろう厚岸応援券発行は、令和７年度当初予算に計上した全町民に一人あたり

５，０００円の応援券を配付する事業の事業費確定による減、

がんばろう厚岸応援券発行（追加分）は、令和７年９月の第３回定例会に提出し、

補正予算３回目に計上した町内の１８歳以下の対象者一人あたり５，０００円の応

援券を配付する事業の事業費確定による減、

がんばろう厚岸応援券発行（令和７国補正）は、令和８年１月の第１回臨時会に提

出し、補正予算５回目に計上した全町民に一人あたり１５，０００円の応援券を配

付した事業について、応援券及び封筒等の印刷製本費が確定しましたので、その部

分の減額補正となります。

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

７款 土木費 １項 土木管理費

１目 土木総務費 ７万５千円の減

２目 土木車両管理費 １１万４千円の増

３目 土木用地費 次ページにわたり ９万円の減

４目 地籍調査費 ６万７千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２項 道路橋梁費

１目 道路橋梁維持費 次ページにわたり ２３４万２千円の減

主に、真龍神社通り交通安全施設整備事業 １６６万１千円の減、お供山周辺地下

水対策事業 ７９万円の減は、事業費確定による減、その他、それぞれ、説明欄記

載のとおり、事業費確定、執行見込みによる増減及び財源内訳補正であります。

なお、橋梁長寿命化整備事業については、事業総額での増減はありませんが、事業

費確定により、社会資本整備総合交付金に残額が生じたことから、１４０万４千円

を令和８年度へ繰り越すものであります。

２目 道路新設改良費 １４１ページにわたり １億２，０７７万３千円の増

主に、床潭末広間道路整備事業（令和７国補正）１億５,８５０万円、港町２条通り

整備事業（令和７国補正）１，３８５万５千円は、令和７年度の国の補正予算にお

ける社会資本整備総合交付金の追加交付額決定に伴う事業の新規計上であります。

いずれの事業も年度内に事業完了が見込めないため、令和８年度へ予算を繰り越す

ものであります。

床潭末広間道路整備事業については、事業費確定による増減と社会資本整備また、

総合交付金に残額が生じたことから、６１３万６千円を令和８年度へ繰り越すもの

であります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、事業費確定、執行見込みによる増減及び

財源内訳補正であります。
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３目 除雪対策費 ５４７万４千円の増

主に除雪車修繕料の計上であります。

３項 河川費 １目 河川総務費 次ページにわたり ２４９万８千円の減

、 、 。それぞれ 説明欄記載のとおり 事業費確定及び執行見込みに伴う増減であります

４項 都市計画費

１目 都市計画総務費 １８万円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みに伴う減であります。

３目 下水道費 ６５０万円の減

下水道事業会計への負担金の増額計上であります。

５項 公園費 １目 公園管理費 次ページにわたり ２３万７千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みに伴う増減であります。

６項 住宅費 １目 建築総務費 １，２４５万８千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みに伴う増減であります。

２目 住宅管理費 次ページにわたり ２２５万４千円の減

、 、 。それぞれ 説明欄記載のとおり 事業費確定及び執行見込みによる増減であります

８款 １項 消防費

１目 常備消防費 ５０８万４千円の増

主に、釧路東部消防組合 負担金 ５１３万６千円の増で、給与費増額に伴う増額

、 、 、 。で その他 説明欄記載のとおり 事業費確定及び執行見込による増減であります

２目 災害対策費 １５１ページにわたり １３１万６千円の減

、 、 。それぞれ 説明欄記載のとおり 事業費確定及び執行見込みによる増減であります

３目 消防施設費 １千円の減

説明欄記載のとおり、事業費確定による減であります。

９款 教育費 １項 教育総務費

１目 教育委員会費 次ページにわたり １１万７千円の減

２目 事務局費 １２万５千円の減、

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

３目 教育振興費 次ページにわたり、２６４万６千円の減
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主に、高等学校教育支援 １３５万２千円の減は、通学バス定期券購入助成及び若

潮寮入寮費助成について利用者数の減による計上、

教育支援体制 ６４万７千円の減は、対象生徒の実施回数の減による計上で、

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込による

増減であります。

４目 教員住宅費 １万５千円の減

５目 就学奨励費 ６千円の減

次ページ

６目 スクールバス管理費 １９万５千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みに伴う増減であります。

２項 小学校費 １目 学校運営費 次ページにわたり ４７万６千円の増、

主に、各小学校の燃料費及び電気料の増で、

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり執行見込みによる増減であります。

２目 学校管理費 次ページにわたり １４万６千円の減、

主に、学校管理 修繕料 １７４万６千円の増は、厚岸小学校電気錠システム工事

６２万６千円、真龍小学校体育館電動暗幕修理 ９９万円のほか各小学校修繕料

の計上で、

厚岸小学校トイレ整備事業 １６５万円の減は、事業費確定による減で、

財源補正については、当初、学校施設環境交付金の活用と過疎対策事業債を充当す

る予定でありましたが、学校施設環境交付金が交付決定とらなかったため、学校教

育施設等整備事業債と一般財源とするものです。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３目 教育振興費 次ページにわたり ２４８万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みに伴う増減であります。

３項 中学校費 １目 学校運営費 次ページにわたり ４６万円の増、

主に、各中学校の燃料費及び電気料の増で

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２目 学校管理費 次ページにわたり ７８９万６千円の減、

主に、真龍中学校屋内運動場整備事業 ９７６万８千円の皆減で、先程、小学校費

の厚岸小学校トイレ改修工事でご説明した学校施設環境交付金を活用して、事業を

進める予定でありましたが、交付決定とならなかったため、協議の結果、今年度は

事業を取りやめたものであります。なお、工事内容につきましては、屋内運動場内
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の照明器具をＬＥＤ化する事業であります。

学校管理 修繕料 ２１７万１千円の増は、

太田中学校電気錠システム工事 ６４万２千円、真龍中学校体育館暖房機給排気フ

ァンボックス修繕 ２７万８千円、厚岸中学校体育館アリ－ナー証明修理 ２７万

５千円、真龍中学校蒸気配管修繕 ２１万５千円、真龍中学校ボイラ還元水電動バ

ルブ交換２０万９千円、真龍中学校ゴミ置場ロスナイ取替修理 １６万円、真龍中

学校職員玄関入口ドア修理１５万８千円、真龍中学校体育館非常口ドア修理 １１

万円のほか各中学校修繕料の計上で、

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３目 教育振興費 １４０万５千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

５項 社会教育費

１目 社会教育総務費 次ページにわたり １１４万円の減

２目 生涯学習推進費 次ページにわたり ３９万円の減

３目 公民館運営費 １６万６千円の減

４目 文化財保護費 次ページにわたり ２５万８千円の減

５目 博物館運営費 ６８万５千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

次ページ

６目 情報館運営費 ６０万６千円の減

、 、主に 厚岸情報館の燃料費 ５７万２千円及び発電機借上料 ２５万８千円の減は

経年劣化により断線した高圧ケーブルの修繕が予定より早く完了したことによる減

額で、修繕料の５７万７千円の増は、１階床暖系統配管修理 ５６万５千円のほか

厚岸情報館修繕料の計上で、

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

６項 保健体育費

１目 保健体育総務費 ９２万６千円の減

主に、児童生徒健康診断及び教職員健康診断の減で、

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

２目 社会体育費 １８１ページにわたり ４５万１千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

３目 温水プール運営費 ３７万４千円の増

主に、修繕料 ５６万３千円の増で、空調機排気ファン修理 ５５万９千円と女子

トイレ照明修理 １万５千円、公用車修繕 １万１千円の減額、



- 23 -

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

４目 学校給食費 次ページにわたり ２８万３千円の増

主に、学校給食センター ８１万６千円の増は、燃料費 ５５万８千円は、重油の

使用量及び燃料価格の高騰による増、修繕料 ３４万７千円の増は、調理器具修繕

４台分の修繕 ２０万７千円とピット内蒸気管取替修繕 １４万円

の計上で、

その他、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

１１款 １項 公債費 １目 元金 補正額ゼロ 財源内訳補正であります。

２目 利子 １６６万円の増は、

長期債償還利子 ３８万６千円の増は、長期債の利率について、想定よりも利率が

上がったことによる増額計上、

一時借入金利子 １２７万４千円の増は、長期債と同様に借入れ利率が上昇が見込

まれるため、増額計上であります。

１２款 １項 １目 給与費 ４５万１千円の増

次ページにわたり、

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

なお、１８６ページから１８８ページまで、

給与費明細書を添付しておりますので、ご参照願います。

以上で、歳出の説明を終わります。

１ページへお戻り願います。

第２条 継続費の補正であります。

継続費の変更は 「第２表 継続費補正」による。、

７ページをお開き願います。

第２表 継続費補正 変更であります。

表のとおり、

すでに継続費を設定しております１件の事項について

事業名、総額及び年割額を記載のとおり変更するものであります。

８ページに調書がありますので、ご参照願います。

１ページへお戻り願います。

第３条 繰越明許費の補正であります。

繰越明許費の追加は 「第３表 繰越明許費補正」による。、
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９ページをお開き願います。

第３表 繰越明許費の補正であります。

２款 総務費 １項 総務管理費

事業名 総合行政情報システム整備事業（番号制度）

金額 １９８万円

３項 戸籍住民登録費

事業名 戸籍附票システム整備事業

金額 １８４万８千円

４款 衛生費 １項 保健衛生費

事業名 水道事業会計

金額 ４，７６８万９千円

事業名 病院事業会計

金額 ７９１万８千円

５款 農林水産業費 １項 農業費

事業名 別寒辺牛取水場井戸整備事業

金額 ４，９７０万円

事業名 農業用水道料金減免補助

金額 ８８万２千円

６款 １項 商工費

事業名 子野日公園桜見本園等整備事業

金額 ６４９万円

７款 土木費 ２項 道路橋梁費

事業名 橋梁長寿命化整備事業

金額 １４０万４千円

事業名 床潭末広間道路整備事業

金額 ６１３万６千円

事業名 床潭末広間道路整備事業（令和７国補正）

金額 １億５，８５０万円
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事業名 港町２条通り整備事業（令和７国補正）

金額 １，３８５万５千円

記載の１１事業については、年度内に事業の完了が見込めないことから、翌年度に

繰り越して執行するため繰越明許費の設定を行うものでございます。

１ページへお戻り願います。

第４条 債務負担行為の補正であります。

債務負担行為の追加、廃止及び変更は 「第４表 債務負担行為補正」による。、

１０ページをお開き願います。

第４表 債務負担行為補正 であります。

上段の表は追加で

事項欄記載の２件について、記載の期間に、各限度額をもって

債務を負担するものでございます。

中段の表は廃止で、

事項欄記載の１件について、実績がありませんので、

廃止するものであります。

下段の表は、変更で

すでに債務負担行為を設定しております２件の事項について

期間及び限度額を記載のとおり変更するものであります。

追加及び変更について

１１ページに調書がありますので、ご参照願います。

１ページへお戻り願います。

第５条 地方債の補正であります。

地方債の追加及び変更は 「第５表 地方債補正」による。、

１２ページをお開き願います。

第５表 地方債補正であります。

上段の表が追加事業の２件で

防災・減災・国土強靱化緊急対策事業の起債の限度額を６，３２０万円、

学校教育施設等整備事業の起債の限度額を１，６１０万とし、

起債の方法、利率、償還の方法については、記載のとおりとするものです。

下段の表が変更事業の６件で、
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緊急防災・減災事業 ２２０万円の減

公共施設等適正管理推進事業 １１０万円の減

緊急自然災害防止対策事業 ４０万円の減

辺地対策事業 ３，２４０万円の減

過疎対策事業 １億２，１００万円の増

公有林整備事業 ３２０万円の減

それぞれ、起債の方法、利率、償還の方法については変更ありません。

次ページをご覧ください。

地方債に関する調書補正であります。

表の下段、合計欄

令和６年度末、現在高、１２７億２，１６３万５千円

令和７年度中、起債見込額、１８億７，３９０万円

令和７年度中、元金償還見込額、９億６，８９９万２千円

補正後の令和７年度末、現在高見込額は、

１３６億２，６５４万３千円となるものであります。

以上で、議案第１９号の説明を終わります。

次に議案第２０号であります。



議案第２０号

令和７年度 厚岸町国民健康保険特別会計補正予算

（４回目）提案理由説明書
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議案書の１ページであります。

令和７年度 厚岸町 国民健康保険 特別会計補正予算（４回目）

令和７年度 厚岸町の国民健康保険 特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、１，７８０万円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１２億３，７９６万４千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は 「第１表 歳入歳出予算補正」による。、

次ページをお開きください。

２ページから３ページまで、

第１表、歳入歳出予算補正であります。

歳入では、５款５項、次ページ

歳出では、５款８項にわたって、

それぞれ、１，７８０万円の減額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

６ページを、お開き願います。

歳入であります。



- 2 -

１款 １項 １目 国民健康保険税 ７４９万４千円の増

それぞれ、１２月までの調定及び徴収実績をもとにした収入見込みによる増であり

ます。

４款 道支出金 １項 道補助金

１目 保険給付費等交付金 ２，１５５万５千円の減

保険給付費等見込みに伴う減であります。

５款 財産収入 １項 財産運用収入

１目 利子及び配当金 １３万２千円の増

説明欄記載のとおり、収入見込みによる増であります。

６款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金 ３１３万２千円の減

補正財源調整に伴う減額補正であります。

８款 諸収入 ３項 ５目 雑入 ７３万９千円の減

収入見込みによる減額補正であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

８ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費 １２３万３千円の減

２項 徴税費 １目 賦課徴収費 ２７万６千円の減

３項 １目 運営協議会費 ７万２千円の減

次ページにわたり ５項 １目 特別対策事業費 ７万９千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

なお、１４ページから１５ページまで、

給与費明細書を添付しておりますので、ご参照願います。

２款 保険給付費 １項 療養諸費

１目 療養給付費 ２，４７５万６千円の減

３目 療養費 ３３０万４千円の増

５目 審査支払手数料 １０万３千円の減

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。
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６款 保健事業費

次ページにわたり

１項 １目 特定健康診査等事業費 １２７万５千円の減

主に、健診受診者数見込による特定健康診査に係る委託料の減であります。

その他、それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

７款 １項 基金積立金

１目 国民健康保険財政調整基金積立金 ６１２万５千円の増

基金積立金の増であります。

９款 諸支出金 １項 償還金及び還付金

１目 償還金 ５６万５千円の増

保険給付費等交付金精算返還金の増であります。

以上で、議案第２０号の説明を終わります。

続きまして、議案第２１号であります。



議案第２１号

令和７年度 厚岸町介護保険特別会計補正予算

（４回目）提案理由説明書
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議案書の１ページであります。

令和７年度 厚岸町 介護保険 特別会計補正予算（４回目）

令和７年度 厚岸町の介護保険 特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ、３２４万２千円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１１億１，９４９万１千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は 「第１表 歳入歳出予算補正」による。、

次ページを、お開きください。

２ページから３ページまで、

第１表 歳入歳出予算補正であります。

歳入では、９款１４項、次ページ

歳出では、６款１３項にわたり、

それぞれ、３２４万２千円の減額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

６ページを、お開き願います。

歳入であります。

１款 保険料 １項 介護保険料

１目 第１号被保険者 介護保険料 １４７万６千円の減

収入見込みによる減であります。

２款 サービス収入 ２項 予防給付費収入

１目 居宅支援サービス費収入 １３５万１千円の減

３項 介護予防・日常生活支援 総合事業費収入

１目 介護予防ケアマネジメント事業費収入 ３８万５千円の減

それぞれ、収入見込みによる減であります。

３款 分担金及び負担金 １項 負担金

１目 地域支援事業負担金 ８万９千円の減

収入見込みによる減であります。
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４款 国庫支出金

１項 国庫負担金 １目 介護給付費負担金 ３４万８千円の増

２項 国庫補助金 １目 財政調整交付金 ３万５千円の増

２目 保険者機能強化推進交付金 ２０万９千円の減

７目 地域支援事業交付金 ３６万６千円の増

８目 保険者努力支援交付金 ３７万５千円の減

それぞれ、交付決定及び交付見込みによる増減であります。

５款 １項 支払基金交付金 次ページ

１目 介護給付費交付金 １１７万３千円の増

２目 地域支援事業 支援交付金 ２２万２千円の減

それぞれ、交付決定及び交付見込みによる増減であります。

６款 道支出金 １項 道負担金

１目 介護給付費負担金 ２５万８千円の増

２項 道補助金 ３目 地域支援事業交付金 １８万２千円の増

３項 委託金 １目 総務費委託金 １万７千円の減

７款 財産収入 １項 財産運用収入

１目 利子及び配当金 １８万２円の増

説明欄記載のとおり、収入見込みによる増であります。

８款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金 ３５６万６千円の減

２項 基金繰入金 １目 介護給付費準備基金繰入金 １９６万８千円の増

それぞれ、補正財源調整による増減であります。

１０款 諸収入 ２項 ３目 雑入 ６万４千円の減

説明欄記載のとおり、収入見込みによる減であります。

以上で、歳入の説明を終わります。

１０ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費 １０万８千円の減

３項 １目 介護認定審査会費 １４万２千円の減

２目 認定調査等費 ６万５千円の増
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５項 １目 計画策定委員会費 ４８万４千円の減

それぞれ説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

２款 保険給付費 １項 介護サービス等諸費 次ページ

１目 居宅介護サービス給付費 補正額ゼロ

財源内訳補正であります。

２目 施設介護サービス給付費 ３８９万７千円の増

３目 居宅介護福祉用具購入費 ６９万１千円の減

４目 居宅介護住宅改修費 ５８万６千円の増

３項 １目 高額医療合算介護サービス費 ５５万２千円の減

４項 特定入所者介護サービス等費 次ページにわたり

１目 特定入所者介護サービス費 ５４万２千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、給付見込み等による増減であります。

４款 地域支援事業費 ２項 包括的支援事業・任意事業費

１目 包括的支援事業等事業費 ５５万４千円の減

主に職員人件費４４万円の減のほか、説明欄記載のとおり

執行見込みによる減であります。

なお、２２ページから２３ページまで、

給与費明細書を添付しておりますので、ご参照願います。

２目 任意事業費 ７３万７千円の減

３目 在宅医療・介護連携推進事業費 次ページにわたり ７万３千円の減

４目 生活支援体制整備事業費 ３５万９千円の減

５目 認知症総合支援事業費 ２６万９千円の減

６目 地域ケア会議推進事業費 補正額ゼロ

それぞれ、説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減及び

財源内訳補正であります。

３項 介護予防・生活支援サービス事業費

１目 総合事業サービス費 次ページにわたり ２４１万３千円の減

４項 １目 一般介護予防事業費 １６万８千円の増
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５項 高額介護サービス費等

１目 高額介護予防サービス費事業費 補正額ゼロ

２目 高額医療合算介護予防サービス費事業費 １万円の増

それぞれ説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減及び

財源内訳補正であります。

５款 １項 １目 介護給付費準備基金費 ２４万３千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

８款 サービス事業費 １項 居宅サービス事業費

次ページ １目 包括的支援事業費 ７２万８千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる増減であります。

９款 １項 保健福祉事業費 １目 保健福祉事業 １１５万７千円の減

説明欄記載のとおり、執行見込みによる減であります。

以上で、議案第２１号の説明を終わります。

続きまして、議案第２２号であります。



議案第２２号

令和７年度 厚岸町後期高齢者医療特別会計補正予算

（３回目）提案理由説明書
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議案書の１ページであります。

令和７年度 厚岸町 後期高齢者医療 特別会計補正予算（３回目）

令和７年度 厚岸町の後期高齢者医療 特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、１，１２０万５千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、１億８，６９４万５千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は 「第１表 歳入歳出予算補正」による。、

次ページを、お開きください。

２ページから３ページまで、

第１表 歳入歳出予算補正であります。

歳入では、３款３項、次ページ

歳出では、２款３項にわたって、

それぞれ、１，１２０万５千円の増額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

６ページを、お開き願います。

歳入であります。

１款 １項 後期高齢者医療保険料

１目 特別徴収保険料 ２７３万７千円の増

２目 普通徴収保険料 １，２６７万４千円の増

それぞれ、収入見込みによる増減であります。

３款 繰入金 １項 １目 一般会計繰入金 ４２２万４千円の減

補正財源調整に伴う減であります。

５款 諸収入 ５項 １目 雑入

後期高齢者医療広域連合特別調整交付金 １万８千円 新規計上

マイナンバーカードと健康保険証の一体化について、周知に伴う交付金の計上であ

ります。

以上で、歳入の説明を終わります。
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８ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 総務費 １項 総務管理費 １目 一般管理費 ４２万１千円の減

２項 １目 徴収費 ２万７千円の増

それぞれ、執行見込みによる増減であります。

２款 １項 １目 後期高齢者医療 広域連合納付金

１，１５９万９千円の増

広域連合への負担金の増であります。

以上で、議案第２２号の説明を終わります。

続きまして、議案第２３号であります。



議案第２３号

令和７年度 厚岸町介護老人保健施設事業特別会計補正予算

（３回目）提案理由説明書
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議案書の１ページであります。

令和７年度 厚岸町 介護老人保健施設事業 特別会計補正予算（３回目）

令和７年度 厚岸町の介護老人保健施設事業 特別会計補正予算は、

次に定めるところによる。

第１条、第１項、歳入歳出予算の補正であります。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ、９７万２千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ、９，６３１万９千円とする。

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分 及び 当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は 「第１表 歳入歳出予算補正」による。、

次ページを、お開きください。

２ページから３ページまで、

第１表 歳入歳出予算補正であります。

歳入では、４款５項、次ページ

歳出では、２款２項にわたって、

それぞれ、９７万２千円の増額補正であります。

事項別により、ご説明させていただきます。

６ページを、お開き願います。

歳入であります。

１款 サービス収入 １項 介護給付費収入

１目 施設介護サービス費収入 ２７万２千円の増

２項 １目 自己負担金収入 １８万２千円の増

施設利用見込みによる増であります。

５款 財産収入 １項 財産運用収入

１目 利子及び配当金 １万５円の増

８款 諸収入 １項 １目 雑入 ３千円の増

それぞれ、説明欄記載のとおり、収入見込みによる増減であります。

１０款 繰入金 １項 基金繰入金

１目 介護老人保健施設基金繰入金 ５０万円 新規計上

補正財源調整に伴う介護老人保健施設基金からの繰入金であります。
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以上で、歳入の説明を終わります。

８ページを、お開き願います。

歳出であります。

１款 サービス事業費 １項 施設サービス事業費

１目 施設介護サービス事業費 ９５万６千円の増

会計年度任用職員人件費 ３４３万円の減

説明欄記載のとおり、職員人件費の増減であります。

なお、１０ページから１１ページまで、

給与費明細書を添付しておりますので、ご参照願います。

介護老人保健施設サービス ４３８万６千円の増

主に、病院事業運営管理共通経費負担金 ４５１万５千円の増は、人件費、薬品費

及び診療材料費などの事業費確定による増のほか、その他執行見込みによる増減で

あります。

３款 １項 基金積立金

１目 介護老人保健施設基金積立金 １万６千円の増

基金利子収入の増見込による積立金の増であります。

以上を持ちまして、

議案第１９号 令和７年度 厚岸町一般会計補正予算（７回目）から

議案第２３号 令和７年度 厚岸町介護老人保健施設事業 特別会計

補正予算（３回目）の提案説明とさせていただきます。

ご審議の上 ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。



議案第２４号 令和７年度厚岸町水道事業会計補正予算

（４回目）

提案理由説明書
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議案第２４号、令和７年度厚岸町水道事業会計補正予算（４回目）の内容につ

いて

１ページ

第１条 総則、令和７年度厚岸町水道事業会計の補正予算は次に定めるところ

による。

第２条 業務の予定量の補正であります。

給水戸数は、１０戸減の、５，６４８戸

年間総配水量は、４，４００立方メートル減の、

１６０万９，１２９立方メートル。

一日平均給水量は、１２立方メートル減の、

４，４０９立方メートルとするものであります。

主な建設改良事業について

配水管布設替等事業を、５８１万７千円減額し、１億９，８９３万５千

円に、

メーター設備事業を、１４５万円減額し、５，３３５万円にするもので

あります。

第３条 収益的収入及び支出の補正であります。

収入

１款 水道事業収益を４，０５７万３千円増額し、

４億６ 万４千円とするもので、，１７３

内訳は、

１項 営業収益が、１０６万５千円の減。

２項 営業外収益が、４，１６３万８千円の増であります。

支出

１款 水道事業費用を４，８６４万７千円増額し、

４億２ 万９千円とするもので、，２７０

内訳は、

１項 営業費用が、４，６６９万９千円の増。
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２項 営業外費用が、１９４万８千円の増であります。

収益的収入及び支出の内容につきましては、補正予算説明書で説明します。

２ページ

第４条 資本的収入及び支出の補正であります。

収入

１款 資本的収入を９４７万円減額し、

１億９，３１８万９千円とするもので、

内訳は、

１項 企業債が、７２０万円の減。

５項 他会計負担金が、２２７万円の減であります。

支出

１款 資本的支出を６８５万３千円減額し、

３億５ 万円とするもので、，１３９

内訳は、

１項 建設改良費が、７１９万９千円の減。

３項 返還金が、３４万６千円の増であります。

９ページの補正予算説明書をお開き願います。

収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の内容について

収益的収入

１款 水道事業収益

１項 営業収益

１目 給水収益は、１００万１千円の減。

家事用使用水量の１０月から１２月までの使用実績と今後の使用見込みを勘案

し、０．５％減としたことによる減 （水道事業のみ）。

２目 受託工事収益は、６万４千円の減。
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設計審査及び工事検査手数料について、実績及び見込みを勘案し、８件分の手

数料の減。

２項 営業外収益

１目 受取利息及び配当金は、９千円の皆増。

他会計への短期貸付けに伴う貸付金利息の増。

５目 他会計補助金は、１，００４万４千円の増。

主に簡易水道事業において、収支不足分の繰入に伴う増。

６目 長期前受金戻入は、２，７１０万５千円の増。

、 。主に簡易水道事業において 令和６年度受贈財産など収益額の見直しに伴う増

８目 消費税還付金は、４２２万円の増。

この度の補正における消費税計算に伴う増 （水道事業）。

９０目 雑収益は、２６万円の増。

（ ） 。消費税還付金 過年度更正請求令和元年から令和５年分 に伴う増であります

収益的支出

１款 水道事業費用

１項 営業費用

１目 原水及び浄水費は、２３３万３千円の減。

主に

２６節 動力費が、１０月から１２月使用実績に伴う９０万９千円の減。

２７節 薬品費が、水処理薬品使用実績に伴う１３６万７千円の減のほか、各

節説明欄記載したとおりであります。

２目 配水及び給水費は、１６２万２千円の増。

主に

１８節 委託料が、当初漏水調査委託料５件から５件増加に伴う１４２万９千

円の増のほか、各節説明欄記載した増であります。

９ページから１０ページ
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４目 総係費は、３８万２千円の増。

主に

２節 超過勤務手当の実績見込みを勘案した増額のほか、各節説明欄記載した

増減であります。

５目 減価償却費は、３，７３１万１千円の増。

主に簡易水道事業において、構築物など減価償却率の見直しに伴う増でありま

す。

６目 資産減耗費は、９７１万７千円の増。

令和７年度配水管布設替え及びメーター設備除却に伴う資産減耗費の増であり

ます。

２項 営業外費用

１目 支払利息及び企業債取扱諸費は、１千円の増。

簡易水道事業において、各金融機関借入先の科目更正に伴う増。

２目 消費税及び地方消費税は、１９４万６千円の皆増。

簡易水道事業において、この度の補正における消費税計算に伴い見込まれる納

付額の皆増。

３目 雑支出は、１千円の皆増。

水道事業において、その他雑支出が修繕費支出先の誤りに伴う違約金の支出に

伴う皆増。

以上が、収益的収入及び支出の補正内容で、これによる消費税込みでの経常収

支見込みでは、３，９０２万５千円の黒字計上となります。

１１ページ

資本的収入

１款 資本的収入

１項 １目 企業債は、７２０万円の減。

配水管等工事等３件の精算に伴う減であります。
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５項 １目 他会計負担金は、２２７万円の減。

主に簡易水道事業において、資本的収支精算見込みに伴う補てん分の減であり

ます。

資本的支出

１款 資本的支出

１項 １目 建設改良費は、５８１万７千円の減。

５件の工事請負費執行額確定見込みに伴う減であります。

２目 総係費は、１８万円の減。

８節 旅費が、執行額確定見込みに伴う皆減であります。

３目 メーター設備費は、１４５万円の減。

２８節 材料費が、新設撤去及び検満メーター取替工事の執行額確定に伴う減

であります。

４目 固定資産購入費は、２４万８千円の増。

８節 工具、器具及び備品購入費が、水道課で保有する埋設物探査機、主に地

中に埋設する水道管や下水道蓋などを特定する器具が経年劣化により修理不能

となり、同等品の購入による増。なお、各会計で器具を共有するため４９万５

千円の１／２（水道事業及び簡易水道事業）を計上するものであります。

３項 １目 返還金は、３４万６千円の皆増。

２節 補助金返還金が、令和５年度北海道生活基盤施設耐震化等補助金におい

て、事業精算時に消費税を含め補助金請求をしたが、令和５年度決算確定によ

り、消費税分が補助金の対象とならない事が決定し、環境第９０１号令和８年

１月６日付、令和５年度北海道生活基盤施設耐震化等補助金仕入れに係る消費

税等相当額の返還を北海道知事から通知を受け支出に伴う皆増。

１ページ下段へ戻り

第４条の本文括弧書き

「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

１億５ 万４千円は，５５８
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当年度分損益勘定留保資金 １億２３万２千円

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 １ 万円，６０５

減債積立金 １，０９４万５千円

及び 建設改良積立金 ２ 万７千円」を，８３５

「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

１億５ 万１千円は，８２０

当年度分損益勘定留保資金 １億２，０１５万５千円

引継金 ３５６万９千円

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 １ 万２千円，５８２

並びに建設改良積立金 １ 万５千円」に改めるものであります。，８６５

２ページ中段

第４条の２ 特例的収入及び支出の補正であります。

地方公営企業法施行令第４条第４項の規定により、当該事業年度に属する債権

及び債務として整理する未収金及び未払金の金額

未収金「５３６万９千円」を「６００万７千円」に

未払金「４７２万７千円」を「２４３万８千円」に改めるものであります。

第５条 企業債の補正であります。

水道事業配水管等整備事業費の企業債の予定額を５２０万円減額し１億

１，０００万円、簡易水道事業配水管等整備事業費の企業債の予定額を２００

万円皆減とするもので、起債の方法、利率、償還の方法については、変更あり

ません。

第６条 議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正でありま

す。

職員給与費について、２０万円増額し、３，８３９万１千円に改めるものであ

ります。

３ページ

第７条 他会計からの補助金の補正であります。

第１号 職員給与費補助が、１，００５万６千円増額し、
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第２号 水道事業企業債利息償還補助が、５万円減額し、

第４号 旧簡易水道事業企業債利息償還補助が、１１９万１千円減額し、

新たに第７号を追加し、簡易水道事業企業債利息償還補助として、１２２万９

千円の皆増。

他会計補助金総額を６，８２９万９千円とするものであります。

第８条 たな卸資産購入限度額の補正であります。

たな卸資産である薬品費の購入額の変更に伴い１５９万１千円減額するため、

たな卸資産の購入限度額「２ 万５千円」を「２ 万４千円」，６７０ ，５１１

に改めるものであります。

４ページと５ページは、補正予算実施計画。

６ページは、水道事業会計補正予定キャッシュ・フロー計算書。

７ページから８ページは、給与費明細書。

１２ページと１３ページは、予定貸借対照表。

１４ページと１５ページは、会計処理の基準や手順を示した注記であります。

、 （ ） 。以上が 令和７年度厚岸町水道事業会計補正予算 ４回目 の内容であります

ご審議のうえ、ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。



議案第２５号 令和７年度厚岸町下水道事業会計補正予算

（３回目）

提案理由説明書
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議案第２５号、令和７年度厚岸町下水道事業会計補正予算（３回目）の内容に

ついて

１ページ

第１条 総則、令和７年度厚岸町下水道事業会計の補正予算は次に定めるとこ

ろによる。

第２条 業務の予定量の補正であります。

主な建設改良事業について

管きょ整備事業を、４，５３０万７千円増額し、１億１，４００万２千円とす

るものであります。

第３条 収益的収入及び支出の補正であります。

収入

１款 下水道事業収益を４８６万６千円減額し、

５億６ 万６千円とするもので、，１８６

内訳は、

２項 営業外収益が、４８６万６千円の減であります。

支出

１款 下水道事業費用を４６４万３千円減額し、

５億５ 万４千円とするもので、，２５７

内訳は、

１項 営業費用が、４６７万４千円の減。

２項 営業外費用が、３万１千円の増であります。

収益的収入及び支出の内容につきましては、補正予算説明書で説明します。

１ページから２ページ

第４条 資本的収入及び支出の補正であります。
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収入

１款 資本的収入を３，９４５万９千円増額し、

３億３，５４５万２千円とするもので、

内訳は、

１項 企業債が、１，７２０万円の増。

２項 補助金が、２，２２５万９千円の増であります。

支出

１款 資本的支出を４，５３９万１千円増額し、

５億１ 万３千円とするもので、，３０６

内訳は、

１項 建設改良費が、４，５３９万１千円の増であります。

８ページの補正予算説明書をお開き願います。

収益的収入及び支出並びに資本的収入及び支出の内容について

収益的収入

１款 下水道事業収益

２項 営業外収益

５目 他会計補助金は、６５０万円の減。

繰入基準内外の必要経費精算による減。

６目 長期前受金戻入は、１８２万１千円の増。

資産の減価償却費に含まれる補助金等相当額の戻入収益化額確定に伴う増。

８目 消費税及び地方消費税還付金は、１８万７千円の減。

この度の補正における精算整理に伴う消費税還付金の減。

収益的支出

１款 下水道事業費用

１項 営業費用

２目 ポンプ場費は、１３９万４千円の減。
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主に２２節 修繕費が、執行額確定見込みを勘案した１１１万１千円の減。

その他の節は説明欄記載のとおりの減であります。

３目 処理場費は、７７万７千円の減。

主に１４節 光熱水費のうち、電気料がこれまでの使用実績に伴う５７万８千

円の減。その他の節は説明欄記載のとおりの増減であります。

５目 普及指導費は、９７万５千円の減。

３２節 負担金・補助金及び交付金が、水洗化等改造工事補助金及び利子補給

について、対象者に接続見込みついて聞き取った結果、対象件数の減でありま

す。

７目 総係費は、４万３千円の増。

各節説明欄記載のとおりであります。

８目 減価償却費は、１３２万５千円の減。

機械及び装置に係る償却費の減によるものであります。

９目 資産減耗費は、２４万６千円の減。

令和７年度建設改良費執行精算による除却費の減。

９ページ

２項 営業外費用

１目 支払利息及び企業債取扱諸費は、３万１千円の増。

金融機関からの一時借入金利息の増。

以上が、収益的収入及び支出の補正内容で、これによる消費税込みでの経常収

支見込みでは、９２９万２千円の黒字計上となります。

資本的収入

１款 資本的収入

１項 １目 企業債は、１，７２０万円の増。

建設改良費精算見込みに伴う企業債の令和７年度精算５７０万円減。

建設改良費令和７年度１次補正（国土強靱化）関係社会資本整備総合交付金交
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付決定に伴う企業債２，２９０万円の増。令和８年度対応

※地方公営企業法第２６条（予算の繰越） 予算に定めた地方公営企業の建設

又は改良に要する経費のうち、年度内に支払義務が生じなかつたものがある場

、 、 。合においては 管理者は その額を翌年度に繰り越して使用することができる

２項 補助金

１目 国庫補助金は、２，２２５万９千円の増。

社会資本総合交付金交付額精算に伴う令和７年度精算７４万１千円減。

令和７年度１次補正（国土強靱化）関係社会資本整備総合交付金交付決定に伴

う２，３００万円の増。令和８年度対応

４項 １目 他会計補助金は、同額。

繰入基準内外の必要経費を組み替えたことによる増減であります。

資本的支出

１款 資本的支出

１項 建設改良費

１目 管きょ建設改良費は、３，２３０万７千円の増。

町内の新築工事に伴う１件の公共桝設置工事精算に伴う令和７年度６９万３千

円の減。

令和７年度１次補正（国土強靱化）関係社会資本整備総合交付金交付決定に伴

う工事請負費２件（奔渡汚水幹線改築更新、湖南地区マンホール蓋更新）

３，３００万円の増。令和８年度対応

４目 総係費は、１，２９６万円の増。

主に

１８節 委託料が、令和７年度１次補正（国土強靱化）関係社会資本整備総合

交付金交付決定に伴う委託料１件（門静雨水柵渠改築実施設計）１，３００万

円の増。その他の節は執行見込みを勘案した増減で、内容は、説明欄記載のと

おりであります。

５目 固定資産購入費は、１２万４千円の増。

１節 有形固定資産購入費が、水道課で保有する埋設物探査機、主に地中に埋

設する水道管や下水道蓋などを特定する器具が経年劣化により修理不能とな

り、同等品の購入による増。なお、各会計で器具を共有するため４９万５千円
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の１／４を計上するものであります。

１ページ下段へ戻り

第４条の本文括弧書き

「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

１億７ 万９千円は，１６７

過年度分損益勘定留保資金 １，２０２万８千円

当年度分損益勘定留保資金 １億５，０６５万９千円 並びに

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 ８９９万２千円」を

「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

１億７ 万１千円は，７６１

過年度分損益勘定留保資金 １，２０２万８千円

当年度分損益勘定留保資金 １億５，４４８万２千円 並びに

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 １，１１０万１千円」に

改めるものであります。

２ページ中段

第５条 企業債の補正であります。

企業債の予定額を１，７２０万円増額し１億３，６２０万円とするもので、起

債の方法、利率、償還の方法については、変更ありません。

第６条 議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正でありま

す。

職員給与費について、収益的支出及び資本的支出での増減で、３，９６２万６

千円の同額とするものであります。

第７条 他会計からの補助金の補正であります。

第１号 職員給与費補助が、２３６万９千円増額し、

第２号 減価償却費充当が、７８１万円減額し、



- 6 -

第３号 下水道事業企業債利息償還補助が、８２万５千円減額し、

第５号 下水道事業運営費補助が、１３４万４千円減額し、

新たに第６号を追加し、児童手当給付経費補助として、１１１万円の皆増。

他会計補助金総額を３億２，９９１万８千円とするものであります。

３ページと４ページは、補正予算実施計画。

５ページは、補正予定キャッシュ・フロー計算書。

６ページから７ページは、給与費明細書。

１０ページと１１ページは、予定貸借対照表。

１２ページと１３ページは、会計処理の基準や手順を示した注記であります。

以上が、令和７年度厚岸町下水道事業会計補正予算（３回目）の内容でありま

す。

ご審議のうえ、ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
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議案第２６号 令和７年度厚岸町病院事業会計補正予算、３回目について、その

内容をご説明いたします。

議案書、１ページをお開きください。

第１条 総則、令和７年度厚岸町病院事業会計の補正予算は、次に定めるところ

による。

第２条 業務の予定量の補正であります。

(2) 患者数について、年間延患者数では、５，９３５人減の４万２，４１０人と

するもので、内訳として、入院患者数では、１，０９５人減の１万９５０人に、外

来患者数では、４，８４０人減の３万１，４６０人とするものであります。１日平

均患者数では、２３人減の１６０人、内訳として、入院患者数では、３人減の３０

人に、外来患者数では、２０人減の１３０人とするものであります。

第３条 収益的収入及び支出の補正は、補正予算説明書でご説明いたします。

９ページをお開きください。はじめに、収益的収入であります。

１款 病院事業収益、８，００１万６千円の増

１項 医業収益、８，７４８万８千円の減

１目 入院収益、２，２６８万８千円の減、入院延患者数１，０９５人、１日当

たり３人の減を見込んでの減額であります。

２目 外来収益、６，６６７万１千円の減、外来延患者数４，８４０人、１日当

たり２０人の減を見込んでの減額であります。

３目 その他医業収益、３７万５千円の減

内訳として、１節 室料差額収益、１２万９千円の増は、利用日数の増、２節

公衆衛生活動収益、３０万４千円の減は、主に、新型コロナウイルスワクチン接種

料の減、３節 その他医業収益、２０万円の減は、主に、テレビ視聴料の減であり

ます。

４目 負担金、２２４万６千円の増

一般会計負担金の増で、説明欄記載のとおり、それぞれ決算見込みを勘案しての

増であります。

２項 医業外収益、１億６，７５０万４千円の増
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４目 他会計補助金、３９７万９千円の減

５目 他会計負担金、１億６，６７３万３千円の増

一般会計からの補助金及び負担金で、説明欄記載の項目については、それぞれ決

算見込みを勘案しての増減であります。

６目 負担金交付金、４５１万５千円の増

介護老人保健施設事業運営管理共通経費負担金の増であります。

８目 道補助金、２３万５千円の増

訪問リハビリ実施に伴う地域づくり総合交付金の計上であります。

以上で、収益的収入を終わります。

次に、１０ページ、収益的支出であります。

１款 病院事業費用、６６６万４千円の減

１項 医業費用、３０万１千円の増

１目 給与費、１７万２千円の増

内訳として、５節 賞与引当金繰入額、２００万円の増は、次年度支給分の賞与

引当金の増、６節 報酬、１６６万２千円の減は、会計年度任用職員報酬の減であ

ります。

２目 材料費、１４６万４千円の増

主に、薬品費の増で、病棟における新型コロナウイルス感染症患者に投与する医

薬品費の増であります。

３目 経費、９６万６千円の減

、 、 、 、 、主に ６節 光熱水費 １４７万６千円の減は 電気料金の減 １２節 修繕費

２２４万５千円の増は、暖房用ボイラー修理など施設修理費の増のほか、１１ペー

ジにわたり、それぞれ説明欄記載のとおり執行見込みによる増減であります。

６目 研究研修費、３６万９千円の減は、それぞれ説明欄記載のとおり執行見込

みによる減であります。

２項 医業外費用、６９６万５千円の減

１目 支払利息及び企業債取扱諸費、１０万１千円の増は、一時借入金利息の増
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であります。

２目 医療技術員確保対策費、７３２万１千円の減は、主に、看護師派遣負担金

の減であります。

３目 雑損費、２５万５千円の増は、貯蔵品に係る仮払消費税の増であります。

以上が、収益的収入及び支出の補正内容であります。

１ページにお戻りください。

第４条 議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正でありま

す。

職員給与費について、１７万２千円を増額し、８億２，４０８万４千円とするも

のであります。

２ページ

第５条 他会計からの補助金の補正であります。合計で１億６，５００万円を増

額し、補助金の総額を、６億８，５００万円とするもので、前年度実績との比較に

おいて、１，４００万円の減であります。

３ページは、補正予算実施計画、

４ページは、補正予定キャッシュ・フロー計算書、

５ページから８ページまでは、給与費明細書、

１２ページから１４ページまでは、予定貸借対照表及び注記であります。内容に

つきましては、記載のとおりでありますので、説明を省略させていただきます。

以上で、議案第２６号 令和７年度厚岸町病院事業会計補正予算、３回目の提案

説明とさせていただきます。

ご審議の上、ご承認いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。


